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　その日の夕刻、俺はマクスウェルに連れられ、ラウムに戻ることになった。

　もちろんコルティナは既に自宅へと戻っていて、マクスウェルの屋敷にはいない。

　マテウスも用事を言いつけてあるのか、屋敷には姿が見えなかった。

「さて、レイドよ」

「なんだよ、改まって？」

「実は昨日──」

　そこで俺は、マクスウェルからコルティナの状況について詳細を聞かされた。

　彼女がかなりストレスを感じていることを、俺は意外に思っていた。軍師という役柄上、彼女の忍耐力は他を圧して高い。それが俺の認識だったからだ。

「あのコルティナがね……エリオットが動くのは想定内なんだが」

　俺がハウメアの名前を出し、マクスウェルとの繋つながりを残しておいたのは、エリオットを引っ張り出すためでもある。

　俺が関わっていると知ればエリオットは必ず首を突っ込んでくるし、そうなるとこの一連の生いけ贄にえ事件に国家権力が介入することにも繋がる。

　国が本腰を入れて事件の解決に関わるとなると、そう逃げ切れるものではない。

　問題があるとすれば、コルティナの方だ。

「もはや隠し通すのも限界、とは言わんが、いい加減彼女にも救いを与えてやらんと、あまりにも哀れじゃよ」

「俺も悪いとは思っているけど、こればかりはどうにも……なあ、手っ取り早く変化ポリモルフを習得する方法とかないのか？」

「そんなモノがあってたまるか。それにあの魔法はいろいろと欠点も多いのじゃ」

「欠点とか、聞いたことがねぇんだけど？　いや、そういえば爺じいさんは戦闘中に変化ポリモルフを使ったことがなかったな」

　戦闘中どころか、平時においても使ったところを見た記憶がない。

　ひょっとすると彼の言う欠点が影響しているのかもしれない。

「それはそうじゃ。まずこの魔法は術者にしか効果を発揮できない。ワシがお主にこの魔法をかけてやれんのは、これが理由じゃ」

「おかげで俺が頑張ることになっているからな」

「さらに身体からだを強引に作り変える魔法じゃろ？　気を失うくらいの激痛が走るんじゃよ」

「それほどか？」

「ああ、じゃから戦闘中にはとても使えん。戦いの最さ中なかに気絶する方が危ないでな。それに平時であっても、苦痛に苛さいなまれるのに変わりはない。わざわざ使おうとは思わんよ」

「マジかよ……いやしかし、俺ならきっと耐えてみせる」

「そうであることを願っておるがな。当面は習得の方が先じゃろ」

「そうはいっても、上級の中でもさらに上位の分類だぞ、あの魔法」

　今の俺は中級にようやく手を掛けたばかり。上級の変化ポリモルフを習得するにはいささか力量が足りない。

　無論、十一歳にして中級に駆け上がったのだから、周囲から見れば充分に天才である。

　それでも事態の緊急性には追いついていない。

「いや……まてよ？」

「なんじゃ、レイド。何か思いついたのか？」

「ああ。ほら、転移魔法とか使えない術者が魔法陣を使って転移したりするじゃないか。同じように、外的要因の補助があれば変化ポリモルフを使えるんじゃないか？」

「外的要因……のぅ」

「ほら、この間地脈とか見つけただろ？　あそこで魔法を使えばどうにかならないか？」

「あそこは埋めてしまったじゃろうに」

「お前なら、穴を掘るくらいはできるだろ」

　俺だってそんな簡単な手法で魔法が使えるようになるとは思っていない。だがこういう情報からどうにか解決策を導き出してくれるのも、この爺さんの頼れるところだ。

　ヒゲに手をやり、うつむいて考え込むことしばし。ようやくマクスウェルは顔を上げて、俺に提言を持ちかけてきた。

「お主もそんな簡単に使えるようになるとは思っておらんじゃろ？」

「もちろん」

「じゃが、きっかけになればと思っておる」

「そんなところだ」

「変化ポリモルフ……とはいかんが、似たような状況に心当たりがある。デンのことじゃ」

　マクスウェルに指摘され、俺はデンのことを思い出した。

　地脈の上に巣を作ってしまったが故に、異常進化して高い知能を持つに至ったオーガ。

　今は俺の隠れ家にかくまわれており、大人しく暮らしているはずだ。

　確かに地脈の影響を受けたせいで、オーガというモンスターから姿を変えた新種と言えなくもない。

「確かに地脈の力を借りれば、魔法の補助になる可能性はある。じゃがそれは魔力不足を補う場合に限っての話じゃ」

「それじゃいけないのか？」

「忘れておるようじゃが、お主の場合、魔力量自体は何も問題はない。お主の技量の成長を妨げておるのは、解放力と制御力の二つじゃ」

「それは、そうだな。それじゃ地脈は何の役にも立たないのか？」

「今のところはな。じゃがそのおかげで打開策になりそうなことを思いついた」

「打開策……何か手があるのか？」

　案の定、マクスウェルは何かを思いついたようだ。上手うまくいけば、コルティナの懊おう悩のうを晴らしてやることができるかもしれない。

「ああ、例えば光明ライトの魔道具。あれは魔術師でなくとも使用できるじゃろ」

「そうでないと一般には普及しないだろ」

「そう、つまり魔法が使えずとも使える。それが魔道具ならば可能なのじゃ」

「魔道具……師匠か！」

　魔道具のスペシャリスト。深い知識とそれを実現する技術の持ち主。

　確かに彼ならば、変化ポリモルフの術式を込めた魔道具を開発することが可能かもしれない。

「なるほど、あいつなら俺の事情についても知っている。協力してもらうなら、これ以上の相手はいない！」

「じゃろ？　魔道具作りに関しては超一流。今回の問題ならば、最も頼りになる御仁じゃ」

「そうだな。そうと決まればさっそく──」

「待て、どこへ行くつもりじゃ？」

「どこって、アストのところだろ」

「お主はラウムに戻ってきたばかりじゃろうが。まずは保護者のコルティナのところに顔を出して安心させぃ！」

「あ、そうだった」

　何の連絡もなく夜遅くまで俺が戻らないとなると、コルティナも心配してしまうだろう。

　マクスウェルが一緒とは言え、俺はあくまで子供の身だ。門限は守らねばならない。

「まずはコルティナに顔を見せ、フィーナについても報告してやるがよい。それで多少は気が紛れるじゃろう」

「ああ、そうする」

「それから──そうじゃな。夜にもう一度屋敷に来い。儀式魔術の勉強のため、星せい辰しんの都合で夜に来ねばならぬと言っておけば否とは言えまい」

「また専門的なことを……」

　星辰とは星の巡りのことだ。儀式による魔法を行う際、その時間の星の配置なども術に関わることがある。

　そして星の配置が関わるということは、術式は夜に行わねばならない。

　俺が夜間に家を抜け出す口実にもなる。

「ワシが一筆書いといてやる。そうすれば家を出るのも問題はあるまい」

「だが、コルティナが付き添うって言えばどうするんだ？　夜中に家を出るんだから、そういうこともあるかもしれないぞ」

「ふむ、ならばフィニア嬢に付き添いを頼むとよい。彼女もワシの弟子じゃから、お主の護衛も兼ねて屋敷に来させれば問題はなかろう」

「で、屋敷にフィニアを置いたら、今度はフィニアをごまかす必要が出るだろう？」

「彼女には屋敷の掃除でもやっていてもらおう。その間に最適な場所に出向くと言って屋敷を離れればよい」

「そう上手くいくかねぇ？」

「上手くいかせるのじゃ。レイドに戻れれば、お主はその足でコルティナの元へ向かえ」

「そうしてくれると有り難がたいが、すぐに解決できると決まったわけでもないぞ」

「その時はその時じゃよ」

　にやりと腹黒い笑みを浮かべるマクスウェル。

　こうして俺は、再びアストの元に訪れることになったのだった。




　コルティナ宅に戻った俺は、まず奇妙な違和感を覚えていた。

　コルティナが妙に明るく、わざとらしいほどこちらに構ってくるのだ。

　いつも彼女は明るく元気なのだが、まるで芝居がかったような仕草にすら見える。

「コルティナ、なにかあった？」

「んー、なんでもないよー」

　いつも通りに振る舞ってはいるが、マクスウェルから事情を聴いている俺は、彼女が無理に日常を演じようとしていることに気付く。

　一度爆発させた感情は、そう簡単に整理がつくものではない。

　だが、それを演じているということは、俺に知られたくないということでもある。

　ここは無理に追及せず、事態の解決を待つ……つまり、師匠にどうにかしてもらうまで待ってもらおう。

「あ、そうだ。これお土産。髪がサラサラになるんだよ？」

「はい、本当ですよ。見てください、私の髪もツヤツヤです」

　俺が洗髪剤をコルティナに渡し、その効果をフィニアが自分の髪で提示して見せる。

　コルティナもさすがに女性というべきか、目の色を変えてフィニアの髪を触り出した。

「うわぁ、艶もいいけどしなやかになってる。前も悪くない髪質だったけど、それ以上」

「ですよね！　私もびっくりしました」

「あの白い子には感謝しないとね。これ、量産したらお店で売れるわよ？」

「素材がモンスターだから、そんなに数は作れないと思うけど。でもそれほど難しい相手じゃないし、駆け出し冒険者のいい儲もうけ話になるかも」

　浮きワカメ自体は、それほど難敵ではない……いや、別方向で難敵ではあったが、まあ命の危険を感じるような相手ではない。

　冒険者に成りたての新人ならば、いい小遣い稼ぎになるはずである。

　問題は採取場所が海である点だが、浮きワカメの表皮は乾燥させることもできるし、水で戻せば粘度も戻る。長期輸送も可能なため、交易という手段に訴えることもできる。

「それとコルティナ様、見てください！　ニコル様とお揃そろいなんですよ？」

「わ、それってお守りタリスマンね。手作りなんだ？　素材は何？」

「ファングウルフです。ミシェルちゃんとクラウドくん、フィーナちゃんともお揃いです」

「ふーん？　ねぇ、ちょっと私、お出かけしてきてもいいかな」

「え、どこへ？」

「うん、ちょっとマクスウェルに運んでもらって、ファングウルフ獲とってくる」

「今から!?」

　時間はすでに夕方に差し掛かっている。今からフィニアの作る夕食を食べ、それからファングウルフを狩りに行く場合、それは深夜に及ぶ可能性があった。

　俺としてはコルティナの留守はありがたい限りなのだが、彼女が単独で夜営をするというのは心配である。

　とにかく今は話を逸そらす方向にもっていきたい。

「えっと、その……そうだ、マクスウェルが儀式魔術の勉強をするから、今夜泊まれって言ってた」

「え、マクスウェルの屋敷に？」

「ううん、別の場所。儀式魔術にちょうどいい場所を見つけたんだって」

　これも嘘うそではない。儀式魔術にちょうどいい場所は確かに見つけている。魔神召喚の。

　今回行く場所はそれとまったく関係はないが。

「儀式魔術ねぇ。ニコルちゃんに必要なの？」

「えと、えっと……そう、転移魔法！」

「ああ、確かにアレも儀式魔術の一種と言えば一種か」

　一般的に広まっている、魔法陣の力を借りる転移は術者の力量不足を補うための物だ。

　マクスウェルのように、詠唱だけで使用するのはかなり難しいが、これならば俺でも近いうちに使えるようになるかもしれない。

　そういった事情も鑑みて、コルティナは俺の外泊を許可してくれた。

「せっかく帰ってきたばっかりなのに、また外泊とか……ひょっとして、不良化の兆候？」

「ちがうから！」

　力強く否定したが、正直後ろ暗いことをしに行くという点では変わらないかもしれない。

　俺としても悲しむコルティナにさらに嘘をつくという行為は心苦しい。しかしこれも、彼女のため、ひいては俺のためでもある。

「でも、夜中にニコルちゃんだけ出歩かせるわけにはいかないわよ？」

「それもマクスウェルは考えてる。フィニアに護衛してもらえって。ついでに屋敷の掃除もしてもらうって」

「あの爺じじィ……だんだん横着になってきてるわね。マテウスの奴やつはどうしたのよ？」

「お休みだって。それにコルティナも、途中まで一緒に行くんでしょ？」

　彼女がファングウルフの牙を入手しに行くなら、マクスウェルの転移魔法は不可欠だ。

　結局、家を空けて全員で訪れないといけなくなる。

　コルティナの行き先は別なので、俺が何をしているのかバレる心配もない。

　少々思惑と違う形にはなったが……まあ、これはこれで良しとしておこう。




　結局コルティナも引き連れて、マクスウェルの屋敷を訪れることになった。

　その屋敷に一歩踏み入れたコルティナは、溜ため息いき混じりに感想を述べる。

「あのやろ、この数日でどうしてここまで屋敷を荒らせるってのよ」

　彼女の意見ももっともで、マテウスが通っていた時はそれなりに片付いていた屋敷が、合宿出発前後のどさくさで元の状態に戻っていたのだ。

　確かにこれならば、フィニアに掃除を頼みたくなる気持ちもわかる。

「来て早々、ずいぶんな言い草じゃな」

「せっかくあの男を家政夫にしたってのに、あっという間に荒れているじゃない。そりゃ溜息の一つや二つは出るってものよ」

「フィニア嬢には悪いと思っておる。じゃがこればっかりは性分というかのぅ……」

「まあ、ニコルちゃんがくる前のあんたの屋敷を思い出せば、当然の帰結だったかもしれないわね」

「それはそれとして、コルティナは何しに来たのじゃ？」

「私も『お揃い』！」

「は？」

　コルティナの断言に、マクスウェルも首を傾かしげていた。

　何か言語中枢に不具合をきたしていたのかもしれない。

「いや、私もニコルちゃんたちとお揃いのお守りタリスマンが欲しいってこと」

「と言われても予備なんてないぞ？」

　困り顔のマクスウェルに、俺は事情を説明してみせる。

　それを聞いた彼も、渋い顔をして言葉を濁した。

「お主ではファングウルフの奇襲は危ないかもしれんじゃろ？　守るものもおらん」

「じゃあ、ガドルスを連れてきてよ」

「そんな個人的都合に呼び出されるあやつが不ふ憫びんじゃな」

　完全にコルティナの私情に巻き込まれたガドルスに、俺は合掌したい想おもいだった。

　それでも言うことを聞き、あっさりと連れてこられるのだからあいつも人が良い。

　奴としても、コルティナには多少後ろめたい気持ちを残しているから、断り切れなかったのだろう。
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　そうしてコルティナを別の場所に隔離した後、俺たちはアレクマール剣王国のマレバまで転移したのだった。

　なお、フィニアには後日掃除代として、報酬が支払われることになったと言っておこう。

　俺の隠れ家には地味に転移防止の処置が施されている。

　仮にも国が傾きかねないほどのお宝を隠しているのだから、それも当然のことだ。

　ちなみに術式は師匠に頼んでおり、師匠はあまり外に出歩かない。つまり、ここの存在を知る者は限定されたままだ。

　しかも今はオーガのデンを住まわせている。見られると不味まずいものは、あまりにも多い。

　そんなわけで、俺たちは隠れ家のそばにやってきていた。

　なぜ師匠の洞窟ではなくこちらに来たかというと、デンの様子も気になっていたからだ。

　俺はあれ以来この場所には訪れていない。つまりデンの様子も見ていない。

　あいつがどう暮らしているのか、心配は残っていた。

　鬱うつ蒼そうと茂った森の中に半ば埋もれた廃村。草むらの中で、一本だけ獣道のように踏み固められた道ができている。

　おそらくはデンが出入りすることでできた道だ。

「草むらを踏み固めた様子からして、今でも通っている様子だな」

「ということは元気にやっておるということかの？」

「ま、師匠にも頼んでおいたし、悪い状況にはなっていないだろうさ」

　言うなれば、彼の庭先にオーガを住まわせているわけだから、気にならない方がおかしい……はずなのだが、あの男なら気にしないような気もする。

　それはともかく、あの気のいいオーガとは、また話をしてみたいと思っていたので、いい機会ではあった。

　俺は獣道を通り、隠れ家に訪れた。

　一見すると、ボロボロで半壊した家。しかしよく見ると真新しい補修の跡が見て取れる。

「ん？」

「なんじゃ、レイド。どうかしたのか？」

「補修の跡がある」

　自分の巣に生ゴミの山を築いていたあのオーガが、屋根や壁の修理などするだろうか？

　病気にもならず、風邪も引かないと自慢していたような奴だ。多少の雨漏りや隙間風など、気にするとは思えない。

「ひょっとして、別の誰かが住み着いているとか？」

「ここはアスト殿の敷地内じゃ。いくらなんでもそれは有り得んじゃろう」

「じゃあ、あの補修は何のためだ？　デンには必要ないだろ」

「それはそうなんじゃが……」

　ともかく外から見ただけでは、中の様子はわからない。

　少々不審なこともあるため、警戒して入り口──元の用途は窓だが──を開き、中へと足を踏み入れた。

「朱の一、群青の一、山吹の二──光明ライト」

　マクスウェルがすかさず光源を作り、視界を確保してくれる。持続時間を示す黄系が山吹の二、つまり二時間ほどは照らし出してくれる。

　その魔法で照らし出された屋内の様子を見て、俺は驚きよう愕がくした。

「なんだ、これ……」

　室内は綺き麗れいに整理整頓されており、壁には壁紙すら張られていた。

　入り口にはマットが敷かれ、足の汚れを拭き取ることができるようになっている。

　さらに壁に花を飾っていたり、埃ほこり一つなく丁寧に掃除が施されていたりと、マクスウェルの屋敷よりよほど快適そうに見える光景が広がっていたのだ。

「これは……アスト殿の仕業かの？」

「いや、あのぶっきらぼうな男がオーガのために内装を整えるリフオームをすると？」

「ありえんなぁ」

　デンは弱気で理知的とはいえオーガである。そこらに放り出しておいても死にはしない。

　奴が死ぬとすれば、それは不用意に師匠の怒りを買ってしまうか、餌を取れずに飢えて死ぬくらいだろう。

　あまりの変わり様に警戒し、慎重に部屋の扉を開き、階段を降りていく。

　以前は朽ちかけ、足場を気にしないと踏み抜いてしまう危険すらあったのに、そこも綺麗に作り直されていた。

　しっかりとした足場は軋きしむ音すら立てない。体重の軽い俺はもちろん、マクスウェルですら軋む音を立てないほどしっかりと修繕されていた。

「こりゃ、本格的な改装が施されておるなぁ」

「これ、デンがやったのかな？」

「いくらなんでもありえんじゃろう。変異したとは言え、オーガじゃぞ」

　バカバカしい、そう思いはしても、その疑念は晴れない。

　なぜならこんな場所に足を踏み入れるのは、デンか師匠しかいないからだ。

　そして師匠の性格からして、オーガのために住環境を整えるとは思えない。

　そうして階下に足を踏み入れた途端、何者かが殺意を持って攻撃を仕掛けてきた。

　階段の陰から、重量感のある一撃。

　しかし俺は、その気配を察知していたため、あっさりとそれを避よける。いや、避けるまでもなく寸前で停止していた。

　俺は反撃とばかりに短剣を引き抜きざまに斬りつけ──ようとして、同じく急停止する。

「っと、なんだ、デン……なのかな？」

　そこにいたのはきちんと執事服を着こんだ、身長三メートルの巨体だったのだ。

　しかしその顔に見覚えはある。多少痩せ細り、すっきりした感があるとはいえ、オーガのデンに間違いはない。

「これは失礼を。ニコルお嬢様でしたか。私はてっきり不法侵入者かと」

　拳を収め、優雅な──それはもう、そこらの王宮に放り込んでも使えそうなくらい優雅な一礼をやってのける。

　俺の名を知っており、敬意を払うオーガ。そんな存在はデンしか有り得なかった。

「お前、どうしちまったんだ……？」

　よく見ると顔のムダ毛も処理されており、頻繁に洗顔しているのかさっぱりしている。

　クラウドよりもよっぽど清潔感あふれるオーガと化したデンが、そこにいた。

　以前のデンは三メートルを超える巨体に、でっぷりと膨らんだ腹、短い足と反比例して長く逞たくましい腕を持った、いかにもオーガという体型だった。

　しかし、今俺の目の前に立つ存在は、巨体はそのままにすらりとしたシルエットを持ち、足すら長く伸びている。半面、胴体は短く、人間に近い体型になっている。

　おかげでモンスター然とした外見が緩和され、巨漢がさらに大きくなっただけという印象を受けていた。

　しかも猫背気味だった姿勢はビシリと伸び、頭部には毛髪すら生えている。

　巨大な口は恐ろし気ですらあったが、現在はその姿勢や雰囲気から厳格さのみを漂わせ、異形の恐怖を感じさせない。

「おま……お前……誰やねん!?」

　うっかり東方の方言が飛び出してしまうくらい、俺は驚愕していた。

「は？　ニコル様、私はデンでございますよ？」

「いやはや、これは変わったのぅ。もしや、この地にも地脈が通っておるのかな？」

「んなわけねーだろ！」

　生前はここを何年も隠し場所に使ってきた。そんな異常地帯ならば、俺の身体からだにも異変が発生したはずだ。

　少なくとも、生前の俺にはデンのような異常は発生していなかった。つまり、この場所は地脈などではありえない。

「これはマクスウェル様。壮健そうでなによりでございます」

「おう、これは丁寧に。そちらも元気そうでなによりじゃ」

「これもマクスウェル様とニコル様のご配慮のおかげです」

「いやはや、まさに驚愕の急成長じゃなぁ」

「なに暢のん気きに挨拶してんだよぉ！」

　無駄に丁寧な、俺よりも教養ある口調で挨拶するデンと、それを何事もなかったかのように受け入れているマクスウェルに、思わず声を荒らげてしまった。

　いや、そもそも地脈云うん々ぬん程度の理由では、ここまでの教養は得られない。すると教育した者がいるということになるのだが……

「なんだ、騒々しいと思って来てみたら、お前たちだったのか」

　その教育を施したと思おぼしき存在が、ぞんざいな口調で階段から降りてきた。

　言うまでもなく、師匠だ。

「お前か……？」

「ん？」

「お前がデンをこんなにしやがったのか!?」

「ああ、それか。思いのほか物覚えが良かったのでな。つい教育に熱が入ってしまった」

「ハス──アスト様にも格別のご厚情を賜り、感謝しております」

「うむ、その調子で執事道を極めるといい」

「きわめんな!?」

　執事も何も、デンは紛まがう事なきオーガである。どこの貴族が雇ってくれるというのか。

　この師匠は、面白ければなんでもやらかしてしまうから手に負えない。

「いや、これは……私としたことがうっかりしておりました。主人とお客様を立たせたままとは。申し訳ありません、すぐにお茶をお持ちしますので、どうぞこちらに」

「いや違う、そうじゃない」

　そうツッコミを入れてはみたが、デンは聞く耳を持っていなかったようだ。

　そのまま容赦なく奥の間へ案内され、席に座らされた。

　そして一礼して茶を用意してくる旨を告げ退室する。ここまで流れるように事を運ばれ、口を挟む余裕すらなかった。

　俺はちょこんと席に座ったまま、師匠をぎろりと睨にらみつけた。

　あの純朴なデンがあまりにも急激に変貌してしまった。いや、この男を頼るように薦めたのは俺なのだが、どうにも納得がいかない。

「どうしてああなった？」

「うむ、最初はあまりにも野生的だったのでな。だが知能自体は悪くなかった。そこで興味本位のままに教育を施していった結果、ああなってしまったのだ」

「そこに辿たどり着くお前の思考がよくわからない」

「いや、執事にしようと言い出したのは、実は嫁だ」

「帰ってきたのか？」

「また出ていった。久しぶりだったので夜に張り切りすぎたようだ」

「ああ、そう」

　夫婦仲がよろしいようでなによりだ。爆発しやがれ。

　ともかくこのタイミングでこいつが現れてくれたのは、こちらとしても話が早い。

「そうだ、今日ここに訪れたのは、師匠に用があったからなんだ」

「ほぅ？」

　俺はマクスウェルの補助を受けつつ、現状についての説明を師匠にした。

　俺が正体を隠していることでコルティナがつらい目にあっていること。その我慢もそろそろ限界が訪れていることなど。

　話を聞くうちに師匠の眉間に深いシワが刻まれていく。あからさまに良い感情を抱いていないと、見ているだけでわかるほどだ。

「正直に言おう。正体をバラせ。それが一番の近道だ」

「いや、それができれば苦労はないって。そもそも昔の仲間だったわけだし、気まずいったらありゃしない。しかも今は妹まで生まれたんだ。俺は姉としても期待されてるわけで」

「妹とコルティナという女、どっちが大事なのだ？」

「答えられねぇよ、その質問には」

　俺にとって初めての妹と、かつての仲間で一いち途ずに俺を想おもってくれている女。天てん秤びんにかけようがない。

　俺が正体をバラすことで、フィーナからニコルという姉が消えてしまう可能性もある。

　コルティナも、俺に呆あきれて見限ってしまうかもしれない。そう思うと怖くて仕方ない。

　ライエルとマリアも、俺が騙だまし続けてきた事実を許してくれるかわからない。

　下手をすれば、俺は全てを失ってしまう可能性があった。

「俺は今の生活……いや、家庭を気に入っている。こればかりは何としても失いたくない」

「だがそれでは、その女は永遠に不幸なままだぞ」

「わかっている。だけど……あと少し、だけ……」

　俺の言葉は次第に尻すぼみになっていく。現状を続けられないことくらい、俺だって理解している。

　俺は近い未来、レイドに戻りニコルを捨てるか、ニコルとしてレイドを捨てるかの選択を迫られることになる。

　過去の自分を捨てるか、今の自分を捨てるか、そんな選択に苦渋の表情を浮かべる俺に、師匠は溜ため息いきを吐ついた。

　肩を竦すくめ、脱力したように椅子にもたれかかる。

「まったく、仕方ない奴やつだな。とりあえず当面をごまかすために変化ポリモルフできる魔道具が欲しいと？」

「ああ、頼む。礼はいくらでも出すし、なんだってする」

「ほう、なんだってすると？」

「あ、いや。不倫にならない程度にな？」

　にやりといやらしい笑みを浮かべたアストに、俺は念のために牽けん制せいを入れておく。

　悪いが俺は、他者の家庭を脅かすような存在にはなりたくないのだ。

　いや家庭だけでなく、カップルとかそういうのを壊す存在になりたくない。

「まあいい。だが変化ポリモルフか……それを魔道具にしたことはなかったな」

「じゃあ、師匠でも無理なのか？」

「いや、巻物スクロールに込めるだけなら、すぐにでもできるだろう。加工するための材料もある」

「なら早くやってくれ！」

「ああ、わかったわかった。だが茶を一杯飲んでからな。デンの茶は美味うまいぞ。特にがっつり仕込んだからな」

　その言葉と同時に、デンがトレイに香茶ハーブテイを載せて戻ってきた。

「お待たせいたしました。レモングラスとジンジャーをブレンドした茶です」

「へぇ、おいしそうじゃん」

　この家は半ば地下に沈んでいるだけに、空気が澱よどむ傾向がある。

　そんな室内に爽やかな香りが満たされていく。香りだけでも食欲が湧いてきそうだ。

「ジンジャーには体を温める効果が、レモングラスには沈静作用があるので、気分が落ち着きますよ」

「ほうほう」

　冬は峠を越えたとは言え、夜はまだ肌寒さが残っている。この心遣いは正直にうれしい。

　これもアストの執事教育の成果なのだろうか。

「他にも貧血に効いたり、乳の出が良くなったりするそうです」

「ブフゥ!?」

　いや待て、なぜ乳の出が良くなる茶を飲ませようとした？

　そもそも俺はまだ乳など出ない。

「いや、貧血の方を心配しまして。ニコル様からは少し血の匂いがいたしましたので」

「うっ」

　最近また月の物があったばかりである。軽い貧血の症状が出ているのは否めない。

「それに、失礼ながら胸部の発達に不具合を覚えました」

「余計なお世話だ!?」

「あれから半年。育ち盛りであることを勘案しますと、少々心配が──」

「もういいから！　それに俺たちはやることがあるんだ。ほら、師匠もさっさと飲め！」

　何が悲しくて生活を世話したオーガにまでセクハラされねばならんのか。

　俺は話を打ち切り、師匠の口に香茶を強引に流し込んだ。

「あっつ！　待て、それはさすがに、あっつ!?」

「最近のニコルは熱湯責めにでも目覚めたのかのぅ」

「他にも被害者がいるのか？」

「すでに二名ほど」

　待て、クラウドは熱湯じゃないからノーカンだろ。

　それにあの召喚者の男も糸で焼いただけだ。熱湯をぶっかけた経験は一度もない。

「謂いわれのない噂うわさを広げるな。ほら夜は短いんだ、急げ急げ」

「だから熱い茶を流し込むのはよせ！」

　すったもんだした挙句、ようやく俺たちはアストの洞窟へと移動することになったのだ。




　デンは俺の隠れ家を守るという義務感を持っているため、洞窟へついてくることをせず、留守番をすると主張した。

　俺たちは三人だけで師匠の洞窟へ向かい、その奥へと案内された。

　洞窟の奥にある一軒家……という表現は妙だが、その一軒家のさらに奥。前世でも足を踏み入れたことの無い奥の部屋には、俺が見たことも無い素材の山が存在していた。

「こりゃすげぇな。前世でも見たことないぞ、こんな素材」

「長年集め続けたコレクションだからな」

「これだけあれば確かに最上位魔法の巻物スクロールくらいは作れそうですな」

「ああ、作業におそらく……そうだな、俺でも五時間くらいはかかるか」

「五時間……深夜になるな。いや、明け方近いか？」

　途中の寄り道で結構時間を食っている。時間にしては深夜零時に近い。

　五時間程度の時間が経たてば、それはもう明け方と言っていい。

「今から作業に入るから、お前たちはそっちの客間で休んでいるといい」

「客間、あったのか」

「一応ここは家だぞ。客間くらいはある」

「洞窟の中に埋め込んでおいて、何を今さら」

「好きで埋め込んだんじゃない。噴火に巻き込まれた旧家をリフォームしただけだ」

「いつからあるんだよ、この家……」

　この山が噴火したという話はかつて聞いたことがある。だがそれは伝承すら危ういほど昔のはずだ。

　ともあれ、客間があるのはありがたい。夜も更けてきたので俺も眠気は感じていた。

　見学したがるマクスウェルを強引に引き摺ずり、客間へと潜り込んだ。

　そこは地下の洞窟だというのに快適な部屋だった。

　天井付近には扇のようなモノを組み合わせた機材が設置され、ゆっくりと回転することで空気を外へと送り出している。

　こうすることで室内の空気を循環させ、常に新鮮な空気を取り込んでいるのだろう。

「ほほぅ、あの扇を回転させることで風を起こしておるんじゃな」

「微妙に角度つけてあるのか。夏場には便利そうだな」

「確か冷風機にも、あの機構がついておったのぅ」

　夏場の友と化している冷風機。内部に小型の氷壁アイスウオールを張る術式を備え、そこから風を送り出すことで部屋を冷やす魔道具だ。

　ちなみに開発者はあの白いのだと言われている。信じがたいことだが。

　しかしそれ以外にも、俺は一つ重要な事実に気が付いた。

「おい、この客間……ベッドが一つしかないぞ？」

「う、うむ？」

　客間には少し小さめのシングルベッドが一つ置いてあるだけだった。

　もしあそこで寝ようとすれば、かなり窮屈な思いをすることになるだろう。

「まあ、俺が身体小さいから、寝れねぇことはないか」

「そういう問題じゃないじゃろ。お主はそろそろ異性との接触に気を付ける歳としになってきておるじゃろうに」

「あ？　俺とお前の間に……いまさらだろう」

「ああ、もういいわい。ワシは床で寝る」

「別に気にしないのに」

「ワシが気にするんじゃ。コルティナの怒りを買うのは嫌じゃぞ！」

　まあ、床には毛足の長い絨じゆう毯たんが敷かれているので、冷えることはないだろう。

　ローブを掛け布代わりにして横になるマクスウェルに、なにを強情なという視線を向けながら、俺はベッドに横になったのだった。




　　　　[image: くぎり]




　コルティナは首尾よくファングウルフの牙を入手し、満足顔だった。

　ガドルスが一緒にいるのだ、ファングウルフ程度ならば恐れるまでもない敵である。

　後はマクスウェルが迎えに来るまで、魔法陣を刻みながら待っていればいい。

　お守りタリスマンが完成する明け方近くになって、ようやくマクスウェルは迎えに来た。

　ガドルスを連れているのだから、もっと早く来てもおかしくないと思っていたのに、これは彼女にも想定外だった。

「ちょっと、遅いわよ？」

「スマン、スマン。ちょっと野や暮ぼ用ようができてのぅ」

「ガドルスもいるんだから、もっと早く回収できるとわかるでしょうに」

「いやぁ、こっちもこっちで忙しかったのじゃよ？」

「なによ、まさかニコルちゃんの身に何かあったのじゃないでしょうね？」

「いや、それはないから安心せい。無傷で返してやるわい」

　相も変わらず憎まれ口を叩たたくコルティナに、暖簾のれんに腕押しと言わんばかりの態度で受け流すマクスウェル。

　そんな二人を溜息混じりに眺めながら、ガドルスは呆れ声を出した。

「いや、一番の被害者は俺だろう？　なぜコルティナのわがままに付き合わされる羽目になったのだ？」

「古来より、女はわがままとしたものじゃよ。お主はまだまだ悟りが足りんの」

「萎しなびたエルフと一緒にするでない。さっさと帰してくれんかな？」

　ある意味最大の被害者であるガドルスは、宿を放り出してここまで連れてこられている。

　一応使用人もいるため、冒険者を支援する宿の運営には支障は出てないようだが、それでも責任者不在というのは、色々な面でまずい。

「うむ、そうじゃな。ではさっさとコルティナを送ってからお主も帰してやるわい」

「俺が先じゃないのか？」

「お主はここに放り出しても平気じゃが、コルティナはそうはいかんでな。レディファーストじゃ」

「そう言われては返す言葉もないか」

　冒険者時代から、女性陣の発言力は強かったので、この反応も慣れたものだ。

　コルティナの安全を盾に取られてはガドルスもことさら反発することはできなかった。

「それじゃ、先に帰らせてもらうわね。ガドルスもありがとう。このお礼はいずれ」

「期待せずに待っておるわい」

　こうしてコルティナはマクスウェルの屋敷へと転送されることになった。

　屋敷に戻ると、マクスウェルはトンボ返りにガドルスを送りに出ようとする。

「それではワシはガドルスを送ってくるから、お主は帰っておいてくれるかの」

「ええ、マクスウェルもありがとうね」

「にしても、お主が『お揃そろい』が欲しいと言い出すとはな。入れ込んだものじゃ」

「そりゃ、親友の娘たちだもの。可愛かわいいに決まってるじゃない」

　胸を張ってそう宣言するコルティナは、かつての暗さを感じさせない。

　そこで彼女はちらりと周囲を見回す。

「フィニアの掃除、まだ終わっていないの？」

「うむ、少しばかり荒らし過ぎてしまったわい。彼女も責任をもって送っておくから、お主は先に帰るがよいぞ」

「なんだか、さっさと帰したがってるように聞こえるんだけど？」

「そ、そんなことはないぞ」

　露骨に視線を逸らせたマクスウェルを怪しむが、久しぶりの夜営で疲労していることは違いない。

　自宅でゆっくり眠れるというのは、彼女にとっても抗あらがい難がたい誘惑だった。

「まあいいわ。フィニアちゃんに手を出しちゃだめだからね？」

「ワシをなんじゃと思っておるのじゃ……」

「ガドルスいわく萎びたエルフだけど、まだ色気は残っているんでしょ？　疑うのも当然じゃない」

「まだまだ現役であることは否定せんがの。まあよいわ。ほれ、帰った帰った」

「あっ、ちょっと！　無理に追い出すんじゃないわよ！　フィニアちゃん、助けてー」

「マクスウェル様には歯向かえませんよ。私もすぐ戻りますから、先にお戻りください」

「おのれ、フィニアちゃんまで篭ろう絡らくしたか」

「だから人聞きの悪いことを言うなと言うに！」

　こうしてマクスウェルの屋敷を追い出されたコルティナは、やや不服ながらも家路に着くことになったのだった。

　時は明け方、人通りもまばらに目につき始める時間帯。この時間ならば犯罪に巻き込まれる危険も少ない。

　ニコルとお揃いのお守りタリスマンを手に入れ、コルティナは足取り軽く自宅への道を急いでいた。

「ふふん、これがニコルちゃんが組んだ術式かぁ。確かにちょっと荒いところがあるけど、よくできてるじゃない」

　目の前にお守りタリスマンをぶらぶらとぶら下げ、その出来を確認する。

　お揃いである以上、そこに刻む魔法陣も同じでなければならない。

　マクスウェルからその陣を入手し、コルティナは自分でそれを彫り込んでいた。

「あ、そうだ。あと一本牙が余ってることだし、マリアにもプレゼントしてあげよ」

　ファングウルフ一体から牙は二本獲とれるので、もう一本予備がある。それを親友に贈ろうと思い立ち、驚く親友の顔を思い浮かべてコルティナはほくそ笑んでいた。

　そんな帰路で彼女が足を止めたのは、不審人物を発見したからだった。

　マフラーを巻いた黒ずくめ……いや、濃紺ずくめの男が自宅前で立ち尽くしていた。

　闇に紛れやすい濃紺のロングコートの上からでもわかるほど、細い体たい躯く。背はそれほど高くないが、ぼさぼさの髪は彼女も見覚えがある。

　いや、ありすぎた。

「……うそ」

　言葉を失い、お守りタリスマンをその場に取り落とす。

　その後ろ姿は……彼女が二十一年前まで、散々見続けてきた背中だった。

　彼女の無む茶ちやな指示に皮肉を返しながらも忠実に従い、決して打たれ強いとは言えない身体で、懸命に仲間を守り続けた男の姿だ。

　時には無謀とも取れる勇気を示し、彼女を守って命を落とした心優しい暗殺者。

　カツンと、お守りタリスマンが地面を叩く音に、男は彼女に気付いた。

　振り返るその容貌は、まさにコルティナが期待したままの姿をしていた。

「レイド──!!」

　コルティナの我慢も、そこまでだった。

　矢やも楯たてもたまらず、駆け出していく。その足元はまるで雲を踏むかのようにふわりとしていた。
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　明け方になって、ようやく目的の巻物スクロールが完成した。

　飛び込みの無茶振りな仕事に、五時間も費やしてくれた師匠には感謝の言葉もない。

「ほら、これが変化ポリモルフを封入したスクロールだ。もちろん使い捨てだぞ」

「あ、ああ……ありがとう」

　こいつには何かと世話になりっ放しである。いつか礼をせねばならないとは思っていた。

　だが師匠は完成した巻物スクロールの出来に不満なのか、渋い顔をしていた。

「どうした、何か問題があるのか？」

「ああ。正直言うと、その巻物スクロールは魔道具としては不完全だ。突貫だから仕方ないとは言えるが」

「正規の術式とはどのように違うので？」

　そこで口を挟んできたのは、魔術バカのマクスウェルだった。

　失敗作の術でも使い方次第では役に立つ。それを実際に目にしたからこそ、見逃せない話題だったのだろう。

「まず、術者の魔力を強引に引き出すから、副作用が発生する。具体的に言うと、連続使用できない。一度使えば一か月は変化ポリモルフの術式の使用ができなくなる」

「それは……例えば巻物スクロールで変化ポリモルフを使えば、その後正式な術を覚えても、一か月の間はそれを使用することができないということか？」

「ああ、巻物だろうが、自身の術だろうが変化ポリモルフ自体が使えなくなる。そこは注意してくれ」

「わかった」

「それと、その影響は巻物の施術者にも影響を及ぼすので、量産が利かない。つまり俺も月に一個しか作れない」

「それは……困ったな」

　できるならば頻繁に元の姿に戻りたかったが、月に一個しか入手できず、月に一回しか使用できないのでは在庫が溜たまりようがない。

　コルティナに会うためだけじゃなく、戦闘などでも切り札として保存しておきたかったのだが、少々残念である。

「それと、術式効率も落ちている。倍近い魔力を強引に引き出すわりに、効果時間は半日程度と短い」

「半日か……少なくとも直面している問題の対処はどうにかなる」

「それで物足りなくなる場合もあるからな。魔道具作成に身を投じた身としては、少々どころでなく不服な品だ」

「高望みし過ぎじゃねぇ？」

「専門家の俺の嫁なら──と思わざるを得ない面もある。まあ、今回は急造だから仕方ないが。しばらくは研究させてもらうとしよう」

「お前の嫁さんも魔道具を作っているのか。悪いな、急がせて」

　その後いくつか説明を受け、俺はその場で巻物を使用することにした。

　時間はもう明け方。今から術を使っても夕方までは保もつはず。コルティナに会いに行くには、充分な時間だ。

「よし、いくぞ……」

「苦痛はかなりある。覚悟しておけ」

「ああ、任せろ。我慢強さに関しては自信がある」

　心配そうなマクスウェルに俺は安請け合いして、術式を展開させた。

　かつて、この術は人間が使う術ではなかったらしい。それを強引に人間用に組み直したので、かなり無茶な仕様になったのだとか。

　それをさらに巻物という魔道具に組み込むという真似まねをしているため、術の完成度はかなり下がっている。

　俺を襲ったのは、その未完成故の激痛だった。

「あっ、がっ！　あ、ぐふぁ……あぐああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　一瞬にして目の前が真っ赤に染まり、身体がエビぞりに反り返る。

　そして直後には胎児のように丸まり、床を転げまわった。

　肉が溶け、骨が砕け、強引に組み直される。そんな不快を超えた感触が全身を襲う。

　脳内では神経がプツプツと千切れる音が聞こえ、鼓膜が破れるかのような耳鳴りが響いていた。

　一度死を経験した俺ですら耐え難い激痛。

　それに苛さいなまれ、のたうち回ること……どれくらいだっただろう。ほんの一瞬だったかもしれないし、何時間も味わったのかもしれない。

　歯が砕けかねないほどに噛かみ締め、苦痛に耐えた時間は、もはや自身で把握できない。

　だがようやくその苦痛も引きはじめ──そこで俺は意識を手放してしまったのだった。




「──覚醒アウエイク」

　マクスウェルの声が聞こえてくる。聞き慣れた声に俺は意識を強引に覚醒させられた。

　目を開けると、心配そうなマクスウェルと師匠の姿があった。

「身体の具合はどうだ？」

　師匠の問いに、俺は目の前に手を持ってくる。

　そこにはこの十一年で見慣れた細くたおやかな指はなかった。

　いや、細くはあるが強きよう靭じんで、長くはあるが節くれ立った、強者の指だ。

「ああ、多分……大丈夫だ」

　口から漏れ出す声も、かつての俺の物だ。

　その後も手足を動かしてみるが、違和感は──あるが、異常はない。

「俺は、どれくらい気を失っていた？」

「ほんの数分じゃよ。術が完成したと同時に叩たたき起こしたでな」

「これはお前が戦闘中に使わないわけだな。二度とゴメンだと思ったくらいだよ」

　俺ですら気を失うほどの苦痛。マクスウェルならば、まず間違いなく失神するはずだ。

　戦闘中に爺じいさんに気を失われると、それこそ戦線維持の危機である。

　俺はそこでようやく立ち上がり、周囲を見る。

　いつもより三十センチは高い視界。壁に立てかけられた鏡に映る、前世の俺の姿。

　その姿を見た時、カチリと何かのスイッチが切り替わるような感触を覚えた。

　それまで一応生物学的には少女だった俺の意識が、完全に男のそれに切り替わった。

「ああ……戻ったんだな」

「半日だけだがな」

「今はそれでいいさ。その間にできることをしておかないと。ああ、そうだ。謝礼はまたあとでいいか？」

「構わん。お前の隠れ家から適当に見繕って持っていく。ぼったくりはしないから安心しろ」

「そうしてくれると助かる」

　あそこにはデンもいるので、こいつも無茶な取り立てはすまい。

　それより今はコルティナである。

　時間は既に太陽が昇り始めてもおかしくない頃合い。コルティナも向こうで獲物を仕留めただろう。

「戻るにはいい頃合いだな」

「では、さっそく戻るとするかの──レイド」

　にやりと、懐かしさを込めてマクスウェルが呼び掛けてくる。

　俺もその声に親指を立てて返したのだった。




　俺はマクスウェルの手によって先回りして、コルティナの家にやってきた。

　見たところ、ドアは開いていなかったので、先回りは成功したようだ。

　今回は俺と一目でわかるように、前世で愛用していた濃紺のコート姿。腕には手甲ガントレツトを着けているが、これは師匠のデザインではなく前世の物をつけているように指輪で偽装している。

　元が俺の体格だから、手甲だけごまかしているため、見抜かれる心配はない。

　玄関先で俺は少し頭を悩ませていた。

　驚かせるという面では、家の中に潜り込んだほうがいいのだろうか？

　そう考えて扉の前で首を捻ひねっていると、背後でカツンと何かが落ちる音がした。

　振り返ってみると、そこにはコルティナがこちらを見て立ち尽くしていた。

　この姿で再会するのは初めてなので、俺もかける言葉に頭を悩ます。

「あ、えーっと……よ、よう」

「……レイド？」

　掠かすれるようなコルティナの声。その目からみるみる涙がこぼれ落ちていく。

「その、ずいぶん待たせてしまったが、どうにか戻ってきたよ」

「……………………」

　返ってくる言葉がない。やはり俺が本物か疑っているのだろう。

　ここは俺と証明するために、俺たちの間にしか通用しない話題を出すしかない。

「えーと、そうだ。前回は公園で会ったよな。あの時は話もできなかったけど、それは事情があってさ──」

「う……」

「う？」

　ようやく俺と納得してくれたのか、コルティナがポツリと声を漏らす。

　だがそれは意味を成すような言葉ではない。

　やがてクシャクシャに崩れた顔を上げ、いつものキッとした表情で睨にらみつけてくる。その視線は、俺がよく知るコルティナの物に間違いはない。

　いや、なぜそんなキツイ目で睨まれねばならないのか……

「あー、いや。遅れたのは事情があってさ。ほら生まれ変わったから、いろいろとな？」

「うう……」

「その、泣くまで悲しんでくれたのは俺としてもうれしいところではあるのだが──」

「えうぅ……」

「ええっと……コルティナ？」

　がくりと体勢を下げる姿を見て、俺は彼女が殴り掛かってくる姿を想像した。

　しかし俺は、その拳を甘んじて受ける覚悟をした。

　それだけのことを、俺はしてしまった自覚があるからだ。

「その、本当にすまなかった。俺も早く会いに来たかったけど……」

「うわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああぁぁぁんんん!!」

　絶叫と共に俺に突進してくるコルティナ。姿勢を低くして、猛獣のごとき疾走を見せる。

　そこから繰り出される拳を想像し、俺は目を瞑つぶり、歯を食いしばった。

　顔面を襲う衝撃を想像したが、ダメージは俺の腹に襲い掛かってきた。

　疾走したコルティナはそのまま拳を振り上げることなく、俺の腹へ突っ込んできたのだ。

「ふぐぉ!?」

　決して背の高くない俺だが、コルティナはさらに輪をかけて小さい。

　その彼女が姿勢を下げて突っ込んできたのだから、その頭が胸ではなく腹まで下がっても無理はない。

　しかし体重の軽い俺に、小柄とは言え身体能力に優れたコルティナが突進チヤージしてきたのだから、支え切れるはずもなかった。

　勢いに押され、俺は後ろに吹き飛ばされる。

　玄関先に立ち、背後を振り返った俺の後ろとはすなわち──厳重に施錠された頑丈な扉だった。

　ゴッと鈍い音が後頭部に響く。

　その衝撃に、気絶に慣れた今世の身体は、あっさりと意識を手放したのだった。




　次に目を覚ました時、俺はコルティナのベッドの上だった。

　どうやら彼女が、気を失った俺を家の中に運び込んで介抱してくれたらしい。
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「ここは……」

「あ、目が覚めた？」

「ああ、手荒い歓迎だったな」

「う、うるさいわよ！　あれはちょっと、その……気の迷いよ！」

「ああそう？」

　口調は荒いが、それでも俺を気遣ってカップに水を注ついで差し出してくる。

　それを俺は一息に飲み下した。

「それで？　レイドは今までどこに行っていたの？」

「それはお前も知っているんじゃないのか」

「そっか、やっぱりハウメアって女はあんただったのね」

「ああ、偽名だけどな」

「偽名？」

「昔、世話になった冒険者の名前なんだ。ちょっと申し訳ないけどな」

　かつてエルフの集落へ向かった時に世話になった。嘘うそは吐ついていない。

「そう言えば、私も前に見かけたことがあるわ。エルフの女の人。若作りだったけど、結構歳としはとってそうだったわね」

「そうか？　そういえば彼女もこの近辺を拠点にしていたな。お前が会ったことがあるとしてもおかしくないか」

　おかしくないも何も、俺と一緒に出会ったのだから、我ながら図ずう々ずうしいとは思う。

　しかし実在する人物の名前を出したことで、俺の発言が信しん憑ぴよう性を得たことは確かだ。

「そっか、あの人……」

「もちろん、俺のことなんて先方は知らないかもしれないけどな。俺が転生してしばらくしての話だから」

　しばらくがどれくらいの期間だったのかは明言していないから、これも嘘じゃない。

「今回はお前がかなり参っているとマクスウェルから聞いてよ。ちょっと無理して会いに来た」

「どうしてすぐに会いに来てくれなかったのよ？」

「それはその……いろいろだ」

「どうせ女に転生したから恥ずかしかったんでしょ？」

「ま、まあ、それもある」

　そこで彼女は少し顎先に指をあてる。彼女特有の、思考する仕草。

「自分で言っておいてなんだけど……本当にそれだけかしら？　それに今まで会いに来られなかった理由とその姿は？」

「あー、それな。馴な染じみの魔道具師に頼んで変化ポリモルフの術を掛けてもらった」

「あれって他人に掛けられないんじゃなかったっけ？」

「ああ、かなり無む茶ちやな設計をしたらしく、効果時間は基本の半分だし、変化の際の苦痛も桁外れだったがな。まさか俺が気絶するほどとは思わなかった」

「そんなに……」

　俺は敢あえて、片方の質問にだけ答えておく。ただしそちらの情報量は多めに白状した。

　さすがに師匠の名を出すことはできないが、偏重した答えでも情報量が多ければごまかすことは可能になる……的なことをマクスウェルから聞いていた。

　そしてこれ以上の追及を避けるための手段として──

「それより……せっかく久しぶりに会えたんだ。ここじゃなくてもっと雰囲気の良い場所で話をしないか？」

　かなりずるい手段だとは思う。だが俺も時間は限られているので、焦りはあった。

　もっと話をしたい。あの頃のように、一緒に歩いてみたい。そんな感情に支配される。

「まずは朝食でも久しぶりにどうだ？　ここだと風情も何もないだろ」

「今更風情なんて」

「前世はその風情の無さが原因でぶっ飛ばされたんだが」

「嫌なこと、思い出させないでよ！」

　拳を振り上げる真似まねをするコルティナ。しかしその拳は、優しく俺の胸を叩たたくにとどまったのだった。




　コルティナと外食を済ませ、前世からの話と、今のあれこれを話してから、席を立った。

　俺がフォローしないといけない人間は、コルティナだけではない。もう一人、いる。それはコルティナも理解していた。

　切り出したのは彼女の方が先だった。

「そう言えばフィニアちゃんにはもう会ったの？」

「いや……」

　店を出てぶらぶらと歩きながら、コルティナがもう一人の存在に言及する。

　俺の死を直接目にし、その責任を感じている彼女も、コルティナと同じくフォローしておかねばならない存在ではある。

　コルティナは俯うつむいたまま、こちらに視線を向けようとはしない。

　俺はそんな姿勢の彼女の頭を優しく撫なでて、先を促す。

「彼女にも会っておかねばならないのは確かだけど、お前とデートした直後にってのもな」

「会わないとダメよ？　あの子も大分マシになったとは言え、妙に責任感じたままなんだから。ニコルちゃんに過剰な忠誠心を発揮しているのも、その辺が原因なのよ」

「そういうものかな？」

「それに彼女相手なら、私も多少は浮気を許してあげる」

「えー、浮気とかそういうの、無しにしねぇ？」

「ちょっと、随分な言い草ね」

　俺の軽口についに顔を上げて、ペチンと腕を叩いてくる。

　彼女の言うことも理解できるのだが、だからと言って制限時間を忘れるわけにはいかない。俺に残された時間はあと数時間しかない。ギリギリだが……間に合うだろうか？

「まあ、お前の許可が出たんだから遠慮する必要はないか」

「言っておくけど、フィニアちゃんだけだからね！」

「了解、了解」

「気付いてないようだったけど、あんたを狙ってた娘こ、結構多かったんだから」

「それも最近になって気付いた」

　名残惜しい雰囲気を出してはいるが、相手がフィニアということもあり、彼女も我慢しているに違いない。

　それだけ彼女も、フィニアのことを大事に思っているのだろう。

　俺はそんな彼女の想おもいを感じながらも装備を整えていく。

　コートを羽織ったところで、コルティナが何かに気付いたかのように驚きの声を上げる。

「あれ、その手甲……そんなデザインだったっけ？」

「うぇっ!?」

　コルティナと食事をするにあたり、俺は装備を外していた風に見せていた。

　コートを羽織った際に忘れないように手甲の幻覚も纏まとわせたのだが、そのデザインがうっかり今の物になっていた。

　とっさにその腕を背中に隠す。

「き、きっと光の加減だな。うん」

「そうかしら……それで、今度こっちに来るのは二か月後なのね？」

「ああ、頑張れば一か月後でも行けるんだけど、ちょっとあれはキツくてな」

「あんたが無事で、元気にしているんだったらいいわよ。でも手紙くらいは欲しいかな？」

「俺って筆不精なんだが……なるべく善処しよう」

「そう言って期待を裏切ったことがないのがあんただもんね」

「いや、これは本当に難しいから」

　文字というのも俺にとっては厄介な問題だ。

　コルティナは俺が魔術学院に入ってから、ずっと担任を続けている。

　つまり、俺の文字について知り尽くしていると言っていい。

　前世とは手の大きさも違うため、筆跡は大きく違ってきているので今までバレなかったが、手紙となると今度は逆にレイドの時の筆跡を要求されるわけだ。

　ここでボロが出ないとも限らない。

「ま、まあ今は時間もないし、フィニアのところに行ってくるよ」

「ちゃんと慰めてあげるのよ。あんた口下手なんだから」

「なにおぅ!?」

　そう言って送り出してくれたのは、俺が無駄な緊張をしないようにという心配りだったのかもしれない。




　俺はマクスウェルの屋敷に向かい、フィニアが出てくるのを待っていた。

　マクスウェルは俺がコルティナの家に向かっていることを知っているため、彼女はこの屋敷で足止めを食っているはずだ。

　俺が屋敷のそばまでやってきたところで、マクスウェルから遠話テレパスの魔法が飛んできた。

　この魔法は遠距離にいる特定の存在に言葉を飛ばし、会話できるようにする魔法だ。

　冒険者ギルドの通信魔法もこの魔法の発展形らしい。

『ようやく来たか。上手うまくいったのかの？』

「マクスウェルか、やけに反応が早いな」

『生命探知ライフサーチを使っておったでな。近付く存在があれば気付くようにしておった』

「フィニアは？」

『片付けを終えて今は一休みしておるよ』

「それは重畳。少し挨拶をしていきたいと思っているんだが？」

『足止めするまでがワシの役目じゃ。後はお主の好きにせぃ』

　マクスウェルがそう言ったということは、しばらくするとフィニアは出てくるのだろう。

　屋敷で会うより、外で会った方が邪魔者がいない分、話しやすいかもしれない。

　そう判断して外で待つと、フィニアが玄関の扉を開け、頭を下げながら出てきた。

　おそらくマクスウェルから報酬を受け取って恐縮しているんだろう。

　報酬の入った布袋を肩掛けカバンにしまい込み、珍しくウキウキした表情で足取り軽く屋敷の門を出てくる。

　カバンは見るからに重く膨らんでいた。華きや奢しやな彼女にしてみれば、結構な重さのはずだ。

　俺は気配を消してフィニアの後ろまで忍び寄り、驚かすように声をかける。

「重そうな荷物ですね、お嬢さん。よろしければ、俺がお持ちしましょうか？」

「へぁ!?」

　間の抜けた声を漏らし、慌てて振り返る。

　そして俺の姿を認め、大きく目を見開いた。この辺の反応はコルティナと同じだ。

　気き障ざったらしく、恭しい一礼を見せる。これは魔術学院で覚えたものだ。

　貴族が多く通う学院だけに、礼儀作法の授業もカリキュラムに組み込まれていた。

「え、まさか……レイド、様？」

「お久しぶり。大きくなったな、見違えたぞ」

　硬直するフィニアに、精一杯の笑顔を向けてやる。引き攣つった顔になったのはご愛あい敬きようだ。

　およそ二十年振りに、俺はレイドの姿で彼女の前に立った。

　凶悪なタックルを繰り出してきたコルティナと違い、実に彼女らしい淑しとやかさだ。

　だが反応がないのも、それはそれで寂しい。

「どうした、俺のこと覚えているよな？」

　俺の記憶によると、彼女の中ではレイドという存在はほとんど神格化すらされていた。

　ひょっとしたら現実の俺を見て幻滅しているのかもしれない。

　そう思うと、少しばかり心配になってきた。

「レイド、さま……」

　そう掠かすれるように漏らした後、俺の胸にしがみついてきた。

　彼女はコルティナより背が高く、やや肉付きがいい。それでも人間の平均よりは華奢だ。

　その華奢な可か憐れんさは、俺の好みの範はん疇ちゆうに充分に入っていた。

「少し前に転生していたんだけどな。会いに来るのが遅れて悪かった」

「いえ、そんな！　私なんかのために──」

　縋すがりついたまま、しゃくりあげるような声を上げるフィニア。

　その声は周囲にも聞こえており、タイミング悪く通り掛かった通行人が何事かという視線を俺に向けてくる。

「そうだ、コルティナ様！　私に会いに来るよりコルティナ様にお会いになりましたか？」

「ああ、安心しろ。先に挨拶を済ませてきたよ。いきなり頭突きで気絶させられた」

「え、頭突き……でも、よかった。もっと一緒にいてあげなくてよかったのですか？」

「そのコルティナがお前に会ってこいって言ったんだよ」

　涙に濡ぬれた瞳で訴えかけるように俺を見上げてくるフィニア。

　だがその光景は外から見れば、何事かと思われるに違いない。現に今も俺を指してひそひそ声で話す奥様方の姿が散見できる。

　しかもここはマクスウェルの屋敷の前。あの爺じいさんの外聞にも影響が出るかもしれない。

「……いや、あの爺さんは外聞を気にするタマじゃないか」

「えっ？」

「いや、ここじゃなんだから、場所を移さない？　女性が好きそうな店を知っているんだ」

「そうなのですか？」

「ああ。少し前までは結構長くここに住んでいたからな。フィニアとは少し入れ違いになってしまったが」

「それは……少し残念ですね」

　この街で俺と一緒にいる姿を想像したのだろうか、フィニアは少し頬ほおを染めて心底残念そうに、そう漏らしていた。

　目に涙を溜めて、頬を染め、男の胸にすがる少女の姿とか、正直言って晒さらし者もの以外の何物でもない。正直言うと、周囲の視線が針のように痛く感じる。

「ほら、早く行こう。その、俺もちょっと恥ずかしいし」

「あ！　申し訳ありません」

　ようやく彼女も周囲の視線に気付いたのか、顔を真っ赤にして俯いてしまった。

　その仕草は大変可愛かわいらしいが、余計に疑惑の視線を向けられることになったのだった。




　コルティナとは別の店を選ぶ必要があったため、かつてエリオットに連れてこられた茶店に、フィニアを連れてきた。

　ここは豆茶も悪くないが、甘かん味みもかなりいける。俺もミシェルちゃんとレティーナを連れて、よく来ていた。

　コルティナの家に引き籠こもりがちのフィニアなら、来たことはないはずだ。

「ここはデザートも結構美味うまい。フィニアにも気に入ってもらえると思うよ」

「そう言えば私はそういったデザートはあまり口にしていませんでしたね」

　フィニアは料理上手だが、クリームやチョコレートといった手間のかかる加工品はなかなか作る暇がない。

　彼女がデザートを習得した暁には、コルティナの家でも食べられるようになるのではないか、そんな野望もなかったとは言えない。

「今度作ってくれると嬉うれしいな」

「え、わ、私がですか？」

「うん。コルティナから聞いた。料理上手いんだって？」

　料理を作ってくれと口にすると、なぜか顔を真っ赤にしてあたふたしだすフィニア。

　そんなに恥ずかしがることを言ったつもりはないんだが。

「それはその……コルティナ様にお願いしては？」

「コルティナの料理？　それはサバイバル料理を注文するようなものだぞ」

「で、でもあの時は結構手際よかったですよ？」

「あの時？　ああ……」

　コルティナは昔、フィニアと一緒に料理をしたことがある。俺が死んだ孤児院での話だ。

　その時のことをまだ覚えているのだから、彼女は記憶力がいい。

「手際はいいけど、なんというか雑でな。マリアくらい上手いとありがたいんだが。フィニアがいてくれると助かるよ」

「それはあの、私は今、ニコル様にお仕えしていまして。マリア様のご息女の」

「あ、そ、そうだったか」

　そのニコルが俺なのだが、そこは彼女の知るところではない。

　そんなとりとめのない話をしていたところへ、料理が運ばれてくる。

　彼女はそれを、美味そうに口にしていた。

「これは確かにおいしいですね」

「だろ？　ああ、それと……」

　俺が短くとも一か月に一度しか姿を現せないことや、これまでの近況──作り話だが──を報告しておく。

　一か月という結構な期間が空くことを聞き、フィニアは残念そうな顔をしたが、それも俺の存在が不確定だった今までに比べれば、遥はるかにマシだ。

　自らをそう強引に納得させたのか、コクリと力強く一つ頷うなずいていた。

「だから俺も今日はあまり長くいられないんだ」

「私でしたら、元の姿がどのような姿でも気にいたしませんが？」

「俺が気にするんだよ」

　まさか毎日一緒にいるニコルの姿だとは思うまい。魔力畜過症の時はキスまでしている。

　だからこそ、是が非でもバレるわけにはいかない。

　コルティナは彼女相手の浮気云うん々ぬん言っていたが、現状ではさすがに気が引ける。

　俺の中ではいまだに彼女は……そうだな、近所の年下の女の子的な扱いなのだ。

　なのでこの日は、ぎりぎりまで彼女とお茶を楽しんで、その場から撤退したのだった。




　フィニアと軽くデートを済ませた後、俺は気配を消してマクスウェルの家に忍び込んだ。

　何度も出入りしているので、この屋敷の罠わなの配置は既に熟知している。

　奴やつはガドルスの送迎もやっていたので、念のため気配を消しておく。何らかの理由でガドルスがこの屋敷に残っている可能性もあると思ったからだ。

　マクスウェルの執務室の前で気配を探り、中に一人しかいないと確認してから扉を開ける。

「ただいま、今戻ったぞマクスウェル」

「おう、戻ったかレイド。首尾よく行ったようでなによりじゃな」

「ああ。コルティナも機嫌を直してくれたよ。しばらくは問題ないと思う」

「しばらくなのか？」

「一か月か二か月おきには顔を出さないといけないかもしれないけどな」

「それは……アスト殿に負担をかけてしまうのぅ」

　今のところ、俺自身では変化ポリモルフを使用できない。

　毎月のように顔を出そうとすれば、その魔道具を制作している師匠に負担をかけることになってしまう。

　このアイテム自体は五時間程度で作り上げられるようだが、それでも高価なアイテムを毎月提供してもらうのは、気を使わざるを得ない。あと、あの苦痛は一か月に一度でも味わいたくない。

「何とか俺の都合もあるから二か月はあるかもって言っておいたがな」

「それ以上の間を空けるのは可哀かわい想そうか。やれやれ恋する乙女の機嫌取りも大変じゃな」

「まあ、俺の自業自得って面もあるからな。師匠にはせめて報酬を弾んでおくさ。こっちもデンをおもちゃにされたことだし、その辺で手を打ってくれるだろう」

　アストの報酬に関して話していると、急に動どう悸きが激しくなり、体の節々が痛み出した。

「ぐっ……」

「どうした!?」

「どうやら時間切れらしい……」

　俺はその場で膝をつく。倒れて頭などを強打する危険性を危惧してのことだ。

　波のように襲い来る苦痛に歯を食いしばって耐える。これからは一か月から二か月周期で、この苦痛を経験せねばならない。

　半日前にも味わったように、身体がバラバラになるような激痛が走る。

　とても耐えられるようなものではなく、俺はあっさりと意識を失い、視界が暗転した。

　しばらくして、またしてもマクスウェルの覚醒アウエイクの魔法で強引に叩たたき起こされる羽目になった。

　俺はだぶだぶになったコートの下で、結構はしたない格好をしたまま目を覚ましていた。

「目が覚めたかの？」

「ああ……」

　コートの前を合わせ、執務室に設置されている姿見の前に立つ。

　客に会う際に身み嗜だしなみを整えるために設置されているものだ。背の高いマクスウェルが使用するので、かなり大きなものが置かれている。

　見たところ、俺の身体は変化ポリモルフ前の姿と変わりはない。どうやら変な戻り方をせずに済んだようだ。

　変な戻り方とは、術式が元の身体を曖昧に記録した状態で使用した場合、元の姿に戻りきれず異形と化す可能性もあると、師匠から聞いていたせいだ。

　無論、師匠にそんなミスがあるとは思っていないが、それでも不安なモノは不安である。

「無事、元に戻ったようだな」

「お主の服も持ち帰っておるよ。じゃがせめて下着くらいは男に運ばせるのはやめてくれんかのぅ」

「無む茶ちや言うな。俺が女児向けの下着なんて持ち歩いていたら、それこそコルティナに牢ろう獄ごくに放り込まれるわ！」

「それはワシも同じなんじゃが？」

　今日の出来事を思い返す。

　コルティナと感動の再会。生まれて初めて自分から女に言い寄ったあのシーンで、万が一俺の懐から女児用の下着がこぼれ落ちた日には……次の転生を迎えさせられてしまうかもしれない。

　いや、マリアも次は転リーインカー生ネーシヨンを掛けてくれないかも。

　最悪の状況を想像し、俺は身震いしながら身嗜みを整える。

　その震えをマクスウェルは何か勘違いした様子だった。

「む、どうしたレイド。体調が悪いのか？」

「いや、怖い想像をしただけだから、心配するな」

「慣れない魔法を使用したのじゃから、身体に無理が掛かっておる可能性もある。くれぐれも体調には気を付けるのじゃぞ。不調を感じたらすぐにワシかマリアに知らせるがよい」

「ああ、そうさせてもらうが……マリアに知らせるのはさすがにやばくないか？」

「なに、慣れぬ儀式魔法を学んで体調を崩したとでも言えばよい」

　そう言えば、そんな口実で外泊したんだったな。

　さすがに次の日の夕方まで戻らないというのは、怪しまれるかもしれない。

　マクスウェルがすでに戻ってきていることは、フィニアに知られていた。

　俺もあまり帰宅時間が遅れては、そのズレから疑惑が発生する可能性もある。

「余り遅れると怪しまれるから、俺はもう帰るぞ」

「待て待て。震えとるのに一人で帰せるわけないじゃろう。それにそんな真似まねをしたらワシがコルティナに怒鳴られるわい」

「いやこれは……まあいい、頼む」

　どのみち日も暮れようかという時間に子供一人で帰還するのは、確かに危ない。

　俺自身の戦闘力なら大抵の問題は解決できるが、無駄に騒動を起こす必要もあるまい。

　マクスウェルがついてくれば、問題の大半は穏便に収めることができる。

　外がい套とうを羽織るマクスウェルを待ち、俺たちはそそくさと屋敷を後にしたのだった。




　幸いトラブルに巻き込まれることもなく、コルティナの家まで戻ることができた。

　俺は何気ない振りを装いつつ玄関のドアを勢いよく開く。

　まるで、元気に戻ってきた子供を演じながら。

「ただいまー。コルティナ、戻ったよ？」

「お、お帰りなさいませ、ニコル様。マクスウェル様もご苦労様です」

「うむ、ではワシはここで失礼するぞ」

「え、いえ、その……マクスウェル様にちょっとお願いが……」

「フィニア、何かあったの？」

「ええ、コルティナ様が──」

　コルティナに何かあったらしい。今日の興奮具合から見て、体調でも崩したのだろうか？

　俺はやや心配になりながら、コルティナの部屋に向かう。

　そんな状況を目にして、マクスウェルも後をついてきていた。

「コルティナ、入るよ？」

　いつもならあまり訪れることのない、コルティナの部屋。

　今日は二度目の訪問だが、その時は彼女に不調は見受けられなかった。何かあったとすれば、俺と別れた後のはずだ。

　心配になって返事を待たず扉を開く。

　すると中には、ベッドの上で毛布にくるまり、でへでへと気持ち悪い笑みを浮かべるコルティナが存在したのだった。

「その、私が帰った時からこの様子でして。話も通じない状態なので、どうしたものかと」

「えー……」

　つまりあれだ。こいつは俺と別れてからずっと、こうしてにやけたままだったのだ。

　その様子を見て、マクスウェルは呆あきれたように踵きびすを返す。

「お、おい……」

「これ以上は付き合いきれんて。もうお主たちでどうにかせい」

「見捨てる気かよ!?」

「馬に蹴られたくないでなぁ」

　そう言うとさっさと退場するマクスウェル。俺も後を追いたかったが、この状態のコルティナを放置するわけには行かない。

　結局、ベッドの上でバタバタするコルティナを眺め、立ち尽くすしかできなかったのだ。

　ベッドの上に転がったコルティナは毛布で肩口まで覆いゴロゴロしていた。足は剥むき出しになっており、はしたないことこの上ない。

　そして心の声はダダ漏れになっていて、聞いているこっちが恥ずかしくなって来るセリフが俺の耳を容赦なく攻め立てた。

「あーでも、あの時はちょっと言い過ぎちゃったかしら。怒っていると思われたり……いやいや、あの朴念仁はあそこまで言わないと気付いてくれないし」

「あの、コルティナ？」

「ああっ、じゃあじゃあ、私の方から迫ってみるとか──」

「えっと、コル、ティナ……？」

「でもレイドの腕って意外とがっしりしてたわね。ライエルほどじゃないけど、私としてはあれくらいの方が均整取れててよかったかも」

「……………………」

　ついに俺は、聞いていられなくなって耳を押さえてしまった。

　横を見るとフィニアも顔を真っ赤にして俯うつむいている。

　おそらくコルティナが俺をフィニアの元に送ったのは、こういう理由もあったのだろう。

　この醜態を限界まで我慢していたからこそ、見られたくないと思って俺をフィニアの元に追い払ったのだ。

　名残惜しそうにしていたのは、それでも一緒にいたいという女心のなせる矛盾か。

「フィニア、コルティナはもうダメ。わたしたちだけで夕食を食べよう」

「そ、そうですね。コルティナ様には冷めても大丈夫なモノを用意しておきましょう」

　俺は人生で初めて、仲間を置いて逃亡した。さすがに、これを聞き続けられる図太い神経は、俺にはない。

　フィニアもこれ以上の痴態を俺に見せるのは教育に悪いと思ったのか、撤退に賛成してくれている。

　なんとなく居心地の悪い気分のまま、俺は着替えを済まし食堂へ向かう。

　そこでフィニアはサラダと冷製シチューの夕食を作っていた。

　他にも鶏とり肉にくをヨーグルトに漬けてから焼いた物を用意するらしい。先に焼いていたら冷めて脂が固まってしまい、味が落ちてしまうからだろう。

　下味に使用したスパイスの香ばしい匂いが食堂に満ちて、食欲を刺激する。

「それ、初めて見るかも」

「そうですね。匂いがきついので、あまり作ってませんでしたし」

「お肉は焼くかコートレットにするのが多かった気がする」

　俺はフィニアの調理に口を挟みながら、その手元を何気なく見ていた。

　彼女の手はいつものようにリズムよく動き……いや、いつも以上に弾むような躍動感を出していた。

「フィニア」

「なんですか、ニコル様？」

「今日、いいことあった？」

「ふぇっ!?」

　これは俺のエスコートの点数を聞いてみたいと、ふと気になったのだ。

　俺の質問にビクリと背筋を伸ばし、硬直する。

「あぶない、手元」

「も、申し訳ありません。でもニコル様も悪いんですよ？　驚かすようなことを聞くから」

「いつもより手元が弾んでいるような気がしたから」

　コルティナの方のサポートは、あの様子だと成功と見ていいだろう。

　しかしフィニアの方はどうだろうか？　今回の機を逃すと、次は短くとも一か月先まで彼女を放置しないといけない。

　異性をエスコートするというのは俺も初めての経験だったので、出来を本人から直接聞きたかったのである。

「そうですね。今日はとってもいいことがありました」

「どんな？」

「それは……言ってもいいのかな？」

「言えないことなの？」

　これは意地悪な質問だったかもしれない。

　俺の転生という問題は、俺個人に留とどまらず六英雄全てに関わってくる。

　ニコルという部外者に伝えることは、マクスウェルの判断を仰いだ方がいいという考えに至った分、コルティナよりは正気を保っている。

「レイド、さまのこと？」

「どどど、ど、どうしてそれを!?」

「どうしてもなにも、さっきコルティナがダダ漏らしにしてたし」

　正気かと思ったが、やや抜けているようだ。まあ、慌てるフィニアも可愛かわいいので良し。

　冷製のクリームシチューを冷やす作業に移り、その間に漬け込んでいた肉を焼き始める。

　その手元はさっきと違い、ちょっと緊張していた。これは俺の質問に対して警戒してしまったからだろうか？

　これは少し緊張を解ほぐしてやった方がいいかもしれない。

「よかったね」

「え？」

「憧れていた人に会えたんでしょ。だから」

　自分で自分のことを憧れの人などというのは、正直言ってメチャクチャ面おも映はゆい。

　しかし今の俺はニコルであり、レイドではない。ここで聞いておかないと逆に不審に思われるかもしれない。

「ええ、本当に。なによりもあの方が無事で……いえ、無事じゃなかったんですけど、また会えて本当に感激しています」

「……そっか」

　俺が再び姿を見せたことで、ここまで喜んでくれる人たちがいる。

　それだけで俺は、転生した意義を見み出いだせた気がした。

　その分、正体がバレた時のことを考えると、背筋が寒くなるのではあるが。

　自分のカップを取り出し、シチューに使用したミルクの残りを注ぎ込み、口に運ぶ。

　これくらいのつまみ食いなら、フィニアも多めに見てくれている。むしろ俺は食事量が少な過ぎるらしく、推奨してくれていた。

「と・こ・ろ・で！」

「ん？」

「ニコル様には気になる殿方とかいらっしゃらないのですか？」

「ブフォッ!?」

　口にした直後に妙な質問をされ、俺は思わず吹き出してしまう。

　俺が男を？　冗談じゃない。今日の一件で確認できた。俺はやっぱり女の子が相手の方がいい。

「い、今のところは……」

「そうですか？　クラウドくんとか」

「絶対無いから。ついでにエリオットもないから」

「ま、まさかマクスウェル様とか」

「フィニア、正気に戻れ？」

「やはりライエル様の壁は厚いですか。あれほどの騎士様がそばにいると、理想も高くなりますよね」

「む、じゃあレイドさまで」

「そ、それはいけません！　コルティナ様はともかく、ニコル様まで敵に回ると、私なんて勝ち目がなくなるじゃないですか！」

「ほほぅ、まだあきらめてはいないんだ？」

「うぅ……せめて側室とか、それくらいは……」

　一夫一婦制に縛られているわけではないので、複数人と結婚するのは別に問題ではない。

　ラウムがその傾向が強いというだけだ。現に北部三か国連合王国では、一夫多妻制が広く認められている。

　元々戦乱が多く、とどめに邪竜に襲われてしまい、男が激減してしまったことがこの制度に輪をかけていた。

　そこでふと思いつく。つまり、俺も北部に拠点を置けば、コルティナとフィニアを同時に妻に迎えることができるのだろうか？

　その夜、俺は自室のベッドの上で横になっていた。

　よく考えてみれば、最近は外泊が多く、こうして自分の部屋でゆっくり横になるということは珍しいかもしれない。

　先のコルティナの醜態というか痴態は、さすがに見ていられなかった。とは言え気持ちはわからないでもない。

　俺だって女性に関して、付き合った経験は無い。

　コルティナのようにのぼせ上ってしまうような、フワフワとした気分ももちろんあるが、それと同時にアレでよかったのかという不安も存在していた。

「それに別れ際に口下手とか、無いよなぁ」

　男は自信が欲しいのだ。女性経験のない俺は、特に褒めてもらいたい感情が強い。

「かと言ってこればっかりは誰かで口説く練習するというわけには……いや、フィニアならさせてくれるか？」

　口に出して、あまりの有り得なさに首を振った。

　俺にとって彼女は妹分に近い存在だ。それを口説くというのは、さすがに気後れする。

　コルティナのように、前もって積み上げてきた付き合いがあるのならともかく……いや、積み上げてきたか？

「俺とコルティナって、戦闘の経験しか積んでないような気が？」

　男女としての会話なんて、壊滅的な結果に終わったことしか脳裏に浮かばない。

　そんな相手にいきなり迫って口説くとか、どんな外道だ？

「やばい。俺、ひょっとして先走ったか？」

　考えてみれば、コルティナにはプロポーズを断られた実績がある。

　第三者から見ると、なし崩しに彼女の好意を俺が一方的に知ることになり、いきなり現れ、交際を迫ったことになる。

　マクスウェルに唆そそのかされたとは言え、強引な真似まねを彼女にしてしまった可能性がある。

「いやいや、俺も以前にプロポーズしたわけだし、流れ的には問題ないはず。そう、これは自然の成り行きで不審な点は一切ないのだ」

　自分に言い聞かせるように、ぶつぶつと独り言を漏らす。

　コルティナも拒否はしなかったし、あの状況を見るに、これはこれで結果的にはよかったはずだ。

「つまり、当面の目的は、いかに俺の『口下手』を改善させるかという点にある」

　意識を切り替えるため、敢あえて口に出す。

　これは相手がいないと練習のしようがない問題だ。だが……

「待てよ？　練習も何も、格好の練習相手がいるじゃないか」

　ミシェルちゃんは問題外、レティーナに手を出せば後が怖い。マチスちゃんも同様だ。

　俺の周囲に、こういったことに協力してくれそうな相手はいない。

「だがしかし！　今の俺はまさに女！　練習できないなら自分で練習すればいいのだ！」

　こうして俺はその夜、独りで鏡に向かって口説く練習に励んだ。

　うん、これは人には言えないな……
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　翌日、俺は冒険者ギルドにやってきていた。

　学院の休暇が明けてしばらく経たつが、この日はミシェルちゃんの都合がつかなかったため、冒険には出ないことになっていた。

　理由は……まあ、ちょっと前の俺と同じく、女の子の日だ。

　音楽室に向かって、演奏をこなして自主練習に励んでもよかったのだが、それよりも最近使ってないカタナの技量の低下が気になっていた。

　この頃、手持ちの武器が増えてきたおかげで、カタナというメインウェポンの一つがおざなりになってきている。

　ここでクラウドのように訓練をして、鈍なまらないように鍛え直しておきたいと思っていた。

　地下に降りる階段を下っていくと、凄すさまじい歓声が沸き上がっていることに気が付く。

　これはクラウドが訓練している時の熱気とは、また別の物だと感じられた。

　だが今日は特にイベントなどもなかったはずなのに、何事なのかと疑問に思う。

「はて……？　またクラウドが何かやらかしたとか？」

　俺は階段を降り、廊下を抜けて訓練場に入っていった。

　石畳に土を撒まいて仮想の地面を作った訓練場の中央に、ギルド職員を含め、有り得ないほどの人だかりができている。

　これでは上の業務に支障が出るのではないかと、心配するほどだ。

「な、なにごと？」

　思わず呆ぼう然ぜんとした俺に、ギルドの職員が話しかけてくる。

「あ、ニコル様！　ちょうどよかった。今日はライエル様がこちらにいらしてくれたのですよ！」

「へ、パパが？」

「ええ。クラウド君のこちらでの訓練が気になるとおっしゃられまして、急きゆう遽きよ視察に訪れたらしいのです」

「ふぅん……コルティナの家にも寄らないで、めずらしい」

　どうもライエルは正式にクラウドを弟子にしようと思っているらしく、その訓練も熱が入り始めていた。

　クラウド本人が予想以上に優秀だったということもあるのだろう。だがそれは、虚弱でまともに訓練を受けられなかった俺からすれば、少しばかり妬ましい。

「ついでに他の冒険者にも稽古をつけていただいていますので、見ての通り大盛況です」

「みたいだね」

「怪け我がをしても、マリア様が癒いやしてくれるので、安心です」

「それであの人だかり……」

　見ると訓練場の一角には、別の人だかりができていた。

　だがこちらは圧倒的に女性が多い。怪我人は女性が多いのだろうか？　ライエルも手加減してやればいいのに。

「でも、上は大丈夫なの？」

「ええ、ギルド長が業務を代行してくれていますので！」

「いや、あんたがしなさいよ」

　部下に仕事を押し付けられたギルド長には、目を閉じて冥福を祈っておく。

　それはそれとして、ライエルと他の冒険者の対戦か。それはそれで興味があるな。

「私もあちらに行ってみたい気もするのですけどね。ライエル様の雄姿も捨てがたい！」

「マリアのところに？」

「ええ、今日はお子さんを連れてきているらしく──」

「フィーナ！」

　それを聞いて、俺は問答無用で駆け出していた。

　こんな埃ほこり臭い所にフィーナを連れてくるとか、マリアらしくないぞ。汚れたらどうする。

　俺は冒険者を掻かき分け、マリアの元に向かう。そこにはコルティナと同じくらい大事な俺の妹の姿があった。

「あら、ニコルも来たのね。いらっしゃい」

　そう俺に声をかける、若々しさを保った豊満な美女。言わずとしれたマリアの姿だ。

　マリアはベンチに腰掛け、フィーナを腕に抱いて女性の職員や冒険者に囲まれていた。

　俺に笑いかける笑みにも、まだ力強さは戻っていなかった。この回復の遅さを見ると、出産という行為がいかに体力を削るものか、思い知らされてしまう。

　珍しい光景と大勢の人間に、落ち着きなくキョロキョロと目を動かすフィーナ。

　これだけの視線に晒さらされて泣きださないとは、我が妹ながら肝の据わった子である。

　周囲を囲む女性たちは、そんなフィーナを見て悶もだえているが、その気持ちは俺にも充分に理解できる。

　だが直接手を伸ばそうとする者はいない。さすがに四方八方から揉もみくちゃにされたら泣きだすだろうから、マリアが制止しているのだろう。

　俺は人ごみを掻き分けマリアの隣に腰を掛ける。無言で手を差し出し、フィーナを受け取った。

　俺の腕の中で大人しく抱かれるフィーナを見て、なんとも言えない安息感を得る。

　フィーナも、頻繁に顔を見せる俺のことは信頼しているのか、大人しく抱かれていた。

　一度俺をまじまじと見上げ、そして──ぱくりと、胸元に吸いついたのだった。

「ふぇあ!?」

　元々訓練するつもりで来たので、俺の服装は薄めの動きやすいシャツが一枚である。

　吸水性が高く頑丈ではあるが、あまり厚さはない。

　そして動きが阻害される上着も、この時は着ていなかった。

「あっ、いや、ちょ、いたっ!?　ママ、見てないで助けて！」

　フィーナの吸い付きは思いのほかに強く、しかも的確だった。胸の頂点にピンポイントに食いつき、容赦なく吸い上げてくる。赤ん坊の吸引力は意外と強く、今の俺には刺激が強過ぎる。

　そのまま振り払ってしまってもよかったのだが、そうすると口を怪我しないか心配になるので、それもできない。

　どうすることもできず、俺はされるがままにフィーナに蹂じゆう躙りんされていた。

　そんな俺を見て、マリアは口元に手をやって笑いを堪こらえている。

「もう、早く！」

「はいはい、悶えるニコルを見るのも楽しいけど、ご飯の方が優先順位は高いわね」

「そう思ってるなら早く！」

　俺の要請にマリアは素早くフィーナを受け取り、その拍子に口が俺の胸から離れる。

　危惧していた怪我をした様子はなかったので、一安心だ。

「うぁー、あぅあー」

　名残惜しそうに俺に腕を伸ばすフィーナ。こちらとしてもその腕に応えたいところではあるが、衆人環視の中で悶えさせられるのは勘弁してもらいたい。

「に、ニコルちゃんの授乳プレイ……ありだわ」

「同性なのにちょっと興奮しちゃった」

「ニコルちゃん、わたしにも！　私も吸いたい！」

「落ち着け、正気になれ、職員ども」

　このギルドはなぜこうもダメな人間が多いのだろう。

　俺がそんな懸念を抱いていると、爽やかな笑い声が投げかけられてきた。

　聞き慣れたその声は視線を向けるまでもない、ライエルだ。

「ハッハッハ。フィーナ、ニコルじゃ吸える大きさもないだろう？」

「なにおぅ！」

　相も変わらぬ、空気を読まぬ発言。これを無邪気と取るかどうかは人次第だ。

　もちろん、軽口を向けられた俺は、宣戦布告と受け取った。

「現にニコルはまだまだ小さいだろう？　フィーナも吸いにくかったに違いないぞ」

「そんなことないし。最近膨らんできたし！」

「へぇ、見せてくれるか？」

「おう！」

「こら、むやみに見せないの。ニコルも大人になってきたんだから、慎みを持ちなさい」

　ぺシンと俺の後ろ頭をマリアが叩たたく。

　昔はこういった体罰というかスキンシップは少なかったのだが、最近は増えてきていた。

　これは俺の身体からだの弱さを気遣っていたのもあるのだろう。

　そしてそれを気にしなくなってきたということは、俺の成長の証あかしでもある。これは素直にうれしいと思う。

「むぅ……でも、もうわたしは大人だし」

　初潮も来たからな。これはマリアにも伝えられているが、それを聞いた訓練場の面々は硬直していた。

　張り詰めた緊張感が、瞬く間にその場の人間に伝でん播ぱしていく。

「お、大人……だと……」

「じゃあ、あの天使のようなニコルちゃんが。誰かの『お手付き』に？」

「誰かって……誰だよ？」

「そんなの考えるまでもないでしょ。あの子のそばにいる男って、クラ──」

「い、いや、あのエリオットって男は!?」

「もう北部に帰ったわよ。それにドノバンって子もいたけど、卒業後は故郷の高等学院に入ったらしいし」

　ドノバンは魔術学院の初等部を卒業した後、故郷にある貴族用の高等学院に通っている。

　仮にも爵位を継いだ本人が、長く領地を離れるのは良くないという配慮によるものだ。

　例の一件により改心し、大人しい性格になった彼が故郷のストラ領に戻るとあって、マクスウェルは心底残念そうだった。

　あの傲慢さが控えめになったドノバンは、名実ともに優等生になっていたからだ。

「じゃあ、相手は間違いなく？」

「ええ、間違いないわ」

「奴やつが来たら、今度こそ殺そう」

「待て、その役はお前たちに譲るわけにはいかん。俺の役目だ」

　ずごごご……と地響きすら聞こえそうなプレッシャーを放ちつつ、ライエルが宣言した。

　いや、確かに交際は始めたが、男相手じゃないぞ。

　誰か止めてくれ。主にマリア。

　そう思って振り返ると、マリアはいつの間にか授乳のために訓練場から姿を消していた。

　そして、タイミングの悪い男が一人。

「こんちは！　今日はライエル師匠が来てるって聞いたんだけど？」

　このタイミングを逃さないとは、なんとも美味おいしい男だ。

　この間の悪さは、生前の俺に通じるところがあるな。

「あれ、どうかした？」

「さてクラウドよ……お前に聞きたいことがある。質問にはハイかイエスで答えるように。ヤーでもダーでもいいぞ」

　ライエル、それは全部肯定の言葉だ。つまり断る道はクラウドには残されていない。

　この迸ほとばしる殺意の中に口を挟む勇気は、俺にはなかった。

　マリアの後を追って訓練場を去る俺の背後で、クラウドの悲鳴が響き渡ったのは言うまでもないだろう。




　しばらくして新学期が始まり、俺たちはついに魔術学院初等科の最上級生へと進級した。

　教室は新しくなったが、クラスの顔触れは初年度から変わらない。

　これは新たな生徒と新しく交友関係を築くより、気安い仲間たちと親交をより深める方が重要だという教育方針によるものだ。

　そんな代わり映えのしない教室で、俺はレティーナと話をしていた。

　授業が始まる前に、いかに俺の妹が天使なのか、懇切丁寧に説明してやったのだ。

「でね、フィーナがわたしの手をキュッて掴つかんだんだよ、こんなちっちゃい手で」

「わたしは一人っ子ですから、羨ましいですわね」

「もう少し大きくなったら、こっちにも連れてこられるだろうって。レティーナも会いに来るといいよ」

「ぜひそうさせてもらいますわ。お守りタリスマン仲間ですもの」

「そうだね。お揃そろいだしね」

　牙を削って作りだしたお守りタリスマンは俺の首から吊つり下げられている。

　それはレティーナやミシェルちゃんも同じだ。ついでにクラウドも。

　そしてそれを見た生徒や冒険者たちが、クラウドに向けてまたしても嫉妬の炎を滾たぎらせていたらしい。

　まあ、ミシェルちゃんほど愛想の良い美少女とお揃いなのだから、さもありなんである。

　彼女の胸元は、また一段とその凶暴さを増していた。もはや一般的な成人女性と並んでも、なんら遜色はないサイズだ。

　そこへ俺のもう一人の友達がやってきた。ホールトン商会の一人娘、マチスだ。

「おはようございます、ニコルちゃん。その首飾りはレティーナ様とお揃いなんだね」

「おはよう、マチスちゃん。お休みの間に作ってきたんだ」

「へぇ、すごい。これって牙？」

「うん。ファングウルフの牙」

「ファングウルフ!?　ニコルちゃんたちだけで倒したの？」

　魔術学院の生徒も、授業の一環として多少は実戦をこなす。だからこそ、ファングウルフを倒せるということが、どれほど難しいか知っている。

　その発言を耳にしたほかの生徒も、さわさわとざわめき、驚きの波が広がっていく。

「あのモンスター、倒すのは難しいのに」

「クラウドが最近メキメキと腕を上げているからね。それに今回はフィニアも一緒にいたし、マクスウェルも引率でついてきてくれたから」

「マクスウェル様が一緒なら安心ですね」

「わたしも一緒にいましたのよ。ファングウルフなんてイチコロですわ」

「レティーナは相変わらず足止めがメインだったけどね」

　あの戦闘も、結局はミシェルちゃんがとどめを刺していた。

　彼女はもうベテランの兵士にすら匹敵する。特にここぞという時の集中力は、凄すさまじい。

　レティーナとクラウドも年齢のわりには実力を持っているのだが、彼女の力は二人を置いて遥はるかに高くなっていた。やはりギフトを持つ者の成長率は桁違いだ。

「わたしも同じのが欲しいくらいですけど……」

「ゴメンね。これはわたしと妹の特別オリジナルにしたいから」

「それは少し残念ですね。お休みの間に生まれたのでしたっけ。おめでとうございます」

「うん、ありがとう！」

　こうして俺とレティーナは、マチスちゃんを交えてフィーナがどれほど可愛かわいいかを、時間いっぱいまで語って聞かせたのである。

　顔を真っ赤にして妹の可愛さを強弁する俺を、なぜか周囲は微笑ほほえましいモノを見たという表情で眺めていた。可愛いのは俺じゃない、妹だと言っているのに。




　学院が終わり、俺たちはミシェルちゃんと合流して、冒険者ギルドへと向かった。

　クラウドは一足先にギルドへ向かい、恒例となった先輩との訓練に励んでいるはずだ。

　ギルドに入ると俺は即座にカウンターに向かい、いつもの薬草採取の依頼を受けておく。

　クラウドはやはり地下の訓練場にいるようなので、あとで合流しておくとしよう。

「いらっしゃい、ニコルちゃん。今日も薬草を採ってきてくれるの？」

「うん、依頼は大丈夫だよね？」

　エルフの集落で病気が流行はやった際、大量の薬草が取りつくされる事態が起こり、一時は規制する羽目になったこともある。

　俺たちは買取額にあまりこだわりはないが、それでも高いに越したことはない。

「じゃあ、クラウド連れて行ってくるね」

　俺は受付嬢に手を振ってその場を離れた。

　にこやかに手を振り返してくれるが、なんだかその表情に先日のコルティナと通じるものを感じる。

　地下に降りると、いつものように……いや、いつも以上に激しい訓練の音が響いてくる。

　どうやら今日はかなり熱が入っているようだ。

「クラウドくん、今日もかなり頑張っているみたいだね」

「狩りに行くってわかっているはずなのに、あんなに激しくしちゃダメでしょうに」

「クラウドもニコルに置いて行かれないように必死ですわね」

　肝心の実戦練習に入る前に疲ひ労ろう困こん憊ぱいしては、こちらとしても困る。

　特に収入が重要なクラウド本人にしても、疲れて稼ぎが減ってしまうのは困るだろう。

「おらー、何がお揃いだコラー！」

「立てクラウド！　そのハーレム根性を叩きのめしてやる」

「いや、叩きのめされるのは困るから」

「ハッ、これはニコル様!?」

　クラウドの相手をしていたのは、見かけによらない第五階位の腕利き、ケイルだった。

　それとかなり昔に見かけた顔が二人。

「あれ、ひょっとして……」

「あら。確か……ニコルちゃんだっけ？」

「お久しぶりです、ハウメアさん。それとコールさんも」

　そこには昔一度だけ顔を合わせたことがあるエルフの女性、俺の偽名の元であるハウメアがそこにいた。

　目の前に立つのは金髪碧へき眼がんのエルフ。

　その後ろには渋い表情をしたままのコールもいる。以前の記憶では、彼はいつもこんな感じの表情だったので、別段不機嫌というわけではないのだろう。

　俺も前世では彼のような顔をしていた気がする。なるほど、人が寄ってこないわけだ。

「こんにちは、四年振りくらいかしらね」

「それくらいになりますね」

　彼女たちと出会ったのは、魔術学院に入学してしばらくしてからの頃だ。

　コルティナと温泉旅行に向かう道中に世話になった程度。だけど落ち着いた雰囲気から強く印象に残っていた。

　その影響で、俺は彼女の名前を偽名に使用していたくらいである。

「お二人とも、トレーニングですか？」

「そんなにかしこまらなくても大丈夫よ。ニコルちゃんも私と同じ冒険者でしょ？　だったら立場は同じはずよ」

「それはそうですけど……先輩と後輩くらいのケジメはつけておかないと」

　聞いた話では彼女は五百歳くらいになるという。マクスウェルと同じくらいの、かなりの古株だ。見かけは全然若く見えるのに。

　年の功が全てとは言わないが、先達にはある程度の敬意を持って接したい。

「前も思っていたけど、あなたってすごく……子供っぽくないわね。いい意味でだけど」

「それはありがとうございます」

　中身は自他ともに認める成人男子である。いや、他にはあまり認められていない気もする。

　それにしても、エルフの集落とラウムを行き来する護衛が主の彼女たちが、この訓練場にやってくるというのは、かなり珍しい。

「でも、訓練場に来るなんて珍しいね？」

「そうね、実は少し前に病気にかかっちゃって。もう治ったのだけれど、その分身体が鈍なまった気がしちゃってね」

「ああ、そういうことありますね」

「ニコルちゃんも病気にはよくかかるの？　以前見かけた時もへたり込んでいたけど」

　彼女と出会った時、俺はスタミナ不足でへたり込んでいたっけ。その印象が強いからの発言だろうが、今は違う。

「残念。今は身体を鍛えたので、村まで行くくらいでヘバッたりしません」

「あら、そうなの。偉いわね」

「うそですよー。今でもときおりへにょってますよー」

「うらぎったな、ミシェルちゃん！」

　俺の後ろから小さな裏切りを行ったミシェルちゃんに、俺は拳を振り上げて異を唱えた。

　彼女はキャーキャー悲鳴を上げてレティーナの後ろに隠れる。

　そんな俺たちを見て、ハウメアは口元に手を当てて笑いを堪こらえていた。

「うぬぅ、でも体力が付いたのは本当です。前の体力不足は病気が原因だったわけですし」

「病気だったの？」

「ええ、魔力畜過症っていって、魔力を貯ため込みすぎちゃう病気だったんです」

「あー、あれね。エルフでは結構かかる子が多いのよ」

「そうなんだ。どうやって治すの？」

　俺の時は女王華の蜜を遥はる々ばる回収しに行く羽目になった。エルフたちがそこまでの労力を払っているという話は、聞いたことがない。

　ひょっとすると、保健医のトリシア女医の知らない方法があるのだろうか？

「小さい時に少しなる程度よ。放っておけば治っちゃうのが私たちエルフだから」

「あー……」

「人間でそれにかかっちゃうと確かに厄介かも。よく治ったわね」

「それはトリシア先生とマクスウェル様が」

　エルフは特に魔法に関して高い適性を示す種族だ。それと音楽と弓矢。

　これらの能力を発揮して、森の中では優れた狩人かりゆうどとして生きるものも多い。

　ハウメアは魔術学院の女医とマクスウェルの名を聞いて、なるほどと納得して見せた。

「それはよかったわね。感謝しないと」

「うん。二人には感謝してる」

　特にトリシア女医がいなければ、俺は身体を蝕むしばむ病の存在すら知らず、今頃は寝たきりになっていた可能性もあった。

　彼女には心から感謝の念を持っている。問題は、それを台無しにするほど残念な性格だ。

　仕事はできるし外見も悪くない。世話好きで生徒の人気も高いのに、もったいない。

「そうだ、ニコルちゃんも冒険者になったのなら、私と手合わせしてみない？」

「ハウメアさんと？」

「ええ。あなたの噂うわさは以前からギルドで聞いていたもの。その実力に少し興味を持ったとしても、おかしくはないでしょう？」

「それを実際に試そうというのは、充分、なんかアレですけど……」

「いいじゃん。いつも俺ばっかりしごかれているんだし、ニコルもたまには先輩のシゴキを受けてみろよ」

　そこへ要らぬ減らず口を投げ込んできたのは、例によって空気を読めないクラウドだ。

　だが俺としても、エルフの戦いというのは、興味がある。

　ギフト持ちではないが、高い魔法能力を持ち、弓を主体とした射撃と魔法を組み合わせた遠距離戦のスペシャリスト。

　その独自の戦術には、実は生前からも興味があった。

　だがエルフは積極的に集落を出ることはせず、しかも穏やかな性格をしているため、争いごとになること自体が稀まれである。

　俺と敵対するエルフは、今まで存在していなかった。

「でも、それは……悪くないかも」

「でしょ！　私もニコルちゃんの戦い方には興味があるのよ。身体が弱いのに、すっごく有能だって受付の子が言っていたから」

「ほほぅ……」

　あの受付嬢、少々口が軽いようだ。後でしっかり言い含めておかないといけないな。物理的に。ほっぺ引き伸ばしの刑に処してやる。

　俺はハウメアと適度な距離を取って対たい峙じし、コールはそこから溜ため息いきを吐ついて離れていく。

　今の俺の武装は手甲ガントレツトと短剣とカタナ。だが手甲ガントレツトと短剣は使うには人目が多すぎる。

　この二つは俺の切り札でもあるため、あまり衆目に晒さらしたくなかった。

　ならばここは、カタナと干渉系魔法を使用することで戦う必要がある。

「よし──！」

「いくわよ！」

　俺たちが互いに準備を終え、踏み出そうとした時、そこに割り込んでくる声が響いた。

「待ってください！　ハウメアさん、お客さんが来ています」

　そこに駆け込んできたのは、件くだんの受付嬢だ。

　強こわ張ばった表情とダラダラと流れ落ちる脂汗、それに膝も少し震えている。何かとんでもない事態が起こったのかと、俺は緊張した。

　しかし彼女の口から出てきたのは、まったく別方向の話だった。

「今から？　後にできないかしら？」

「無理ですぅ！　だって相手は北部三か国同盟の駐在大使なんですよ！」

「ハァ!?」

　ハウメアは『何を言っているんだ』という顔をした。しかし俺は事情を素早く察する。

　すまん、ハウメア。多分俺絡みの厄介ごとだ。

　受付嬢に連行されるハウメアを、俺は生なま温ぬるい目で見送った。

　さすがに駐在大使の要請となれば、断ることは不可能だ。一冒険者であるハウメアとしては唯々諾々と受け入れるしかない。

　まるで肉屋に連行される家畜のような目でコールを見やるハウメアに、俺は頑張れとばかりに手を振っておく。

　ここで口を出すほど、無謀ではないのだ。

「じ、じゃあ、いつもの通り狩りに行こう」

　俺は仲間たちに話を通し、そそくさとその場を立ち去ろうとしていた。

　これは周囲が、なんだか好ましい状況ではなかったからだ。

　俺という話題の冒険者とエルフのハウメアとの対戦は、周囲も注目するところだった。

　その対戦が飛び入りの面会によって流れたわけだが、俺はまだ訓練場に残っている。

　つまり、俺と対戦するチャンスではないかという空気が、訓練場全体に流れ始めていた。

　正直興味のない相手と無駄に戦って、体力を消耗したくはない。この後森に向かうことを考えれば、疲労を避けるのは当然のことだ。

　だがこれだけの人数に対戦を申し込まれ、それを素そつ気け無なく断ったとなれば高慢と取られることもあるかもしれない。

　現状ライエルとマリア、それにコルティナの庇ひ護ごを受けている以上、悪印象を周囲に持たれるような事態にはしたくない。

「ほら、早く早く」

「なにを急いでいますの？」

「いいから！」

　訝いぶかしむレティーナの背を押しながら、俺は逃げるように訓練場を後にした。

　背後から俺と戦う機会を逸した冒険者たちの怨えん嗟さの声が聞こえてくる。

「ああ、ニコルたんとくんずほぐれつする機会が」

「俺はミシェルちゃんと……」

「レティーナ様に踏んでもらう機会が」

　うん、ラウムの冒険者はいつか殲せん滅めつしないといけないかもしれない。




　　　　[image: くぎり]




　ハウメアとコールは緊張を隠せないまま、応接室に向かった。

　貴族などの、面会に配慮を必要とする相手にだけ、使用が許される特別な部屋だ。

　そんな部屋、自分には生涯関わることはないと思っていた。現にこれまでの長い人生でも、足を踏み入れたことはない。

「うう、胃が痛くなってきました」

「エルフの方でも緊張なさるんですか」

「もちろんです！　しかも相手は駐在大使。いわば北部三か国連合の国王陛下の代弁者。あまりにも身分が違い過ぎますから」

「下手なことをすれば国際問題になってしまい──」

「やめて、本当に!?」

　無論、案内をしてくれているギルド職員の言葉は間違いではない。ここで下手を踏めば、国際問題に発展する可能性は充分にある。

　冒険者である以上、その尻拭いはギルドが受け持ってくれるだろうが、今後の居心地は悪くなるだろう。

　これから先の接見、一歩間違えれば冒険者生活の終しゆう焉えんにも直結しかねない。

「うう、でもすっぽかすわけにもいきませんし」

「覚悟を決めてください。ここが応接室です」

「はい……」

　悲壮な表情でハウメアは扉に手を伸ばす。

　その肩をコールはポンポンと叩たたき、気安く声を掛けた。

「安心しろ。もう冒険者も充分長くやっただろう。そろそろ引退しても悪くないはずだ」

「私はもう少し気楽に旅したかったんだけど」

「それもまたいいさ。やらかした時のことを言っている」

「あなたが慰めようとしてることはわかりました。成功しているとは言えないけど」

「悪かったな、口が上手うまくなくて」

　しかしその言葉で緊張が解ほぐれたのか、ハウメアは幾分明るい表情で扉を叩く。

　貴族相手ということで、丁寧に二回、そしてもう二回。平時であれば三回叩くだけでいい。トイレなどの緊急の時は二回。

　二回を二度繰り返すのが、正式な礼儀らしいと聞いたことがあった。

「ハウメアです」

「どうぞ」

　重々しい男の声が、呼びかけに応える。その声はあまり機嫌がいいようには聞こえない。

　逃げ出したい欲求にかられるが、そんな真似まねをすればそれこそお尋ね者になってしまう。

　ハウメアは覚悟を決めて、扉を開ける。

　日頃自分たちが使う部屋とは違い、シンプルながらも清潔感がある、小こ綺ぎ麗れいな部屋。磨き上げられた大理石のテーブルと、向かい合わせのソファが置いてある。

　そこに白髪交じりの髪を丁寧に撫なでつけた、初老の紳士が座っていた。

「あなたがハウメアさん？」

「ええ、こちらは仲間のコールです」

「そうでしたか。私はラウムの駐在大使を任じられております、バルトと申します。その、失礼ですが、間違いなくあなたですか？」

「え？　ええ、そうですけど？」

　不審そうに彼女を見やる大使。

　その意図を量りかねて、失礼にならないように小さく首を傾かしげる。

「いや、失礼。疑ったわけでは──違いますな。正直言うと話に聞いていた姿と違うもので、疑ってしまいました」

「話と違う、とおっしゃいますと？」

「いや、詳しく話すのは吝やぶさかではないのですが……そうですな、まずはお掛けください」

　促され、断ることもできず、ハウメアとコールはソファに腰を掛ける。

　そして同時に扉がノックされ、職員が茶と茶菓子を持ってきてテーブルに並べる。

　ハウメアたちには一いち瞥べつもせず、そそくさと部屋を出ていくところが、関わりたくないという心情を、ことさら強く表明していた。

「まず、お呼びだてして申し訳ない。我々、北部三か国連合は一人の女性を探しています。その女性はハウメアと名乗っておりまして」

「あの、私は北部三か国連合とはあまり関わりはないのですが……」

「そうでしょうな。その女性は輝くような青銀の髪に碧あおい瞳の少女と聞いておりました。そしてエルフでもなかった」

「それでしたら、確実に人違いでしょうね。ですがなぜその女性を？」

　ハウメアは青銀の髪と聞いて一瞬ニコルのことを思い浮かべたが、彼女の瞳は赤と碧のオッドアイだ。ここまで目立つ特徴を言い間違えるとは思えない。

　返された問いに、バルト大使は眉間にしわを寄せて悩む仕草をした。

　自分の質問が相手を不快にさせたかと、ハウメアは焦る。

「あ、あの、その無理に答えなくても結構ですので……」

「いや、この場にご足労願ったのに何も説明せずお帰り頂いたのでは、こちらの面目も立ちません。説明はしますが、できれば口外無用に願いたく」

「……わかりました」

　こちらから切り出しておいて『じゃあいいです』とは言いだせない。

　ハウメアは危険な話ではないことを祈りつつ、先を促した。

「実は我が王──エリオット陛下の想おもい人がハウメアと名乗っておりまして」

「陛下の想い人!?　では未来のお后きさき様で？」

「いや、その方は陛下の前から姿を消してしまったのです。どうやらマクスウェル様の密偵だったらしく」

「それは、そのなんというか……」

　北部三か国連合の国王と、六英雄の一人、マクスウェル。

　そんな世界の重要人物たちが関わる問題に、自分が口を出していいかどうか逡しゆん巡じゆんする。

　そもそもマクスウェルの密偵というだけでも凄すさまじい存在なのに、さらにエリオット王の想い人ともなれば、自分であるならばまず逃げ出す。

　その女性が姿を消したのも、その辺りが理由じゃないかと勘繰ってしまう。

「正直言いますと、非常に申し訳ありませんが……逃げ出してしまう心境はわかってしまいそうです」

「まあ、そうでしょうな。その女性の立場といい、後ろ盾といい、私どもとしても対応に苦慮しております。しかもその女性、実にその、非常に腕が立ちまして」

「それほどお強いのですか？」

「強さもですが、痕跡を全く掴つかませないのです。ラウムで見たという話もあれば、北部に現れる」

「まさに神出鬼没ですね」

「ええ。それほどの機動力を持つ方となれば、悪用しようと考える者も現れるでしょう」

「でしょうね。だから内密に、と」

「はい」

「わかりました、この事情は決して口外いたしません」

「それはよかった。では私はこれで。陛下は残念でしょうが、あなたが人違いという情報を伝えねばなりませんので」

　そう言って席を立つバルト大使。ハウメアも慌ててそれに続く。

「で、では私たちもこれで」

「はい。今日はご足労頂き、ありがとうございました」

「いえ、この程度でよければいつでも！」

「ほう？　では今度お茶でもいかがでしょう？」

「それは勘弁してください」

　国の要職にある人物に何度も呼び出されるのは、精神衛生上非常によろしくない。

　心底からそう思い、ハウメアとコールは退室したのだった。
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　ハウメアと別れた後、バルト大使は冒険者ギルドを出、大使館のある方角へと向かう。

　しかし、その途中で道を逸それ、人の少ない路地裏へと忍び込んだ。

　周囲に人目がないことを入念に確認すると、おもむろに呪文を詠唱し始めた。

「朱の二、青の一、翡ひ翠すいの一──解呪デイスペル」

　魔法が発動すると、初老の紳士然とした姿が溶けるように崩れ、下から痩せこけた男の顔が現れた。

　その容貌にはバルトの面影は欠片かけらもない。その額には、小さな角が存在していた。

　つまり男が、半魔人である証あかしである。

「ふぅ……貴族の真似まね事ごとも楽じゃないな」

　大きく息を吐き出し、伸ばしていた背筋を元の猫背に戻す。

　言葉遣いは大きく変わっていないのに、纏まとう雰囲気は全く違うものに変化していた。

　その男は一目で胡う散さん臭くさいと感じるほど、怪しさを漂わせている。明らかに公の職務に携わる人間の雰囲気ではない。

　懐から帽子のようなものを取り出し、頭にのせると起動言語キーワードを口にして術式を起動した。

「あー、クファル、繋つながっているか？」

「……ああ、聞こえている」

　向こうの反応があるまで、微妙な間があった。ひょっとすると都合の悪い時に連絡したかと、一瞬心配してしまう。

「タイミングが悪かったか？」

「いや大丈夫だ。今周りに人はいない。そっちはどうなんだ？」

　逆にクファルに問われ、再度周囲を確認する。

　元々人の少ない路地だけに、こちらを気にする人は見かけられない。

「ああ、大丈夫だ」

「そうか。で、結果は？」

「どうもダミーだったようだ。顔を出したのは金髪碧へき眼がんの典型的なエルフだったよ」

「やはり身分を偽装していたか」

「相手がエルフってことで念入りに変装デイスガイズしたってのに、全く気付かなかったぜ」

「ギルド内での話だからな。緊張はしていても、警戒はしていなかったのだろう」

　返ってきた声は別段驚いた風もなく、平静を保ったままだった。

　おそらくこの結果も、クファルは想定していたのだろう。彼は年齢に似合わぬ知識を持ち、カリスマを発揮し、瞬く間に組織を作り上げた。

　かく言う男も、最初期にクファルに従属した一人であり、すでに五年は経たっている。

　だがクファルの外見は十四、五のまま動かない。これは半魔人特有の成長だ。

　半魔人はある程度の年齢に達すると、その成長が止まる。

　止まる年齢は人によって違うが、大体十代半ばから三十前後で停止する。

　つまり、クファルの正確な年齢は……誰も知らない。

「ハウメアの痕跡を追う道は、これで途絶えたか」

「『老いぼれ』に直接聞くって手もあるけどな」

「そんな危険は冒せない。それより……」

「ん？」

「そうだな、次は少しラウムを揺さぶってみるか。上手くすれば、向こうから姿を現してくれるかもしれない」

「どうやって？」

　男の質問にしばらく返答はなかった。魔道具の向こうからは、代わりに紙を掻かきまわすような音がしばらく続く。

　時間にして数分も沈黙が続いただろうか。ようやく魔道具からクファルの声が聞こえてきた。

「あった。古文書の一つにモンスターの異常進化について記述したものがあってな。それによると高濃度の魔力に晒さらされ続けると、特異な変化をする個体が出現するらしい」

「へぇ？」

「確かラウムの北には地脈が通っていたな？」

「ああ。だが『老いぼれ』に埋められたぜ」

「別に魔術で封じているわけじゃなく、単に埋めただけだ。掘るくらい穿孔トンネルの魔法でどうとでもなるだろう」

「そりゃ、そうだが」

「そこに……そうだな、新陳代謝の早いゴブリンでも放り込んでおけばいい。上手くいけばジェネラル、いやロードに進化するかもしれないぞ」

「そう上手うまくいくかな？」

　思わず反論してしまった男に、クファルの返答はそっけなかった。

「別に上手くいかなくてもいいさ。安全な巣があればゴブリンは勝手に増える。増えたゴブリンは近隣の人里を襲う。その混乱だけでも標的は出現するかもしれない」

「そんなもんかね？」

「だが『老いぼれ』がラウムに居たままでは、一瞬で殲せん滅めつされる可能性があるな。どうにかして別の場所におびき出せないか？」

「そっちでハウメアの偽情報を流して、『老いぼれ』を呼び出させたらどうだ？　それより『軍師』はどうする？」

「そっちは放置しろ。俺たちの目的はラウムの殲滅じゃない、混乱だ。ゴブリンどもは適当に撃退してもらわねば、『商品』が減る」

「あぃよ。ではその路線でやってみる」

「くれぐれも無理はするな。まだこちらの動きに勘付かれるのはまずい」

「ああ、わかっている」

　クファルは慎重な男だ。だが慎重であると同時に大胆でもある。

　今回の指示は、かなり大胆だと言えよう。

　先ほど受けた指示も大おお雑ざつ把ぱなモノだ。確かにゴブリンのように代謝の早い生物が地脈の塊のような場所に放り込まれると、突然変異を起こす可能性はある。

　しかし起きるという確証はないし、集団を形成しラウムに迫るという可能性も未知数だ。

　だがそれを望んでいるということは、男にもわかる。

「なら何とか誘導するしかないな。むしろ広めの巣を作って数匹まとめて放り込むか。なんだったら苗床になりそうな女も……」

　そこでふと、先ほど出会ったハウメアという女の存在を思い出す。

　少々歳としを経へているようだが、美女であることは間違いない。あの女を餌に……と考えたところで、男は首を振った。

　ハウメアもそうだが、隣にいたコールという男も、腕は立ちそうだった。

　下手に手を出してこちらの存在を察知されるのはまずい。

　クファルは仲間には穏和に接しているが、必要なら容赦なく切り捨てる男だ。

「危ない危ない、『何事も堅実に』がうちのモットーだったよな」

　男はそう呟つぶやき、再びバルト大使の姿へと戻る。

　二つの魔法を並行して制御できるだけの能力は、彼に無いからだ。

　そして仮初の姿を維持したまま、情報の辻つじ褄つま合わせに向かう。

　このままでは、バルト大使の記憶にない面接が行われたことになってしまう。

　情報を先に大使館へ届け、ハウメアと本物のバルトが顔を合わせる前に、人違いであることを知らせる。

　そうすれば、今回の話を深く調べることもあるまい。
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　あれからさらに半年近くが経った。俺は十二歳を迎え、成長も加速しつつある。

　育ち始めた胸はそろそろ邪魔になることもあり、腰回りも肉付きが良くなってきていた。

　逆にウエストは細くなり、華きや奢しやな身体が輪を掛けてほっそりと見え始める。

　洗髪料のおかげで、髪は以前よりさらにつややかに、しなやかに、美しく輝き、通りかかる人が足を止めて見とれるということも、起き始めていた。

　この反応は、ハウメアに変装していた時によく起こっていた現象と同じだ。ちょっと目立ち過ぎじゃないですかね？

　その日も、授業を終えた俺たちはまっすぐに冒険者ギルドへと向かっていた。

　最近は音楽室の部活にも顔を出していないので、そのうち出席しないといけないだろうが、今は依頼が優先である。

　途中でミシェルちゃんと合流し、ギルドの門をくぐると、そこはいつにも増した喧けん騒そうに満ちていた。

「な、なにごとですの？」

「さぁ？」

「見たことがないくらい人がたくさんいるね」

　何事かと周囲を見回す俺たちの元に、目ざとく見つけたクラウドが駆け寄ってくる。

　その手には一枚の依頼票が握られていた。

　よく見ると周囲の冒険者も、同じように依頼票を手にしている。

「ニコル、ニコル。これ見てくれよ、これ！」

「こんにちは、クラウド。まずは挨拶からだよ」

「お、おう、こんにちは。今までこんなこと言ってたっけ？」

「わたしはお姉さんだからね。礼儀には厳しく行くようにしたんだ」

「あ、そう……いや、そうじゃなく！　ほら、これ。ゴブリンの大量発生だって」

「へぇ、ゴブリン？」

　ゴブリン──小鬼とも呼ばれるモンスターの一種だ。

　体格は子供くらい、つまり俺と同じ程度の背丈しかないが、大きさのわりに筋力は高い。

　腕力で言うと大人と同じくらい。一般人でも一匹ならばどうにか対処できる程度の強さ。

　半面、頭は相当弱く、下手をすればコボルドにすら及ばない。

　それでも脅威には違いないので、発見次第即討伐という対応が取られている。

「まあ、デンみたいな例外もあるかもしれないけど……」

「ニコルちゃん、デンって誰？」

「んー、マクスウェル様の知り合い？」

　嘘うそじゃないぞ。マクスウェルとは知り合いであることは間違いないし。

　しかしゴブリン程度でこの騒ぎは少し異常だ。

「で、それだけじゃないでしょ？」

「ああ。実はロードじゃないかって噂うわさなんだ」

「ろーどってなに？」

「ミシェル、ゴブリンロードのことですわよ。言うなれば、群れの長おさかしら」

「村長さん？」

　ミシェルちゃんは腰の前で手を組み合わせ、首を傾かしげて見せた。その拍子に腕に挟まれた胸が大きくたわむ。

　おのれ、その巨大な肉塊を強調して無邪気な質問を返すとは、なんとあざとい。

　案の定クラウドの視線も釘くぎ付づけになっている。ついでに俺の視線も誘導されていた。

「近いような、近くないような？　頭のいいゴブリンが進化したらロードになるって言われてるよ。ゴブリンロードがいる群れは、統率が取れて軍隊みたいになっちゃう」

「へー」

「しかも群れそのものの繁殖力も強化されるせいか、すごい勢いで増えるの。下手をしたら小さな町とか滅ぼしちゃうくらい」

「なにそれ、こわい」

「だから出現が確認されたら最優先で討伐するように、冒険者ギルドでは言われているんだ。軍隊の出動もありうるって」

「か、帰ろっか？」

　あっさりミシェルちゃんは尻尾を巻いた。彼女は基本的に、穏和な人間である。

　軍隊の出動というキーワードは、怖おじ気け付づくには充分な脅威を与えてくる。

「まぁ、わたしたちは未成年だし、それにまだ一階位だから強制されることはないよ」

「そうなの？　よかったぁ」

　俺たちは冒険者歴は三年を超えているが、その功績のほとんどは薬草集めや狩猟である。

　積極的にモンスターを倒したりしていないため、階位はまったく上昇していない。

　だからこそ、今回の騒動に駆り出される危険はないわけだが。

「報告だ！　道を空けてくれ」

　そこへ一人の冒険者が駆け込んできた。

　動きやすそうな革鎧よろいに足元も同系の革のブーツ。見るからに隠おん密みつ行動が得意そうな格好をしている。発動補助具の杖つえを持っているところを見ると、魔術師も兼ねているようだ。

　報告ということは、斥候を担当していた者に違いない。

　男はカウンターまで駆け寄り、話を聞くためにそこにやってきたギルド長に報告する。

「報告だ、ここでいいか？」

「ああ、かまわん。どうせ後で皆には聞かせないといけないからな」

「それが……ゴブリンは確かにいた。街の北側、徒歩で五日くらいの場所だ。数は不明」

「不明だぁ？」

　徒歩で五日の場所をこの時間で偵察してきたということは、マクスウェルのように飛翔フライトの魔法で上空から調べてきたのだろう。

　あの魔法ならば、この時間で往復も可能だ。

　男の報告に、不機嫌そうに鼻を鳴らすギルド長。だがそれも当然で、偵察に出て『わかりません』では、何のために出たのかわからない。

　だが男はそんなギルド長の雰囲気を察し、慌てて言葉を繕う。

「いや、数が不明というのは正確な数を数えられないくらい大量にいたからなんだ。少なくとも百や二百では済まない」

「なんだと!?」

　二百を超えるゴブリン。それは確実にロードがいないと有り得ない数だ。

　通常のゴブリンならば、せいぜい十かそこらで維持できる群れの限界に達する。

　これほどの数は、冒険者だけでは手に余るかもしれない。

　しかし男はさらに別の悲報ももたらしてきた。

「しかも連中、この街に向かってきている。軍隊の出動を要請した方がいい。おそらくは五日と経たたないうちに迫ってくるぞ」

「あ、ああ……そうだな。おい、お前は詰所に連絡を持っていけ。そっちのお前は王城に知らせろ。この数は衛え士じ隊だけでは手に余る」

「は、はい！」

「それとお前、コルティナ様とマクスウェル様に連絡を。軍を動かすのなら、あの方々の力が必要になる」

「わかりました！」

　指示を受けたギルドの職員が、慌ただしく駆け出していく。

　俺はその背を見送りながら、こっそりと煩はん悶もんしていた。

　コルティナが戦場に出る。だというのに、俺はそこに駆け付けることができない。

　この討伐に参加すれば、ミシェルちゃんたちを巻き込むことになってしまうからだ。

　俺が単独で参加しようとしても、コルティナを始め周囲の人間に止められるだけだ。

　さらに状況が悪いことに、変化ポリモルフの魔法は使用不能期間だった。

　変身して手伝うこともできない。

「うぬぅ」

「ニコルちゃん？」

「ちょっとコルティナが心配」

「あ、それはそうだね……わたしも手伝えること、ない……かな？」

「ミシェルちゃん、足が震えてるよ。無理しちゃダメ」

「それはそうなんだけど、でも」

「コルティナはああ見えて頼りになるから、きっと大丈夫だよ」

　そうは言いつつ、心配なのは俺も変わらない。マクスウェルが到着したら、どうにかして話を聞き、討伐に一枚噛かませてもらうことにしよう。

　レティーナやミシェルちゃん、クラウドはそのまま家に帰して家族と一緒に避難させることにした。

　ミシェルちゃん辺りはギフトの存在を知られると、戦場に駆り出されるかもしれないので、先手を打って隠してしまおうという魂胆だ。

　そして俺は自宅に戻る振りをして幻覚の指輪を使い、地味目の冒険者の姿になって、再びギルドに舞い戻ってきていた。

　冒険者ギルドでは、最も広い場所……すなわちホールに長机を運び込み、緊急の会議室のようにしていた。

　そこに五十人ばかりの冒険者と職員、それにコルティナの姿があった。

「あの、コルティナ様。マクスウェル様は？」

「あの爺じいさんなら、今朝方北部三か国連合に呼び出されて、あっちの首都のトライアッドに行っているわ」

「で、ではギルドの連絡網を使ってすぐに──！」

「お願いするわね。あの爺さんが帰って来てくれれば、状況は一気に楽になるから」

「は、はい！　その、ライエル様やマリア様、ガドルス様は？」

「マリアは戦闘に駆り出すのはまだ無理よ。体調がまだ完全には戻ってないの。ライエルも今は北を離れるわけにはいかないでしょうね」

　北部にはいまだ魔神召喚を企たくらんでいる組織がいる。

　ライエルは彼らの生いけ贄にえの供給源を絶つべく、三か国連合を東奔西走していた。

　そしてそれはガドルスも同じである。今自在に動けるのは、マクスウェルしかいない。

　コルティナの言葉を聞き、再び駆け出していく職員。

　そして彼女は改めて机の上の地図に目をやり、報告を促す。

　その質問に、ギルド長がまとめた情報をファイルに綴とじ、答えていく。

「ロードが出現したのは間違いないのね？」

「はい、そうでないと二百以上のゴブリンが発生するなんて、説明が付きません」

「場所はここから五日ほど北に進んだところ。西寄りの場所に川があるけど、他は全部森の中か。厄介ね」

「その分、相手の侵攻も遅くなるのでは？」

「ゴブリンロードは一種の女王蜂みたいな存在よ。部下に多少の無理をさせるくらいのことはできる。下手をしたら三日後にはやってきかねないわ」

「三日!?」

　それでは罠わなを張って待ち構えることもできない。

　森の中でゴブリンと総力戦など、できるなら避けたい事態である。

「数はどれくらい？」

「あれから後続の偵察が戻ってきました。現在は使い魔を使って監視させております。そちらは多少まともに数を数えており、敵総数はおよそ三百五十」

「こちらの戦力は？」

「冒険者ギルドで緊急招集に応じたのはおよそ五十人です。後は衛士隊が五十人ほど」

「ちょっと、少なすぎない？」

　このラウムは西の田舎国家と言えど、一応首都である。そこの冒険者が五十人というのはいささか少ないと言わざるを得ない。

　それに衛士も同じくもっと多いはずだ。

「それが、ゴブリンを相手にするのなら三階位以上は必要なので……」

「二階位以下を含めれば、どう？」

「冒険者ならば百人は増えます」

「それでも相手の半分程度か……」

　敵三百五十匹に対し、冒険者百五十人と衛士五十人。半数よりは多いが、それに近い少なさである。

　策を弄することが難しい森の中の野戦では、数こそが正義だ。これでは進軍を止めきれない。

「城の騎士団はどうなの？　そっちなら三百はいるでしょ？」

「それが……リッテンバーグ侯爵が騎士は国と貴族を守るための存在と主張され、貴族街の防衛に回されました」

「なんですって！　あのハゲ親父おやじ──」

「それと貴族街への平民の出入りも禁止されまして……」

「それじゃ、市民はどこに避難すればいいってのよ!?」

　ガンとコルティナは長机を叩たたいて怒りを露あらわにする。

　街壁と同様に貴族たちが住まうエリアは高い塀によって囲まれている。

　街壁の防御と、貴族街の防御があれば、ゴブリンの軍勢と言えど、攻め上がれはすまい。

　しかしそれはあくまで市民の被害を計算に入れなければ、という前提である。

　市民が避難できないとなれば、街壁が破られればもはや後はない。その先に待つのは、無力な市民の蹂じゆう躙りんである。

　ゴブリン一匹の力は大したことはない。しかしロードに率いられたとなれば話は違う。

　彼らはまさに働き蜂のごとく、身命を賭してロードに従う。

　いわば死兵も同然。そんな相手と戦うなら、数を揃そろえたところで犠牲は避けられない。

「ぶっ殺してやろうかしら、あのハゲ」

「ま、待ってください。代わりにヨーウィ侯爵が避難を受け入れてくれてますから！」

「ヨーウィ侯爵？　ああ、レティーナちゃんのところの──」

「侯爵家の馬車を使い、屋敷の庭を開放していただき、そこに避難民を受け入れると表明していただきました」

「侯爵家の馬車ならば、貴族街に入るのに文句はつけられないわね。でも、気休め程度か」

「はい、ご厚情は感謝すべきですが、やはりそれでも千人入るかどうか……」

「仕方ないわね。魔術学院と冒険者支援学園の施設に市民を避難させましょう。詰め込めば四、五千は収容できるはずよ。あそこにも柵があるから。それが防衛線になるわ」

　街の東側にある学院を指さし、コルティナが指示を飛ばす。

　両学院はヘタな貴族の屋敷よりも広い。そこに収容できる数もそれなりに多いだろう。しかしそれでも、全市民の避難先というには足りない。

「それでもせいぜい三分の一というところでしょうけど……」

「二階位以下の冒険者と衛士隊に護衛をさせて街の南側に避難を。それでなんとか時間を稼ぎましょう」

「二百もいない人数で、一万近い市民の護衛ですか!?」

「気休めなのはわかっているわ。でも無防備でいるよりマシよ」

「それは、そうですが……」

　コルティナは顎に指をあて思案する。このままでは市民の被害は免れない。

　撃退は可能だろうが、市民の血を流さずに済ますのは不可能だ。

「街壁によって防戦するのは、無理があるわね」

「ですが、それしか手はないでしょう？」

「せめて騎士団が使えれば……いえ、ここは先手を打ちに行きましょう。市民の被害を避けるには、それしか手段がないわ」

　三百という人数を持つ騎士団が使えれば、充分互角以上の戦いができたはずだ。

　だが、その主力をもぎ取られた以上、こちらの不利は否めない。ましてや無防備な市民を護衛するため、衛士隊や新人冒険者すらそちらに回している。

　主力の冒険者五十人だけで、七倍のゴブリンを倒す。そんな暴挙に、コルティナは打って出たのだった。

　それから冒険者たちは、コルティナの指示でできうる限りのトラップを仕掛けて回った。

　相手はロードが率いているとは言えしょせんゴブリンであり、その戦闘力は嵩かさ増しされていても、頭脳まではそうはいかない。

　ロード本人ならともかく、末端のゴブリンならば効果は高いだろう。

　更にコルティナは冒険者をパーティごとに編成し、防御のポイントを指示していく。

　北西から街に流れ込む川があるおかげで、敵の進軍ルートがある程度絞り込めたのが功を奏していた。

　要所で敵に奇襲を仕掛け、罠に掛け、できる限り数を減らして街壁で勝負を仕掛ける。

　それがコルティナの立てた作戦だ。

「正直、工夫のしどころがないというのが、らしくないというか……そもそもマクスウェルはどうしたんだよ」

　俺は人目がないことを確認しつつ、そう独ひとり言ごちていた。

　あれから三日経つが、マクスウェルはまだラウムに戻ってきてはいない。

　ギルドは何度も連絡を入れているが、いまだに彼の帰還は果たされていなかった。

　俺も一度はフィニアと共に魔術学院に避難したが、隙を見ては変装して抜け出し、前線の様子を見に来ていた。

　早ければ三日というコルティナの予想がある以上、いつ敵が来てもおかしくない状況だ。

　俺一人では戦況を変えることなどできないが、それでもコルティナが陣に立つ以上、俺もそばにいてやりたいと思っている。

　この街にはコルティナと、そして守りたい仲間たちがいる。ここで指をくわえて黙って見ているだけなんて、俺にはできない。

　偵察が頻繁に行き来し、ゴブリンの位置を的確に把握しているので、こうしてのんびり作業に従事できているが、それでもいつ襲われるかという緊張感があるので、疲労の進み具合は通常よりも激しい。

　この期間が長く続けば、精神的に冒険者の方が参ってしまいかねない。

　そんな危惧が出始めた四日目になって、前線からゴブリンと遭遇したという情報が飛び込んできたのだった。

「伝令！　前線で作業していたパーティがゴブリンと遭遇、一戦して退却をしたようです」

　冒険者ギルドのホールに、伝令が飛び込んでくる。

　ちょうど変装してその場で話を聞いていた俺も、その報を聞くことになった。

「被害は!?」

「前衛の戦士がかすり傷を負った程度とか。すでに回復薬で治癒しています」

「そう、今は一人でも戦力が惜しいから、できる限り怪け我がしないように伝えて。本番は森じゃないわよ」

「はい！」

　コルティナの想定する本番は、街壁を利用した防衛線と、そこを突破した少数を殲せん滅めつする掃討戦だ。

　そのためには一人でも多く戦力を残しておかねばならない。こんな前ぜん哨しよう戦せんで怪我してもらっては困るのだ。




　伝令が駆け出していき、休憩を取りに戻っていた冒険者も、ギルドを駆け出していく。

　変装した俺もまた、彼らの後に続いて駆け出していた。

　戦場に辿たどり着くまでに最新の偵察情報が舞い込んできた。

　そこにはゴブリンの数は四百にまで膨れ上がっているという情報もあった。この繁殖力の強さこそ、ロードの恐ろしいところと言えよう。

「まったく、次から次へ子供を産みやがって。その健康さをマリアに分けてやれってんだ」

　フィーナ一人でヘロヘロになっているマリアが聞いたら、さぞ羨ましがることだろう。

　俺は森を駆け抜けつつ、背から槍やりを引き抜いた。上空には鳩はとの使い魔が監視している。おそらくはコルティナの放った使い魔だろう。

　コルティナが戦況を見ている以上、俺は糸を使うわけにはいかない。

　また、カタナという珍しい武器も使用することはできない。そんな目立つ武器を使っているのは、ラウムでは俺くらいだからだ。

　だがコルティナはこの槍の存在は知らない。

　破戒神の手によって作られたこの槍の頑丈さは、それ自体が一つの武器であると言ってもいい。

「いたぞ！　ゴブリンどもの斥候だ」

　俺の前を駆けていた戦士が、前方の喧けん騒そうを察知する。

　そこでは二つの冒険者のパーティが、ゴブリンの集団と戦闘を繰り広げていた。

　その数はおよそ三倍。十対三十というところだ。

「行くぞ！　ゴブリンごときに手間取っている連中に貸しを作ってやれ」

「おう！」

　追走する集団に一声かけて士気を上げる。

　新人だったら自分のことで頭が一杯になり、こういった気配りができないだろう。

　乱戦の中にさらに十人の冒険者が雪崩込んでいく。

　完全に不意を突かれたゴブリンは驚きよう愕がくに一瞬動きを止めた。

　その首を、まるで麦穂の収穫をするように刈り取っていく冒険者。

　だがゴブリンとて、ただでは死ななかった。明らかに致命傷を受けたと思おぼしきゴブリンが、いまだ倒れず錆さびた剣を振るっている。

　そのしぶとさに一瞬あっけにとられ、一人の冒険者が棒立ちになった。

　そこへ横合いから別のゴブリンが襲い掛かる。俺はそのゴブリンに向けて槍を突き出し、腰の辺りを深々と貫いてみせた。

　全速力の疾走からの全体重を乗せた刺突。

　それはゴブリンの腰骨を砕くのに充分な破壊力を持っていた。

　もんどりうって倒れるゴブリン。そしてそこから起き上がろうとして……再び地に倒れ込んだ。

　いかにしぶとかろうと、腰の骨はあらゆる運動の起点になる。

　そこを砕かれてまともに動けるはずがないのだ。

「敵はしぶとい、普通に戦うな！　首を落とすか、できないなら腰を砕け。足を折れ、手を切り落とせ！　物理的に戦えないようにしてやれ！」

　俺の戦果を見て、別の冒険者が声を上げる。

　通常ならば胸を切り裂くか、腹を貫いてやれば容易たやすく戦闘不能になる。

　しかしこのゴブリンはロードの支配下にあり、苦痛に対して強い耐性を持っている。

　半ば狂戦士と化したゴブリンに対し、胸や腹では即座に戦闘力を奪うというのは難しい。

　そこで手足や腰を狙う。腕がなくなれば剣を振れない。足がなくなれば立ち上がれない。

　腰が砕ければ動くことすら難しいし、首がなくなればさすがに命はない。

　そうやって確実に敵の運動能力をそぎ落とすことこそが必要になる。

　十人の冒険者ですら苦戦していたゴブリンたちは、さらに十人の援軍が来たことで不利を悟り、退却を始めていた。

　これも通常のゴブリンならば、有り得ない行動だ。

　知能の低いゴブリンならば周囲の状況に気付かず、逃げる機会を失っていたはず。

　ロードの統率下にあるからこそ、そういう行動に出たのだろう。

　冒険者は、すでに二十近いゴブリンを倒しており、戦況は一方的に変化しつつあった。

　撤退を始めたゴブリンを見て、後を追おうとする数名に対し、先ほど先陣を切っていた冒険者が制止を掛ける。

「待て、まだこれは前哨戦だ。こちらが被害無く敵二十体を狩れたのならもう充分だ」

「だがよ、ここで追い打ち掛けておけば、後が楽にならねぇか？」

　追撃しようとした一人が、不満そうに抗弁する。

　それをあっさり受け流し、その男は説明を続けた。

「たった十体だろ。敵はまだ三百以上もいるんだぞ」

「うっ、そりゃ……」

「下手に後を追ってお前たちに死なれる方が損害が大きい。ここは自制してくれ」

「チッ、わかったよ」

　男も敵の残りを聞いて、目が覚めたのだろう。名残惜しそうではあるが、ここは一旦収めてくれた。

　こうして俺たちはゴブリンとの初戦を、上々の結果で終えたのである。

　ゴブリンの群れは、南下する川の東側に沿うように移動していた。

　これは連中が南にあるラウムの首都を、明確に目指している証あかしでもある。

　むやみに森の中を進むと、方向を見失って迷ってしまう可能性があった。そこで空の見える開けた場所、すなわち川沿いを選んだ結果だろう。

　さらに、流れの穏やかなラウム近辺では簡単に川を渡れてしまう。川の両側に展開されてしまうと、監視が難しくなってしまう可能性があった。

　そこで飛行できる魔術師を川の上空に配置し、渡河しようとしているゴブリンを爆撃させて、それを防いでいる。

　飛翔フライトの使えない術者でも、使い魔を使用して、監視することで、討伐に貢献していた。コルティナなども、この部類に入る。

　対するゴブリンは、小規模な魔法を使えるシャーマンや弓を使いこなす種が存在していたが、高所という有利を持ち上空から爆撃する魔術師にはとても攻撃が届かない。

　ましてや、射撃をできる戦力を一方的な攻撃に晒さらされる場所に出すわけにもいかない。

　戦力の維持を優先した結果、ゴブリンたちは川沿いをそのまま進むに留とどまっていた。

　そしてそこには、冒険者たちが仕掛けた致命的な罠わなが存在する。

　これを数の力で踏み潰しながら、ゴブリンの群れは南下した。被害の数は五十体を超えるが、それ以上の数が繁殖し成育している。

　この再生力こそ、ゴブリンロードの恐ろしいところである。

　本来ゴブリンは、受胎して一週間もあれば出産を迎え、その日のうちに立ち上がり、三日もすれば獲物を襲うようになる。

　だがゴブリンロードの補助があればこの期間は大幅に短縮された。

　三日もあれば生まれ、即座に立ち上がり、そしてその日のうちに戦力になる。

　ゴブリンは元々、群れによって抱えられる個体の数に限界がある。得られる餌の量に限界があるからだ。

　増え過ぎたゴブリンは餌を確保することができず、飢えて死んでしまう。

　高い繁殖力を持つがゆえに、その限界を迎えた集落は飢えて、一定以上の数には増えないのが普通だった。

　しかしゴブリンロードがいれば、その上限は突破される。飢えて死んだ仲間を喰くらってさらに仲間を増やしてしまうからだ。

　繁殖速度が消費される食糧量を超えてしまう。膨大な群れを理不尽に維持できてしまう。

　その数の暴力こそ、ゴブリンロードの恐ろしいところなのだ。




「現在の数はおよそ四百五十匹。軽く百は減らしたはずだけど、逆に増えているのよね」

　コルティナは冒険者ギルドの長机の上で頭を抱えていた。

　彼女もゴブリンロードの相手をするのは初めてのことだ。殺しても殺してもそれ以上の速度で増える相手というのは経験したことがない。

　作戦会議はこの正面ホールと、別室の会議室の二つで行われる。

　これは内密に進めないといけない場合と、そうでない場合を考えて分けられている。

　俺はホールでの会議を、例によって幻覚で変装して覗のぞいていた。

「ですが、罠や空襲が行われなければ、五百を超えてましたよ」

「それはわかっているんだけどね。それで、マクスウェルの方はどうなの？」

「それが、どうもどこかで連絡が寸断されているみたいで……」

「このタイミングで、それは──誰かが手を回してる可能性もあるわね」

「誰かって……このままじゃ、ラウムが大きな被害を受けてしまうのに！」

「それを望む勢力に心当たりは？　ちなみに私はいくつか……というか、いくつ『も』思いつくけど」

　考え付く限りでは、北部のタルカシールの残党や、奴隷商の関係者、そして魔神復活を目もく論ろむ連中。

　俺が考えられるだけでも、それだけの数がいる。

　さらに過去にまで遡れば、コルティナ個人に恨みを持つ者や、マクスウェルに恨みを持つ者まで多岐に亘わたる。

「でもゴブリンロードなんて、人の意思でどうにかなる存在じゃないですよ」

「そうね。そもそも出現自体が稀まれな存在だし。どうやったのかしら？」

　ゴブリンロードを自在に生み出せるのなら、それは近隣に大きな被害を与えることができる。

　これを人の手で制御できるのなら、充分に兵器としての運用が可能になる。

　そんな手段を放置するわけにはいかない。

「とにかく今は目の前の対処が先決ね。ゴブリンの進行速度は？」

「もう、明日には到着しそうです」

「もはや罠を敷き直す時間もないわね……間に合うといいけど」

「なにが、です？」

「こっちのことよ。防衛の布陣は？」

「はい。予定通り、迎撃に向かっていた冒険者は市内に戻すように指示を出しました」

「『壁』の方はどう？」

「設置準備は順調です。朝には完成するはずかと」

「そう。街路沿いの民家の窓や玄関は厳重に封鎖しておいてね。街を荒らされるのは元より、そこがダダ漏れだと意味を成さないから」

　コルティナとて、罠や奇襲だけでどうにかなるとは最初から考えていない。

　七倍の戦力差というのは、本来ならば戦わずに撤退を考えるレベルだ。

　それがいまや九倍にまで膨れ上がっている。

「市民の避難は順調？」

「既に完了しております。ですが、環境があまり良くありません。長くは保もたないかと」

「あと三日以内には終わるから安心して。勝つにしても負けるにしても、ね」

　むりやり狭い場所に収容されている市民が、長く保つはずがない。

　商売もできず、生活の基盤も成り立っていない。不満が爆発するのも時間の問題だ。

　それでも指示に従っているのは、コルティナの実績と名声のおかげだろう。

「まぁ、それはいずれにしても先の話ね。それより、ケイル君だっけ？」

「は、はい！」

　コルティナに名指しされ、緊張の面持ちで返事をするケイル。

　ホールでの会議なので、一般の冒険者も話に参加している。五階位の彼は、このラウムで実質最強の戦力でもあった。

「あなたとその仲間には、特別にやって欲しいことがあるのだけれど？」

　ニヤリと、人の悪い笑みを浮かべ、前のめりに乗り出してきたのだった。

　直立不動の姿勢を取るケイルに、コルティナは悪い表情で指示を出していた。

「あなたは仲間と追加で……そうね全部で十人くらいの別動隊を率いて川の西側を北上してもらうわ」

「十人っすか!?」

　ケイルが驚きよう愕がくの声を上げる。その驚きも無理はない。

　十人と言うと、全戦力の二割にも及ぶ。それを割いても行わねばならない作戦ということになる。

「ええ。正直お願いする内容は、それでも足りないくらいの無む茶ちやなんだけど」

　それからコルティナの出した指示は、確かに無茶と言わざるを得ないものだった。

　街壁にゴブリンが取りついている間、市街に流れ込む川の中を通って川の西側に出て、さらに北に回り込み、ゴブリンの群れの背後を突くというものだった。

　ゴブリンは川に近付けば空爆されるという先入観を、すでに持っている。今では川に近付こうともしないだろう。

　だからこそ、川の西側は安全圏になっていると言える。

　もちろん、ゴブリンだってそっちは警戒しているはずだ。だからこそ、隠おん密みつ行動に優れた腕利きが必要になる。

「発見されないことはもちろんだけど、背後を突いて、できるならゴブリンロードを倒してもらいたいの」

「それは重大案件っすね」

「今のゴブリンの群れはロードの指揮力で統率されているに過ぎない。ラウムを襲うという意思の源を断ってしまえば、あの群れはやがて四散するはずよ」

「敵の要を撃破する役目っすね。これは燃えてきた！」

「そのためには優れた斥候が必要になるわ。心当たりはある？」

「大丈夫っすよ」

　ケイルはそう言うと、俺の方に向き直った。

「最近見ていたんですが、こいつは腕がいいっすよ」

「は？」

「お前、奇襲の際はたいてい最前線にいたろ。敵に気付かれずに接近し、一撃入れて撤退する手際は見事だったぜ」

「お、おう？」

　俺もできる限りコルティナに協力したいと思っていた。だから奇襲などが行われる際は、できる限り変装して参加するようにしている。今回選んだ外見はかつて俺を追い詰めた強敵、ギデオンの外見だ。

　その姿は暗殺集団の首領だけあってあまり知られていない。

　それでも熟練者の雰囲気は漂わせているため、俺の高い声との違和感が凄すさまじい。

　ともかく、それはおいておくとして、前ぜん哨しよう戦せんで先陣を切り続けたということは、すなわち冒険者の中でもトップの腕を持つケイルとも共闘するという意味でもあった。

　思い返してみれば、俺が先陣を切り、ケイルが続いて痛撃を与えるという場面が何度もあったかもしれない。

　そういったことが何度も重なって俺が注目されてしまったのだろう。

「こいつの腕はそばで見ていた俺が保証します。俺のパーティとこいつと、あと数名腕のいい奴やつを選べば、きっとできます」

「そう。じゃあ、この役目は任せるわね。出発は今夜、さすがに翌朝に街壁を攻めるとなれば、ゴブリンも監視の目が緩むはずだから」

「わかりました。お前も大丈夫だよな？」

「その申し出に断る選択肢はあるのか？」

「もちろんない！」

「だよな」

　俺はマフラーで口元を隠し、もごもごと答えた。

　外見はもちろん幻覚の魔法で変えてはいるのだが、声までは変わらない。

　少女特有の高い声をしている俺は、精一杯低くした声を絞り出した。

　だがそれでも、一般的な男性に比べると、まだまだ幼い。

「なんだ、女みたいな声してるんだな、お前」

「うっ、き、気にしているんだ」

「そうか、だからマフラーで口元隠して、口数が少なかったんだな」

　戦闘では女性の冒険者も参加していた。だから俺がそのまま地声で叫んでもあまり違和感を覚える者はいなかった。別の女性が声を上げたと思われていたのかもしれない。

　しかしこうして面と向かって会話するとなると、その違和感は凄まじい。

　だからなるべく他者と話さないようにしていたのだが、この状況では仕方ない。

「気にしていたのなら悪かった。だけど今回はお前の腕が必要なんだ」

「いや、断るとは言ってない」

「そうか！　いやそう言ってくれると助かるぜ！」

　ケイルは馴なれ馴れしく俺の肩を叩たたこうとしたが、そんな真似まねをされると幻覚と実際の身長差で変装がばれてしまうので、俺は一歩下がってそれを避よけた。

　こいつも先の話の通り、決して悪い性格をしているわけじゃない。むしろ十四歳くらいでかかりやすい精神的病気を除けば、さっぱりした性格と言えなくもない。

　今回も俺の行動に気を悪くした風でもなく、俺が声だけでなく身体からだに触れられるのを嫌がっていると取ってくれた。

「っと、悪い。ひょっとして身体に触れられるのもダメか？」

「あ、ああ」

「そっか。仲間にも言っておくよ」

「助かる」

　うっかり俺の身体に触れないようにするためか、ケイルはしっかりと腕を組み、二、三度頷うなずいていた。

　そんな俺たちの様子を見て、コルティナはパンと手を叩く。

「じゃあ、さっそく出発の準備をして。あなたたちはこの戦いの切り札の一つよ。準備は入念にね」

「ウッス、任せてください！」

　そう言うとケイルは一目散にギルドの外に駆け出していく。

　俺もコルティナの様子が心配ではあったが、確かにこの奇襲が成功すれば、ゴブリンの群れは統制を欠き、一気に有利になれる。

　だからこそ準備は入念に行う必要がある。

　俺は後ろめたい気持ちを持ちつつも、ギルドを後にしたのだった。
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　北部三か国連合王国の首都、トライアッド。

　その冒険者ギルドの一室に、一人の人影が忍び込んでいた。

　かっちりとギルド職員の女性用制服を着こんだ小柄な姿。そこに違和感は微み塵じんもなく、完全に周囲に溶け込んでいる。

　その部屋はギルドの通信魔法によって各地に飛ばされた情報を、自動筆記によって書き記す魔道具が置いてある部屋だった。

　この通信魔法は軍事的な転用が可能ということで、その術式は公開されておらず、ギルドによって厳重に管理されていた。

　だからこそ、この部屋にも施錠はしっかりとされている。

　しかし入ってきた職員の手には、その鍵が存在する。つまり入室を許可された職員であるということだ。

「ラウム急襲の報、ね。マクスウェル様に緊急か。残念だけど、届くことはないよ」

　女性職員の口から漏れ出したのは、女性にしてはやや低い、むしろ男性と言っていい声だった。

　つるりと顔を一撫なですると、それまで明らかに女性だった顔が少年の物に変化していた。

　少年──クファルは扉をしっかりと閉めた上で目的の書類を手に取り、軽く指先で弾はじく。すると瞬く間に書類が黒く焼け崩れていく。

「悪いけど、ラウムには少しばかり痛い目にあってもらわないとね。ハウメアって女の件以外にも」

　床に残った燃えカスを踏みつけて完全に消火してから、部屋の隅に蹴り散らしておく。さすがに灰が床に落ちていれば、早い段階で怪しまれてしまう。

　それからもう一度顔を撫でて女性の顔に戻したクファルは、こっそりと部屋を出た。

　こうして違和感ない姿を取って、この部屋の鍵を盗み出したのだ。

　無論厳重に保管されている鍵は、そう簡単に盗める物ではない。しかし既定の時間に情報を確認する担当者ならば、持ち出しても怪しまれない。

　こうしてマクスウェルに届くはずの情報は、事前に握り潰されてしまっていたのだった。
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　早朝、ケイルたちが出発した直後にゴブリンたちの襲撃は始まった。

　コルティナは街壁の上に立ち、全体の指揮を執る。

　事ここに至っては、ギルドに引き籠こもっている意味はない。むしろ前線に姿を見せてこそ、士気も上がるというものだ。

　街の門はすでに閉じられており、破は城じよう槌ついでもなければ破れる物ではない。

　つまりゴブリンたちは門をよじ登って市内に雪崩込むしかなかった。

　これが兵士ならば梯はし子ごを掛けるところだろうが、ゴブリンには梯子を作る知性はない。

　代わりに彼らには肉を引き裂くための頑丈な爪があった。

　門を破れるほど鋭くはないが、岩壁に食い込ませて身体を支える程度の強さはある。

　その爪を街壁に食い込ませ、そこかしこでよじ登ってくるゴブリンの姿は、冒険者に恐怖を与えるに値した。

「ここを抜かれたら市街に被害が出るわ！　正念場よ。総員、奮起なさい！」

　コルティナは冒険者に発破をかける。

　彼女の叫びと共に、冒険者たちの迎撃が開始された。

　強固な街壁の上から矢や石弾を射掛け、熱湯や油をぶちまけていく。

　街壁の面積にも限界があるため、一度に街壁に取り付いてくるゴブリンの数は、せいぜい百かそこらである。

　しかしその後ろにはなお三百を超えるゴブリンが控えており、迎え撃つ冒険者の数はせいぜい四十。

　その数の暴力は、到底抑えきれるモノではなかった。

　始まってしばらくは順調に迎撃できていたのだが、やがて数に押され突破される個か所しよも出てくる。

　その報告が、コルティナの元に届き始めたのは、防衛戦が開始されて二時間経たった頃であった。

「コルティナ様、十二番隊が突破されました！」

「くっ、九番と十番にはまだ余裕があったはずよ。守備範囲を五メートルずつ拡大。十一番は一区画ずれて十二番の守備地点をフォローして。十三番も現時点で守備範囲を拡大。市街に侵入した数は？」

「二十匹程度かと」

　報告にギルドの職員が駆け寄ってくる。

　ゴブリン二十匹、それは中位の冒険者ならば一パーティで殲せん滅めつできる程度の数。

　しかし一般人が相手では小さな村が壊滅してしまうほどの猛威を振るう。

　街の南部に衛え士じと未熟な冒険者を派遣し、騎士団が貴族街に引き籠もっている現在、街の北側で治安を守れる存在はいない。

　人的被害はほとんどないだろうが、街が荒らされるのは防ぎきれないだろう。

「追いたいところだけど、そんな余裕はないわね。仕掛けはまだ残っているし、ここは穴を塞いでそのまま防戦するわよ」

「はい！」

「十二番──モリソン君だっけ。彼は？」

「重傷ですが何とか一命は……戦線の復帰は絶望的です」

　防衛戦で突破された以上、担当していた冒険者は命があるだけ儲もうけモノというところだろう。

　この調子では、守りきれたとしてもどれほどの被害が出るか、暗あん澹たんたる気分になる。

「大丈夫、まだ手は打ってあるから。あなたたちはここを守ることに専念して」

「は、はい！」

　コルティナにまだ手があると聞いて、周囲の冒険者たちも奮い立つ。

　指揮官が絶望していない以上、まだまだ勝ち目はあると判断できるのだ。




　街中に入ったゴブリンたちは、その異常な光景に最初大きく戸惑っていた。

　街路のいくつかの場所が荷馬車や木箱で封鎖されており、先に進むことができなくなっていたからだ。

　大半が狭い街路を塞いでおり、大通りにはそれが存在していない。

　しょせん積み上げただけの障害なので、崩そうと思えばいつでも崩せる。しかしそんな手間をかける理性はすでに無くなっていた。

　ラウムという獲物を前にして狂騒に駆られたゴブリンたちは、封鎖された場所について深く考えることなく、大通りを駆けていく。

　急激に増えた群れによって、食料が行き渡らなくなっていたのもあった。

　空腹に苛さいなまれた彼らは、食料──つまり人間を目指して通りやすい道を進撃していく。

　別の道を進んだはずの仲間たちもいつの間にか合流しており、大集団でさらに街の奥へ進んでいった。

　そして彼らは、ついに獲物を発見した。

　街の奥にさらに壁がそそり立っており、その門を小こ綺ぎ麗れいな板金鎧よろいを着た兵士が守っている。

　見るからに街壁を守っていた冒険者とは違う。しかしその違いを気にするゴブリンなどいなかった。

「グギャアアアアアアアアアアア！」

　歓喜の叫びを上げて、餌に襲い掛かるゴブリン。

　その姿を確認した兵士──騎士団は警戒の声を上げていた。

「ゴブリンだ、予定通り来たぞ！」

「せめてこの程度の尻拭いはやって見せろ！」

　盾を構え、槍やりを突き出す騎士たち。

　南部に避難した民間人を守るために、コルティナが街路を巧妙に塞ぎ、同時に騎士団が守る貴族街の門へと誘導したのだ。

　狂騒に駆られたゴブリンが敢あえて障害物を乗り越えるようなことはしないと判断し、そして誘導していると悟られないよう、各所を分断しつつやがて合流させ、一か所に集中して襲い掛かるように。

　騎士団の者も、市民を守れないことを悔いていた。

　だが騎士にとって上位者の命令は絶対である。そこへコルティナはこの策を提案し、敢えて侵入したゴブリンを誘導することで本来使えぬはずの戦力を引っ張り出す。

　市民を守ることのできない騎士たちは、喜んでこの申し出を受けた。

「やむを得ず突破されることはあるかもしれないし、そのゴブリンが貴族たちを狙うこともあるかもしれないわね？　その時はよろしく」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ軍師に、騎士たちは苦笑して承諾の意を返していた。

　元より貴族街は騎士団が守ることになっている。ならばこれは、命令違反にはならない。

　そしてその命令を出した貴族たちには、コルティナの策に関しては周知されていなかった。

　あくまでこれは、やむを得ない事態なのだ。




　障害物を作ったとしても、それを乗り越える少数の個体は、やはり存在する。

　そのゴブリンたちは、街の南部へと歩を進めていた。

　彼に続いたゴブリンは三体。皆、どうという理由があってバリケードを乗り越えたわけではない。

　ただ彼らは、他のゴブリンより少しばかり冷静だったと言えよう。

　その僅わずかな理性が、『壁があるなら奥に何かを隠しているはず』という思考に至らせた。

　そして案の定、彼らは発見したのだ。柔らかそうな肉──すなわち子供を。




　三日ほど前から、市民は南部に避難させられていた。

　ゴブリンの襲来と言っても、騎士団が駐留し、高い街壁に守られた首都では、その危機感は薄い。

　ましてや実際にその脅威を目にしたわけではない。実感しろと言う方が無理な話だ。

　そして狭いエリアに押し込められた子供は、時にその好奇心を抑えきれなくなる。

　大人よりも遥はるかに危機意識は薄く、危険と言われても好奇心が勝った結果、『偵察』という名の暴挙に出た。

「ほら、こっちに壁が作られてる」

「ねぇ、かえろうよー」

「この向こうにゴブリンがいるんだって。見れるかな？」

　気楽な少年の言葉に、付き合わされた少女が涙目で訴えかける。

　そんな声を無視し、少年はバリケードによじ登ろうとしていた。

「ねぇってば！」

「うるさいな、帰りたかったらお前だけ帰ればいいだろ」

「だって、一人じゃ怖いし……」

「だったらそこでおとなしくしてろよ。俺たちは『偵察』に来たんだからな」

　ゴトゴトと壁をよじ登り始めた少年の背後に、ゴブリンが姿を現したのは、その時だった。

　別の街路から侵入したゴブリンは、丁度少年たちの逃げ場を塞ぐような形で現れた。

「グギャギャ？」

「え……ひぁ!?」

「なに……きゃああああぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ゴブリンの姿を見て、硬直する少年と悲鳴を上げる少女。それがゴブリンの嗜し虐ぎやく心を刺激する。

　久方ぶりの美味うまそうな餌を前に、これ見よがしに舌なめずりをして見せる。

　その醜怪な表情と、ちらりと覗のぞいた乱らん杭ぐい歯ばが少年たちの恐怖をさらに煽あおった。

「く、くるな、くるなよぉ！」

　口では威勢が良い事を言っているが、その声は情けないほどに震えている。

　少年は壁から転げ落ち、恐怖で立てなくなっていた。少女も、最初の一声以外声を上げることもできずに震えている。

　近付くゴブリンに、恐怖が限界を超え、少年の股間から生温かい液体が漏れ始める。

「やだ……やだ、いやだあぁぁぁぁぁ!!」

　逃げ場はない。歯向かうこともできない。そんな恐怖に絶望の悲鳴を上げる少年。

　ゆっくりと振り上げられる、ゴブリンの腕。

　少女はそれを、虚うつろな目で見ているしかできなかった。

　しかしそこへ駆け込んで来る、一人の少年の姿があった。

「でえええぇぇぇぇいっ！」

　金属製の大盾を正面に構え、そのまま勢いよく腕を振り上げたゴブリンに体当たりする。

　ゴブリンの方は体格差のおかげで大きく吹っ飛び、民家の壁に叩たたきつけられていた。

「お前ら、無事か!?」

「えっ？」

「悲鳴が聞こえたから駆けつけてみれば……なんでこんな場所にいるんだ」

　いきなり変化した状況に付いていけず、間の抜けた声だけを返す少女。

　少年の方は悲鳴を上げた後は頭をかばい、強く目をつぶっていたので、何が起きたのかすら理解していなかった。

「無事だったら早く逃げろ。そっちから戻れる！」

　一声叫び、ゴブリンに向き直る少年。その額には小さな角が見て取れた。

　それは半魔人の証あかしである。そして胸元には冒険者カード。赤色に縁どられたそれは、駆け出し冒険者であることを示していた。

　せっかくの助けだが、少年の腰は抜けており、少女も震えて立っているのがやっと。

　それを見て取り、少年──クラウドはここでゴブリンを倒すことを決意する。

「クソ、立てないか……だったら、ここで倒すだけだ！」

　彼はもっと強い敵と戦ったこともある。ゴブリン程度ならば、どうということはない。

　問題は……数だ。

　たった一人で四匹のゴブリン。背後には無力な子供二人。

　一匹たりとも後ろに逸そらすことなく、すべての攻撃を自分一人で受け持たねばならない。

　そして自分を援護してくれる人間は一人もいない。

　数の有利を理解し、改めてクラウドに襲い掛かるゴブリンたち。

　その攻撃を愛用の大盾で受け止め、弾はじき返す。

　背後に抜けようとするゴブリンは、手にした長剣で牽けん制せいし、自分に意識を向けさせる。

　そうやって武器を牽制に使っていれば、反撃の機会は失わざるを得ない。

　クラウドは数の暴力という猛威に晒さらされていた。

　今までの冒険はニコルが策を用い、優位な戦況を作り出していた。

　ライエルとの訓練では強者一人を相手にする鍛錬が多かった。

　こうした一人で多数を自分に引き付けるという戦いは、実は経験が浅い。

　乱戦の最さ中なか、改めてニコルの先手を取る能力のありがたさを噛かみしめる。

　それでもこの場は引くわけにはいかない。

　後ろには自分よりも幼い子供がいるのだ。孤児院の子供ではないが、そこで育ったクラウドは、年下は守るべしという教えがしっかりと根付いている。

　だが覚悟だけでは、手数の差を補うことは難しい。

　盾をかいくぐったゴブリンの爪が、次第にクラウドの皮膚を抉えぐり取っていく。

　その傷の一つ一つは大したものではないが、出血はそれだけで疲労を誘う。

　いつまでも耐えきれるものではないと理解しつつ背後を覗のぞき見ると、少女が少年に肩を貸し、逃げ出そうとしているところだった。

　しかし少女の足も震えて力が入らないため、もつれるようにして倒れている。

　あれでは逃げ出すのに、もうしばらく時間がかかりそうだ。

「それまでは、なんとしてでも──！」

　自分の決意を口にし、奮い立つクラウド。

　しかしその時、ゴブリンの一匹がまるで魔法のように宙を舞ったのだった。

　突然宙を舞ったゴブリンに、クラウドは唖あ然ぜんとして空を見上げた。

　高々と、五メートルは打ちあがったゴブリンは、その頂点で腹の辺りから二つに分かれ、血の雨を降らせながら石畳へと墜落する。

　そしてその赤い雨の向こうには、一人の男が片腕を振り上げた態勢で立ち尽くしていた。

「お、お前──！」

　異様に長い腕に二刀を持った姿は、クラウドにとって忘れがたいモノだった。

　恐怖の対象であり、嫌悪の対象であり、越えるべき壁。

　今は敵対していないとはいえ、自分の腕を切り落とした憎むべき男がそこに立っていた。

「マテウス！」

「よう、元気そうじゃないか、坊や？」

　だらりと腕を下ろし、まるで散歩のような気楽さで歩み寄ってくる。

　だがこれこそが、この男の戦闘態勢だ。

　必要な部分以外はすべて脱力し、そこから鞭むちのように腕をしならせ、とんでもない破壊力を生み出してくる。

　それは大盾を持つクラウドの防御を悠々と弾き飛ばすほどの力を秘めていた。

　マテウスは地に墜おちたゴブリンの死骸を見て、フムと一つ頷うなずいている。

　しかし、その顔には納得いかないという表情が浮かんでいた。

「なんだよ？」

「ん？　ああ。ほら、俺ってゴブリン程度じゃ相手にならねぇじゃん。つまり、俺、強いんだよな？」

「認めたくないけど……そうだな」

「なのに最近負けっぱなしでさぁ。ちょっと自信無くなってたんだよな？」

「知るかよ！」

　一つ吐き捨てて返し、クラウドはマテウスに向かって駆けだしていた。

　愛用の大盾を前方に翳かざし、マテウスの横をすり抜ける。

　そこには背後から襲い掛かったゴブリンがいた。

　マテウスの後頭部めがけて振り下ろされる爪を大盾で受け止める。

　同時にクラウドのすぐ横を、勢いよく剣が振り下ろされていった。

　その剣圧は凄すさまじく、ゴブリンの頭部を断ち割り、あばらをへし折り、腰骨に当たってようやく止まるほどの威力を持っていた。

　人体……というにはやや小柄だが、ゴブリンの身体からだはその分皮膚や骨が固い。

　それを縦に両断するなど、クラウドには信じられない行為だった。

　頭蓋骨というのは身体の中で特に固いとされている骨だ。

　それを叩き割り、肋ろつ骨こつをすべてへし折り、時には背骨すら打ち砕く。

　その一撃にどれほどの力が秘められているか、駆け出しのクラウドでも容易に想像できた。

「くっそ、お前、俺の時は手を抜いてたな！」

「そりゃ、ガキに本気なんて出さねぇって。ニコル嬢ちゃんには出しても負けたけど？」

　言い合いながらも互いに背中合わせに立ちゴブリンに備える。

　対するゴブリンはと言うと、瞬く間に仲間を二体屠ほふられ、完全に混乱していた。

　これがロードの支配を完全に受けていたのなら、狂乱して襲い掛かってきたのだろうが、半端な支配を受けていたのが仇あだとなった。
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　戦意は高いが狂乱はしない。そんな半端な状態ゆえに、逃げる判断が一瞬遅れてしまう。

　完全に出遅れたゴブリンに対し、マテウスは容赦なく剣を振るう。

　下からの斬り上げと上からの斬り下ろしを同時に打ち込み、今度こそ縦に真っ二つに引き裂いて見せた。

　同様にクラウドも盾を構えて突進していた。

　自身の勢いを大盾に乗せ、ゴブリンを壁に叩きつけて抑え込む。

　その場から逃れるべく、ようやくゴブリンは爪を振るいだしたが、時すでに遅し。クラウドの持つ長剣が盾の横から突き出され、ゴブリンの脇腹を深々と抉えぐっていた。

　本来なら距離を取って逃げたいところなのだろうが、壁と盾に挟まれ身動きが取れない。

　そうやってもがいている間にもクラウドは剣身を捻ひねって傷口を広げていく。

　やがて切っ先が重要器官を破壊したのか、ゴブリンは血を吐きグッタリと脱力した。

　クラウドとて、ニコルやライエルに鍛え上げられ、経験も積んでいる。

　一対一ならゴブリン程度に引けを取ったりしない。先ほどまでは数に翻弄されていただけだったのだ。

「なんだ、やろうと思えばやれるんじゃないか？」

「うるせ。さっきは数が多かったから手こずってたんだよ」

「そういう時は一体に絞って優先的に倒すんだよ？」

「後ろに子供がいるのに、迂う闊かつに突進なんてできないっての」

「俺だったら気にしねぇけどなぁ？」

　元々暗殺者出身のマテウスは、誰かを守るという思考そのものをあまり持たない。

　ゴブリンを倒せと言われたら、背後に居るものを守ることなど考えずに突っ込んでいく。

　それはパーティ戦を念頭に置いたクラウドにはできない考え方だった。

「まぁいいや。おい、そっちのガキ。見ての通りゴブリンどもが潜り込んできてる。さっさと親のところに戻ってろ？」

「ひっ!?」

　自分の命を脅かしたゴブリンすら相手にしない強者。その男に凄すごまれ、ひきつったような声を上げる少女。

　腰の抜けた少年を担ぎ、必死にその場を離れていった。

「そっちに行けばアーガスっておっさんがいるから、そいつに助けを求めな？」

「は、はいぃ！」

　指さした方に、転がるように駆けていく少女たちを見て、マテウスは不本意そうに鼻を鳴らす。

「猫の軍師様に命じられて巡回していたんだが……どうもガキにゃ好かれねぇみたいなんだよなぁ。これじゃニコル嬢ちゃんがなびかねぇのも無理はないか？」

「お前みたいな胡う散さん臭くさいのになびく女なんて、そもそもいないだろ」

「お、言ってくれるねぇ少年。今度じっくり話をしようか。物理的に？」

「望むところだ。鍛錬の成果を見せてやるからな！」

「ハッ、そりゃ楽しみだねぇ？」

　子供に嫌われる体質だというのに全く物もの怖おじしないクラウドを、面白そうに見やりながら巡回に戻るマテウス。

　その後ろを悪態吐つきながらも付いていくクラウド。彼の巡回ルートは決められている。偶然だがマテウスが進む先も、同じルートを辿たどっていた。

「っんだよ、ついてくるなよ！」

「俺もこっちに行きたい気分なんだよ。坊やこそルートを変えたらどうだ？」

「巡回ルートは決められてんだよ」

　悪態を吐き合いながらも、周囲に鋭く視線を飛ばす二人。

　この日、彼らだけで十人以上もの人間を救うことになったのだった。
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　川の中から街を出た俺たちは、そのまま西側に上陸し、森に紛れるように北上していた。

　すでに背後の街壁では、戦闘の激しい音が聞こえている。

　壁に取り掛かられたのなら、一刻も早く背後を突き、敵の首しゆ魁かいを仕留めないといけない。

　それくらいには、絶望的な戦力差だった。

「クソ、こんな時に戦えないのは歯は痒がゆいぜ」

「いいからさっさと先に進め。時間が惜しいのだろう？」

　今回の奇襲に参加するのは、俺とケイルたちパーティの五人。それにこの街に来る時に世話になったレオンとエレンという冒険者二人。

　一時はフィニアが剣の基礎を教わっていた相手でもある。

　この八人でゴブリンロードに奇襲をかける。

　正直人数的には不安しかない戦力だが、これ以上人員を割くとコルティナの方に負担がかかると思って、やや少なめに選抜していた。

　水中呼吸ブリージングの魔法や、水上ウオーター歩行ウオーキングの魔法はケイルのパーティにいる魔術師が使えるため、問題なく後ろに回り込むことができる。

　だがケイルとレオンの相性が良くないのか、この二人はよく口論していた。

　もちろん二人とも本気で嫌っているわけではなさそうだが、事あるごとにケイルが愚痴を漏らし、レオンが窘たしなめるというやりとりを繰り返している。

　それをエレンが溜ため息いき交じりに注意するという行動を、何度も繰り返していた。

　俺としても、この二人には少し黙っていて欲しい。

「二人とも、そろそろ控えてくれ。ゴブリンがこちらを見ていないとも限らない」

「おっと、そうだった。すまねぇな、アスト」

　今回も俺は師匠の名を偽名に使っていた。

　ギデオンは一剣術流派を起こしたほどの強者で、それだけにその勇名は知られている可能性もあった。俺がその事実に気付いたのは、出発してからだったのが間の抜けた話だ。

　変装の際、細かな部分で粗が出てはいけないと思い、この街で誰も知らず、しかも俺が良く知るという条件で選んだのが失敗だったかもしれない。

　幸いなことに俺の姿に違和感を持った者はいなかったので、今は事なきを得ている。

　こうなると、この姿から俺へたどり着くことは不可能に近い。ハウメアのように足が着く危険性も少ないだろう。

　いや、本当に師匠には足を向けて眠れないな。

「なあ、この辺なら連中の背後に出れるんじゃないか？」

　しばらくして、ケイルが仲間に向かってそう声を掛けた。

　確かにそろそろ集団の背後に出る頃合いだ。しかし魔術師は黙然と首を振り、その意見を却下した。

「なんでだよ、一刻を争うんだろ？」

「ここからでは場所が悪い。川には流れがある。水上ウオーター歩行ウオーキングで渡河する場合、南側に流されてしまう」

　ケイルの苦言に、億おつ劫くうそうに魔術師の男が答えた。

　南側とは、すなわち街の方角である。敵のすぐ後ろから川を渡って襲い掛かった場合、水の流れに乗って南へと移動し、敵の中ほどに突撃してしまうことになる。

　無論北寄りに進むことでその可能性は排除されるのだが、その場合斜めに進むことで遮蔽物のない川の上を長く渡ることになってしまう。

　それは失敗の許されない任務において、できるだけ避けねばならない事態だった。

「くっ、もう少し北から渡るしかないのかよ」

「そうだ。だから先を急げ」

　それから俺たちは急ぎ足で北上を続けた。

　途中で何度もゴブリンがこちらを注視する場面があったが、そのたびに俺が先回りして注意し、身を潜ませておく。

　幸い発見されることなく充分な距離を稼ぎ、後ろに回り込めた。

「よし、ここから川を渡って奇襲を仕掛けるぞ」

「ようやくか！　腕が鳴るぜ」

「それにしても連中、本当に糧食とか運んでないんだな」

「しょせんゴブリンの進化系だもの。それに彼らの食料は彼ら自身でもあるわ」

　強行軍を繰り返し、力尽きた仲間はその場で肉として食い散らかされる。

　本来ならば、その食糧難により群れの大きさが制限されるのだが、ゴブリンロードがいれば繁殖力と成長力が強化されるため、肉は無限に供給される状態と言ってもいい。

　そうして保持できる限界を超えた軍隊が形成され、飢えと洗脳によって狂乱し、大軍をもって人里に襲い掛かってくるのだ。

「よし、行くぞ！」

　ケイルの威勢のいい合図とともに、魔術師の男が全員に水上ウオーター歩行ウオーキングの魔法をかける。

　それを確認してから、俺たちは黙々と川の上を駆け出した。

　戦争ならば鬨ときの声を上げて襲い掛かるところなのだろうが、これは奇襲だ。敵に気付かれるのは遅いに越したことはない。

　流れる川の上は確かに奇妙な感覚を与えてくる。

　まっすぐ進んでいるつもりなのに、流れに沿って進行方向がズレていくのだ。

　まるで床が動いているかのような感覚に、微妙に足が遅れてしまう。

　それでも陸地と同じように走れるというのは大きな利点だった。

　運良く気付かれることなく川を渡り切り、集団の背後から襲い掛かることに成功した。

「だぁっりゃああああぁぁぁぁぁ！」

「せやぁっ！」

「グギャッ!?　ギャアァァァァウ！」

　中でもケイルとレオンの二人は率先して集団に斬り込んでいく。

　五階位のケイルはもちろんだが、レオンも今では四階位の腕前を持っており、決して見劣りするものではない。

　突然背後に現れた俺たちの奇襲に、明らかにゴブリンは浮足立っていた。

　だからと言ってのんびりはしていられない。たった八人の襲撃。数は比べるべくもない。

　手早くゴブリンロードを仕留めないと、あっという間に囲まれてしまう。そうなれば数の暴力により、蹂じゆう躙りんされるのはこちらだ。

　俺も縦横に槍やりを振るい、ゴブリンを屠ほふっていく。

　ちらりと視線を空に向けると、そこには一羽のハトが飛んでいた。これはおそらく、コルティナが放った使い魔だろう。

　戦況を詳しく知るために、こうして空から戦場を観察しているのだ。これとギルド職員の報告から、詳細に状況を知ることができる。

　もちろん、この使い魔による偵察は、人間相手なら察知されてしまう。

　相手がゴブリンだからこそ通用する偵察法と言っていい。

　二匹、三匹とゴブリンを屠りながら、敵後衛を切り裂いていく。

　そしていつの間にか、俺の目の前には一回り以上大きなゴブリンが存在していた。

「……ゴブリンロード。よりによって俺の目の前に出てくるのかよ」

　乱戦の最中、俺の周囲に仲間はいなくなっている。というか、自分のことで手一杯の状況だ。

　援軍は期待できそうにない。つまり……

「こいつは俺がやれってことだよな！」

「グルルルルルルォォォォォオオオオオオッ!!」

　まるで太鼓を連打するような低い雄お叫たけびが、俺の鼓膜を打った。

　それを合図にするかのように襲い来るゴブリンロード。

　こうして俺は、意図せず敵の首魁と一騎打ちする羽目になったのだった。
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　ラウム東部にある魔術学院は、かろうじてコルティナの築いたバリケードの誘導範囲の外にあった。

　これは魔術学院が柵を持つ建物であり、避難所に指定されていたのもある。

　そこには近隣の住民を集め、駆け出しの冒険者たちが柵を見張って防衛に当たっていた。

　もちろん、その中にはミシェルの姿もある。柵の中から弓による遠距離攻撃ができる彼女は、この避難所で最も期待された防衛戦力でもあった。

「クラウドくん、大丈夫かなぁ」

「なに、ミシェル。彼氏の心配？」

「ぜぇったい違うし。それにクラウドくんはニコルちゃんにぞっこんなんだよ？」

「え、そうなんだ!?」

　茶ちや化かすように話しかけてくる冒険者支援学園の級友に、唇を尖とがらせて答えを返す。

　本人が聞いたら鳥肌を立てて否定しそうな噂うわさを、彼女はなにかと率先して流していた。

　こうして、クラウドはさらなる嫉妬の渦に巻き込まれることになるのだが、それはまだ先の話だ。

「でも、指定範囲の巡回とか、ホント心配よね」

「ゴブリンって数が多いし、食べれるところが無いからキライ」

「嫌うところってそこなの？　まあ、ミシェルらしいけど」

「それに今日はレティーナちゃんがいないし」

　レティーナは自身の屋敷で、受け入れた難民の世話をするために帰宅している。

　この魔術学院の防衛には参加していなかった。

「ニコルちゃんもいるんでしょ。あの子もすっごく強いって話を聞くけど？」

「うん。でも巡回に出ちゃってるし」

　駆け出し冒険者の中でも、前衛職に就くものはゴブリン侵入に備えてバリケード内の巡回に出ている。

　もちろん、ニコルの姿も朝から見かけていない。これはクラウドも同じことだった。

「ニコルちゃんは無鉄砲だから、ゴブリンを見つけて無む茶ちやしてないといいんだけど」

「そうなの？　おしとやかそうに見えるのに」

「話してみるとわかるけど、実はすっごいヤンチャなんだよ？」

「へぇ、人は見かけによらないのね」

「そしてすっごいドジっ子でもあるの。だから見ててハラハラしちゃう」

「魔術学院に通っているのに前衛職で、お嬢様なのにヤンチャでドジっ子とか、属性盛り過ぎじゃない」

「まー、強くて頼りになるのは確かなんだよね」

　コボルドの時も、森で暗殺者に襲われた時も、いつも彼女は窮地に駆け付けてくれる。

　そして、その脅威をボロボロになりながらも、いつも排除してくれた。

　誰よりも可か憐れんで、誰よりも勇敢な自慢の親友。それがニコルだ。

　その彼女の話を友達にできるのは、誇らしくもある。

　緊迫した情勢なのに、どこか余裕を持って対応できているのは、きっと彼女が同じ場所にいてくれたからだろう。

　しかしそこへ、切羽詰まった表情のフィニアが駆けつけてきた。

「ミシェルさん、ニコル様を見かけませんでしたか!?」

「あ、フィニアさんだ。ううん、朝から見かけてないよ。きっと巡回に出てるんじゃないかな？」

　ニコルが魔法剣士を目指していることは、学園の誰もが知っている。

　父親から譲られたカタナと付与魔法で、敵に勇敢に斬り込んでいく姿は、魔術学院の生徒ならば一度は目にしたことがあるだろう。

　だからこそ前衛と見み做なされ、この状況で巡回に駆り出されているはずだった。

「それが昼食の時間になっても戻ってこないんです。クラウドくんも戻ってきてませんが、彼の姿はマテウスさんが確認してますし」

「それって、巡回に出てる人もニコルちゃんの姿を見かけてないってこと？」

「ええ、そうです」

　そこまで聞いた時、ミシェルの脳裏には先ほどの友人との会話が思い出された。

　ニコルは責任感が強く、そして仲間思いでもあり、なにより正義感が強い。

　昼夜を問わず指揮所に籠こもっているコルティナを助けるため、こっそりとゴブリンの迎撃に参加していたとしても、おかしくはない。

　そうなれば、どういう結末になるのか。彼女が頑張り過ぎた結果、気を失う姿はこの街の住人ならばどこかで一度は目にしているだろう。

　もし戦場の最中で、誰のサポートもない状況でそんな状態になったら……

「たいへん、ニコルちゃんがゴブリンの苗床になっちゃう！」

「えええぇぇぇぇええええ!?」

　妄想を暴走させたミシェルの発言に、フィニアは蒼そう白はくになって狼ろう狽ばいした。

　ゴブリンは同種族同士でも繁殖するが、異種族相手でも繁殖が可能だ。

　まだ若いとはいえ見目麗しい女性を目の前にして、興奮しないとは思えない。

「どどどどうしよう、フィニアさん！　ニコルちゃんがママになっちゃうよ!?」

「そ、そんなうらやま、いえけしからん真似まねをさせるわけにはいきません。待っていてくださいニコル様、今私が助けに向かいます！」

「待って待って、三階位以下の後衛冒険者は外に出ちゃいけないんだよ！」

　混乱するミシェルと暴走を始めたフィニアを、その場に居合わせた級友が必死に止める。

　だがこの瞬間にも、ニコルの身が危ないと思うと、二人とも落ち着いてはいられなかった。

「でも、でも！」

「おやおやぁ、ひょっとして助けが必要な場面ですかぁ？」

　そこにさらに混乱を助長する声が飛び込んできた。

　いつの間にか彼女たちの背後に、白い少女が近付いていたのだ。

「神様！」

「うん、ミシェルちゃんはいい子ですね。わたしを神と敬ってくれるのはあなただけです」

　白銀の大弓サードアイを授けてくれた、自称神様。その姿に、ミシェルは喝采を上げて飛びついたのだった。
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　ゴブリンロードは迫る俺に対し、手にした剣……というか、身の丈を超えるほどの巨大な、平たい石塊を大きく振り上げ、そのまま叩たたきつけてきた。

　無論、幻影を纏まとっているだけの俺がこれを正面から受け止めることなど、できようはずがない。

　進路をほぼ直角に捻ねじ曲げ、横っ飛びに左へと躱かわす。

　俺がいた空間を石塊が薙なぎ払い、勢い余って大きく地面を叩いた。

　その一撃は数メートルの範囲を陥没させ、地面を盛大に抉えぐり取った。

　これを見て俺は、何かが違うと気付いた。

　ゴブリンは子供サイズの体格なのに、大人並みの力を持つ。

　ゴブリンロードはさらに二回りは大きいため、身長は二メートルを超える。そこから生み出す膂りよ力りよくは、優に平均的大人の三倍から五倍に及ぶ。

　だがこの破壊力はどうだ？

　巨大な石塊を振り回す膂力と言い、地面を抉る破壊力と言い、これは五倍では利かないほどの力を発揮している。

　こいつは本当に、普通のゴブリンロードと言っていいのだろうか？

　どこか違和感を覚えつつも、俺は石塊を振り下ろして隙だらけのゴブリンロードの二の腕に向かって、槍を横薙ぎに振り払った。

　槍なら突く方が有効かと思われるかもしれないが、戦場で刺すという行為は、武器をそのまま持っていかれる可能性を秘めている。

　ここは手足の肉を削そぎ、確実に運動能力を奪う方が確実だろうという判断だ。

　狙いは過たず、ゴブリンロードの腕がざっくりと切り裂かれる──はずだった。

　だが返ってきた手応えは、まるで木に向かって斬りつけたような硬いもので、深く切り裂けた感触ではない。

　事実、ゴブリンロードはその傷を全く意に介さず、上腕の筋肉を盛り上げるように力を籠めると、あっさりと出血が止まっていた。

　それどころか傷口がうっすらと癒着しつつあるようにも見える。

「マジかよ!?」

　俺は思わず、驚きよう愕がくの声を漏らした。

　俺だって多くのモンスターとも戦ってきた経験がある。こういった高速治癒能力を持った敵も、何度も見てきた。

　しかしゴブリンロードがその能力を持っているという話は、聞いたことがない。

　こういった敵を倒すのは、往々にして時間がかかる。

　今まで結構な時間を食ってしまっただけに、一刻も早く敵を倒してしまいたいというのに、厄介な事態になってしまった。

「──だが、それでも！」

　ここは敵地の真っただ中。他の連中も目前の敵に手一杯で、こちらの救援に来れそうな状況ではない。

　ならば俺が倒してしまうしかない。なにより、こいつを倒さないとコルティナの身に危険が及んでしまう。

「そんなこと、許されるはずないじゃないか！」

　一声気合を入れて、再び仕切り直す。

　腕に力を込めたゴブリンロードは、そのまま石塊の剣を横薙ぎに振り抜いてくる。

　この動きは俺も読めていた。ゴブリンロードの動きはオーガほど鈍重ではないが、俺が見切れないほど速くはない。

　低い位置からの斬り上げに、俺は側転の要領で飛び越える。

　着地と同時に、今度は爪先を狙って槍やりを突き出した。

　指先は神経の集中する部位であり、骨も脆もろい。また親指は機動の重要な起点でもあるため、ここを潰せばゴブリンロードの動きは大きく鈍るはずだった。

「グギャアアアアアアアアア！」

　足の指を斬り飛ばされ、案の定ゴブリンロードは苦痛の悲鳴を上げる。

　だがその傷跡も、瞬く間に出血が止まってしまう。

　幸い、斬り飛ばされた指まで再生してしまう気配はなかったが、それでもダメージが蓄積しないということは、俺の精神を大きく擦り減らしていく。

「この調子だと、動脈を切り裂いても生きてそうだよな、こいつ」

　そもそも岩と見み紛まがわんばかりの外皮を切り裂けるかどうか、わかったものではない。

　今も付与魔術で肉体を強化しているが、それでもこいつの硬さは尋常ではない。ゴブリンの名を冠する癖に、強さだけはオーガのデンを超えているかもしれない。

　想像以上のタフさを見せる相手に、次はどこを狙うべきか一瞬俺は逡しゆん巡じゆんしてしまった。その隙を突くように、別のゴブリンが俺に向かって襲い掛かってくる。

　それを槍の石突部分で殴り倒し、すぐさま穂先をゴブリンロードへと戻す。

　ここは戦場の真っただ中で、時間を掛ければラウムはもちろん、俺自身の安全にも関わってくる。

　余計な横槍が入った俺に、ゴブリンロードは再び迫ってきた。

　相変わらず大振りの振り下ろし。巨大武器は膂力も必要だが、その運用が難しく、攻撃のバリエーションが少ない。

　それを補うためには技量が必要となるが、それをモンスターに求めるのは酷な話だ。

　しかし圧倒的な破壊力は未熟な者ならば、充分に脅威になる。

　万が一直撃を受けたらという恐怖が身を竦すくませ、実力を大きく制限してしまうのだ。

　しかし、残念ながら今ここにいるのは俺である。この程度で身を竦ませていたのなら邪竜退治など成せようはずもない。

　ひらりと今度は右へ跳躍し──そこへゴブリンロードの右腕が待ち構えていた。

　俺程度ならば、素手でも致命傷を負わせられると判断しての攻撃だ。

　その判断は実に正解で、幻覚の下の俺の身体は、掠かすっただけでも手足が吹き飛んでしまうほど脆ぜい弱じやくである。

　とっさに槍を盾にして攻撃を受け止め、軽く跳躍しておく。

　自ら飛ぶことで踏ん張るより衝撃を逃がしやすくなり、致命傷を避けることができる。

　もちろんその分撥はね飛ばされることになるので、体勢が崩されることは避けられない。

　俺は五メートル以上も撥ね飛ばされ、無様に地面に転がることになった。

　そこへ殺到してくるゴブリンの集団。

　飛び掛かってくるゴブリンの一体に、槍を突き出し喉元を串刺しにする。

　これは反射的に行動したことなので仕方ないかもしれないが、深々と突き刺さった槍はすぐさま抜くことができなくなっていた。

　俺は槍を使い続けることは不可能と瞬間的に判断し、即座に手放す。

　そのまま槍に執着していれば、ゴブリンの群れに押し潰されていた可能性もあるからだ。

　そしてそのまま手につけていたグローブに魔力を通し、愛用の手甲ガントレツトを召喚した。

　コルティナが使い魔で戦場を監視していたので使えなかったが、この窮地となれば仕方ない。首都を守るのももちろんだが、今の俺は死ぬわけにはいかないのだ。

　襲い掛かってきた残り四体を殴りつけ、手首の爪で動脈を掻かき切り、糸で足を縛って転ばせ顎を踏み砕く。

　残った一体は回し蹴りで撥ね飛ばしておいた。その段階になって、俺は日光を遮る存在に気付く。

　ゴブリンに手間取っている間にゴブリンロードが俺のそばまでやってきていたのだ。

　すでに石塊は大きく掲げられていた。

　ゴブリンロードの顔には、勝利を確信した表情が浮かんでいる。

　しかし糸を手にした俺にとって、その動きは致命的と言える。瞬時に糸を飛ばし、振り上げた腕の肘の辺りに糸を絡め、そしてそれを首に巻き付けた。

　後は奴やつが腕を振り下ろせば、自動的に首が締まる。双剣の魔神相手に使った戦法。

　刹那の間に互いに自身の勝利を確信し、口元に笑みを浮かべる。そしてゆっくりと腕が落ち始め──

　直後、ゴブリンロードの頭部を鋼鉄製の矢が射抜いたのだった。

　互いに勝利を確信した瞬間、唐突に強烈な横槍が入った。

　どこからともなく飛来した鋼鉄の矢は、ゴブリンロードの頭部を貫き、木端微み塵じんに粉砕し、数メートル離れた地面に着弾した。

　一拍置いて猛烈な烈風が周辺を駆け抜け、幻覚を纏っただけの軽い俺の身体は、後方へと吹き飛ばされた。

　とっさに受け身を取り、体勢を立て直してゴブリンロードへと向き直る。

　そこには頭部を失い、血の噴水を上げながら倒れ込む巨体の姿があった。

「一体、どこから……」

　ここはゴブリンの群れの最後方。首都の街壁からも遠く、援護の矢など届かないはず。

　ゴブリンロードも、狙撃を警戒して適度な距離を取っていた。

　周辺には俺たちとゴブリン以外の気配はなかった。

　だとすれば……俺の気配察知範囲外の長距離からの狙撃ということになる。

　素早く周辺に視線を飛ばし、そしてその大本を発見した。

　それは王城よりも高いと噂うわさの、魔術学院の尖せん塔とうの頂点付近。

　そこに小さな人影が二つ、目についた。

　白銀に輝く弓を持つ少女と、白銀に輝く髪を持つ少女。

　俺にとっては見慣れた姿と印象深い姿の二人……ミシェルちゃんと破戒神だ。

「まさか、あの場所から？　有り得ねぇ……」

　そこから俺たちが戦った位置まで、軽く五百メートル近くあるのではなかろうか。

　この距離は、矢が届く範囲では到底有り得ない。

　しかし、俺の目の前でゴブリンロードの頭部が粉砕された事実は変わらない。

　そして、その推測が正しいことが、直後に判明した。

　弓の辺りの光景が歪ゆがみ、光が走ったと思ったら、近くで冒険者と戦っていたゴブリンが吹き飛んだ。

　それはケイルが相手取っていたゴブリンのうちの一体であり、周囲の集団の指揮にあたっていた個体でもある。

　さらに一秒後にまた閃せん光こう。

　これも狙い過たず、一体のゴブリンを貫通していく。




　そこから起こったことは、まさにミシェルちゃん無双と言っていい。

　尖塔から光が走る度にゴブリンが吹き飛んでいった。

　市街に侵入した個体や、壁を乗り越えようとしていた個体を的確に射抜き、侵攻を食い止めていく。

　彼女が尖塔上から矢を放っていたのは、せいぜい三分かそこらだろう。

　その三分で百を超えるゴブリンが射抜かれることとなった。

　だが完全に殲せん滅めつする前に彼女の身体がぐらりと崩れ、破戒神に抱き止められる。

　おそらく、筋力強化のバングルの効果が切れたのだろう。

　しかし彼女のおかげで状況はかなりこちらに有利になった。

　ゴブリンたちはその数を二百近くまで減らしており、しかも指揮官がいない。

　街壁を守る冒険者の数も、それほど減ってはいないようなので、市街の被害はそれほど出ることはないはずだ。

　だがそれでも、ゴブリンの数は冒険者の四倍近い。

　負けは無くなったとはいえ、ここで連中を殲滅せねば禍根が残る。

　逃げ散ったゴブリンは、首都周辺に点在する集落に襲い掛かり、近辺に膨大な被害を振りまくはずだ。

「街の防衛は成功したとは言え、被害は──ん？」

　掃討戦に移るには冒険者の戦力は足りな過ぎる。

　だがその時、ゴブリンの右側面、川の向こうから五十人程度の集団がゴブリンの群れの脇腹に食らいついた。

　その集団は半分程度がエルフで構成され、残りはおそらく冒険者という、ある意味ラウムらしく、ある意味歪いびつな構成をしていた。

　彼らは率先してゴブリンを分断し、さらに東西に分かれて散り散りになったゴブリンたちを殲滅していく。
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　ゴブリンの横腹に食いついた集団を、街壁上で発見したコルティナは喝采を上げた。

　その瞬間だけは周囲の視線も、見られているために取り繕っていた威厳も、すべてかなぐり捨ててしまったほどだ。

「よし、間に合った！」

　何事かと、思わず指揮官コルテイナを見上げる冒険者たち。だがコルティナは委細構わず、そんな彼らに間髪入れず指示を出す。

「温泉村からの救援が来たわよ！　もたもたしてたら、首都の冒険者が舐なめられちゃうから、気合入れなさい！」

「え、援軍ですか!?」

「そう、首都の戦力が使えないなら他所よそに頼むしかないじゃない。あそこは目立った正規戦力は常駐していないけど、出入りする人が多い分、エルフたちや冒険者の数は多いわ。搔かき集めれば充分に戦力になると見ていたのよ」

「いつの間に……」

「使い魔なら往復にそれほど時間はかからない。それに私の名前を出せば、いくら排他的なエルフでも無視はできないでしょ？」

　眼下の戦況は一気にひっくり返りつつある。

　半分にまで減らされたゴブリンたちにとって、さらに五十人の冒険者の追加は致命的だ。

　コルティナはここが正念場と見据え、討って出ることを命じる。

「門を開いてこっちから攻めるわよ。一番から二十番までで動ける者、下に降りて討って出て。敵を引っ掻き回してやりなさい！」

　意気上がるコルティナの命に、冒険者たちも歓声を上げる。

　形勢は完全に逆転しており、これならば逃げ切れるゴブリンの数も少なそうだ。

　そこで彼女は尖塔の上の二人の少女に視線を投げた。

「それにしても、やってくれたわね、ミシェルちゃん。これはこの後が大変よ？　それと……」

　続いてゴブリンロードのいた辺りにも視線を飛ばす。

　そこには巨体をフードで隠した男の姿が見える。

「糸を使ったわね。見つけたわよ、レイド」

　ぎゅっと胸の前で右手を握りしめ、そう宣言したのだった。
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「な、なんだ、こいつら……」

　俺は突然現れた援軍に困惑していた。

　いや、この数は援軍と言うには多すぎる。もはや軍隊と言っていい。いったいどこから湧いて出たのか？

　その疑問の答えは、斬り込んできた冒険者の一人を見て、理解することができた。

　冒険者の一人に見覚えがあったからだ。集団の中で短たん槍そうを操り、ゴブリンを屠ほふるまだ年若い少年。

「あれ……ひょっとして、マイキー？」

　カッちゃんを譲り受けるきっかけになった、温泉村で少しばかり縁のあった、あの子だ。

　今でもときおり、カッちゃんの様子を見せに温泉村まで出掛けているため、すでに顔馴な染じみになっている。

　彼と出会った時、俺は七歳だったので、もう五年の付き合いになるだろうか。

　俺より三つ年上だった彼は、今ではすっかり成長し、冒険者として身を立てている。

　その彼が、集団の中にいたのだ。

「となると……これは温泉村とエルフの集落からの援軍か！」

　この近隣では最も大きな集落。だが排他的なエルフが大半ということもあって、援軍は期待できなかった。

　なのに、この五十人近い人数は驚きだ。

　いや、マイキーだけではない。ハウメアとコールの姿も集団の中にあった。

「ああ、あの二人が動かしてくれたのかもな」

　首都と温泉村を往復する商人の護衛が主の二人だ。

　ラウムが戦乱で荒らされたとなれば、その生活にも影響が出る。二人とも結構な歳としのようだったし、発言力が高かったのかもしれない。

　そんなことを考えていると、ハウメアの視線がこちらに向けられた。

　唐突に、しかも鋭く、こちらを射抜くように睨にらみつけてきている。

「ハウメア、どうした？」

「いえ、何か不快な視線を感じたから」

「あの男か？　どうやらゴブリンロードは倒されたようだな」

「そのようね。美味おいしいところを食べ損ねちゃったわ」

　口に出した記憶はないのだが、気配で俺の思考を読み取ったとでもいうのか？

　とにかく、一刻も早くここを立ち去ることにしよう。

　上空では今もコルティナの使い魔が地上を監視している。

　最後の最後で俺は糸を使ってしまったため、おそらく正体を見抜かれたはずだ。

　この乱戦を利用して身を隠さないと、元に戻る瞬間を見られる可能性がある。

　俺が川に向かって移動すると、それをつけるように使い魔もついてきた。

　……これは完全に見抜かれているな。

　しかし今俺が身に着けている魔道具は、こういう時に姿を隠すためのものだ。変装は副次的な効果に過ぎない。

　ゴブリンの死体を死角に使い、一瞬で効果を隠おん形ぎようへと切り替える。

　隠おん密みつのギフトの効果と合わさり、この状態の俺を発見するのは不可能に近いだろう。

　こうしてゴブリンどもはめでたく殲滅され、ラウムの危機は去ったのだった。
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　ミシェルは破戒神ユーリに連れられ、学院の尖塔の上へと運ばれていた。

　急角度な屋根のため、身体を支えるのが困難で、しかも強い風が吹きつけてくる。

　うっかりすると足を滑らせ、落下してしまいそうな恐怖があった。

「あ、あの、大丈夫なの？」

「だいじょーぶ、だいじょーぶ。それに落ちても私が拾ってあげますし、死んでも蘇そ生せいしてあげますから」

「それ、すごいけど全然大丈夫じゃない！」

「まぁまぁ。それよりニコルちゃんを見つけたいのでしょう？」

「そうだ、それ！」

　今いる場所の恐怖も忘れ、破戒神の襟首に掴つかみかかるミシェル。

　彼女にとって、親友の安否は自身の安全よりも気にかかる出来事だった。

「うぉっと!?　待って待って、待つのですよ！　物事には順序というものがあるのです」

「順序って……そんな暇は──」

「いいですか？　街にもゴブリンが侵入している現状、落ち着いて探索するには安全の確保が第一条件です……ということにしておきましょう」

「ましょう？」

「そこは気にしない。そこでゴブリンをここから狙撃して、敵の戦力をまず削ることに注力すべきだと具申します」

「ぐ、ぐし……？」

「えっと、数を減らして後でゆっくり探しましょう。それがニコルちゃんの安全にも繋つながるかと」

「そっか、うん、わかった」

「ミシェルちゃんは素直ないい子ですねぇ。わたしの子になりませんか？」

「神様の方が年下に見えるもん」

「ぐぬぅ」

　まったく成長を見せない破戒神と、驚異的な成育速度を見せるミシェルでは、圧倒的にミシェルの方が年上に見える。

　しかし今はそれどころではない。市街の安全を確保するという破戒神の意見は確かに一理あると感じていた。

　ならば少しでも早く攻撃せねばならない。しかしこの高い尖せん塔とうの上では、侵入してきたエリア全域をカバーするには、距離が遠すぎる。

「ここじゃ、遠過ぎて狙えないよ？」

「そこも大丈夫です。ほら、こうして遠視ホークアイの魔法を起動して、照準補助ターゲツトサイトを起動して、磁力マグネテイ砲身ツクバレルを展開して──」

「えっ、えっ？」

　次々と魔法を同時展開する破戒神に、ミシェルの理解は既に置いてけぼりだ。

　だが彼女の目の前に、見えないほど遠くの巨大なゴブリンの姿が描き出される。

　まるで十メートル先にいるかのように精密に投影されたそれに、思わずミシェルは仰のけ反ぞった。

　一人の男がその巨大なゴブリンと戦っているが、状況はあまり良くないらしい。

「いいですか？　照準補助ターゲツトサイトの力で距離や風力、重力やコリオリ力などの影響は無視してくれて構いません」

「へ、こり、おり？」

「単語に関しては気にしなくていいですよ。磁力マグネテイ砲身ツクバレルが鋼鉄製の矢を加速してくれますので、射程距離も大丈夫です。ローレンツ力バンザイ！」

「ろ、ろーれん？」

「気にしなくて結構です。つまり目の前の憎いアンチクショウに全力で撃ち込んでくれて構いません。標的はわたしが選びますので、できるだけたくさん撃ち込んじゃいましょう」

「でも、矢は十本しかないよ？」

「そこはわたしが物品転送アポートで取り寄せますので、お気になさらず」

「そうなの、すごい！」

「そうです、わたしはすごいのですよ──うぉっと!?」

　破戒神は大きく胸を張り、足を滑らせそうになっていた。

　しかしミシェルはそんな彼女を気にするでもなく、バングルの補助魔法を起動する。

　肉体に溢あふれんばかりの力が満ち、白銀の大弓サードアイを軽々と引き絞った。

　目の前に投影された巨大ゴブリン──ゴブリンロードに向けて、狙いをつける。

　見知らぬ男と絡み合うように戦っているため、即座に放つというわけにはいかなかった。

　しかし男がゴブリンロードに吹き飛ばされたことで、千載一遇のチャンスが巡ってきた。

　男は地面を転がるほどの勢いで撥はね飛ばされたので、少しばかり心配になったが、今はあのゴブリンを仕留めることが優先である。

　それこそが結果的に、あの男を助けることに繋がる。

「──フッ！」

　鋭く息を吸い、そして止め、吐き出すよりも先に矢を放つ。

　いつも通りの反動。しかし放たれた矢は目の前の空間を通過する時、さらに大きく加速して見せた。

　おそらくはこれが破戒神の磁力マグネテイ砲身ツクバレルの効果なのだろう。

　矢はいつもの放物線を描かず、重力やその他の要素を全く無視して、一直線にゴブリンの頭部を射抜いた。

　飛来する鋼鉄矢は、ゴブリンの頭部を射抜いただけで留とどまらず、捩ねじ切るように首から上を吹き飛ばし、粉砕した。

　続いて衝撃波が襲い掛かり男がさらに後方に吹き飛ぶ。

　男はすぐさま起き上がったので、無事なことは確認できた。その事実に安あん堵どの息を吐く。

「命中、おみごと。それでは次です、右に六メートル」

「右……あ、これ？」

　視界を少し右にずらすと、そこに赤いマークが付けられたゴブリンが現れた。

「はい。その個体が周辺のゴブリンを統率する──ゴブリンリーダーです。こいつを倒すと、彼らの周辺のゴブリンは一気に混乱に陥るでしょう」

「わかった」

　そして無造作に引き絞り、放つ。

　先のゴブリンほど巨体ではなかった標的は、一瞬も耐えることができず肉片と化す。

「次──」

　破戒神の指示に従い視線を動かし、放つ。

　休みなく射撃を続け、矢筒から矢がなくなったと思ったところで、破戒神が矢を補充する。

　三分の間に百を超える矢を放ち、一矢も外すことなく敵を殲せん滅めつしていく。

　三分が経過し、急激に力が抜け始めたミシェルはそのまま前のめりに倒れ込んでしまう。

　それを破戒神が受け止めたところで、彼女は意識を失っていった。
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　俺はコルティナの使い魔による追跡を振り切り、再び街に流れ込む川に飛び込んだ。

　少し離れた戦場では、ゴブリンロードを討ち取った歓喜の声と、残敵を掃討する鬨ときの声が上がっている。

　側面から突撃してきた援軍と守備軍を足せば、残った敵を殲滅するくらいは楽勝だろう。

　俺も本来ならケイルたちに合流して掃討戦に参加した方がいいのだろうが、今の俺は変装した仮の姿。

　しかも糸を使うところをコルティナに目撃されている。

　下手に消えどころを間違った場合、変装がバレて俺につながる危険性がある。

　ここは乱戦を利用して姿を消し、雲隠れするに限る。

　幸い川は街に向かって流れ込んでいる。

　流れに身を任せ、時折顔を出して息継ぎをしながら、往路の半分近い時間で街の中まで辿たどり着いた。

　川の中を泳いで一直線に街に入れたことが、やはり時間短縮の最大の要因だろう。水中呼吸ブリージングの魔法がないのが少しきつかったが、流れに乗ればいいので、なんとか街まで泳ぎ切ることができた。

　水の中を長く泳いだことで、返り血に濡ぬれた俺の服も綺き麗れいに洗濯された。

　多少染みは残っているが、それは泥汚れとあまり見分けは付くまい。

「ぷあっ！」

　大きく息を吐いて、川から上がる。同時に幻覚も解除しておく。下手にあの姿を晒さらし続ける方が今は危ない。

　髪やスカートから水滴が滴り、身体にぺったりとまとわりつく。布地が透けて色々見えちゃっているが、ここにはそれを凝視するスケベ野郎クラウドはいない。

「まさに水も滴るいい男──女だけど。ん？」

　一仕事終えた安心感からか、俺の口も軽い。そこへ土煙を上げて、何かが迫ってきていた。

　街中はほとんど石畳が敷き詰められているが、川沿いにはそれが為なされていない。

　見ると馬より巨大な『何か』がこちらに向かって爆走してきていた。

　その上には見慣れたミシェルちゃんの姿と、見慣れたくない白い神の姿があった。

「おーい！」

　気の抜けた声でこちらに叫ぶのは白い神様。ミシェルちゃんの顔は有り得ないくらいに強こわ張ばっている。

　それもそのはず、彼女が乗っていたのは小型の黒いドラゴンだったのだ。

　その姿は五年前に集落のそばで見かけた、あの魔竜ファーブニルを小型化したようなシルエットをしていた。ひょっとしたらあのドラゴンも変化ポリモルフしているのかもしれない。

「ニコルちゃん！」

　俺のそばまでやってきたドラゴンはそこで急停止し、その上からミシェルちゃんが飛び降りてくる。

　もちろん身体強化のバングルの力を解放した彼女は、今酷ひどい筋肉痛状態にある。

　着地をうまく決められず、べちゃりと地面に崩れ落ちるが、すぐさま立ち上がった。

　五年前にアレを手に入れた時は、俺たちの身体はまだ幼女と言っていい状態だった。

　筋力を先取りして使うあの魔道具の力に耐え切れず、身動きできない状態になっていた。

　しかしあれから五年経たち、俺たちの身体も大きく成長し、大人に近付きつつある。

　特にミシェルちゃんは成長が著しく、すでに大人と言っても問題ない成熟を見せていた。

　今ではバングルを使っても、重度の筋肉痛に苛さいなまれ、身体を動かすのが厳しいくらいで済んでいる。以前のように身動き取れないような事態にはならない。

「あ、ミシェルちゃん。どうしたの、こんなところで」

　俺は先ほどまでの激戦に対応した男的思考から、少女のそれへと切り替える。

　できるだけ子供っぽさを残した、あどけない口調を心掛ける。

「こんなところじゃないよ、どこいってたの！」

「え、あの……ちょっと川に落ちちゃって」

　幸いと言っていいか、今の俺はずぶ濡れ状態である。川に落ちて学院へ帰還するのが遅れたというのは、良い言い訳になるだろう。

　だがミシェルちゃんはそんな俺の言い訳を一切聞かず、俺に詰め寄り、大きく手を振り上げた。

「バカァ！　みんなどれだけ心配したと思ってるの！」

　振り下ろされる平手。それが彼女の心配からくる感情の発露であることがわかったため、俺は敢あえてこれを受け止めることにした。

　しかしその瞬間、彼女の手の平が淡く光を帯びる。

　俺はその一撃を受け、きりもみをしながら吹き飛ばされた。

「ブフォッ!?」

　見ると後ろで白いのが腹を抱えて爆笑を堪こらえていた。

　さっきの発光はおそらく、奴やつが仕込んだ強化付与エンチヤントの効果だろう。野郎、あとでぶっ飛ばしてやるァ！

　ミシェルちゃんはそんな俺の惨状に気付かず、その場にぺちゃりとへたり込んだ。

「わたしも！　フィニアさんも！　すっごくすっごく心配したんだから！」

「あの……その、ごめんなさい」

　確かに黙って出てきたのだからフィニア辺りは心配するとは思っていた。

　しかしコルティナが頑張っている以上、俺はそれを黙って見ているなんてできない。

　怒られることは覚悟していたが、この行動に後悔はしていない。彼女たちには悪いと思うが、同じ状況になれば、また同じことをするだろう。

　それでも彼女たちが、どれほど俺を心配してくれたかはよくわかる。

　あの大人しくて仲間想おもいの彼女が、俺に手を上げるくらい怒ったのだから。

「ゴメンね、ミシェルちゃん。連絡をしなかったのはわたしのミスだった」

「わかってくれたら……ぐすっ、いいの。もう、こんなにずぶ濡れになって！」

「川に落ちちゃってね」

「それはさっき聞いたもん」

　泣きながら怒るという器用な真似まねをしてへたり込むミシェルちゃんに、俺は肩を貸す。

　そして腹を抱えて地面を転がりまわって爆笑する白いのに、鋭い視線を送っておいた。

「おのれ、先の光景のどこに笑う要素があったのか」

「いやぁ見事な吹っ飛びっぷりで、お姉さんちょっと我慢できなくなってしまいました」

「そのなりで『お姉さん』とか言われてもー」

　精一杯皮肉を込めて、奴のまったく成長しない外見にイヤミを告げてやる。

　だがその攻撃も慣れているのか大した効果を発揮できず、華麗にスルーされた。

　今回の戦闘、彼女の助力による功績も否定できない。ここで追及するのも、後味が悪い。

　俺は仕方なく溜ため息いきを一つ吐つくと、魔術学院への帰路へついたのだった。

　白いのの小型ドラゴンに乗せられ、俺たちは魔術学院の前まで運ばれた。

　俺たちを門前で降ろすと、再び白い神はドラゴンに跨またがる。唐突に現れたドラゴンの姿に、見張りに立っていた若手冒険者が腰を抜かしていたのはご愛あい敬きようだろう。

「なんだ、またどこかに行くのか？」

「ええ。ゆっくりしたいのはやまやまなのですが、わたしも忙しい身でして。この後やらなければならないことがあるのですよ」

「だったらゴブリンをそのドラゴンで焼き払ってくれれば、手っ取り早かったのに」

「神様もそれなりの慣例というものがありまして。直接手を出すのは好ましくないのですよ。だから彼女に手を下させたわけです」

　そう言えばゴブリンを殲滅したのは、あくまでミシェルちゃんだ。

　彼女の矢を届かせるための魔法とか敵を見分ける遠視とか、様々な協力はしてくれたが、彼女は直接手を下してはいない。

「そんなわけで、今回もわたしは名も告げず、クールに去るのであった。あでゅー」

「名前くらい知ってるよ！　そもそもどこの言葉だよ！」

　俺のツッコミを待たず、駆け去っていく破戒神。

　通りの向こうに姿が消え、そして建物の向こうから巨大なドラゴンが飛び去って行く。

　それを見て、各所の冒険者が腰を抜かしたのは、また別の話だ。

　俺が魔術学院に戻ると、ざわりと周囲がざわめく気配がした。

　心なしか、特に男の視線がこちらに集中してる気配すらあった。

「なんだろ？」

「多分……ニコルちゃんの格好のせいじゃないかな？」

「え？」

　ミシェルちゃんの指摘で気付いたが、俺はまだずぶ濡れのままだった。

　そして服は濡れ濡れのスケスケである。

　ミシェルちゃんに肩を貸しているため、服が引っ張られ、横から押されて形を変える薄い胸がばっちり見えていた。

「う、うわぁ!?」

「きゃあ！」

　俺が慌てて胸を手で隠したため、ミシェルちゃんがそのまま地面に倒れ込んだ。

　膝を立てたまま、地面に顔をぺたりと付けた彼女の姿勢も、それはそれで扇情的ではある。

　しかし今はそれどころではなかった。

「み、ミシェルちゃん、マント貸して！」

「えー、わたし今手が動かせないし」

「わざとでしょ！　いじわるしないで!?」

「ニコルちゃんはちょっと反省した方がいいかもぉ」

「したから！　ちゃんと反省したから！」

「ほんとに？」

「ホント、ホント」

「じゃあ貸したげる」

　めでたくミシェルちゃんの許しを得て、マントを借りる。

　それを羽織ったところで、周囲の男どもから残念そうな溜息が漏れた。

　胸の大きさではミシェルちゃんには到底かなわないが、全体的な身体の女性らしさという点では、俺の方が上らしい。

　腰の細さとか、手足のしなやかさとか、その辺りがミシェルちゃんはまだ子供っぽい。

　対して俺は歳としに似合わぬ落ち着きを持ち、マクスウェルの教育で女性らしい所作を身に着け、それが女性らしい色気を発している……とか？

　ちなみにレティーナは、幼女趣味野郎御ご用よう達たしの魅力に満みち溢あふれていた。いやこれはどうでもいい。

　少し涙目な感じになりながら、周囲の男をきっと睨にらみつけてやる。

　すると男どもはなぜか顔を紅潮させながら──

「ありがとうございましたぁ！」

　と叫んで返しやがった。もうダメだ、この街。一回滅んだほうが良かったのかも。

　俺が絶望に目の光を曇らせていると、そこに俺の癒いやし第二号ことフィニアがやってきた。

「ニコル様！」

「あ、フィニア。心配かけてゴメンね。うっかり川に落ちて、ちょっと手間取っちゃった」

「ご無事ならいいんです。でも連絡を優先していただければ、なお良かったかと」

　そう言うとずぶ濡れの俺をためらわずに抱きしめてくれる。

　細身とは言えふんわりした柔らかさに包まれ、戦闘でささくれだった俺の気持ちがほぐれていくのがわかる。

　落ち着いてきたついでに、俺は一つ妙なことに気付いた。

「そう言えばミシェルちゃん、なぜあんな場所にいたの？」

「あんな場所？　ああ、尖せん塔とうの上？」

「うん、そこから矢が雨のように降ってきて驚いちゃった」

「あれは神様が連れて行ってくれたの。ニコルちゃんを探すなら、まず街の中を落ち着かせないといけないからって」

「なるほど、確かにあれじゃ、街を出歩けなかったかな。でも真っ先にゴブリンロ……あー、えっと街の外に向かって撃ってたよね？」

「神様がまずは大本を排除しないといけないからって」

「……すべて手の平の上か」

　あの白いのは、人のいいミシェルちゃんの心配をうまく利用して、ゴブリン掃討の固定砲台に仕立て上げたわけだ。

　確かに冒険者に守られた学院敷地内の、さらに尖塔の上となれば、ほとんど反撃の心配なく周囲を射撃できる。

　射程範囲や視界の問題は……あの神のことだ、奥の手になる魔法をいくつも抱えているに違いない。

　その上でさらにどこに向かったのか、気になるところではあるが、神の行動は俺には計り知れない。

　きっと俺の知らないところで、何かろくでもないことをしているのだろう。

「ニコル様、濡ぬれたままでは風邪をひいてしまいます。早く着替えませんと」

「あ、そうだね」

　愛想よく答えてはみたが、実のところ行きの段階ですでにぐしょ濡れである。

　水から上がったところで魔術師が保温ウオームの魔法で水気を乾かしてくれたので実害はなかったが……さすが本職とあって、俺と違い失敗などはしなかった。

　いや、俺だって一応付与術師の本職になるのかもしれないが。

「あ、そっか。自分でやればよかったんだ」

「なにがです？」

「フィニアはミシェルちゃんを抱えてあげて。わたしは服を乾かすから」

「え、あ、はい」

　俺が何をやるのか、いまだ理解できずにいるらしいが、ともかく主人と敬う俺の指示には従ってくれた。

　俺はその後、保温ウオームの魔法を発動させて服全体を温める。

　あまり温度を上げるとクラウドみたいになってしまうので、温度は四十度くらいを設定しておいた。

「保温ウオーム……お？　おお！」

「ど、どうかなされたのですか？」

　発動した魔法は、失敗版と違って過不足なく服を一瞬で温めてくれた。

　問題はその温度が非常に心地よく、濡れた湿気がまるで歩きながらにして風呂に入っているかのような、不思議な感触を与えてくれる。

「これは……いいかもしれない」

「へ？」

「お風呂入ってるみたいな気分だよ」

「ああ、服の水がお湯になったのですね」

　ほこほことした感触に、自然と顔が紅潮し、表情が緩み、目が潤んでくる。

　それを見て男どもがまた前のめりになっていたのは、また別の話だった。
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　冒険者ギルドでは、それはもう耳を塞がざるを得ないほどの喝采に包まれていた。

　街壁を利用しての防衛戦。市街に侵入された際の誘導殲せん滅めつ。エルフの村への援軍要請。そしてゴブリンロードへの奇襲。

　今回コルティナは、限られた時間と戦力の中で、いくつもの手を打っていた。

　それを冒険者の目の前で披露したのだから、その興奮も無理はあるまい。

　援軍に駆け付けてきた、エルフの集落──つまり、温泉村の冒険者も押しかけ、互いに手を叩たたいて健闘を称たたえ合っていた。

　俺とミシェルちゃんも、そんなギルドに戻ってきて、その騒動を目にする。

「うわー、すっごいね」

「ゴブリン相手とは言え、九倍の敵を壊滅させたんだからね。相変わらずえげつない」

　かつて彼女は戦場において、倍以上の敵を同じような状況に持ち込んだこともある。その実績を何度か目にした経験がある俺としては、まあ、それほど驚きはしない。

　だがここにいる冒険者は、それを初めて目の当たりにしたわけだ。

「相変わらずって……ニコルちゃんは前に見たことあるの？」

「えっ!?　いや、ほら。授業とかで？」

「そう言えば戦術とか教えているんだっけ。すごいね！」

「それはむしろキミだよ……」

「ん、なにかいった？」

「いや、なんでも」

　今回、彼女は全力で敵を殲滅した。

　市街に侵入したゴブリンを根こそぎ狙撃し、ゴブリンロードも彼女が討ち取っている。

　さらに群れを率いる隊長クラスのゴブリンも、彼女の手によって射殺されていたらしい。

　いくら白いのの助力があったとはいえ、大暴れにもほどがある。

「それよりほら！　クラウドくんもいたよ」

　ミシェルちゃんが指さす先には、クラウドと……睨にらみ合っているマイキーの姿もあった。

　そしてそれをニヤニヤと嫌らしい笑みを浮かべて眺めるマテウスの姿も。

「あれ？　あそこにいるのって……」

「マイキーくんだね。ミシェルちゃんは久しぶりになるかな？」

　温泉村にいた少年、マイキーはその後冒険者になっていた。

　俺は白いのの約束で年に一回、彼とカッちゃんを会わせに向かっているので、それほど久しぶりでもない。

　だがミシェルちゃんにとっては数年ぶりの再会になるだろう。

「そうだね、もう五年くらい？　大きくなったなぁ」

「それは向こうも同じ感想を抱くと思うんだけど？」

　ミシェルちゃんも、五年前に比べてすごく大きくなっている。主に身体の一部が。

　しかし、それはそれとして、なぜクラウドとマイキーが睨みあっているのか？

「クラウド、お疲れ様。マイキーくんも」

「あ、ししょ──ニコル。帰ってきてたのか」

「うん、途中でちょっと川に落ちちゃってね。遅くなった」

「川を見ると落ちる癖でもあるのか？」

「なんだってぇ？」

　余計なことを言うクラウドの脇腹に一発入れておき、マイキーにも俺は一礼する。

「マイキーくんも、今回はありがとね」

「いや、それほどでも……ほら、ラウムが襲われたら次は俺たちの村だし」

「あ、その可能性は高いね。でもよく間に合ってくれたよ。しかもこれだけの人数連れて」

　温泉村は人の出入りが多いため、冒険者も多い。

　だがラウム救済という危険をあえて冒そうという冒険者は、そんなにいなかったはずだ。

　根無し草の彼らにとって、今回の騒動は儲もうけが少なく、逃げてしまえば被害も受けない戦いだったのだから。

「うん、ハウメアさんとコールさんがエルフの人を引き連れて出てったからな。俺たちも、ついていかないわけにはいかないさ」

　鼻の頭を掻かき、視線を逸そらすマイキー。

　ここ最近、俺の前ではこういう態度を取ることが増えている。

　まあ俺も木石の類ではない。最近は彼女もできたし？　彼が俺にどういう感情を持ちつつあるのかくらいは察している。

　だがそれに応えてやることはできないし、何より面倒だ。

　どうしたものかと思案していると、クラウドが珍しく好戦的な言葉をかけてきた。

「なんだよ、はっきりしてねぇな。田舎の冒険者は優柔不断なのか」

「あん？　立場がわかってねぇ馬鹿がいるな。助けてもらったのはどっちだよ？」

「俺たちだけでも倒して見せたさ。こっちにはコルティナ様もいるからな」

「んだとぉ」

　そこまで聞いて、この二人の相性が悪いことに、初めて気が付いた。

　考えてみればクラウドは俺より二つ年上の十四歳。マイキーも同じくらいの年のはずだ。

　双方ともに成人間近の冒険者で、いわば新人ルーキー。似た立場ゆえにライバル心を持ってもおかしくはない。

　それに防御型のクラウドと、攻撃型っぽいマイキーでは、ことさらライバル心も煽あおられようというものだ。

　その上、睨みあう二人にさらに火種をぶち込もうとする不心得者が、ここにはいた。

「そんなにお互いが気になるんならよぉ。地下で白黒つけたらどうだい？」

　訓練場に行って試合でもしろと、マテウスが言い出したのだ。

「そんな暇無いでしょ。それより冒険者でもないのに、何でここにいるの」

　マテウスは引退した身の上だ。一応街の出入りに便利だから、冒険者の資格は持っていたらしいが、それも今は有名無実化している。

　ここに顔を出す必要はないはずだ。

「ちょっと報告があったんだよ。それよりお前ら、やんのか、やらないのかはっきりしろ？」

　そして間の悪いことに、マテウスの煽りを聞きつけた者がいた。

　見知らぬ冒険者だったので、おそらく温泉村の冒険者だろうが、そいつはマテウスよりもさらに大きな声で囃はやし立てた。

「おお、マイキー、お前首都の冒険者と試合すんのか？　負けるんじゃねぇぞ！」

「なんだって？」

「あの少年が……クラウドと？」

「そりゃ面白い、ぜひやってくれ！」

　次々と連鎖していく騒動。さらに最後のセリフ、お前仕事はどうした、ギルド長。

　そんなわけで、クラウド対マイキーという、なんだか意味がよくわからない試合が行われることになったのだ。

　困惑の表情のまま、地下の訓練場に拉致されたクラウドと、妙にやる気のあるマイキー。

　ひょっとして、俺の前でいい格好を見せたいとか思っているのかもしれない。

　その二人を取り囲むように、首都と温泉村、双方の冒険者が野や次じ馬うまと化している。

「マイキー、首都のへなちょこ冒険者なんてやっちまえ！」

「なんだと、俺たちはへなちょこなんかじゃねぇぞ！　でもクラウドをぶちのめすのは許可する！」

「ハーレム野郎に鉄てつ槌ついを！」

「鉄槌を！」

「モテ野郎に粛清を！」

「粛清を！」

　こういう時だけ一致団結して唱和する首都の冒険者たち。その異様な雰囲気に、温泉村の冒険者たちは一瞬にして気け圧おされてしまう。

　それにしても、いつ見てもクラウドへの敵てき愾がい心しんは高いな。やはり半魔人族との確執は根深いようだ。

「クラウド、実は友達いないの？」

「うるさいよ！　いねぇよ、実際！」

「まぁ、半魔人族だからね。しかたないよ」

「問題なのはそこじゃない！」

　半ば涙目になりながらクラウドは愛用の盾と模擬剣を構える。

　対たい峙じするマイキーも、一メートルちょっとの長さの模擬槍やりを構えていた。

　森が主戦場となるマイキーは剣よりも槍の方が使い勝手がいいのだろう。

「そう言えばクラウドって、槍を使う相手って初めてかもしれないなぁ」

「えっ、そうなの？　クラウドくん、頑張れ！」

　俺の横でミシェルちゃんが必死に声を張り上げる。

　口元に手をやり、声を広げようとする仕草は、よく見かける物ではある。

　よく見かける物ではあるのだがその腕に挟まれる肉の塊が、すでに尋常じゃない。

「将来はマリアサイズに迫るか……」

「ほら、ニコルちゃんも」

「この展開、前にも見た。もーどうでもいいし？」

　ミシェルちゃんの声援を受け、なぜかクラウドではなく、観客がエキサイトする。

「なに？　あいつ、あっちの白い子と付き合っていたんじゃないのか？」

「あの胸……将来有望過ぎるでしょう？」

「つまり二股ってことか？　許せん」

　事情を知らない温泉村の冒険者は、こうしてなし崩しにクラウドの敵に回ってしまった。

　当のクラウドはもはや慣れたもので、またかと言わんばかりの仕草で肩を落としている。

　問題なのは対戦相手のマイキーの方だった。

「お前、あっちの子まで──！」

「違うし」

「許せん。モテ男死すべし、慈悲はない」

「お前もかよ!?」

　こうして首都の冒険者たちのダメさ加減は感染していく。

　そこへ、さも俺は無関係でございと言わんばかりの態度で、ぞんざいにマテウスが開始の合図を告げた。

　この騒動、お前が元凶だからな？　俺は忘れていないぞ。

「では、はじめ！」

「死ねやぁ！」

「これは試合だろぉ!?」

　突き出される槍──無論訓練用の物だが──それを大盾で受け止める。

　反撃に剣を突き出そうとするクラウドだが、マイキーはそれより早く一歩踏み出した。

　槍は盾で止められており、それなのにマイキーは一歩踏み出す。この結果、相対的に槍は一歩分、マイキーの方へ引き寄せられたことになる。

　踏み込むことによって、間合いを詰めつつ槍の引き戻しを同時に行ったというわけだ。

　一瞬早く再度槍を突き出すマイキー。クラウドはこれを身を捩よじって避よけた。

「へぇ……意外にやるじゃん」

「うわわ、クラウドくんがピンチだ！」

「いや、あれくらいなら避けられるよ。パパの特訓受けているわけだし」

　現にクラウドの上半身は大きく仰のけ反ぞっているが、下半身は崩れていない。まだまだ余裕があるという証あかしだろう。

　だが槍の面倒くささには気付いたはずだ。槍は持ち手の位置で間合いを自在に変えられる武器でもある。

　そして総じて剣よりも射程が長い。

　もし戦いの素人に何か一つ武器を持たせろと言われたら、俺なら槍を選ぶ。それくらい簡単に扱え、殺傷力があり、そして奥が深い武器である。

　クラウドは身体を捻ひねった勢いを殺さず、その場で一回転して、盾を水平に振り回した。

　盾と言っても金属製である。それを横にして殴られたら、洒落しやれにならないダメージを受けるだろう。

　マイキーはとっさに槍を盾にしてこの攻撃を受け止め──そして反対側から剣の攻撃を受けた。

　剣と盾で疑似的な二刀流を再現したのか。クラウドもなかなか成長しているようだった。

　だが剣の攻撃はかなり軽い。必殺の勢いを持つには至っていないせいで、マイキーにかろうじて避けられてしまう。

　しかしマイキーも、ただでは済まなかった。

　クラウドと違い、完全に体勢を崩し、地面を転がる羽目に陥る。

　そこへ追撃の蹴りを放つクラウド。マイキーはこれをまともに受けてしまった。

「ぐっ……げほっ、この、やるな！」

「降参するなら今のうちだぞ」

「ほざけ！」

　どうやらマイキーも歳としのわりにかなり腕が立つようだが、連日実戦と鍛錬を繰り返しているクラウドには敵かなわないようだ。

　攻撃手段が槍しかないマイキーと違い、クラウドは剣以外にも盾や蹴りを利用して状況を有利に持っていく。

　その攻撃のバリエーションの豊富さは、これまでの経験によるものが大きい。一対一の状況ならば、クラウドも相応の実力を発揮する。

　次第にマイキーは押されはじめ、野次馬のすぐ前、後がない状況に追い込まれてしまう。

　後ろに逃げ場はないと察するや、マイキーは猛然と突進を仕掛けていった。

　それをクラウドが予想していないはずもない。あいつの役割は防御役。常に攻撃を受けることを念頭に置いて戦っているのだ。

「うおおおおぉぉぉぉぉ！」

「思い切りはいいが──甘い！」

　マイキーの最後のあがきを盾を使って受け流し、すれ違いざまに足を引っかけて地面に転ばす。

　そして倒れたマイキーが身体を起こそうとした喉元に、クラウドは剣を突き付けていた。

「勝負あり、だ。今回は坊やの勝ちだな」

「……くそ！」

　そこでマテウスが判定を下す。

　地面を叩たたいて悔しがるマイキー。大衆の面前で敗北する屈辱はわからないでもない。

　俺は彼のそばに行って肩を叩いてやる。

「そう落ち込まない。これは練習だから、何度負けてもいいの。次があるから」

「ニコル、でもよ……」

「クラウドなんて、実戦で負けっぱなしだよ？」

「うるさいよ!?」

　クラウド、俺がいい感じに話をまとめようとしているのに、茶々を入れるな。

「むしろ今生きている方が不思議なくらい」

「それは自分でも思うけどさぁ……」

「マイキーは今力不足を知った。そして生きている。ならこれからも精進すればいい。それだけ」

「あ、ああ……そうだな」

　立ち上がり、クラウドに向かって右手を差し出すマイキー。

　握手を求められていると知り、それに応えるクラウド。

「俺の負けだ。それと、突っかかって悪かったな」

「まあ、気持ちはわからなくもないけどな。あれ、外面だけはいいから」

「そうか？　中身も最高じゃないか。今回は醜態を晒さらしたけど、今度しっかりとお前に勝ってから、もう一度出直してみるよ」

「あー、まあ、がんばれ？」

「がんばるな。あきらめろ」

　なんだか男二人で友情を確認しているようだが、マイキーよ、諦めてくれ。俺は男に興味はないんだ。




　ゴブリンどもは、その日のうちに大半が駆逐された。

　ゴブリンロードの狂騒から解放された連中はその統率を失い、侵攻を続ける個体と逃亡する個体、そしてその場で逡しゆん巡じゆんする個体へと分断され、それぞれがそれぞれの足を引っ張り合い、反撃に出た冒険者たちに各個撃破されていったのだ。

　完全に討伐することはさすがに叶かなわなかったが、それでもその八割近くが討ち取られ、残る二割も散り散りになって逃げ去っていった。

　あの有様ではもはや組織だった侵略は不可能だろう。生き残ったゴブリンも、いずれ冒険者たちによって、討伐されていくはずだ。

　生き残った俺たちも、すぐさま追走とはいかなかった。

　後で知ったことだが、冒険者の四割は負傷しており、戦闘継続できる状況ではなかった。

　死者も少数ながら出ており、ラウムの冒険者が受けた被害は思いのほか大きかった。特に市街地の巡回に当たっていた、新人冒険者の方が大きな被害を出していた。

　新人たちは後方に追いやられたことに不満を持ち、手柄を立てるべく侵入してきたゴブリンに無理な攻撃を仕掛け、反撃されたらしい。血気に逸はやる、と言うやつだ。

　そして何より、ミシェルちゃんの超砲撃。この衝撃で怪け我がをした冒険者も出ている。

　もっとも、これがなければ命がなかった可能性もあるので、彼女を悪く言う者はいない。

　市民たちもすぐに日常に戻れるわけではなかった。

　大通りに面した民家は玄関や窓が頑丈に塞がれており、元に戻すだけでも一苦労の有様になっている。

　さらに街の各所にはゴブリンの死骸が散乱して、この処分にも手が取られることだろう。

　それでも、勝利という高揚は先の苦労を忘れさせるのに充分だった。

　無事な冒険者たちが喝采を上げ、ゴブリン敗走の報を聞いた市民も大きく沸き上がった。

　特に避難所に押し込められていたため、解放感が後押しした面もあるのだろう。

　問題は山積しているのに翌日からは笑顔で復興を始めているところが、庶民の強いところと言えよう。

　彼らを受け入れ、守ろうとしたヨーウィ侯爵邸も翌日から屋敷の片づけを始めていた。

　レティーナもその手伝いをしており、しばらくはこちらに顔を出せそうにない状態だ。




　俺とミシェルちゃん、フィニアも、そんな街中を巡回という名目で散策していた。

　これはれっきとした冒険者ギルドの依頼であり、こういった非常事態における高揚の中ではトラブルも多くなるため、見回りを衛え士じと協力して受け持つという仕事だ。

　巡回士を示す腕章を身に着け街を見て回っているわけだが、やはり荒廃の跡は目につく。

　特に処理しきれないゴブリンの死骸は各所に転がり、焼却に手間取っているありさまだ。

　どうも、市街に入り込んだ数は百を超え、それを騎士団が主だって討伐したのはいいが、処分の限界量を超えてしまっているらしい。

　死骸を焼こうにも、木材の大半は街路の封鎖や民家の窓を塞ぐのに使われており、それらの廃材を回収してからでないと薪まきが足りない状態のようだ。

　更にクレーターのように抉えぐれた石畳も散見できる。これはミシェルちゃんの白銀の大弓サードアイの砲撃によるものだろう。

　そんな市街を巡回しながら、俺は連行されている気分を味わっていた。

　なぜなら右手と左手をそれぞれに掴つかまれ、身動きが取れないからだ。

「あの……放さない？」

「放したらニコルちゃんはすぐにどっか行っちゃうじゃない」

「そうです。ニコル様は目を離すとすぐいなくなるんですから、これくらいでいいんです」

「フィニアまで……」

　とは言え、実際こっそりとゴブリンロードの討伐に参加していたわけだから、言い訳のしようがない。

　知られたら、さらにお説教されそうな気配がするので、とても口にできないが。

「それより、私たちもお祝いの準備しておいた方がいいかもしれませんね」

「それどころじゃないんじゃないかな？」

　フィニアが口にしたのは、我が家での祝勝会のことだろう。だがコルティナはこの数日は特に忙しく、自宅に戻れるかどうかもわからない。

　ロードの奇襲に成功し、敵を撃退したことから、彼女の名声はさらに高まっていた。

　しかしゴブリンを誘導し、騎士団と戦わせたこと。エルフの集落に勝手に使いを出し、援軍を要請したことが一部貴族の反感を買ったらしい。

　特に市街にゴブリンの一部を引き入れ、騎士団を襲うように誘導したことが非難の的になっているらしい。その弁明に現在も東奔西走させられている。

　なので俺たちは、いまだに祝勝会を開けていなかった。

「その時はその時です。帰ってきた時に備えて準備しておいても、悪くないでしょう？」

「そりゃそうだけどねぇ。でも食材もあまり出回ってないみたいだよ？」

　街中の被害は人的なモノにとどまっていない。

　日持ちしない食材などは、避難させられている間に使用できなくなっていた。

　そのため、店も開いてはいるが、その品数は通常よりも少なくなっているようだった。

「じゃあ、あの屋台のお料理を買っていこうよ！　あれなら明日の朝でも大丈夫だよ」

　ミシェルちゃんは串焼き屋台の焼き鳥に目を奪われていた。

　生肉は三日もすれば傷むはずなのだが、串焼き屋は塩やタレに漬けこむことで何とか日持ちさせていたらしい。

　今回に限っては彼女のアイデアは悪くない。屋台の料理は時間をおいても大丈夫なモノが多いし、何より今はお祝いムードで格安になっていた。

　レティーナの状況も気になるところだったが、避難民を受け入れていたヨーウィ侯爵家では、その後始末の真っ最中。勝手を知らない俺たちが押しかけても、迷惑になるだけだ。

　クラウドも孤児院の子供たちの世話で、今は手一杯らしい。巡回中にゴブリンを倒したということで、孤児院ではヒーロー扱いになったのだとか。

「ほら早く！」

　ミシェルちゃんの脳内では、屋台での買い食いはすでに決定しているらしく、俺の手を力いっぱい引っ張っていく。

　無論反対側の俺の手を握るフィニアも、一緒に引っ張って行かれた。

「おじさん、焼き鳥ください！」

「あいよ、いくつだい？」

「そうですね、わたしたちとニコル様とコルティナ様の分で六本もあれば……」

「わたし、十本！」

「あいよぉ！」

　串焼き屋の焼き鳥は、結構な量がある。

　普通の女性では一本で充分に小腹が満たされる大きさだ。二本もあれば、夕食のおかずには充分になる。

　それを十本というのはさすがに多過ぎやしないだろうか？　俺はあまり大食漢ではない。

「ミシェルちゃん、さすがに多過ぎない？　わたし、一本でも持て余しそう」

「大丈夫。これはわたしが一人で食べるから」

「……………………そう」

　まあ、彼女は今回、コルティナに次いで大活躍だったので、それくらいのエネルギー消費はしているのかもしれない。そういうことにしておこう。

　俺なら二本で腹がパンパン、三本なら口からリバースも有り得る。

　そんな心配をよそに、単独でゴブリン百匹以上を討伐した英傑にふさわしい健けん啖たん振りを、俺たちの目の前で発揮してくれたのだった。




　さらに五日ほどが経過していた。

　ラウムの街は落ち着きを取り戻し、ようやくいつもの日常が戻りつつあった。

　その日は、在庫の変化ポリモルフの巻物スクロールを使って、コルティナと再会できる日だった。

　その日はライエルとマリアも同席して、懐かしい顔振れで公園で昼食をとっていた。

　フィニアはそんな俺たちに気を使って、家で留守番をしてくれている。

「へぇ、この子がお前たちの娘か」

　フィーナを連れて来ていたので、俺としては妹と初対面を装わねばならない。

　自慢の娘を戻ってきた仲間に見せることができて、ライエルはご満悦の表情をしている。

　それが俺にとって少しばかり苛いら立だたしかった。やはりこいつのドヤ顔は鬱陶しい。

「レイドも抱いてあげて。自慢の娘なのよ」

「もう一人ニコルという娘もいるけど、そっちは少しばかりヤンチャでなぁ。今は街の外に冒険に出ているよ」

「そ、そうなのか……」

　いや、その娘は今変身して目の前にいるんだがな。俺がヤンチャだと？

「でも、外見はちょっとすごいぞ。マリアをさらに可か憐れんにした感じで絶世の美少女だ」

「そうか。お前に似ないでよかったな」

「な、なんだと！　と、言いたいところだが、正直俺もそう思う」

　逆にフィーナはと言うと、ライエル似の明るい金髪に、マリアの赤い瞳を持っていた。

　体質の方もライエルに似たのか、元気極まっている感じだ。

「マリアの方は大丈夫なのか？　体調を崩していたと聞いたけど」

「ええ。そのせいでコルティナにはお世話になってしまったわね」

「そんなことないわよ。相手はしょせんゴブリンだったし、貴族どもが騎士団を出していれば簡単に追い払えたはずだもの」

「出し渋ったから苦戦したのか。まったく貴族ってやつはどいつもこいつも……」

　ライエルは今回の顛てん末まつにさすがに渋い顔をしていたが、事は異国の政治である。

　下手な口出しはできない。それが問題になるくらい、俺たちの発言力は強かった。

「それより、フィーナが可愛かわいいのはわかったから、受け取ってくれよ。正直抱いているとやわっこくて壊れそうで怖い」

「もう、無粋なところは生まれ変わっても一緒なのね」

「ほっとけ」

　鍛え抜いた俺の指先は、皮膚の柔らかいところなら貫けるくらいには頑強だ。

　他にも引き締まった肉体の各所は、ゴツゴツとして、それだけでフィーナを傷付けてしまいそうな印象があった。

　こうして身体を支えている指先が柔らかい肉にめり込んでいて、不安で仕方ない。

「それにしても、フィーナは結構人見知りするのに、レイドは平気なのね」

「へぇ、そうなのか」

　俺が様子を見に行った時は、いつもにこにこして上機嫌だった。

　通いの家政婦にも嫌がる様子を見せなかったので、人見知りという感じではなかったのだが、意外な感じだ。

「それよりレイド。お前は変化ポリモルフの魔法でその姿を取っているのだろう？」

「ああ、そうだ。ちょっと問題ある外見なもんでな」

「それを見せてくれるわけには──」

「断じて断る。これは俺の事情だから、悪いが我慢してくれ」

「そうか？」

　ライエルは半ば納得いかないという表情だったが、それ以上の追及を避けた。

　しかしそこで、俺は奇妙な行動を取るコルティナに気付いた。

　俺ともマリアとも距離を取り、誰にも触れないような位置で座り込んでいる。

　いつもなら、前世の態度が嘘うそのようにまとわりついて甘えてくるのに、珍しい。

　ひょっとして、俺は嫌われるようなことをしてしまったのだろうか？

「あのな、コルティナ──」

「な、なによ？」

「なんでそんな離れた場所にいるんだ？　いつもみたいに隣に来たらいいじゃないか」

「な、なんで私があなたの隣に行かないといけないのよ！」

　この発言に、俺は顔には出さずにショックを受けていた。

　意識しないままに、それほど拒否されるような真似まねをしてしまったのか。

「その、何か俺がやらかしたってんなら、謝るし」

「あっ、いえ、あんたのせいじゃないのよ。その……」

「何か言いにくいことがあるのか？　嫌だったら無理に言わなくてもいいぞ」

「そうじゃなくて……」

　コルティナはしばらく思案するような仕草を見せるが、意を決したように顔を上げた。

　その顔は真っ赤になっており、何か恥ずかしい秘密を打ち明けるような様相だった。

　ひょっとしてアレだろうか。俺が『口説く特訓』の成果を彼女で実践したのが問題だったのだろうか？

「ひょっとして口説き文句が悪かったとか？」

　今なら師匠が嫁に『やり過ぎ』て出ていかれたというのも、理解できるかもしれない。

　愛情をストレートにぶつけすぎても、相手が受け止めきれないこともあるのだ。

「違うわよ！　ホンット、どうしてあんたはそう、デリカシーがないのかしら！」

「す、すまん？」

「首を捻ひねりながら肯定しない」

「お、おう？」

「そもそもあの戦場にいたくせに、挨拶の一つもなく姿を消すなんて──」

「いや、さすがにそれはできんだろ。余計混乱が起きるぞ？」

　あの戦場で死した六英雄が復活して参加したとか、どれほどのパニックを誘発するか、想像もできない。

　首を捻る俺に、彼女は大きく、しかたないとばかりに溜ため息いきを吐ついた。

　それに俺が礼儀に無頓着な人間であることは、彼女が一番よく知っている。

「まあ、いいとして……今回は私の行動が問題だったわけだし、そこは謝るわ。その、別にあんたたちのことが嫌で距離を取っていたわけじゃないのよ？」

「じゃあ、なんで離れてるんだ？」

「…………それは……ゴブリンどものせいよ」

「ゴブリン？」

「連中、街の外から大量に持ち込んできたのよ……ノミを！」

　そう言って髪型が崩れるのも構わず盛大に頭を掻かきむしる。

　その拍子に小さな虫がピョンと跳ねるのを、俺は見逃さなかった。

「あー、連中、不潔だからなぁ」

「洗っても洗っても落ちてくれないし、フィーナに近寄るわけにはいかないし」

「噛かまれても問題だものね。また夜泣きを始めちゃうわ」

「だから今日はそっちに行けないの。わかった？」

「いや、怒りながら言われても」

「わかれ」

「……はい」

　きっと睨にらみ据すえられては、俺としても反論のしようがない。

　それにそんなコルティナの表情も可愛いと思ってしまう。これが惚ほれた弱みというやつなのだろう。

「それにしても獣人族はやはりいろいろな面倒があるんだな」

「それだけに身の回りのことは気を使ってるのだけどね」

　がっくりと肩を落とすコルティナを見て、俺はふと昔のことを思い出した。獣人族だからという理由で隔離された経験を。

　エルフたちが運営する温泉宿での出来事だ。

「そうだ、なら温泉でじっくり湯につかって追い出せばいいんじゃないか？」

「温泉？　嫌がられないかしら」

「近くの温泉村なら、湯船はかけ流しになっているから、浮いたノミはそのまま排水溝に流れていくぞ。それにサウナもあっただろう？　あれなら虫を蒸し殺すこともできる」

「獣人用の湯船は確かにそんな感じになっていたわね。いいアイデアじゃない」

　パンと手を打って喜びを表現するコルティナ。

　どうせ魔術学院も、避難所の片づけなどでしばらくは使い物にならない。

　マクスウェルも、ようやく状況を掴つかめたようだったが、事がすでに終わった後ということもあって、北部にしばらく居座っている様子だった。

　どうやら何者かが連絡の邪魔をしていたらしく、その捜査を手伝ってくるつもりらしい。

　つまりまだ数日は俺もコルティナも暇を持て余している。

「決まりね。温泉旅行、行ってみない？」

　そう言うとライエルとマリアに明るい表情を向けたのだった。
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　マクスウェルがラウムの危機を耳にしたのは、すでに撃退し終わってからのことだった。

　即座にギルドの通信魔法を使用してコルティナと連絡を取ったところ、彼の元へ連絡が届くのを妨げる存在がいたことが発覚した。何者かによる妨害があったようだ。

　自動筆記の魔道具が設置された部屋に何者かが忍び込み、マクスウェルに宛てた連絡用紙のみを処分していたのだ。

　これは部屋の隅に焼け焦げた燃えカスが残されていたことから、事態が判明していた。

「つまりこのギルドに何者かが忍び込み、重要情報を狙って破棄していたということじゃ」

　コツコツと苛立たしく応接室のテーブルを指で叩たたき、あからさまに不機嫌を表出させる。

　日頃穏和な彼がここまで怒りを表に出すのは珍しい。それほどまでに、仲間を危機に晒さらしたことが許せないでいた。

「は、これはその、ギルドの施設内部では訓練場を除き魔法の使用は制限されておりましたので、当方としても手落ちがあった感は否めず……」

　マクスウェルを前にして、北部三か国連合の冒険者ギルド長は脂汗を流して弁明する。

　これは北部三か国連合に限らず、大陸各地の冒険者ギルドに共通することだ。

　ホールと地下の訓練場、医務室を除き、基本的に冒険者ギルドの執務に関わるエリアでは魔法の使用が禁止されていた。

　これは重要な書類の改かい竄ざんを防ぐための処置でもある。

　使用した場合は警備に就いていた者に報告が行き、何者が何を目的に何の魔法を使用したのかを詰問されることになっている。

　しかし今回はその痕跡が全く残されていない。

「つまり魔法を使わず記載室に侵入し、その場で処理し、逃亡したということかの？」

「は、その通りです」

「ギルド内に裏切り者がいるという可能性は？」

「わたくし共もその点は疑いましたが、担当者はその時間、カウンターで依頼の受付処理をしておりました。依頼票のサインも残されておりますので、その可能性は低いでしょう」

　詰問の矛先が微妙に逸それたと見て、ギルド長は今回の状況をマクスウェルに話す。

　鍵が持ち出された時間、その職員はカウンター業務を行っており、その時の書類も残されていた。

　だがマクスウェルはその質問だけでは納得しない。今回のような事件が頻発しては、今後も後手に回ってしまう可能性もあったからだ。

「じゃが、それだけではやや物足りんの。トイレか何かの用で席を立ち、鍵だけ持って別の何者かに渡す。これならばほんの数分もかかるまい」

「はい。ですがその職員はその時面倒な依頼に対応しており、冒険者に長時間の説明をしておりました。その間部屋を出ておりませんでしたので、まず間違いないかと」

　不審な痕跡が確認されたのはおよそ五日分。その間五回にわたって鍵の不正持ち出しがなされた可能性がある。

　担当者は日によって変わるため、五人の担当者がいたことになるが、そのうち一人が依頼の説明に手間取っており、鍵が持ち出された時間に冒険者にかかりっきりになってしまう状況があったらしい。

　この一件により、鍵だけを持ち出し他者に渡したという可能性はなくなってしまうことになる。少なくとも、その日は不可能だ。

「では、別の日に合い鍵を作ったという可能性は？」

「それもありますまい。機密保持のため、部屋の鍵は毎朝交換されております」

「合い鍵を作る暇がないということか」

「鍵を交換する職人も、ギルドと懇意にしている者ですので、裏切りは考えられません」

「ふむ……？」

　マクスウェルは一つ頷き、思案する。

　ここまでのギルド長の対応は、目新しいものはないが、同時に堅実でもある。

　この短時間で聞き取り調査まで済ませており、疑わしい職員のアリバイまで証明しているのだから、有能と言ってもいいだろう。

　だが、今回の事件に関しては野放しにはできない。そして対策も講じなければならない。

　でないと、ギルドの通信手段に疑惑が発生してしまうのだ。

「わかった。しかし手は打っておかねばならんの」

「はい。ことはギルドの信用問題にかかわりますので」

「いっそ術式を公開してしまうというのはどうじゃ？」

「それは……申し訳ありません。マクスウェル様の申し出と言えど、事はギルドの重要案件ですので、私の一存では──」

「いや、これはワシの方が無む茶ちやを言った。謝罪しよう」

　かと言って無策ではいられない。何らかの対策を打たねば、今後ギルドの通信網を信頼できなくなる。

「対応職員を日に二人へ増員し、鍵も二つ用意する。これで変装せねばならない人間は二人必要になり、侵入する側の負担は増える」

「ふむ、完全とは言えませんが、確かに当面は防げそうですね」

「それと魔法に頼らない変装に対応するため、出入りの監視はより厳重にせねばなるまい」

「警備員を増員して対応させましょう。技術が追い付かない以上、人手でカバーするしかありません」

「うむ、お願いしよう。調査の方も継続して頼む」

「ええ、お任せください」

　その答えを受けたマクスウェルだが、成果については期待していなかった。

　ラウムに侵入したマテウスも、結局は捕まえることはできなかった。向こうが余計な手出しをしてくれたおかげで、身柄を確保できたに過ぎない。

　今回の事件も、マテウス並みの狡こう猾かつさを感じさせた。侵入の手口がいまだ判明しないのが、その証拠でもある。

「どうも、また厄介な連中が出てきたようじゃな」

　マクスウェルは軽く肩を落とし、大きく息を吐き出したのだった。
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　コルティナが温泉行きを決定したが、すぐに出発というわけにはいかない。

　学院の授業もあるし、街の復興もある。今回マリアやライエルもついてくると言っていたので、そちらのスケジュールの都合もある。

　その間、俺たちはいつも通りの生活を送っていた。それはつまり、ギルドでの訓練も含まれている。

　俺はクラウドとミシェルちゃん、それにレティーナと対たい峙じしていた。

　ここはギルドの地下訓練場で、俺の手には模擬刀が握られている。それはクラウドやミシェルちゃんも同じだ。

　レティーナの魔法も、非殺傷用の物を使うことになっているので、怪け我がをすることはあっても命の危険はない。

「いくよ！」

「こい！」

　俺の掛け声に、クラウドが気炎を上げて応える。

　俺は一直線にクラウドの元へと駆け込んでいく。クラウドもその役割上、俺の前に立ち塞がった。

　クラウドの元に到達する直前、ミシェルちゃんの矢が俺の元へ飛来してくる。

　その矢は的確に俺の額と心臓を狙っていた。

「だからこそ──！」

　彼女の腕が正確だからこそ、狙ってくる場所が予測できる。俺は手にした模擬刀を振るって二本の矢を叩たたき落とす。

　その勢いのままクラウドに斬り掛かるが、あっさりと盾に防がれてしまう。クラウドは俺の斬撃を警戒していたのか、過剰なまでに足を踏ん張っていた。

　だが俺は、クラウドを大きく押し切ろうとはせず、回り込むように身体を動かしていた。

　そして俺のいた場所を、レティーナの魔法が撃ち抜いていく。

　クラウドの身体を盾にして、レティーナの魔法とミシェルちゃんの矢を防ぐ。

　だがこのままでは俺も手がない。クラウドを突破しないことには、レティーナにもミシェルちゃんにも攻撃を加えることができないのだ。

　今回のルールは、俺はカタナを主に使い、付与魔術も操糸も封印すること。

　ミシェルちゃんもバングルの力は使わず、白銀の大弓サードアイを使用しない。

　互いにただの剣士、ただの弓士として、どれほど戦えるかを確認するのが、今回の試合の目的だ。

「こ、のぉ！」

　俺の斬撃が予想外に軽かったため、下手に力を入れていたクラウドは、完全に対応が遅れていた。

　俺を押し返すために腕に力を入れ、盾を押し出してくる。その力を利用して、左手で盾に手をかけ、引っ張って防御の隙を作る。

　一瞬驚きよう愕がくしたクラウドだが、盾を引いた反動で、剣を振り下ろしてきた。

　これはゴブリン戦以降感じられることだが、今まで防御一辺倒だったクラウドが、攻撃も意識するようになっていた。

　盾役としてはあまりいい傾向ではないのかもしれないが、戦士としてなら悪い傾向ではないだろう。

　今まではミシェルちゃんや俺が請け負っていたトドメ役フイニツシヤーを、自分でもやろうという意識になっている。

　これは戦士として、攻防のバランスを考え出したということに違いない。

　振り下ろされる模擬剣を模擬刀で受け止め、そのまま受け流す。

　受け流した動きのまま一回転し、同時に腰の短剣──これも模擬剣だが──を引き抜く。

　回転の勢いを乗せて、短剣でクラウドの腹を薙なぎ、模擬刀を逆手に持ちさらに腹を抉えぐる。

　もちろん刃は付いていないので、クラウドが怪我するようなことはなかったが、これが実剣なら確実に致命傷を負う攻撃だ。

「クラウド、あうと」

「ぐぬぅ」

　俺の宣告を受け、負けを認めたクラウドはその場で死体役へと移行する。

　クラウドが倒されたことでレティーナは短呪系の魔法を詠唱し始めていた。

　そんな彼女に俺は短剣を投げつけ、詠唱の邪魔をした。

「きゃっ!?」

　顔をめがけて投げつけられた短剣を、身を屈かがめて避よける。頭を手で抱えてしゃがみ込む避け方というのは、冒険者としてどうだろう？　可愛かわいいからいいけど。いやよくないか。

　一瞬、そんな埒らちもないことが脳裏に過よぎったが、その間も俺の動きは止まらない。

　しゃがみこんだ隙に一気にレティーナへの距離を詰めにかかった。

　もちろん、それをさせじとミシェルちゃんが矢を射かけてくるが、正確な射撃をするがゆえにタイミングさえ読めれば躱かわすことはむしろ容易たやすい。

　地面を転がるようにして矢を躱し、低い位置から模擬刀を突き刺す。

「なるほど、今日は青のストライプ……じゃなくて、レティーナ、あうと」

「どこを見てますの！」

　バッとスカートの裾を押さえながら地面に倒れようとするレティーナ。

　しかし彼女の役目はそれだけではない。俺は前のめりに倒れかけていたレティーナを肩に担いで、そのままミシェルちゃんに特攻した。

　子供のような体格のレティーナならば、俺でも抱えられる。そう判断しての戦術だ。

　ミシェルちゃんは牽けん制せいの矢を放とうとするが、俺が抱えているレティーナが身体を隠しているため、撃ち込むことができずにいた。

　後は接近戦に持ち込めば、彼女に抗あらがう術すべはない。

　勝利を確信し、一層加速しようとして……俺は足を滑らせた。

　レティーナの身体ですら、俺の筋力では支えきれなかったのだ。

　これが一定の能力を保っているのなら、俺だってその力量を量り、相応の戦い方をする。

　しかし日々成長する身体は、筋力と体形の変化が激しい。

　筋力があまり伸びないのに、胸と尻が成熟し、逆に腰がくびれていく。

　その微妙なバランスの変化に、俺自身がついていけていない。

　足のサイズはほとんど変わってないのに、上半身の重さが増え過ぎているのだ。想定していたバランスと違ったため、俺は足を引っかけてしまい、前のめりに転がってしまった。

「みぎゃっ！」

「うきゃあ!?」

　レティーナともつれ合うように転がり、隙を晒さらす。

　勢いよく倒れたためレティーナのスカートはまくれ上がり、周囲に下着が丸見えとなってしまう。

　それは俺も同じなのだが、ミシェルちゃんにとってはそれどころではなかった。

　この機を逃せば彼女に勝機はない。

　倒れた俺に容赦なく矢の雨を降らせてくる。

「えいっ、えいっ！」

「いたっ！　ちょ、まいった！　わたしの負けだから、すとーっぷ！」

「このっ！　てやぁ！」

「まって、お願いだからとまってぇ!?」

　興奮したミシェルちゃんには俺の敗北宣言が聞こえていなかった。

　矢筒にありったけの矢を俺に……俺たちに撃ち込んでくる。それはレティーナも巻き添えを食らうということだ。

「きゃあ！　ミシェル、当たってます、わたしにも当たってますわよ!?」

「てや！　てや！」

「痛い痛い、鏃やじりが綿製だけど当たると痛いから！」

「だ、誰かミシェルを止めてくださいましぃ！」

　結局クラウドが見かねて止めるまで、俺たちは地面を転がってのたうち回ることになったのだ。

　なお俺と幼女レテイーナが地面で絡まり合う姿を見た見学の冒険者たちは、眼福という表情で訓練場を後にしたのだとか。

「さて、反省会です」

　硬く敷き詰められた土の上を転がりまわったせいで、泥だらけのボサボサになった頭のまま、訓練場の隅に移動して反省会を始めた。

　レティーナも同じような有様で、どうにも誰かに乱暴された感が酷ひどい。いや、実際ミシェルちゃんに乱暴されたわけではあるが。

　そのミシェルちゃんは、戦闘終了を無視して射掛け続けた罰で正座させられている。

「まずクラウドだけど、攻撃の意志を持つのは悪くないんだけど、どうも中途半端になっちゃったね」

「そうなのか？」

「今までが防御一辺倒過ぎたから、その傾向は悪くないんだけど、バランスは考えないと。盾を引かれて反射的に引き戻そうとしたなら、その盾を使用しないと後手に回っちゃうよ」

　あの時クラウドは俺に盾を引っ張られ、反射的に引き戻そうとしていた。その後剣を振り上げて攻撃しようとしたわけだから、引き戻そうとした動きは正直言って無駄になっている。

　そのまま防御に徹するか、引いた盾を構えて俺を突き放すなどした方がよかった。

　逆に、攻撃を優先するなら盾を捨ててもよかったかもしれない。相手は俺一人で、後方にはミシェルちゃんとレティーナという、強力なサポートがついていたのだから。

「そっか。どうもまだその辺が上手うまく組み合わさらない感じで……」

「そこは経験だから、今後も試行錯誤するといいよ。次にレティーナ」

「あの短剣、無視して躱さない方がよかったのかしら？」

「頭に飛んできた短剣を避けない方が危ないよ。むしろそのあと呪文で迎撃しようとしたのが間違いだったね」

　魔術師は接近戦が苦手というのは、古来から変わらぬ不変の事実である。

　俺に接近を許した段階で、レティーナは反撃よりも離脱を考えるべきだった。

　彼女の勝気な性格故に、反射的に反撃してしまったようだが、それは悪手と言わざるを得ない。今後を考えると、この行動はしっかりと窘たしなめておく必要がある。

「最後にミシェルちゃんは、レティーナの死体に遠慮せずわたしを撃つべきだったね」

「うん。でもどうしても、レティーナちゃんごと撃つのが気になっちゃって」

「そこがミシェルちゃんのいいところでもあるんだけどねぇ」

　本質的に優しい彼女は、仲間の死体ごと撃つという行為にも忌避感を持つ。

　その優しさは長所でもあるが、こと戦闘に関しては重荷になってしまう。

「じゃあ、最後はニコルちゃんだね。ニコルちゃんは自分の体力を過信しすぎないこと！」

「うぐっ!?」

「レティーナちゃんを担いで突撃なんて、ニコルちゃんには無む茶ちやだったよ？」

「レティーナくらいならいけると思ったんだけどな」

「わたしが軽いのは認めますけど、そこまで言われると、少しイラっと来ますわね」

　いまだに子供サイズのレティーナならば、俺の今の体力でも行けると思っていたのだ。

　だが俺の身体は日々成長している。身長は百四十センチを超え、胸も大きくなって、尻にも丸みが出てきていた。

　逆に腰や手足は細くなり、女性としてのメリハリが出つつある。

　これが問題になっているのだ。

　身長は伸びているのに、足のサイズが大きくならない。

　胸が膨らんでいるのに、足が小さいままでは、重心が高くなってしまい、バランスが悪くなっている。

　妊婦などが体形の変化についていけず、転びやすくなる現象と似ているかもしれない。

「最近胸が重いから、身体のバランスが悪くなっているんだよね」

「あ、それわかるー」

「イヤミですの？　イヤミですわね!?」

「レティーナはその心配がなくていいね」

「ムキィ！」

「そう言うの、俺のいないところでやってくれねぇかなぁ。最近当たりが厳しくって」

「散々わたしとレティーナの下着を見られたんだから、当然じゃない？」

「不可抗力を主張したい！」

　クラウドはギルドで格上相手の鍛錬を積み続けていた。本来なら身体を壊してもおかしくないような激しいものも多いが、守りに適性を持つ彼はそれを苦もなくこなしている。

　そして冒険者たちも、厳しい鍛錬についてくるクラウドを、なんだかんだ言って可愛がっているように見える。

　やはり頑張る若者には目を掛けたいのだろう。

「まぁ、反省会はここまでにしよっか。それより今週末に、コルティナと温泉に行こうと思っているんだけど？」

「残念ですわね。今週末は屋敷の掃除を手伝わないといけないから、参加できませんわ」

　ヨーウィ侯爵家はゴブリン襲来の際に限界まで避難民を受け入れてくれていた。

　平民たちもそれに感謝し最低限の清掃をしてから去っていったが、やはり特殊な品の多い屋敷では掃除が行き届いていないところもある。

　本来ならば使用人がその後始末をするところだが、さすがにその手が足りなくなっているらしい。

　そのため、レティーナ個人には冒険者としての依頼ということで、侯爵が屋敷内の清掃を依頼したという話だった。

　ちなみに俺もレイドとしての参加はできない。巻物スクロールのクールタイムに引っかかるからだ。

「あっ、わたしもその日は、納品を手伝わないといけないから」

「そっかぁ」

　ミシェルちゃんの家は猟師だ。仕留めた獲物を解体して肉にしたり、毛皮や牙を工房に卸したりしている。

　森の中にあるラウムでは獲物に困ることもなく、毎度その量は結構なモノがあった。月に一度はこういう理由で駆り出されているのも、むべなるかなである。

「クラウドは……のぞくからいいや」

「そんなこと、し、しないし！」

　合宿でマクスウェルに唆そそのかされたことを、俺は忘れていない。

　まあ、あの爺じいさんの口の上手さに乗せられてのこととは俺も理解しているが、今回はフィーナやコルティナも一緒である。貴様に、彼女たちの珠たまの肌を見せてなどやるものかという感情もあった。

「クラウドくんのえっちぃ」

「ミシェルまで言うのか」

「まぁ、冗談はここまでにして。念のため聞くけど、一緒に来る？」

「いやでも、コルティナ様と一緒なんだろ？」

「そだよ」

「……行きたいけどやめておく」

「さっき何を想像したか、言え」

　おそらくコルティナのアレやコレやを想像したであろうクラウドを、俺は厳重に折せつ檻かんしておいたのだった。

　結局、今回の旅行の参加者は、俺とコルティナとフィニアの三人に、ライエルとマリアとフィーナ、それにカッちゃんを加えた六人プラス一で向かうことになった。

　マリアもかなり完調に近付いているとは言え、こちらの方が気になって仕方ない。

　ここらで湯治と洒落しやれ込んでも、罰は当たらないだろう。

　それに、今回フィーナもめでたく温泉デビューである。

　姉として、その姿は心の美術館に絶対に収めねばなるまい。絶対にだ。

　そういうわけで、マクスウェルから転写機を借りてきていた。これで魔力の続く限りに撮影しまくってやろうと、俺は息巻いていた。

「そう思っていた時期が、わたしにもありました」

「お客様、その、大浴場への転写機の持ち込みはご遠慮いただいてますので」

「……ですよねぇ」

　考えてみれば、女性が無防備に肌を晒す場所に、転写機など持ち込めようはずもなかった。

　係の人に丁重に、しかし断固として持ち込みを拒否され、俺は泣く泣く転写機を貴重品として預けておく。

　今回はマリアも一緒に来ているので、俺は一般人向けの大浴場に向かっていた。

　獣人向けの浴場は、コルティナの目的が目的なので、客が少ないのをいいことにほとんど貸し切り状態で入浴することになっていた。

　と言っても、ノミを浮かべるのはさすがに宿の人がいい顔をしなかったので、貸し切りになったのはサウナのみである。

　ミストサウナのこの温泉ならば、充分にノミを蒸し焼きにすることができるだろう。

「ほら、あんたも来なさい。私ひとりじゃ寂しいでしょ」

「キュッ!?」

「一緒に暮らしてるんだから、あんたにもノミが移ってるかもしれないでしょ」

「キュ、ウキュゥ……」

　そう言われて、カッちゃんも断り切れなかったのか、大人しくコルティナに捕縛された。

　体毛の多さではコルティナに匹敵するほどフサフサなので、その危険性は充分にある。

　コルティナのノミを落としても、カッちゃんにノミが残っていては元の木もく阿あ弥みだ。

　ここはコルティナにしっかり洗浄してもらうことにしよう。

「マリアはフィーナとフィニアが一緒に入ることだし、ニコルはパパと一緒に入ろうか」

「やだ」

「なぜだ、パパ一人じゃ寂しいじゃないか！」

「クラウドでも連れてくればよかったのに」

「彼はなぜか股間を火傷やけどしたとか言って、今回は見送っていたんだ」

「それはタイヘン」

　心なし目を逸そらしながら、俺は答えた。そう、誰しも加減を間違えることはある。

　慌てて介抱しようとした俺を、クラウドは強固に反対してヘコヘコしながら立ち去っていった。

　それを恐ろしいモノでも見るかのように、野や次じ馬うまの冒険者たちは眺めていた。

　一部羨ましそうにしていた連中がいたのは、見なかったことにした。

「でもほら、フィーナの入浴に人手がいるし、わたしも手伝わないと」

「うう、ニコルはいい子だなぁ」

　懐かしのベアハッグもどきの抱擁を受け、俺は無言でライエルの脇腹にレバーブローを叩たたき込む。

　しかし頑強極まりない奴やつに、俺のパンチは一切ダメージを与えることができなかった。

　ぎゅうぎゅうと抱きすくめられると、潰れる程度には胸に肉がついている。そろそろこいつも子離れしてもらわないと、体裁が悪い。

　窒息しそうな暑苦しさを我慢しながらドスドスとボディを連打していたら、さすがにマリアが助け船を出してくれた。

「あなた、そろそろ行かないと食事の用意が先にできてしまいますよ？」

「ああ、そうだった。部屋に運んでもらうように頼んでいたんだったな」

　マリアに指摘されてパッと手を放すライエル。しかしそのそばでコルティナが手を広げてワキワキしていた。

　俺に抱き着きたくても抱き着けない。そんな様子だ。

　これはもちろん、自身の身体に巣食ったノミを警戒してのことだ。俺もコルティナに負けず劣らず、髪の量は多い。頭部限定だが。首から下はまだ──いや、なんでもない。

「くっ、今は抱き着けないから、フィニアちゃんが代わりにモフっていいわよ？」

「では遠慮なく」

「ふわぉ!?」

　背後から唐突に抱きすくめられ、俺は奇妙な悲鳴を上げた。

　そもそもコルティナ、モフるとはなんだ。俺はそこまで毛深くないぞ。髪は長いが。

「んー、最近肉付きが良くなってきたので、抱き心地がいいですね」

「お風呂から上がったら次は私の番だからね！」

「はい、存分にどうぞ」

「わたしの承認は？」

「え、必要？」

　コルティナの言葉を、俺は死んだ魚のような目で聞き流した。

　身長の伸びは鈍化しつつあるが、プニプニ感は増加傾向にあるので、しょっちゅうこういう扱いを受けている。

　とはいえ胸元を弄いじるのはさすがに女同士と言えど、どうだろう？

「ほら、二人とも、早く行くわよ？　ママも待ちきれないんだから」

　珍しくウキウキした口調を隠さず、フィーナを抱いたまま脱衣所に向かうマリア。

　家族で旅行というのが楽しくて仕方ないのだろう。

「じゃあ、また後でね。わたしは少し長引くと思うから」

「はぁ、パパも一人で寂しく浸つかってくるよ」

　とぼとぼと男湯に向かうライエルを見て、さすがに可哀かわい想そうになってきた。

　その背に哀愁を感じ、俺は思わずライエルに声を掛けた。

「そ、そこまでいうなら──」

「本当か!?」

「いけません、ニコル様。お優しいのは結構ですが、もう男湯には入れるような年齢じゃないですよ」

「うっ、それはたしかに」

「ぐぬぬ……フィニアは少ししっかりしすぎてしまったな。もう少し無防備な方が男にモテるぞ？　ニコルみたいに」

「結構です」

　素そつ気け無なくライエルをあしらうフィニアだが、確かに今の身体で男湯に入るとなると、視線が厳しくなりそうだ。まだ幼さが残っているとは言え、今の俺は充分に女性を感じさせる体形をしている。

　それに男湯に行ったら、フィーナの初温泉が見学できないではないか。

　転写機がない以上、生で記憶に焼き付けねばならないのだ。

「そういうわけならしかたない。パパ、またね」

「うう、ニコル、見捨てないで」

「だらしないこと言わない」

「とほほ、これが男親の哀愁か……」

　がっくりと肩を落としたライエルを置いて、俺も女湯へ向かうことにした。

　すねた父親を構い続けていると、際限がない。冷たいと思われるかもしれないが、ここは無視した方が話が早い。

　考えてみれば、女湯に入るのも慣れたものである。男に戻った時に間違えて入ってしまったら犯罪者扱いだ。

　今後もうっかり間違えてしまわないように、気をつけねばなるまい。

　フィニアも俺と一緒に脱衣所にやってきた。

　フィニアたちは俺が触り心地が良いと言っているが、抱き着かれる俺としても、最近の彼女の抱かれ心地が良い。

　エルフである彼女は、いまだに少しずつ成長しているようだった。

　フィニアと一緒に浴場に入っていくと、すでにマリアとフィーナは湯に浸かっていた。

　俺もいそいそと掛け湯を済まし、その隣へと近寄っていく。

　マリアは気持ちよさそうにフィーナを抱えながら湯に浸かっているが、フィーナは初めて見る広い風呂に興奮が隠せない様子だった。

「あぅー、だぁう！」

　小さな足をバタバタ暴れさせて、湯を弾はじき飛ばし、笑っている。

[image: ]

　どうもこの子は肝がかなり据わっているようだ。

　足が疲れたのか、今度は手でバシャバシャ水面を叩たたいて、水みず飛沫しぶきを立てる。

「うわっぷ」

「あぁう！　わぅー」

　水飛沫が隣に移動した俺にかかり、それを防ぐ仕草が面白いのか、さらに勢いを増して水面を叩く。

「もー、フィーナは暴れん坊なんだから！」

「ニコルがそれを言うのかな？」

「わたしはもっと大人しかったよ？」

「大人しかったというか、寝込んでいただけだったような」

「それは言わないで」

　フィーナの手を押さえると、今度は回復した足で水を蹴り出した。

　おのれ、まだ赤ちゃんなのに機転が利くじゃないか。

「うぬー！」

　マリアからフィーナを奪い取り、むぎゅっと抱きしめる。

　うむ、このプニプニ感は癖になるな。

　だがフィーナとてただで抱きすくめられるほど甘くなかった。この辺はさすがライエルの娘である。

　彼女は動きを封じられると、今度は口でこちらの胸に吸い付いてきたのだ。

　いつぞやの訓練場とは違い、ダイレクトヒットである。その刺激はさすがに激しい。

「いった、ちょっと待ってフィーナ、直じかは痛い。痛いから！」

「フィーナは私の胸よりニコルの胸の方が好みみたいね」

「それはうれしいけど攻撃が激しすぎるよ」

　最近は俺も色々独学が捗はかどっている。この攻撃は少々刺激が強すぎるのだ。

　そこへフィニアがやってきて、こちらに声をかけてきた。

「ニコル様、今回は私がしっかり揉もみ解ほぐしてさしあげますからね！」

「そう言えば前はわたしたちでフィニアをマッサージしてたっけ」

「はい、あの時からいつか仕返し──もとい、お礼を返さないとと思っておりました」

「いま仕返しとか言った？」

「いいえ、なんにも」

　とは言え、俺もゴブリンロードとの戦いで結構ガタが来ている。

　あの馬鹿力を受け流したとは言え、受け止めたのだから、それなりに各所に負担が溜たまっているのだ。

　洗い場の隅に設置されたベンチに横になりに行くと、フィニアと、なぜかマリアも一緒にやってきていた。

「あれ、ママも？」

「ううん、今回はママもマッサージしてあげる。もちろんフィーナもね」

「わぅー」

　フィーナも？　と疑問符を浮かべながら横になると、腰の辺りに小さな感触が乗っかる。

　しばらくするとその感触がべちべちと腰を打ち始める。

「あ、これ──」

「フィーナの初マッサージよね」

　振り返ると、マリアが腰の上にフィーナを乗っけて、それを喜んだフィーナが足をバタバタさせていた。

　ほとんどマッサージ効果なんてないが、これはこれで気分が温かくなってくる。

　同時にフィニアが肩から腕にかけてストレッチをしてくれた。

「あれ、ニコル様……妙に凝ってません？」

「最近胸が重くって」

「嘘うそおっしゃい、そのくらいじゃ凝らないわよ。少なくともフィニアくらいにはならないと」

「ぐぬぅ、これが経験者の言葉の重さか」

　言うに及ばずマリアはたわわな胸部を持っている。

　それはこれまでにその関係の肩凝りを経験したことがあるということだ。

　どの程度から凝り始めるかも、知り尽くしているのだろう。

　別に俺は男だからくやしくなんかはない……断固としてそんな感情はないのだ。

　だがそこで、俺は鳥肌の立つような悪寒を感じた。

「むっ！」

「どうしました？」

　唐突に身を起こした俺に、フィニアは疑問の声を上げるが、とりあえずそれは無視する。

　俺の察知能力によると、ことは急を要するのだ。

　素早く武器になりそうなものを見繕い、そばにあった手て桶おけを手に取って、露天風呂の仕切りの上に向かって投げつけた。

　そのタイミングで、顔を出そうとした何者かに手桶は命中し、何者かが落下していく。

「グハァ！」

　ガラガラと何かを崩すような音とともに、悲鳴が聞こえてきた。

　その声は嫌になるほど聞き慣れている声だった。

「あらあら。あれはライエルね」

「えっ、まさかライエル様がそんなこと──」

「あの人も昔からヤンチャなことばっかりしてたから」

　にっこりと優し気な笑みを浮かべるマリア。だが溢あふれ出る殺意は隠しきれていないぞ。

　どうも覗のぞき行為よりも、フィニアの理想を砕いたことによる怒りが大きいと見える。

「見ての通り、男はみんな狼おおかみだから、気を付けるんだよ、フィニア」

「それ、ニコル様に言われるとは思いませんでした」

「そこまで無防備じゃないし！　むしろ警戒心は人より優れてるし！」

「ニコルの警戒心って、命の危険方面にしか働いてないと思っていたわ」

「ママまでヒドイ!?」

　だが今はライエルの身の安全の方が不安である。

　人体を癒いやすスペシャリスト、マリア。同時に人体破壊のスペシャリストでもある。

　この後待ち受けているのは、きっと死ぬほど痛い癒しの魔法に違いないのだ。

「なむぅ」

「あぶぅ」

　俺の合掌の声とフィーナの声が奇妙に一致したのが、少しうれしかった。

　コルティナとカッちゃんもノミを落とし、虫の嫌う香草を身体に擦り込んでから湯から上がってきていた。




　その後、皆で食事を楽しんだ後、俺たちはちょっとした会議を開くことになった。

　無論、それはライエルの折せつ檻かんの話ではない。それは既に済んだことだ。

「ニコルには、少し話しておかねばならないことがあるの」

「わたしに？」

「ああ、正確には『ニコルに』じゃないが、ニコルも無関係じゃないからな」

　そう言ってライエルとマリアが切り出してきたのは、ミシェルちゃんのことだった。

「さすがにあの殲せん滅めつ力は隠しきれなかったようよ。話題はすでに隣国にまで広がっている」

「この調子だと、おそらくひと月もせずに大陸中に知れ渡るわね」

「それって、ヤバくない？」

「かなりヤバい。と言うかすでにラウムの有力貴族などが動き出しているという話だ」

「有力……ヨーウィ侯爵とか？」

「あの人は自重という言葉を知っているから、心配はないな。むしろ別の貴族が問題だ」

「リッテンバーグだっけ」

　騎士団を貴族街の守りに集約させ、庶民を切り捨てようとした侯爵。噂うわさでは昔からかなり腹黒いこともやっているらしい。

　その侯爵がミシェルちゃんの獲得に動き出したというのか。

「でもあれは、白いのの魔法の補助があったからであって……」

「白いのって言うのは、ニコルの言う神様を自称する子だよね？　その子ももちろん狙い始めたらしいぞ」

「見境がないというのはこのことね。どんな面の皮しているのやら」

　辛辣に吐き捨てるのは、直接的な被害を受けたコルティナだ。

　穏和なマリアも、今回ばかりはフォローに回ろうとはしない。

「魔法の補助はもちろんあっただろうが、その戦果を弾き出した事実の方が重視されている。おそらく近いうちに彼女を巡った争奪戦が開始されるだろう」

「それは、こまる」

「困られてもな。それにタイミングもあまり良くない。彼女は来年には支援学園を卒業するだろう？　もう時間があまり残されていないんだ」

「今はマクスウェルとコルティナの後ろ盾があるから、公に接触はしてこないでしょうけど、卒業してフリーになったら、これはもう最悪の事態も考えられるわね」

「最悪の事態、勧誘ラッシュとか？」

「誘拐、拉致監禁、洗脳。その辺まで考えないと」

「そんな!?」

　支援学園は魔術学院と違って、高等部は存在しない。

　俺はこのまま魔術学院の高等部に進学することができるが、ミシェルちゃんは冒険者として独り立ちしないといけない時期が来ている。

　今は九月だから、あと半年もすれば卒業してしまうのだ。

「できるなら、卒業と同時に街を出た方がいい。そこらの貴族ならともかく、侯爵となると手に負えない可能性がある」

「そうなるとニコルともお別れになってしまうわね」

「彼女の護衛にクラウド君をつけておくとしても……心配は残るかな？　まだまだあの子も未熟で世間知らずだから」

　俺との別れを心配するマリアと、クラウドの力量不足を懸念するコルティナ。

　だが彼女たちの心配も、当然のことなのだ。

　今回の一件でミシェルちゃんは国の有力者に目をつけられてしまった。

　マクスウェルやライエルが後ろ盾になっているとは言え、卒業してフリーになると、建前上は誰とでも契約を持つことができるようになる。

　六英雄にはそれを防ぐほどの影響力がもちろんあるが、それをやってしまうと冒険者個人の自由にまで干渉することになる。

　ギルドとしても、そういった前例を残すのは好ましくない。

　建前的に冒険者ギルドの理念そのものを、敵に回してしまう可能性もある。

　もちろん、ギルドとて馬鹿ではない。そんな無む茶ちやな理屈に乗るとは思えないが、そういう噂を吹ふい聴ちようされる火種には成り得る。

　そして権力者に睨にらまれている六英雄が、そういった弱みを見せたとすると……何かと付け入られる隙になりかねない。

「厄介な話ね」

「レティーナちゃんは父であるヨーウィ侯爵もいることだし、そんな無茶はしてこないと思うけど、ミシェルちゃんに関しては、最悪の事態は考えておいた方がいいかもね」

「ニコルも別れる覚悟か、そうでなければラウムを出る決意をしておかねばならないかもしれないぞ」

「……わかった」

　俺は神妙な表情でそう答え、床に就いたのだった。




　夜、俺は足音を忍ばせ、部屋を出た。

　今回は別に後ろ暗いことがあるわけでもないので、気配は殺していない。

　ただ少し考えたいことがあっただけだ。

　無論、隠す気もない俺の気配に、歴戦の戦士であるライエルやコルティナが気付かないはずがない。

　背後にコルティナがこっそりついてきていることが、気配でわかった。

　宿の中庭に出て、庭石に腰を掛けて天を仰ぐ。

　ミシェルちゃんと別れ、高等部に進学するか、彼女と一緒にこの国を出るか、その決断が半年後に迫ってきている。

　それを考えると、どうにも寝付けなかった。

「どうしたものかなぁ……」

「悩んでる？」

　姿を隠すのはやめてコルティナが隣にやってきた。

　その存在に気付いていた俺は、別に驚いたりはしない。

「うん。さすがにね」

　いや、それよりも俺が魔術学院に入学した目的は何だった？

　変化ポリモルフの魔法を習得するためだ。

　その目的は、ある意味すでに達成している。師匠から供給される巻物スクロールで代用できているからだ。ならば悩む必要などない。

「そっか……考えるまでもないじゃない」

「答えは出たのかな？」

「わたしの目的はどこにいても目指せるけど、ミシェルちゃんと冒険するのは、一緒じゃないとできないもの」

「じゃあ、初等部を卒業したら街を出るのかな？」

「もちろん、たまには戻ってくるつもり。もうコルティナの家はわたしの家も同然だし」

「そう言ってくれると、さすがにうれしいわね」

　俺の言葉にコルティナはそっと抱き寄せ、頭を撫なでてくれる。

「いつでも、どんな時でも戻ってきてくれていいのよ？　なんだったら残ることを選択しても構わない。あなたはマリアの娘で、私の娘も同然。そのためならこの国を敵に回すことだって気にしないわ」

「ううん、本格的に冒険者になるなら、そろそろ街を出てもいい頃合いだったもの。それにミシェルちゃんの意見が優先だしね」

「そっか。彼女が出ていくかどうかもまだ聞いていなかったものね。私としたことが、先走っちゃったわ」

　ぺろりと舌を出して、茶ちや目めっ気けを見せるコルティナ。

　だが俺は確信していた。ミシェルちゃんはおそらく街を出る。

　あの街には俺たちだけでなく彼女の両親もいる。そこに迷惑が掛かることを彼女は望まない。

「そろそろ戻ろ。パパたちが心配しちゃう」

「あら、ライエルが気付いていたのも知っていたか」

「わたしはパーティの目だもの。それくらい察知できるよ」

「昔から勘が良かったものね、ニコルちゃんは」

　そう言って軽く手を打ち合わせ、俺たちは部屋へと戻ったのだった。

　宿の朝食は夕食と違い、食堂に出て食べることになっていた。

　翌朝、俺たちが食堂に顔を出すと、そこは奇妙なざわめきで満みち溢あふれていた。

「なんだ？」

　ライエルはその空気を敏感に察知し、さっそく話を聞きに離れていく。その足取りがややおぼつかなく感じたのは、きっと気のせいだろう。

　マリアの折檻の影響ではないと思いたい。あのライエルにダメージを残すお仕置きなど、考えたくもない。

　その間にマリアは席を取り、全員分の料理を手早く注文していた。

　その阿あ吽うんの呼吸は、さすが長年寄り添った二人と言える。そんな二人をコルティナはどことなく羨ましそうに見ていた。

「うらやまし？」

「えっ？　うん、まぁ、少しね。私があんなになれるとは到底思えないけど」

「コルティナなら、なれるよ」

「そうかな？」

「私もニコルと同意見よ。あなたってば意外と一いち途ずだし」

「それは放っておいて！」

　何が恥ずかしかったのか、顔を真っ赤にして俯うつむく。彼女はどうも、仲間に対しては羞恥心が働きやすいらしい。

　そんな姿は俺から見ても大変可愛かわいらしい。

「んふー」

「な、なによ、イヤらしい笑い方して！」

「コルティナがかわいい」

「年上に向かって何を言うかな？　可愛いのは貴様だー！」

　足元についてきていたカッちゃんを素早く拾い上げ、俺の頭に乗せる。

　カッちゃんも最近成長しているので、頭に乗せるには少々つらくなっている。

「ぶぎゅ」

「きゃははは、だぁうー」

　マリアの隣の席でカッちゃんに潰された俺を、フィーナがベチベチと叩たたいてきた。

　その手はよだれまみれで、俺の頬ほおはべっとりと汚される。

「うう、フィーナがヒドイ」

「お姉ちゃんなんだからそれくらい我慢しなきゃ」

　笑いながらも、俺に向けてハンカチを差し出すマリア。

　それを受け取り、汚れを拭き取るが、そのあとをカッちゃんが舐なめる。

　汚れを取ってくれているつもりなのだろうが、まるで逆効果だ。

　そうこうしているとライエルが戻ってきた。

　その顔は深刻なモノではなく、不可解なことを聞いたという表情をしていた。

「おかえり、なんだった？」

「ああ、どうやらこの北西の方に大きな岩山があるそうなんだが、それが一夜にして崩落したらしい」

「崩落？　道が塞がったりしたのかしら？」

「いや、そうでもないんだ」

　話を聞くと、どうも例のデンが住んでいた岩山が崩れたらしい。

　そもそもデンの姿が稀まれに目撃されていたため、近寄るものはほとんどいなかった。

　しかしその大きさは深い森の中ではいい目印になっていたため、少し話題になっていたのだとか。

　それと、それほどの巨岩が一夜にして音もなく崩れ去ったということが話題の元になっている。

「音もなく、ねぇ？　明らかに何者かの仕業だよな」

「私たちの中でそれができるってなると、まずマクスウェルよね」

「だがあいつは、今は後始末で忙しいからな。そんなことにまで手を伸ばせないだろう」

　ゴブリンの侵攻を最小限にとどめたとはいえ、街中は荒らされ、防壁バリケードを片付け、死骸を始末しなければならない。

　その処理や指揮にマクスウェルが駆り出されていた。

　本来ならば貴族から『コルティナが指示しろ』と口を出されてもおかしくなかったのだが、一部貴族が横暴な命令を下した手前もあり、そこまでの横よこ槍やりは発生しなかった。

「じゃあ、岩山の大きさにもよるけど、あなたとか？」

「目印になるほどの岩を無音でと言うのは、俺でも無理だなぁ。レイドの奴やつなら、ひょっとしたら何か奥の手を持っているかもしれんが」

「もってねーし」

「え？」

「いや、なんでも」

　ライエルの過大評価に、俺は思わずツッコミを入れた。

　俺はライエルよりも確かに汎用性は高いが、さすがにそこまで人間をやめていない。

　カッちゃんに潰されて突っ伏したままの俺に、フィーナが盛んに手を伸ばしてくる。

　これは頭の上のカッちゃんに抱き着こうとしているらしい。

　マリアはカッちゃんの上にフィーナを乗せ、俺はさらに潰されることになった。

「ぐぎゅ」

「あぁぅ！　だぅあー」

　力いっぱいカッちゃんに抱き着き、喜びで足をバタバタ動かす。

　その動きは俺の首筋や肩を蹴りつけることになった。

「あ、それ気持ちいいかも。フィーナ、もっと」

「ニコルってば、まるでお年寄りみたいよ？」

「最近ちょっと頑張り過ぎちゃったからー」

　フィーナの動きを喜んでいる俺に勘違いしたのか、カッちゃんまでベチベチと頭を叩き始めた。

　残念、違う。凝っているのはそこじゃない。

「それはそれとしてだな。しかもその崩れた跡地なんだが、シャベルで穴を掘ろうとしても歯が立たないらしい」

「へ？」

「それどころか、穿孔トンネルの魔法でも穴が掘れず、酸で溶かそうとしても寄せ付けなかったらしいぞ」

「なにそれ、こわい」

　だがそこまで聞いて、俺は誰の仕業か想像がついた。

　これは白いのの仕業に違いない。おそらく彼女はここがゴブリンロードの発生源と見て、再発防止に封印していったのだろう。

　ただそのやり口が派手過ぎたのが、詰めが甘いと言わざるを得ない。

「一応仕事してたんだな、白いの」

　ぼそりとつぶやくと、いまだにぺちぺち叩いてくるカッちゃんの手を押さえる。

　マリアがフィーナを回収すると、一緒にカッちゃんも持っていってくれた。

　そこへタイミングよく、朝食が運ばれてきたのだった。




　昨日はほとんど貸し切りみたいな状態だったが、今日は他の客も存在したらしい。

　他の客の目もあるということなので、コルティナの補助のために俺とフィニアも一緒にサウナに入ることになった。

　頭と尻尾にタオルを巻き、逃げ場をなくしてからサウナに籠こもって蒸し焼きにするのだ。

　ノミは六十度前後まで生息できるが、スチーム式サウナの百度近い温度には耐えられない。

　ここに何度も出入りして、生きているノミを駆除し、その後外に出て丁寧にブラシをかけて卵や死骸を落とし、さらにもう一度……というのを繰り返す。

　高温のサウナに何度も入るというのは危険かもしれないということで、体調を見るために俺たちがそばにつくことになったのだ。

　その結果──

「うきゅうぅ……」

「無理して付き合わなくてもいいのに」

「ニコル様、お水、お水持ってきました！」

　案の定、俺はサウナの熱気にやられてダウンしていた。

　フィニアが慌てて水を持ってきてくれ、コルティナがタオルをバタバタ仰いで、風を送ってくれる。

　そのタオルは俺が着けていたものだ。コルティナのタオルは外すわけにはいかない。

　つまり今、俺は素っ裸である。

「それにしても、あのニコル様が日焼けするまで健康になられるとは」

「ラウムに来てからは比較的健康だったけど、村ではそこまでひどかったの……？」

　今は夏の盛りを過ぎていて、水練の授業は終わっているが、その時の日焼け跡はまだ残っている。

　こんな跡がつくまで泳げるようになるなんて、確かに村にいる時は考えられなかった。

「わたしはだいじょうぶだけど、コルティナは？」

「うん、さっき髪を梳すいてきたけど、だいぶいなくなっているわね。これなら後二、三回で駆除できるわね」

「よかった。これから先はコルティナの尻尾マフラーのお世話になるから」

「ちょっと、冬場に私の尻尾を巻くのやめてよね」

　ぷぅっと頬を膨らませる姿は、先の戦闘で毅き然ぜんと指揮を執った人物とは思えない。

　だが少し待って欲しい。あのフカフカ具合は他の追随を許さないのだ。

　正直男に戻った時も試してみたいのだが、さすがにそれは彼女が嫌がるだろう。

　耳に触れることすら恥ずかしそうにするのだから。

　こんなやり取りをしつつコルティナは完全にノミを駆除し、再びラウムへと戻ったのだった。







[image: 第五章　解決していない問題]




　ラウムに戻ってきた俺たちは、街の異様な空気に困惑しつつ帰路についた。

　どうにも街中に活気がなく、人通りもいつもより少なく見える。

　いつも買い食いする屋台もいくつか見当たらない。

　マリアとフィーナ、それにライエルは直接村に戻ったので、この場にはいない。

「ん？」

　コルティナが玄関の扉に挟まれた手紙を引っこ抜き、中を検あらためる。

　そこには魔術学院が閉鎖になったことが記されていた。

「なんですって？」

「ん、どうかした？」

「学院が閉鎖だって」

「えええぇぇぇぇ!?」

　俺とフィニアは驚きよう愕がくの声を上げた。ついにコルティナが無職になったかと思ったからだ。

「コルティナ、無職？」

「そこまでヒドイ閉鎖じゃないわよ！　なんでも病気が流行はやってて、授業をしたら被害が拡大しかねないから、らしいわ」

「なんだ、つまんない」

「つまんないってなによ！」

　コルティナが俺のこめかみに拳を押し付け、ぐりぐりと抉えぐってくる。

　さすがに抵抗することもできず、悲鳴を上げてその場に突っ伏した。

　その俺の背中の上に、今日からまたコルティナの家に復帰したカッちゃんが乗っかる。カッちゃんも北部の村とこの街を、何度も往復する羽目になって忙しい。

　マリアの体調が悪い時など、カッちゃんがフィーナの世話役として派遣されているのだ。

「それにしても、やっぱ疫病が出たかぁ」

「予想してたのですか？」

「そりゃ、ゴブリンがアレだけ街中に乗り込んできたらね。あいつら、不潔だし、死体の始末も時間かかっちゃったし。一応清潔に関しては気をつけるように注意はしたけど」

　とはいえあの歓喜の渦の中で、注意事項をまともに聞いていた者がどれだけいたのやら。

　この流行はやり病やまいも当然の帰結と言えた。

「そうだ、わたし、お土産配ってくるね」

「ミシェルちゃんとレティーナちゃんのところね。この調子じゃ体調も気になっちゃうか。いってらっしゃい」

　真っ先に友達のところに駆け出す俺に、軽く手を振って送り出すコルティナ。

　ちなみにクラウドの分もあるのだが、コルティナに忘れられていた。

　俺はお隣のミシェルちゃんの家の扉を叩たたき、中からおばさんが顔を出すのを待った。

　しかし、いつものように顔を出したおばさんは、やつれたような顔をしていた。

「こんにちは、あの、これお土産……それと、どうかしたんですか？」

「ああ、ニコル様かい。いつもすまないねぇ。ちょっとミシェルが病気になっちまってね、あいにく今は顔を出せないんだ」

「ミシェルちゃんが？」

「そうだよ、今流行ってる病気さ。高めの熱が出て、身体からだに力が入らなくなるやつ」

「そうなんだ……お見舞いしてもいいです？」

　彼女が寝ているのなら諦めるつもりだったが、念のため聞いてみた。

　その答えは予想以上に深刻なモノだった。

「やめておいた方がいいよ。こいつは結構な強さで人に感染するらしいから。ニコル様にうつしたとあっちゃ、ミシェルも後悔しちまう」

「そう、ですか。じゃあ今日のところはこれで」

「ああ、せっかく来てくれたのに、済まないね」

「いえ。お大事にって伝えてください」

「あいよ。ニコル様は優しいね」

　手を振ってから扉を閉める。

　それは、外の空気をなるべく入れたくないという気持ちが透けて見えるモノだった。

　俺は次のお土産を渡すため、貴族街のレティーナの屋敷に向かった。

　貴族街の出入りには見張りの門番がいるのだが、いつもレティーナと出入りしている俺はほとんど顔パスの状態だった。

　しかしそこでも、同じように門前払いを食らうことになる。

「お嬢様は、前回の騒動以来体調を崩してしまわれまして」

「そうなんだ……あ、これおみやげです。噂うわさの病気ですか？」

「いつもありがとうございます。どうやらそのようで。お嬢様もニコル様と遊んでいる間は本当に楽しそうで、見ている私たちも幸せな気分になっておりましたのに……」

「そんなに体調が悪いんですか？」

「熱が少々高いようでして、今は解熱剤でどうにか。それも最近は品薄になっているようで、少し心配ですね」

「そっか、みんな熱を出すから」

　レティーナとミシェルちゃんが流行病にかかっているというのに、俺は温泉旅行で舞い上がっていたかと思うと、少し申し訳ないような気がしてくる。

　とりあえず彼女は高位貴族なので、手厚い看護があるだろうけど、気には留めておこう。

　そのまま孤児院の方に回り、クラウドにも土産を渡そうとしたが──

「あ、ニコル！」

「なんだ、クラウドは平気だったんだね」

「なんだってひどいな。でもそう言うってことはミシェルとレティーナの状態のことは知ってるんだな」

「うん、どっちも熱がヒドイって」

「下町じゃ解熱剤不足でちょっと雰囲気が悪くなってる。孤児院も半分くらいの子供が寝込んでいるし」

「それって大変じゃない！」

「シスターも大忙しだよ。俺は一人でミルドの葉の採取とか受けていたんだけど、全然間に合わなくってさ」

　ミルドは葉に解熱作用のある常緑樹だ。街道沿いにも点在しているので、比較的安全に集めることができる。

　駆け出しや子供の冒険者などは、この葉を集めて小遣い稼ぎをしているくらいである。

　しかし街にこれほど病人が出ているとなると、その数は到底賄えない。

「……ミルドの葉だけじゃなくて、根本的な対策が必要になるかも？」

　俺はクラウドの話を聞き、そう考えたのだった。




　俺たちがラウムに帰ってきて三日が過ぎた。

　だがミシェルちゃんの熱も、レティーナの熱も一向に下がる気配が見えない。それどころか、街全体の罹り患かん率りつも上昇しつつあるように見える。

　新たな病人は発生しているが、完治する患者がなかなか現れないのだ。

　冒険者ギルドもこれにはさすがに問題視し、緊急で解熱剤になるミルドの葉の収集を発注していたが、それすら追いついていない状況だった。

　いや、冒険者にも発病者が出ているため、単純に人手が足りていないというべきか。

　そんな中で、なぜか俺とクラウドは普通に動くことができていた。

「まあ、これを幸運とみるべきかどうか」

「なんにせよ、解熱剤は必要になるからなぁ」

　その日もクラウドと二人で森の中に分け入り、ミルドの葉を探し歩いていた。

　街道沿いにも生えている樹木ではあるが、すでにその近辺は採りつくされている。

　それでも供給が追い付かないため、森の中に踏み入った新人が怪け我がをするという事態にまでなっていた。

　俺たちは森歩きに慣れているためそういう危険はないが、その分採取量に不安があった。

　俺の筋力が低いため、量を持って帰れないからだ。

「もういっそ、運搬役としてカッちゃんにカバンを持たせるべきだろうか？」

「キュッ!?」

　大きくなったカッちゃんは俺の頭に乗せられない。なので今は足元でうろうろしている。

　しかし俺が荷物持ちをさせる旨の話題を持ち出すと、さも嫌そうに首を振っていた。

　貴様、このまま丸々と太るつもりか？

「それはさすがに……受付の姉ちゃんが放っておかないと思うぞ」

「なんでそこで受付の人？」

「あの人、可愛かわいいモノだったらなんでも抱き着いてくるから」

　そう言えば、俺も何度か捕獲されたことがあった。

　さすがにお持ち帰りされる寸前でギルド長が止めに入ってくれたが、あのままだったら新たな扉を開いていた可能性もあったか？

「でも、運搬量の問題はさすがに切実」

「強化付与エンチヤントで増やせないのか？」

「あれは時間制限がねぇ……」

　基本的に、魔法による強化はそれほど長くは保もたない。

　マクスウェルの使っていた荷役カーゴの魔法のように、長時間使用を前提とした術式で組まれていないからである。

　それに肉体への負担も大きい。

　平時の限界を超えた力を与える分、負荷も相応にかかるのだ。

　それを知らなかった頃に寝込んだ経験も、今ではいい教訓になっている。

「こんな森の中じゃ、荷車も持ち込めねーしなぁ……あ、あった」

　クラウドは森の中にミルドの木を見つけ、さっそく手に届く範囲の葉をむしり取ってはカバンに詰め込んでいく。

　俺もその後に続いたが、まだ背の低い俺の手に届く範囲なんて、そうあるわけではない。

　結局、身軽な俺が木に登る羽目になった。

「いい、クラウド。上を見たら子孫を残せないような目に遭わせるから」

「師匠、たまに俺にヒドくねぇ!?」

　今日は俺と二人だけなので、クラウドは久しぶりに俺を師匠と呼んでいる。

　俺も師匠と呼ばれるのは悪い気がしないので、ちょっと調子に乗っていた面もあった。

　ともかく、俺は適当に葉をむしり、採り尽くさない程度に残してから周囲に目をやった。

　高所からの偵察は斥候の基本だ。一段高い場所まで登ると、周囲にまだミルドの木があることが見て取れる。

　それ以外に、北から流れ込む川が目に入ったので、昼食のことを思い出した。

「ああ、そっか。そろそろお昼じゃない。クラウド、そっちに川があるからそこでお昼にしよう」

「うん、わかった」

「後、下から覗のぞくな」

「わかっていてもやめられない」

「コロス」

　そんなわけで、俺は昼食前にクラウドを焼いておくことにしたのだった。




　昼食と言っても、それほど凝ったものを作るわけではない。

　元々ここは街の近くだし、食べに戻る選択肢だってある。

　しかし、少しでも解熱剤の量を確保したい状況なので、今日はパンとチーズとトマトを持ってきている。

　このパンを焼いてチーズとトマトを挟めばそれだけで充分な昼食になるだろう。

　そして火を使う以上、消火のための水場も必須だった。

「クラウドはかまどを作って火を起こしておいて」

「あぃよー」

　俺は持ってきたパンとトマトをスライスして、下準備だけしておく。

　トマトは完熟の物なので、非常に柔らかくなっていた。ナイフを通そうとしても、実が潰れてしまいそうなほどに。

「……破戒神を崇あがめよ」

　振動短剣を取り出し、キーワードを唱える。

　糸を巻き付けて手首に固定した振動短剣は、柔らかなトマトを軽々と両断していった。

「よし」

「よしっていうか、それアイテムを作った作者が泣いてないか？」

「大丈夫、多分アレも同じことをしていたはずだから」

「たかが包丁代わりに、そんな魔道具作る人なんていねーよ」

「いや、いる。絶対確実」

　あの白いのならば、それくらいのことはやりそうだった。

　もっとも、実際に顔を合わせたことのないクラウドにはわかるまい。

　かまどで熾おこした火でパンを炙あぶり、それにチーズとトマトを挟む。これで簡単なサンドイッチの完成だ。

「ああ、肉が食いてぇ」

「お肉は荷物になるから持ってこなかった。どうせ夕方には帰るし」

「なんというか、力の源なんだよな、肉」

「言っていることがミシェルちゃんみたいだよ。まったく──フッ！」

　そこで俺は、近くの草むらに向けて短剣を投げる。

　そこには焼けるパンの匂いに誘われたのか、森鼠ねずみと呼ばれる小動物の姿があった。

　これは大型の、子猫程度もある鼠で、その肉は食用になる。

「ほら、それでも焼いて食べてなさい」

「おお、さすが師匠！　サバイバビリティ高い」

　喜び勇んで森鼠を解体するため水辺に持っていくクラウド。

　その後ろ姿に嘆息しながら、俺はホカホカのサンドイッチを口にしていた。

　どうせ解体にはしばらくかかる。軽く体を横にして休めてもいいだろう。

　そう考えていた時、クラウドが何かを手に持って戻ってきた。

「師匠、これなんだ？」

　その手には水浸しの小さな布袋が持たれていたのだった。

　クラウドが持ち帰ったものは、俺では何か判別がつかなかった。

　中にはなんだかよくわからない粘液状の物が詰まっており、それが川に浸されていたというのだ。

「なんだ、これ……？」

「さぁ？　でもひょっとしたらヤバいものかもしれない」

「ん、なんで？」

　そう言うとクラウドは袋を取り落とした。顔色が急激に青くなり、体調もあまり良くはなさそうだ。

「ど、どうした!?」

「なんか、身体が痺しびれて──」

　そう言うと前のめりに崩れ落ちるクラウド。

　とっさに抱きとめたが、その身体はビックリするほど熱かった。

「お前、まさか……発病したのか！」

　とっさに脳裏に過よぎったのは、高熱にうなされるミシェルちゃん。それと同じ症状をクラウドも現していた。

　しかしなぜ急に……先ほどまではまったくそんな素振りを見せなかったのに。

　そこで俺は足元に落ちた布袋に目をやる。

　クラウドは、これが川に漬けられていたと言っていたな。そしてこの川はラウムに流れ込み、庶民の水源になっている。

　もしここに毒を投げ込んでいたとしたら？

　その毒が、これだとしたら？

「カッちゃん、クラウドに解毒アンチドートの魔法を！」

「ウキュッ」

　俺の意図を読み取り、カッちゃんが素早くクラウドを解毒する。

　しばらくするとクラウドの体調は目に見えてよくなってきた。

　それでも失った体力は戻らないため、マトモに立つことはできない状態だ。

「う……うあ……」

「クラウド、目が覚めた？」

「俺、なんで……」

「しばらく横になっていて。お手柄だよ」

「なん──？」

「クラウドが見つけてきた布袋、これには多分毒が詰まっている。そしてそれが川に溶け込み街に流れ込んでいた」

「じゃあ、これで？」

「うん、ミシェルちゃんたちはよくなるはず」

　仕掛けられた毒がこれ一つならな。そう考えてはいたが、口に出さなかった。

　この粘液状の何かは間違いなく毒だ。だがそれだけならすぐに溶けだしてしまい、無くなるはず。

　つまり、この毒は最近仕込まれたばかりという証あかしだ。

　ということは、仕掛けた本人はしばらくこの近辺に通ってくるはずだ。

　今回ばかりは俺も少し頭にきている。できるならば犯人を捕まえ、官憲に突き出してやろうと考えていた。

「そっか。よかった」

「立てる？　立てそうにないなら肩を貸すけど」

「ああ、多分……無理だ」

　立ち上がろうとして再び崩れ落ちるクラウド。どうもまだ手足に力が入らないらしい。

　それも無理はあるまい。市内に何百人もの被害を出した毒の原液に、素手で触れてしまったのだから。

「肩を貸してあげるから、悪いけど頑張って。この情報はできるだけ早く持ち帰らないと」

「わかってる」

　布袋を水袋に詰め込んでから、クラウドに肩を貸す。いや、半ば背負うようにしてその場を離れていく。

　この布袋は証拠品だ、残していくわけにはいかない。

　それにここに毒を仕掛けたのなら、その犯人はいつここに戻ってくるかわからない。

　クラウドがこの状態では、そいつと戦うのは不可能に近い。できるだけ早く、この場を離れたかった。

　脱力したクラウドの身体は予想より重く、背も高いため上からのしかかられるような圧迫感がある。

　だらりと垂れた腕は俺の肩から胸元に掛かっているが、それを咎とがめる余裕すらなかった。

　そしてクラウドも、それを堪能する余力はなかっただろう。

　昼過ぎから何時間もかけて街に戻る。往路は二時間だったのに、倍以上かかった計算だ。

　どうにか門に辿たどり着いたところで、俺は力尽きて倒れ込んだ。

　そんな俺たちを見て、門番が慌てて駆け寄ってくる。

　ここに頻繁に出入りする俺たちは、すでに顔見知りだ。そんな俺が門の前で倒れたのだから、何事かと心配になるのも当然だろう。

「おい、どうした!?」

「や、やっと、辿り着いた……」

「ニコル嬢ちゃんが倒れるのはよく見かけるが、クラウド坊がぶっ倒れてるのは珍しいな」

　呆あきれたように口にする門番に、俺はすぐにコルティナを呼んでくるように指示を出した。

「は、コルティナ様？　いつもは少し休めば回復しているだろう？」

「早く、病気の原因、わかったかもしれない」

「なんだって!?」

　流行はやり病やまいはすでに大問題に発展している。その原因がわかれば、治療法に繋つながるはずだ。

　クラウドの毒は魔法で解毒したが、罹り患かん者しや全員に解毒魔法なんて掛けていられない。解毒薬を配った方が手っ取り早い。

　そのためには、この毒が何なのか見極める必要がある。

　残念ながら俺にその知識はないが、コルティナたちなら知っているかもしれない。

　俺たちは詰所の中に運び込まれ、連絡のために別の衛え士じが飛び出していく。

　その間、クラウドは寝台に横たえられ、眠るように意識を失っていた。

　ここまでの帰路、限界まで気力を振り絞って歩き続けていたのだろう。

　落ち着いているクラウドの呼吸を見て、とりあえず一安心する。

　どうやら普通の解毒魔法でも、役に立つようだ。

　毒の中には高位の浄化魔法じゃないと効かないものもある。それじゃなかったのは幸運だったと言えた。

　そうしてしばらく体を休めていると、コルティナが息を切らせて駆け込んできた。

　その後ろにはフィニアも一緒についてきている。

　おそらくは俺を心配してのことだろう。

　こうして俺はコルティナたちに、仕掛けられた毒について話すことになったのだった。




「で、これがその……？」

　俺が水袋に詰めて持ち帰った布袋を見て、コルティナは渋い顔をして見せた。

　直接触るわけにはいかないので、彼女も中を確認できない。

「……悪いけど、この話の続きはマクスウェルの屋敷でしてもらっていい？」

「むしろその方が賢明」

　マクスウェルならば解毒の魔法を使用できる。

　カッちゃんの術でも解毒できるのは確認済みだが、体力のあるクラウドがほぼ一瞬でここまで弱るほどの毒だ、何か後遺症がある可能性もあった。

　その対応には、あらゆる魔術を修めたマクスウェルがそばにいてくれた方が心強い。

「マクスウェルには知らせてないの？」

「今使いを出しているけど、こっちから押し掛けた方が話が早いわ」

「じゃあ、クラウドも連れて行かないと」

「そうね。未知の毒なら何があるかわからないもの。詰所じゃ対応できないかもしれない」

　コルティナがそう言うと、衛士がクラウドを担架に乗せ、運んでくれることになった。

　彼女の信頼は先の一件で大きく跳ね上がっている。衛士も率先して協力してくれていた。

「悪いけど急いでね。ことは急を要するかもしれないから」

「ハッ、お任せください！」

「ついでにこの子も乗せていってくれる？　彼女が体力無いのは知っているでしょ」

「それはもう」

「非常に不本意だ」

　コルティナの申し出を快諾する衛士だが、俺としては不服と言わざるを得ない。

　衛士はクラウドを担架に乗せ、その脇に俺をちょこんと乗せる。

　不服だが門の前で潰れたことは事実だし、楽にマクスウェルの屋敷まで運んでくれるというのだから、拒否する理由はなかった。

　屋敷に運ばれた俺たちを、マクスウェルは出迎えてくれた。

　ちょうど知らせを受け、詰所に向かおうとしていたところだったらしい。

　押しかけたコルティナを見て、事態の緊急性に気付き、快く迎えてくれたのだった。

「スマンがお主たちは、別室で待機しておいてくれるかの。茶くらい用意するでな」

「ハ、事情は理解しております」

「フィニア嬢ちゃんも」

「わかりました。ご用があれば、いつでもお呼びください」

　街全体を覆う病魔が人災だった場合、それを企たくらんだ者が誰かという問題にまで発展する。

　そうなると、解決や報復のため、聞かない方が幸せな話というのも出る可能性がある。

　危険を避けるためにも、彼らはその場に居合わせない方がいいと判断しての処置だ。

「それで……これが例の？」

「そうよ。クラウドくんが為なす術すべもなく倒れたところを見ると、かなり強力な毒」

「川の水に溶かして、それに触れた街の者が病にかかったというわけか。その原液ともなれば、無理もあるまい」

「それが中にあったのは粘液っぽい物だった。おかしいでしょ？」

「ふむ？」

　川の水に粘液状の物を浸したところで、すぐ溶け切ってしまう。

　その時間は半日どころか、数時間あるかどうかというところだろう。

　街の病は今や一週間以上にわたって蔓まん延えんしている。こまめな交換をしていないと、残っているはずがない。

「確かに効率は悪いな。そばに誰もおらんかったのかな？」

「誰もいない。帰りもつけられていなかった」

「運よく目を離したところに、クラウドくんが現れたのかもしれないわね。つくづく運の悪い……いや良いのかしら？」

　コルティナの言う通り、クラウドは何かと面倒ごとに巻き込まれやすい体質のようだ。

　しかしそのおかげで、流行病が毒による仕業だと特定できた。

　おかげで解決の糸口が手に入ったのだから、殊勲と言える。

「衛士を派遣して……いや、やつらでは分が悪いかもしれんな」

「そうね。彼らはどうしても重武装になってしまうから、待ち伏せには向いていないわ」

「かと言って放置するわけにもいかん。とりあえず現場はマテウスに張り込ませておこう」

「こういう時は隠おん密みつのギフト持ちって便利よね。レイドもそうだったけど」

「お主が一番酷使しておったからのぅ」

「わ、悪いとは思っていたわよ！」

　小さく頬ほおを膨らませるコルティナだが、彼女も無駄な指示を出したりしないことは俺も把握している。

　今さら、それを恨んだりなんてしない。

　軽口を叩たたいて場を和ませたところで、マクスウェルは水袋を開いて、中身を慎重に取り出した。

「布袋か。おそらく布の目の粗さで、水に溶ける量を調整しておったのじゃろうな」

「袋自体は珍しい物じゃないわね。普通の麻っぽいわ」

「中身は……ふむ？」

「薄い緑の粘液、と言うかゼラチンかな？」

「いや、ちがうな」

　コルティナの言葉を聞き、マクスウェルは即座に否定した。

　眉間に深いしわを刻み、同時に小さく指を動かして魔法陣を刻む。

　瞬時に展開したのは、浄化ピユーリフアイの魔法。

「どうして……毒が消えちゃったら証拠が残らないじゃない」

「そんなドジは踏まんよ。それより、こいつはかなり毒性が強い……ディジーズスライムの一部じゃ」

「スライムの？　そのせいで溶けるのが遅かったのね」

「触れるだけで人に感染する病魔をまき散らしおる。毒素の強い個体ならば空気を媒介にして広がる可能性もある。核はないので、自発的に動くことはないじゃろうが、その特性を利用して街に攻撃を仕掛けたらしいのぅ」

「それで浄化ピユーリフアイを使ったのね」

「さすがに空気感染はせんと思うが、念のための」

　つまり、あのままだと俺とコルティナが感染した恐れがあったのか。

「放置するわけじゃ。見つけた瞬間に病毒に感染するのではな」

「性た質ちの悪い話ね」

　とりあえず原因は特定できた。

　解毒アンチドートだけでなく解病キユアデイジーズという魔法も必要になるらしい。

　マクスウェルはさっそくその情報を街の治療師に知らせ、対処に当たっていた。

　同時にマテウスには森の中の川沿いを調べるように指示しておく。

　これでよっぽどの相手でない限り、取り逃がすことはないはず。




　それから数日で、街を覆っていた疫病は、波が引くように収まっていったのだった。

　毒物を発見してから三日が経たっていた。

　原因を特定したため病人たちは瞬く間に快方に向かい、街の活気は次第に戻りつつある。

　ミシェルちゃんとレティーナの熱も下がって、おばさんも元気を取り戻していた。

　とはいえまだ経過を見る段階で、外を出歩く真似まねはできないらしい。

「でも、わたしがかからなかったのは不思議」

「んー、それ？」

　朝食時、俺はコルティナに少し疑問に思っていたことを尋ねてみた。

　フィニアも朝食に同席しているが、別に聞かれて困ることではない。

「ほら、自慢じゃないけど、わたしって身体が弱いじゃない？」

「ホント、自慢にならないわよね」

「コルティナ、茶化さない。それなのに、わたしが病気にかからなかったのは妙だなって」

　俺が首都に戻ってから数日は軽く経過していた。その間に水も何度も口にしている。

　だと言うのに、フィニアもコルティナも、そして俺も病気になることはなかった。これを疑問に思っていたのだ。

　だがコルティナは、さも当然という表情で答えを返す。

「ほら、ニコルちゃんは前に女王華の蜜を摂取してたでしょ？　それから、魔力吸引のために私たちとキスもしてたし」

「う……そ、そう、だね？」

「その女王華の蜜が病毒の予防に役立つらしいのよ。マクスウェルが言うには」

「へぇ」

「で、そのニコルちゃんとキスしていた私たちも、その免疫力を得ていたんでしょうね。だから我が家だけは病気にかからなかった」

「じゃあ、クラウドは？」

　俺たちは前もって免疫を持っていたが、クラウドはそうではない。

　しかもあいつはこの街から離れていないため、病毒の影響は大きかったはずだ。

「この街で病にかかっていなかった人は結構いるわ。何らかの理由で抵抗力を持っていた人もいるってことでしょ」

「その何らかを知りたいんだけど」

「それがわかれば、苦労しないわよ」

　手を広げて溜ため息いきを吐つくコルティナ。彼女はあくまで軍師であり医者でも治療師でもない。わからなくて当然だったか。

　だがクラウドが元気だった理由がわかれば、今後は対策を立てられるかもしれないのだ。

「……ちょっとミシェルちゃんとクラウドのところに行ってくる」

「はいはい、でも気を付けてね？」

　病魔が去ったとはいえ、根絶されたわけではない。仕掛けた犯人も、あれから姿を現していない。

　病み上がりのミシェルちゃんの元に向かい、俺が感染する危険をコルティナは指摘した。同時に犯人から狙われている可能性も。

　しかしコルティナの話が事実なら、俺にはディジーズスライムの病毒は効かない。彼女の元に見舞いに行っても、大丈夫なはずだ。

　ついでにクラウドにも、心当たりを尋ねることにするとしよう。




　ミシェルちゃんはベッドの中で力なく眠っていた。

　彼女の病は既に完治しているが、失った体力まではすぐに戻らない。

　クラウドが解毒後に動けなくなったことと同じだ。

「いつもすみませんね、お見舞いに来てもらって」

「いえ、お隣ですし」

　ミシェルちゃんのおばさんが、そう言って俺に飲み物を出してくれた。

　眠っている彼女の隣で、俺はその茶を啜すすりながら寝顔を見つめる。彼女が無事で本当に良かったと心底思えた。

　そんな俺の隣に椅子を出し、おばさんが座る。いつもならすぐに退室するのに、珍しい。

「何か用があるんです？」

「いや、その……ニコル様、変な連中と付き合ったりしていませんか？」

「変な連中？」

　まず脳裏に浮かんだのは、マクスウェルとマテウスの二人だ。確かに変な連中ではある。

　しかしマクスウェルは言うに及ばず、マテウスもマクスウェルの使用人としての地位を確立している。あいつならおばさんも、変とは言わないだろう。

「いや、妙な男がコルティナ様のことを尋ね回っていたらしくてねぇ」

「家を？　どんなやつ？」

「それが背格好も顔も目立った特徴のない男で、印象に残ってないんだよ」

「ふむ？」

　もう一人、コルティナの家に出入りする、妙な男はいたな。前世の俺だ。

　だが、レイドの姿はある意味特徴的だ。ボサボサの髪や、闇に紛れやすいように濃紺のコートを羽織っている。しかも手にはがっしりとした手甲付き。

　印象に残らないはずがない。

「ちょっと、心当たりはないかなぁ？」

「そうかい？　でも、気を付けるんだよ。ニコル様はすごくお綺き麗れいになられているから」

「それは喜んでいいのか、悪いのか……」

　女として綺麗になっても、それは俺の目指す目標ではないのだ。

　その男のことを一通りおばさんから聞き出して、俺はミシェルちゃんの家を辞した。

　彼女の命に危険がないのであれば、長居することは彼女の負担になるだけだ。

　男のことはとりあえず、あとでマクスウェルとコルティナに相談しておこう。




　次の目的地であるクラウドの元へ行く途中、俺の前に小さな人影が立ちふさがった。

　見慣れた──というほどではないが、馴な染じみあるその姿は見間違えようがない。

「おひさしぶりです。お元気そうで何より」

「白々しい。この間のゴブリン戦で会ったばかりじゃないか」

　何かと俺に手を貸してくれる白い神が、目の前に立っていた。

　だが、それはそれで都合がいい。彼女にはいろいろと聞きたいこともある。

「ここじゃなんですから、人ひと気けのない場所に行きませんか？　ぐへへ」

「別に構わないけど。なんだよ、その笑い方」

「幼い子を誘う時はこう笑うものだと思っていましたので」

「絶対に違うから矯正しろ。後、もういい加減幼いという年代から抜け出しているからな」

「そんな感じですねぇ。おのれ、順調に育ちおって」

「どこを見ている!?」

　思わず胸元を押さえて身を捩よじる。怖おぞ気けが走るとはこのことだ。

　だが破戒神はそんな俺の姿を見て、うんうんと小さく頷うなずいた。

「なんだよ？」

「いえ、順調に女性として成長しているようで、良かったと」

「良くねぇよ！」

　二人で並んでブラブラと歩きながら、公園へと向かう。

　行き交う人々の視線がビシビシと突き刺さってくるのも、無理のないことだろう。

　俺はこの街でも有名な美少女らしいし、そしてこの白い神も……今では俺より幼く見えるとは言え、引けを取らないほど神秘的な少女だ。いつも首輪をつけているのが謎だが。

「それで、何か聞きたいことがあったんじゃないですか？」

「ああ、いくつかな……まず北の大岩。壊した上に封印まで施したのは、お前か？」

「そうですよ。あそこに地脈があるのは知ってました？」

「ああ」

　俺が頷くと感心したように口を尖とがらせた。

「なんだよ」

「さすがあのお爺じいさんは博識です」

「なんでマクスウェルから教えられたと思った？」

「あなた、そういう知識は疎かったでしょう？　それより、そこでゴブリンロードが発生しちゃったようでして」

「あいつ、地脈で……！」

　デンが地脈の力を得て変異したように、ゴブリンもあの地脈の力を受けたというわけか。

　そう言えばあのゴブリンロード……いくらロードといっても、信じられないほどの怪力を発揮していた。

　いや、ゴブリンがロードになっただけでも変異しているというのに、さらに変異するというのは考えにくい。

「あのゴブリンロード、さらに変異して怪力になっていたぞ」

「それは奴やつの生態によるものですね。地脈の力を受けて変異したゴブリンロードが、同じように影響を受けたゴブリンを食い散らかしたせいで、過剰変異を起こしたんです」

　ゴブリンロードは増え過ぎた仲間を食らって、群れを維持していた。

　影響を受けた仲間を食うことで二重に変異を受けた結果が、あの怪力の原因だったのか。

「なるほどな。では次。クラウドが病にかからなかった理由は？」

「スライムの病毒ですね。あれは水によってかなり薄まった状態で街に流れ込んでいました。そのおかげで多少生命力の強い人間には、効果が薄かったんですよ」

「クラウドは盾役をやっているだけあって、体力があった。それでか」

「ミシェルちゃんは、なんだかんだ言ってもまだ子供ですからね。それにレティーナちゃんも種族的に打たれ弱いですから」

「あと最後に一つ」

「欲張りですねぇ」

「色々と暗躍しているようだが、あの毒を仕掛けたのは誰だ？」

「正直、答えられません。神様にもルールはあるのです」

「肝心なところで使えないなぁ」

　俺の罵倒を聞き、むきになって両手を振り回して殴り掛かってくる破戒神。

　俺はそれを軽々と躱かわして逃げ回った。




　その日、公園で信じられないほど美しい姉妹が、無邪気に戯れる光景が見られたという噂うわさが、街に広がったそうだ。

　俺と破戒神は公園内を散々駆け回った後、二人して芝生の上でぶっ倒れることになった。

　おかしい、体力的には俺の方が勝っていたはずなのに……と思ったら、あの野郎、ちゃっかり荷役カーゴの魔法をかけてやがった。ずるい。

　この後はクラウドのもとに話を聞きに行く予定だったのだが、白いのから真相を聞き出したため、その意味は無くなった。

　見舞いと言うならレティーナの方にも行きたいのだが、彼女は仮にも侯爵令嬢。

　そして俺は英雄の娘である。あまり入り浸るとあらぬ疑いをかける連中も出てきかねないので、彼女の屋敷には必要最低限の用事がある時しか訪れないようにしていた。

　薄情に思われるかもしれないが、これは彼女のためでもある。




　そんな手持ち無沙汰な状態で、俺は白いのと別れ、帰路についていた。

　そして人通りの少ない路地に入って、俺は足を止める。

「誰かな？　つけているのはわかってるよ」

　公園を出た辺りから、俺は背後に人の気配を感じていた。

　窓ガラスなどで背後を何度か確認し、その姿を捕らえることもできている。

　一見したところでは中肉中背の、どこにでも居そうな男の姿。

　俺に気付かれていたことを察したのか、背後の角から一人の男が姿を現した。

　痩せ細っているわけではないが、どこかひょろりとした体格。見慣れた濃紺のコートに、ボサボサの髪とごつい手甲。

　それは俺が散々目にした男の姿──前世の俺だった。

「やあ、君がニコルちゃんかな？」

「そういうあんたは、レイド……ってわけじゃないよな？」

「なぜそう思うんだい？」

「少なくとも本人じゃないことだけはわかるんだよ」

　何せ、俺が本人だからな。つまり目の前のこいつは、俺に変装した誰かってことになる。

　おそらくは奴が、おばさんの言っていた怪しい男なのだろう。

　近所の人から話を聞き、出入りする俺に姿を変えて、住人──すなわち俺かコルティナに接触する。それが目的か。

「なぜわかるんだい？」

「姿を隠している人に答える必要、ある？」

「もっと人を信用して欲しいなぁ。噂じゃ元気で素直な子だって評判だったのに」

　まるで無防備を証明するかのように、両手を広げて俺に近付いてくる男。

　距離にして二メートルまで近付いた時、俺は腰に下げていたカタナをおもむろに引き抜き、斬りつけた。

　ゴブリンが市内に侵入し、その分治安が乱れていたため、街中でも武装するようにしていたのが功を奏していた。

　そして目の前に立つ男は、俺がレイドであることを知らず、同時にレイドの姿を知り、コルティナに正体を隠して接触する意思がある相手だ。

　そんな相手に遠慮してやる義理なんて、俺にはない。

　カタナ特有の、納刀状態からの斬撃。いわゆる抜刀術を男に仕掛ける。

　これは鞘さやを刃筋のガイドラインにできるため、身体能力のすべてを剣速に回すことができる利点がある。

　更に鯉こい口ぐち部分で切っ先を弾はじくことで、限界以上の速度で斬りつけることができる。

　踏み込みつつ斬りつけたことで、男が近づいた二メートルという距離は完全に俺の間合いの内となった。

　完全に不意を突いた一撃、それは男の首をめがけて放たれていた。

　しかし男は仰のけ反ぞるようにしてその攻撃を躱す。

　身体強化する前の斬撃とはいえ、一般人なら避よけられるような攻撃ではなかったはずだ。

　つまり、この男はそれなりに心得がある敵ということだ。

「うわっ、いきなり斬りつけてくるかな、物騒な」

「うるさい。その姿を取っていること自体、腹立たしいんだよ」

「おや、保護者を取られて嫉妬しちゃったかな？」

「お前は偽者だろう！」

　図ずう々ずうしいことを放言する男に、俺はポケットに手を突っ込んで、持ち歩くようにしていたピアノ線を引っ張り出す。

　抜き出す動作から攻撃に直結させる。しなりながら首元に伸びた糸を、今度こそ倒れ込みながら避ける男。

　俺はその男に覆いかぶさるようにカタナを突き込んでいく。

　だが俺の刺突は男を捕らえることなく地面に突き立った。

　奴がどう避けたのか、目の前にいた俺ですら理解できなかった。

　だが俺のすぐそばに奴がいる。それだけはわかったので、反射的に首に向けて糸を飛ばし、絡める。

　糸は男の首に絡みつき、俺は引き裂くように糸を引き──そして糸が解ほどけた。

「なっんだとぉ!?」

　まただ。目の前にいたというのに、どう解かれたのか理解できなかった。

　相手の得体のしれない回避に俺はとっさに距離を取る。

　正直言って、これは屈辱だ。正面から一方的に攻撃を仕掛けたのに、一切ダメージを与えることができなかった。

「驚いたな。糸も使うのか」

「何者だ、お前」

「レイド、って言っても君たちくらいの歳としならわからないかなぁ？」

「いい加減、そのヘタな芝居をやめろ」

　本気の殺意を込めて、男を睨にらむ。こんなやつを野放しにしておいては、コルティナが俺と勘違いして罠わなに嵌はめられかねない。

「おお、怖い怖い。まあいいか？　僕の名前はクファルって言うんだ。以後よろしく」

「なるほど、覚えておくよ！」

「うん、僕も覚えたよ。糸使い……イヤな記憶を刺激してくれる！」

　互いに叫んで敵意の視線を飛ばし合う。もう一度斬り込もうと踏み込んで行くが、しかし男は俺より一瞬早く距離を取り直した。

　男は飛び退すさって腕を振り、同時に俺も糸を飛ばす。

　斬りつけるように操作した糸は、確かに男の身体を捉えたが手応えが鈍かった。

　致命傷には至っていない。そして男の腕からは何か液体のようなものが飛来し、俺はそれを転がって躱す。その液体は壁や地面に飛び散り、白い煙を上げて石を溶かす。

「──酸!?」

　どこにそれを仕込んでいたのか。いやあの手甲はそういう代物を隠し持つには最適な武装だ。酸を飛ばす仕掛けを仕込んでいてもおかしくはない。

　一回転して起き上がり、追撃を警戒して視線を男の方に向ける。

　しかしその時には、男は再び路地の角へと姿を消していた。

「なんだってんだ、あいつ……」

　だが、この一件は俺一人で抱えておくのは無理がある。放っておけばコルティナが危険に晒さらされかねない。

　特にレイドの姿となれば、彼女の警戒心はまったく働かないだろう。

　だが本人に直接言うわけにはいくまい。下手をすれば俺と本物のレイドが殺し合ったという認識をされかねない。

「そうなると……やはりマクスウェルに話を持っていくしかないか」

　どうやら最優先で向かう場所ができたようだった。




　俺はその足でマクスウェルのもとに向かい、先の出来事を報告した。

　それを聞いたマクスウェルは、困った表情をして見せる。

「レイドの振りをした敵か。また妙な相手を……」

「おそらくコルティナの家に出入りする俺を見て、変装したんだと思う。声はかなり若そうだった」

　この状況のヤバさを、マクスウェルは理解していた。

　俺の正体を知るマクスウェルはその相手を警戒する理由がわかるが、それを知らないコルティナは無防備に俺の姿をした敵に近付きかねない。

「それほど見事な変装じゃったのか？」

「ああ、俺が保証する。あれは俺でも見分けが付かないかもしれないな」

「その変装、魔法を使ったものかわかるかの？」

「魔法……その可能性もあったか」

　奴と剣を交えた時、何度も違和感を覚えた。

　確実に捉えたと思った攻撃が、外れてしまったことだ。

　もし、俺が幻覚の指輪でやっているのと同じように、幻覚を纏まとっていたのだとすれば、体格のズレで攻撃が外れたという解釈もできるはず。

「だけど……なんだかしっくりこない」

「幻覚ではなかったかの？」

「最後にはなった糸、鈍いけど手応え自体はあったんだ。ただそれがどうも、な」

「納得いかんのか？」

「手応えはあった。だが肉を斬った手応えではなかった」

　俺の感想を聞き、マクスウェルはヒゲをしごきながら思案する。

「いくつか可能性はあるがの。一つは相手が人間じゃなかった場合じゃ」

「というと？」

「例えば、使い魔を使用した場合」

「人型の使い魔とか、聞いたことが無いんだが」

「そのまま使うとは言っておらん。使い魔に幻覚を纏わせることもできる」

「ふむ？」

　マクスウェルの意見を俺は腕を組んで吟味する。

　手応えが肉ではないということは、別の何かという可能性もある。

　例えば……毛の長い何かだった場合。

　長毛のウサギなどの動物だった場合、その毛を刈り取ってしまったら、肉を斬る手応えは残らない。

　使い魔なら切った毛は本体から外れた段階で土塊に戻るので、証拠になるものは残らない。

「確かにそれだとつじつまは合うかもしれないんだが……何か違う感じがするな」

「ほう、どう違う？」

「奴やつは不意打ちの抜刀を躱かわして見せた。そんな反応速度は使い魔では出せない」

「ふむ、ではゴーレムだった場合は？　反応速度は上がるし、視界をゴーレムに移す術も存在するぞ」

「ゴーレムだった場合も、納得できない。動きにゴーレム特有のぎこちなさはなかった。それに酸を飛ばすギミックまで使用していたぞ」

「なるほどのぅ。しかしここで議論しても答えは出ん気がするな。しょせん推論にすぎん」

「まぁな。問題はコルティナにどう警戒を促すかだ」

「それはワシの方から伝えておこう。幸いネタもあることじゃしな」

「ネタ？」

　そこで俺はマクスウェルから北部での出来事を聞かされた。

　魔法を感知するエリアで、見事な変装をして連絡を握り潰した存在がいたこと。

　それは今回の俺の経験と重なる。

「魔法じゃない変装か……ミシェルちゃんのところに聞き込みに来た話もあるから、合わせて警告しておけば、コルティナも気を付けるだろうな」

「うむ、じゃがその場合、お主を見分ける手段がない」

「メンドくせぇな。なんかないか？」

「なんでもワシに投げっぱなしにするでない。とは言え、そうじゃな……レイド、その男は匂いはどうじゃった？」

「匂い？　そう言えば、特に何もなかったな」

「外見だけならどうとでも真似まねられる。では特徴的な匂いを纏うというのはどうじゃ？」

「と言っても、俺とわかるような匂いなぁ。心当たりはないんだが」

　香水というのは確かにいい手かもしれないが、ありきたりなモノではあっさりと真似をされてしまい、意味がない。

　つけるならば特徴的な、他に真似のしようがないようなものを選ばねばならない。

　俺にはそれはまったく心当たりがなかった。

　マクスウェルも心当たりがないのか、しきりに首を捻ひねっている。

「貴重な香水ならば、いくつか持ってはおるが……真似できないというほどではないの」

「俺もそっち系は一切興味がなかったからな。むしろ強い匂いは仕事の邪魔だったし」

「ライエルに相談しても無駄じゃろうな」

「あの朴念仁は、俺を超える」

「いや、それはない」

「なにおぅ!?」

　怒ってはみたが、確かに奴は俺より先に結婚している。そういう意味では俺より甲か斐い性しようがあったということかもしれない。

　だからと言って、香水というオシャレに興味があるようには見えないので、相談は意味がないだろう。

「ガドルス……問題外だな」

「酒の匂いなら嗅ぎ分けられそうじゃがな」

「こういうのはやはり女性が有利か。マリアかコルティナはどうだ？」

「期待薄じゃのぅ。他にない匂いというのが致命的じゃ。ワシらだけでは埒らちが明かんの。外部の協力者に頼むしかないか」

「外部っても誰がいるんだ？」

「いつもの御仁じゃよ」

　マクスウェルが尊敬を込めて御仁という人物など、一人しかいない。

　そしてそいつの知識は、俺にとっても底が知れない。

「師匠か。確かに奴なら何か考えてくれそうだ」

「じゃな。さっそく向かいたいが、時間はあるかな？」

　今の時間は夕方に差し掛かろうかと言うところだ。転移門ポータルゲートが使えるマクスウェルなら夕食時までには充分に戻ってこれるだろう。

「ああ、おそらく大丈夫だ。それに事は一刻を争うからな」

　とりあえず今回は追い払ったので、さすがに今日中にちょっかいは出してこないだろう。

　だが明日はわからない。できるならば、今日中に俺の確認手段を確保しておきたかった。

「準備は、まあ必要ないじゃろ。今回は早さ重視じゃ。行くぞ」

「おいおい、さっそくかよ」

「マテウスは張り込みをさせておるから、この家にはだれもおらん。戸締りするだけでいいんじゃ」

「さっさとしてきたら？」

「魔法で一括施錠できるんじゃよ」

「クッソ、無駄に便利なことしやがって」

　おそらくは施錠ロツクの魔法を範囲拡大して家中に掛けるのだろう。

　現に目の前で詠唱するマクスウェルは、ただの施錠ロツクの魔法とは思えないくらいの魔力を放出していた。

　一息に家中を施錠し、そして転移門ポータルゲートを開く。

　相変わらず無む茶ちやな魔力の使い方をしていると思うが、この爺じいさんにとっては負担にすらならない。

　そして俺は門の中に飛び込み、アレクマール剣王国へと向かったのだった。




　俺とマクスウェルは例によって師匠を頼るために、再びマレバへ来ていた。

　まずは代金を用意するために俺の隠れ家に寄ることにする。

　ここは完全変異してしまったデンがいたはずなので、いきなり入ったりせず、ドア……というか、窓をノックした。俺は紳士なのだ。女だけど。

　いや、勝手に中に入って、以前みたいに奇襲されたくないというのが正直なところだ。

「デン、いるか？」

「これはニコルお嬢様。ようこそお越しくださいました」

　以前よりさらにハッキリとした、安定した発音の中低音の声。その落ち着いた響きは元男の俺にも魅力的に聞こえる。

　っていうか、なんだこの魅惑のバリトンボイスは？

　しばらくして窓が開けられ……そこにはさらに変異が進んだデンの姿があった。

「お前、誰やねん」

　その姿を見て、またしても東方の一部地域の方言が出てしまうくらい、俺は驚いた。

　以前は二メートル以上あったデンの身長は、二メートルを切るまで縮んでいた。

　四角く角ばっていた強こわ面もての顔はすっきりと面長に変化している。

　さらりとした前髪が切れ長の瞳に掛かり、口元から覗のぞく牙は小さくなっていて犬歯と呼べる程度の大きさになり、チャーミングな魅力を放っていた。

　角も目立たなくなっていたので、はっきり言って大柄な半魔人族と言われても全く違和感がない。

「は？　デンでございますが」

「いや、短期間で変わり過ぎだろ」

「そうですね、私もその辺はさすがに驚いております。アスト様ならば詳細もご存じかと」

「その辺も含めて奴には聞きたいことができたな。まずはあいつに仕事を依頼したいので、料金を取りに来たんだ」

「わかりました。では中へどうぞ」

　デンに招かれ、俺は自分の隠れ家に足を踏み入れる。

　中は照明によって明るく照らされ、非常に住み心地がよさそうになっていた。

「この改築リフオームも留とどまるところを知らねぇな」

「お気に召しませんでしたか？　ニコルお嬢様に気持ちよくご滞在いただくために、私なりに工夫してみたのですが」

「いや、居心地よくなる分には構わないよ」

　くそ、そのイケメンボイスと子犬のようなションボリ顔は反則だぞ。

　デンに先導され地下に向かうと、そこは持ち込まれた棚によって徹底的に整理整頓された、俺の宝物庫になっていた。

　もう、隠れ家自体もダイナミック変異を起こしている。

「こ、これは──」

「財宝に区分分けがされておりませんでしたので、勝手ながら私が整理させていただきました。現金関係はこちらでございます」

「お、おう」

「これは驚いたの。レイドよりも清掃が行き届いておるとは」

「お前、もうマテウスを首にしてデンを雇ってみるか？　今なら街中でも目立たないぞ」

「やめておこう。あの外見では、近所の奥方たちが大騒ぎしそうじゃ」

　半魔人としては大きめの角や牙が残ってはいるが、それほど目立たず、半魔人族と言い張れないこともない。

　今のデンを見て、元がオーガと推察する者は少ないだろう。

　だがイケメン変異しすぎだ。正直敵意すら抱きかねないほどに。

「ニコルお嬢様、とりあえず金貨を百枚ほどご用意いたしましたが？」

「ああ、ありがとう。俺も相場はわからないから、そのくらいでいいんじゃないかな。足りなくなったら、また戻ってくればいいし」

「承知いたしました。少々重いので私がお持ちします」

「助かるよ」

　前言撤回、実に気が利く対応である。俺の敵意は霧散した。

　実際金貨も百枚ともなれば結構な重さがある。俺ではまず負担になるし、マクスウェルでも疲労が溜たまるだろう。

「実にチョロい対応じゃな、レイド」

「チョロい言うな」

　この身体になってから荷物というのは一つの課題になっている。それを運んでくれるのだから、感謝しても罰は当たるまい。

　そこで俺は、ある一角に視線を奪われた。そこには俺の黒歴史……もとい、コレクションの数々が本棚に並べられて陳列されていたのだ。

「で、デン！　一つお願いがある」

「はい、何でございましょう？」

「その本棚には外から見えないよう、カーテンを掛けておいてくれ。頼むから。大至急で」

「は？　ああ、そういう……承知いたしました」

　くそう、俺の趣味がデンにまで知られてしまったということか？

　いや、ここに奴を住まわせると決めた段階で、この事態は想定しておくべきだったか。

　とにかく、済んだことはもはや振り返るまい。いや、思い出したくない。

　俺はそそくさと地下の宝物庫から逃げ出したのだった。




　俺たちはデンを引き連れそのまま中腹付近の師匠の隠れ家に向かった。

　どうせあの得体のしれない男のことだ、俺たちが来訪したことくらい、すでに察知しているだろう。

　俺の隠れ家も放置しておくのは心配ではあるが、あの男の監視がある以上、下手な盗賊連中がやってくるとは思えない。

　案の定、師匠の隠れ家に行くと、その門は既に開け放たれており、いかにも中に入ってこいというオーラを発散していた。

　俺はマクスウェルと顔を見合わせ、苦笑しながら肩を竦すくめて見せる。

　なんとも奴やつらしい、ひねくれた歓迎の仕方と言える。

　俺たちは洞窟の中に入り、その奥にある扉をノックした。

　間を置かず、奴の不機嫌そうな声が返ってくる。

「開いている。見ればわかるだろう。さっさと入れ」

「一応礼儀だよ、礼儀」

　俺はそう悪態を吐つきながら、中に入る。

　そこには例によって、銀の指輪を削り出している師匠の姿があった。

「また来たか。今度は何の用だ？」

「いや、度々お力に縋すがって申し訳ないとは思うのですがの、ワシらではどうにも良案が浮かばぬ事案がございましてな」

「ほう？　博識と名高いマクスウェル老の手に余る事態とな？」

「お前、俺と偉く態度が違わないか？」

「傍若無人なお前と、この謙虚な紳士を一緒に扱う方が無礼だろう」

　あんまりな言葉に俺は憮ぶ然ぜんとして唇を尖とがらす。その仕草を指さし、師匠は言い募った。

「それに今は小娘だからな。その仕草も、随分少女らしさが板についているじゃないか」

「これは演技の都合上だっての！」

　俺と師匠がやり合っている間に、デンが金貨をマクスウェルに預け、奥へと消えていく。

　どうやら茶を淹いれに行ったらしい。

　この隙に、俺はデンの変化について聞くことにした。

　あの変化はいくら何でも異常過ぎる。まるで──そう、ゴブリンロードの変化のようだ。

「ん、デンの変化か？」

「ああ。いくら何でも異常過ぎるだろう？」

「それはこの山が、地脈の一つだからというのが影響しているのだろうな」

「ハァ？」

　待て、そんな話は初耳だぞ？

　ここが地脈だというなら、もっと危険な生物とか出ていてもおかしくはないはず。

　そこまで思考してから、俺はそれがあり得ないことに気付いた。

　この山でそんな危険生物が発生しても、目の前の男が即座に処分するに決まっている。

　他にも俺の体調にも変化が出ても……と考えたが、師匠なら何とかしそうだった。

「そ、そういうものですかの？　いや、それより、地脈というのはそんなにあちこちにある物ですかな？」

　マクスウェルは強引に何かを納得させつつ、疑問を提示する。

　そうだ、これは重要な話でもある。もしそれほど多くの地脈が存在するというのなら、世界の戦力図に大きく影響を及ぼすはず。

「いや、この大陸には全部で五つ……いや、六つだな。その一つがここだ」

「それはその……放置していいものですかの？」

「悪用されないかという心配か？　ここに私がいる以上、悪用などさせんよ」

　確かにこの男が居座るこの山で、悪事に利用しようとする輩やからなど存在できまい。

　デンの変化も、そんな山に長居しているからこそ、発生したというわけだ。

「まあいいか。それからもう一つ。こっちは俺の依頼なんだが」

「依頼？」

「うわああああぁぁぁぁあああん！」

　そこで、奇妙な声が響いてきた。地の底から響く艶を含んだような、何とも言えない声。

　それを聞きつけ、その場に妙な沈黙が舞い降りた。

　だが師匠は少し咳せき払ばらいした後、席を立った。

「すまん。久しぶりに帰ってきた嫁が粗相をしでかしていたので、調教……もとい教育をしている最中だった。ちょっと黙らせてくる」

　そう言って席を立ち、床板の一部を持ち上げて地下室へ降りていく。この部屋に地下室なんてあったのか。初めて見た。

　時間にして十分ほどだろうか。しばらくすると声が聞こえなくなり、師匠が妙に艶々した表情で登ってきた。

「待たせた」

「いやいいけど……まさか家庭内暴力とか、そういうのじゃないだろうな？　生きているんだろうな？」

「安心しろ、苦痛は与えていない。それに殺しても死なん奴だ」

「そ、それはいいのか……？」

　とにかくここは深入りしない方がいいと、俺の本能が告げている。そこで話題を変えるべく、俺はこれまでの経緯を師匠に話して聞かせた。

　その途中デンが戻ってきたが、この話については聞かれて困るものではない。

　この場にいる連中は、俺の正体について知っている奴らばかりだ。

「ふむ、お前個人を識別するために、特徴的な匂いを放つ香水を用意したい、と」

「そうだ、できれば模倣できないような物がいい」

「ワシらはその、洒落しやれっ気けというものが少ない仲間ばかりでしての。なかなかいい案が浮かばず、困り果てておりました」

「あるぞ」

「まあ、お前だって洒落っ気は無いから、こんな相談しても無駄かもしれんが……って、あるのかよ!?」

　あっさりと断言して除のけた師匠に、俺は思わずお約束なツッコミを入れてしまった。

「唯一無二な香水だぞ？　見るからに引き籠こもりなお前に用意できるのか？」

「凄すさまじく失礼な言い草だが、まあ心当たりがあることはある」

　そう言うと師匠は席を立ち、奥の部屋へ消えていった。

　数分して戻ってきた彼の手には、緑色の小さな粒が載せられていた。

　成人男性の親指の先くらいの大きさの粒と言うには少し大きな球体は、その大きさのわりに、盛大に青臭い匂いを周囲に振りまいていた。

　だがそれは、不快な匂いではなく、濃密な植物の匂いともいうべき、独特の物だった。

「これは？」

「霊薬『エリクサー』だ。今はもう入手が難しい代物だな」

「はぃ？」

「エリクサーですが、何か？」

　待て待て。それは確か、神話に出てくるアレか？　世界樹の内部にある迷宮の最上層付近で入手でき、一口口にするだけであらゆる傷や病を癒いやして見せたという……

「伝説の薬じゃねぇか!?」

「そうだ。だがこいつの匂いならば、替えを用意することなどできん」

「確かにそうだがなぜお前がそれを……いや、そう言えば、冒険者時代に迷宮に入っていたと言っていたな」

「ああ、その時に入手した残りだな。もうこいつしか残っていないが」

「確かにそれなら替えは用意できないだろうが、それに見合う報酬を用意できんわ！」

「構わん。どうせ死蔵していたものだ。役に立つなら、お前が持っていけ」

「そう言ってくれるのはありがたいが……」

　確かにこの独特の匂いならば、真似まねされる恐れはない。

　しかもくれるというのだから断る理由もないのだが、さすがにここまでの代物となると、俺でも気が引ける。

「気にするな、引退した身には不要の代物だ。確かにお前にやるのはいささかもったいないが、そのせいで危険な目に遭う女がいると聞いては、捨ておけん」

「コルティナ目当てかよ！　やらんぞ？」

「いらん、こう見えても嫁一筋だ。その粒を砕いて六つに分け、各自が持ち運べば目印になるだろう。日頃は密封できる容器に入れておけば、匂いも漏れない」

「この匂いはどれくらい保もつ？」

「少なくとも千年は保ったな。神話の通り」

　どういう状態で手に入れたのか知らないが、入手した当時も剥むき出しだったのかもしれない。だとすれば、この薬が神話に登場する千年前から、匂いを発し続けているということになる。

　これを六英雄のそれぞれが持ち、その匂いを本人の目印にすれば、あの変装上手なクファルといえども姿を騙かたることはできまい。

「なんというか、すまないな。これほどの物まで用意してもらって」

「何度も言うな、俺には必要なくなった物だし、今回はお前に借りがある。それよりさっさと戻って女のところに顔を出してやれ」

「借り？　あ、巻物スクロール切れたから追加も頼む」

「遠慮したと思ったらそれか。まあ、用意してあるが」

　師匠は再び席を立ち、机の脇のなんだかよくわからない資材が山積みになった場所をかき分け始めた。

　そのたびに埃ほこりが舞い上がるが、その程度を気にするようでは、冒険者などできない。

　困るものと言えば、デンが少々服に付く埃を気にしている程度だ。こいつも綺き麗れい好きになったものだな。

「あったあった」

「そのゴミ溜ための中に置いてたのかよ」

「一応魔道具だから、汚れはしても壊れはせん。気にするな」

「なんだかねばねばした液体が引っ付いているんだが？」

「それはヒュージクロウラーの糸を溶かして、布状に加工できないか試した時の失敗作だ」

「大人しく布にしろよ」

「編み目から空気が漏れるのが気に入らなくてな」

　また妙な発明に励んでやがる。こいつから、さらなる改造アイテムが生み出されるのも、時間の問題だな。

「まあいいか。今回は世話になったな。そうだ、さすがに金貨百枚程度じゃ礼にならないから、必要ならまた俺の隠れ家のアイテムを好きに持って行ってくれて構わないぞ」

「いいのか？　さすがに邪竜の素材に匹敵するとは思えんのだが」

「お前も言ったろ。俺じゃ有効活用できない。なら、お前が使ってくれた方がいい。そしてお前が使ってできた品を俺が使う。実に正しい互恵関係と言える」

「それはお前が一方的に益を得ているだけに聞こえるが……いいだろう。好きに使えるというのは、確かに魅力的だ」

　そう言うと早速紙を引っ張り出し、何かを書き始める。何かの設計図のようだ。

　こうなるといつまでも邪魔していると、本気で邪魔者扱いされそうである。

　デンも慣れているのか、飲みかけのカップを片付け始めていた。

「それじゃ、俺たちは帰る。デンも元気でな」

「はい。ニコル様も、お元気で」

　にっこりとイケメンフェイスに変化した顔に笑みを浮かべるデン。

　正直言うと、無邪気な笑みに少しばかりぐらついたのは、気の迷いに違いないだろう。




　俺とマクスウェルはラウムに戻ると早速コルティナの元へ向かった。

　もらったエリクサーは六つに砕いて、六英雄それぞれが持つことにする。

　そのためには俺は一工夫しておく必要があった。

　それは俺がニコルである時に匂いが漏れないような容器を用意しておくことだ。

　同時にレイドに戻った時、匂いが漏れるような容器にする必要もある。

「つまり、密封と開放を切り替えられる容器が必要ということじゃな」

「そんな都合のいいもの持ってるか？」

「いや、じゃがアスト殿を見て思うところはある」

「というと？」

「ないものは作ればいいのじゃよ」

　そういうわけで俺はマクスウェルの指導のもと、お守りタリスマンの中にエリクサーの欠片かけらを封じ込める細工をすることになった。

　もちろん、そんなにすぐに加工できるはずがないので、俺はマクスウェルの屋敷に居残って加工をすることにする。

　その間マクスウェルは、他の仲間の元を訪れ、事情を説明することにした。

　マクスウェルがいなくなったところで俺はお守りタリスマンの加工を始めていた。

　まず上部を切断し、切り離した下半分の中をくり抜いていく。これは振動短剣の機能が非常に役立ってくれた。

　上下に切断したため、保持するのに糸を巻き付けて固定する必要があるが、硬いファングウルフの牙でもバターのように切り裂けるのは実にありがたい。

　手首まで響く振動を堪こらえながら、切っ先を使って中を慎重に抉えぐっていく。

　内部に収めるのは欠片一つなので、それほど深くくり抜く必要はない。その後合わせ部分を抜け落ちないように加工してきっちり蓋が閉まるようにする。

「このままじゃあっさり抜けちゃうよな。なにかないかな？」

　俺は前衛をこなすので激しく動くことが多い。うっかり抜け落ちて匂いが漏れたら、事情を知る者には正体がバレてしまう可能性がある。

　そのためには抜け落ちないように、しっかりと固定できる細工が必要だ。

「と言っても、俺のだけ外見に違いが出たら問題あるしなぁ……魔法でどうにかできないかな？」

　俺が使える魔法は干渉系一つだけ。すでに中級までは使用できるようになっているが、モノを固定する魔法となると──そこで一つ思い出した魔法があった。

　それはジーズ連邦郊外の奴隷商の屋敷に押し入った時、マクスウェルが使った魔法だ。

「たしか……閉鎖ハードロツクだったか？」

　閉鎖ハードロツクの魔法。施錠ロツクと違い、鍵を掛けるだけでなく、完全に扉と壁を閉鎖し、さらに構造物質すらも強化してしまう干渉系魔法だ。

　構造に干渉する魔法なので、状況によっては使い道はある。

　だが干渉するのは開口部だけであり、その周辺の壁までは影響が及ばないので、屋敷でされたように、横の壁をブチ抜かれるなどという状況がよく発生する。

　今回はお守りタリスマンを密封するだけなので、その心配は必要ない。

「確か俺も学んだっけ。えーっと……」

　記憶の隅に放り込んだ、あまり使用しない術式を引っ張り出し、詠唱を開始した。

　閉鎖ハードロツクの魔法は一度封鎖すると、その効果は術者が解除するまで永続してしまうため、今後の維持に魔力などは必要ない。

　今回の目的のために使用するならば最適と言えよう。

　内部の窪くぼみに欠片を封じ、蓋をして術式を発動させる。

　カチリとしっかりと密着したのを確認してから、外れないか試してみたが、俺の力程度ではびくともしなかった。

　問題は匂いが漏れているかどうかなのだが、現在部屋の中にはすでに匂いが充満しているため、それがわからない。

　俺は作業していたマクスウェルの居間を出て、匂いの届かない範囲まで移動する。

　途中で玄関前を通った時、急に不審な男が屋敷に入ってきた。

「うぉ？」

「うぉとはなんだよ。来てたのか、ニコル嬢ちゃん？」

「なんだマテウスか。死ねばいいのに」

「いきなりひっでぇな!?」

　酷ひどいも何も、命のやり取りをした仲である。この程度の罵倒は罵倒のうちに入らない。

　それより、作業中に戻ってこなくてよかったというべきか。

「それにしてもなんだ、この匂い。めちゃくちゃ草臭くせぇんだが？」

「それ、マリアにケンカ売ってるからね？」

「ひぇ!?」

　この匂いは世界樹の樹液を濃縮したものと言っていい。確かに濃密な植物独特の匂いをしているが、臭いというほどではない。

　むしろ不快になるギリギリの、濃厚かつ絶妙な芳香と言えた。

　先の罵倒を世界樹教徒のマリアがきいたら、それこそ懇切丁寧に『癒して』もらえたことだろう。

　だがこれはこれで、ちょうどいいタイミングとも言える。

「そうだマテウス。わたし臭くない？」

「お嬢ちゃんはいつも乳臭ぇよ？」

「ブッコロス」

　俺が短剣を引き抜いたことで、マテウスは飛び退のいて手を上げていた。

　そこまで怯おびえるくらいなら冷やかさなければいいのに。

「まあ、冗談じゃなく答えると、屋敷ん中の匂いがきつすぎてさっぱりわからんよ？」

「むぅ、それもそうか」

　先ほどまで剥き出しで欠片を放置していたため、屋敷内はエリクサーの匂いで充満していた。

　そこで俺は、玄関の外に出て再度マテウスに確認してもらった。

　匂いというものは意外と慣れてしまいやすいため、俺の鼻では微妙な違いが判わからなくなっているからだ。

「ふむ？　多少草っぽい匂いがしているが、それほどキツイもんじゃねぇな？」

「じゃあこれは？」

　俺は欠片を封印したお守りタリスマンを、マテウスの鼻先に差し出した。

　奴は鼻を鳴らしてその匂いを嗅ぎ、再び首を振った。

「それほど特別な匂いはしないぞ？」

「よし、成功！」

　マテウスは暗殺者をやっていただけあって、感覚は鋭い。

　その彼が気にならないというのなら、密封には成功したと見ていいだろう。

　なお、この光景を目撃した口さがない近所の主婦に、『マテウスがマクスウェルの屋敷前で、うら若い乙女とイチャついていた』と噂うわさを流されることになるのだが、それは俺には関係のない話だった。

　いや無関係というわけじゃないけど……
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　マクスウェルはコルティナの元を訪ねる前に、ライエルとマリアとフィーナ、それにガドルスもつれてラウムに戻ってきた。

　本来なら一か月以上もかかる距離を一瞬で移動してしまうのは、彼の常軌を逸した技量ゆえと言える。

　そしてコルティナの家に皆を集め、レイドが経験した事情を自分の事情として語って聞かせていた。

　まだ手のかかるフィーナはフィニアに任せ、この家で最も大きい部屋──食堂で事態の説明を行う。

　カーバンクルも子守りを手伝ってくれるので、説明を行う食堂の隅に椅子を運んでそこでフィニアがフィーナをあやしていた。

　今回の話は彼女にも聞かせておいた方がいい、というマクスウェルの判断だ。

「なにそれ、レイドに変装した何者かが現れたって言うの？」

「今さらレイドの姿を知るものが、それほどいるとは思えないんだが……」

　あからさまに不快の感情を表すコルティナに、疑惑を口にするライエル。

　レイドの死は、すでに二十年以上昔の話になる。

　暗殺者という境遇上、レイドと親密に友ゆう誼ぎを結んでいた者は数少ない。さらに敵対者となると、数えるほどしか生き残っていないだろう。

　その職業上、名は知れ渡っていても、姿まではそれほど知られていない。それが六英雄の中でもレイドの特殊なところでもある。

　六英雄の像も、彼の顔だけは不明瞭にされていた。

　そんなレイドの姿に完璧に化けるというのは、よほどの縁がないと難しいはずだった。

「確かに。それにあのレイドが敵を放置しておくとも思えんしな」

「血の気は多かったわよね。怪け我がしてちょっと血が抜けた方がちょうどいいくらい。まあその分、手がかかったけど」

　深々と頷くガドルスと対照的に、マリアは弟のことを話すかのような態度を取っていた。

　実際、打たれ弱い彼は、最もマリアの世話になった存在ともいえる。

「そこでワシら個々人を識別するために、とある筋からこれを入手しての。これが発する匂いを目印に識別するようにしようと思う」

　そう言うとマクスウェルは懐から皮袋に入った霊薬エリクサーの破片を取り出した。

　封を開けた瞬間、濃密な緑の匂いが食堂中に広がっていく。

「結構きつい匂いね。これは？」

「重ねて言うが入手経路は教えられん。じゃがエリクサーの破片ということは確かじゃ」

「エリクサー!?」

　神話内に存在する万能薬。それが五つの破片になって目の前にある。

　その事実にその場にいた全員が驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　特に世界樹教徒のマリアは口に手をやったまま硬直していたくらいだ。

「そんなものどこで──いえ、話せないんだったわね」

「そうじゃ。そしてこれはこうして密封しておけば匂いは漏れん」

「そんな貴重品の匂いが目印なら、偽物に真似まねられる危険性はないというわけか。しかしよく手に入れたものだな」

「まあ、そこはワシの伝つ手てというものでな。レイドの奴にもすでに渡してあるから、今後はこの匂いがせん奴は偽物と思っていい」

「わかったわ。それにしてもレイドに化けるなんて、不遜なことを考える奴もいるのね」

「おそらくお主に近付くために選んだのじゃろうて」

　今のコルティナは、レイドのこととなると、その眼めを曇らせるほど彼に惚ほれ込んでいる。

　彼女に近付き、害を加えようと思えば、その姿を取るのが最も効果的であることは間違いなかった。

　その自覚はあるのか、コルティナは頬ほおを膨らませてテーブルに肘をついた。

　しかしいつもならそんな彼女の頭を妹にするかのように撫なでて、取りなしてくれる相方が──今回はまったく反応がない。

「ん？」

　そこでコルティナは、初めてマリアの異変に気が付いた。

　彼女は既に硬直から解け、涎よだれを垂らさんばかりの表情でエリクサーに見入っていた。

「ちょ、ちょっと、マリア──？」

「こ、これが伝説の……世界樹の樹液を濃縮したという……あの……」

　ハァハァと息を荒らげ、恍こう惚こつとした表情で欠片かけらを手に取るマリア。

　その目は今にも舐なめ掛からんばかりに常軌を逸していた。

「マリア、落ち着くんじゃ。それはそんな形なりをしておっても薬じゃ。舐めたら溶けてなくなるぞ！」

「ハァハァ、おっと、自重自重……ねぇ、あなたのなら一口くらいいいわよね？」

「全然自重できてない！　ダメに決まっているだろう。マクスウェル、どうにかしろ！」

「このまま放置しておいたら、夜中にこっそり口にしかねんの。そうじゃな……小さな籠っぽい入れ物でもあればいいのじゃが」

「それなら、これなんてどうでしょう？」

　そう口を挟んできたのは、フィニアだ。

　彼女が腰から取り出したのは、いつも身に着けている匂い袋ポプリだった。

　北の村にいた頃は小さな袋だったが、今では蔓つるを乾燥させた小さな籠のようなものに進化していた。

　そのままでは隙間から欠片が抜け落ちてしまうが、目の粗い布に包んで籠の中にしまっておけば、匂いだけが漏れ出す匂い袋になるだろう。

「なるほど、それなら匂いのきつさも適度に抑えられるし、持ち運びの邪魔にはならんな」

　ガドルスは感心したようにヒゲをしごく。

　彼は武骨なドワーフ族だけあって、身を飾る装飾品にはあまり興味がなかった。

　しかし作る方には興味があるらしいが、それはまた別の話である。

「では、フィニア。悪いけど人数分の袋を用意してもらえるかしら？」

「はい、あの……今は少し手が離せませんので、あとでもいいですか？」

「構わんよ。ガドルスとライエルたちには、あとでワシから配っておくわい」

「申し訳ありません、そうしていただけると助かります」

「ついでにレイドにもな」

「そう言えばアイツ、ゴブリン戦の時に戦場にいたのに挨拶もしないで姿を消したのよ？　ひどいと思わない!?」

　コルティナが憤慨した様子でパンパンとテーブルを叩たたき出す。

　その様子を見て、男性陣はげんなりとした表情を見せていた。他人の惚のろ気け話ほど面倒な話題はない。

「まあまあ、あやつも事情があるのじゃろうて」

「マクスウェルはもうエリクサーの欠片を渡したのなら顔を合わせているんでしょ？　なんで私のところには顔を出さないのよ」

「そりゃ、本性を知っておるかどうかの問題じゃよ。知られたくないと思っておるのじゃから、そっとしておいてやらんか」

「そーだけどぉ」

　膨れっ面のコルティナを見て、乾いた笑いを浮かべてからその場はお開きとなった。

　フィニアがフィーナをマリアに返し、食事の支度を始めていく。

　この日は久しぶりに、六英雄総出（レイドを除く）での宴会になったのだった。
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　マクスウェルの手によってエリクサーの欠片が配られた翌日、俺は彼の屋敷に呼び出されていた。

　いや、俺だけではない。ライエルにマリア、コルティナは元より、ミシェルちゃんとその両親、レティーナと両親、さらにはクラウドと彼の住む孤児院のシスターまで呼び出している。

　これだけの大所帯での話し合いになるからこそ、マクスウェルの広い屋敷が選ばれたとも言えよう。

「さて、今日お越しいただいたのは他でもない」

　場所を提供しただけあって、マクスウェルがまず口火を切る。

　さすがにいつもの居間では狭く感じるので、今日は広いテーブルのある食堂を利用している。

　ここは来客を歓待するため、かなり大きく作られており、この人数が一堂に会しても全く問題がない広さを持っていた。

「実は先に妙な男が現れおってな──」

　一転して、いつものフランクな口調に戻る。これは慣れないクラウドやミシェルちゃんに対する気遣いなのだろう。

　もちろん、その保護者たちも緊張しまくっていた。今にも心臓が口から飛び出さんばかりの形相だ。少し怖い。

「妙、と仰おつしやいますと？」

　彼らとは逆にこういう状況に慣れているのか、レティーナの父親──ヨーウィ侯爵が尋ね返す。

　今回彼らに話すのは、やはりクファルのことだ。

　俺たちの間では判別するための方法が確立されたが、奴やつが騙だまそうとするのは俺たちだけとは限らない。

　むしろ無防備な周囲の人間ほど、警戒が必要になるはずだ。

　そのためには今回決めた判別方法を周知しておく必要がある。それを知らせるために、皆に集まってもらっていた。

「ああ、ワシらに化けて悪さを企たくらむ輩やからが現れおったのじゃ」

「なんと!?」

　六英雄に変装する。そういった輩は、邪竜退治直後はわりと頻繁に現れていた。

　当時はまだ顔が広まっていなかったので、俺たちを名乗るだけで、各所でサービスしてもらえる。

　それ目当てに詐欺を働く小悪党が大量に発生した過去があった。

　しかし結局は俺たちの能力を真似しきるまではできず、やがては看破され、重罪に処されていった。

　今ではもう、そんな輩は、ほとんど存在しない。

「それは……不敬ですわね。世界を救った方に化けて悪事を企むなど」

　クラウドの保護者のシスターが、手を組んで神に祈りの言葉を捧ささげている。その姿は実に堂に入っていて、神聖さすら漂わせていた。

「まあ、そんなわけでワシらを判別するために、この匂い袋を持つことにしてな。これがない六英雄は偽物と思ってくれて構わんぞ」

「非常に強く、そして変わった香りですが……不快ではありませんね。まるで森の中にいるみたいな？」

「なんの匂いかは企業秘密じゃ。ネタがバレては真似される可能性もあるでな」

　マクスウェルはそう言っているが、実際は公表できないほどレアな品だからでもある。

　伝説の霊薬のかけらが入っているとか、世界樹教徒に知られたら聖遺物として没収される可能性すらある。

　教皇本人は意外と話が分かる人物らしいが、周辺の連中まで同じとは限らない。

「ふむ、事情は承知いたしました。確かにマクスウェル様の姿で近付かれたら、油断してしまいますからな」

　少しおどけた様子でヨーウィ侯爵が了承する。

　その道化染みた仕草に、ミシェルちゃんの両親たちは少し肩から力が抜けたようだった。

　この侯爵、人がいいだけでなく、なかなか場の空気を掴つかむ能力もあるらしい。

「それと今回集まってもらった理由はもう一つある」

「まだなにかあるんですか？　というか、それが本題のようですね。偽物騒動以上の話題となると、少し腰が引けてしまいますな」

「まあ、直接関係があるという面では、そうかもしれんの」

　そこでマクスウェルは、ミシェルちゃんの処遇について口にした。

　冒険者支援学園を卒業後、この街を出た方がいいこと。自分の庇ひ護ごも限界に達していることなどだ。

「さすがに前回の大活躍が……活躍し過ぎたと言うべきなのかしら。ちょっと抑えきれない連中も出てき始めているのよ」

「抑えきれないって？」

「貴族がね。ミシェルちゃんを配下にって」

「それって、戦争に連れていかれるってことですか？」

「その可能性も、充分にあるわ」

「そんなの、ヤダ！」

　コルティナの説明を聞き、ミシェルちゃんは立ち上がって異論を唱えた。

　その口調は、一般市民が六英雄に向かってしていいモノではないほど、荒い。

　彼女の両親は蒼そう白はくになって肩を押さえているが、それでも彼女の言葉は止まらなかった。

「あの時だって、ニコルちゃんが心配だったから、必死で撃ってただけなんだよ？　それに神様の力も借りたし」

「でも、それを理解しない連中もいるのよ。特にリッテンバーグ家とかね」

「マクスウェル様でも抑えられないんですか？」

「ワシとリッテンバーグ家では、家格はそう変わらんのじゃ。ワシは貴族位を捨てた元王族。奴らは王弟の血縁じゃったが、過去になんぞ問題を起こして侯爵に下げられておる」

「その問題って何よ？」

「それはワシもわからんのじゃ。何せまだ子供だった頃の話じゃからなぁ」

　コルティナの問いにマクスウェルは肩を竦すくめて答えて見せる。

　しかしマクスウェルが子供の時代というと、何百年も前の話になるぞ。

「そんなわけで、立場的にはワシ以上。ワシは引退した身じゃが六英雄であることを加味して、差し引きゼロじゃ。そして相手は現役の侯爵。血筋的には……」

「爵位は同じでも、私どもヨーウィ家より上ということになりますね」

「それに奴だけでなく、他の貴族も目を付け始めておる。じゃから永遠にとは言わん。数年でいいから街を離れほとぼりを冷ましてきて欲しいのじゃ」

「数年って……どれくらいですか？」

「四、五年かのぅ」

「そんなに──！」

「なに、そこで妥協案はもちろん考えておる」

　そこでマクスウェルは指を立てた。いつもの得意げな調子で、持論を展開していく。

「まずミシェル嬢には、ワシの知人の冒険者の宿を根城にしてもらう。そこはこのラウムの勢力圏外になるはずじゃ」

「知人ですか？」

「おう、ちょうど良いことに、ガドルスが新しく宿を移転する計画を立てておるからな」

「ガドルス様の!?　でも、一人だけなんて、寂しいよ」

「それならだいじょうぶ。わたしも一緒に行くから」

「え、ニコルちゃんも？」

「親友じゃない。今度はわたしが付き合ってあげる。問題は……」

　そこで俺は仲間の方に視線を向けた。

　レティーナとクラウド。この二人がどう判断するか、俺にはまだわからないのだ。

　視線を向けられたクラウドは、一瞬悩む仕草を見せたが、力強く頷うなずいて見せた。

　横に控えているシスターは、なんとも言えない表情でそんなクラウドを見つめている。

「俺は一緒に行くよ。どうせ来年には孤児院を出ないといけない年齢だったし」

「本当にいいの？　何年も帰ってこられないんだよ？」

「この間の戦いでよくわかった。俺はまだ全然力が足りない。もっと経験を積まなきゃ」

「クラウドが来てくれるのは、すごく心強いよ」

　俺は手を組み合わせて、クラウドを見つめる。その熱っぽい視線を受け、クラウドは顔を真っ赤にして目を逸そらした。

　おっと、うっかり淑女モードのスイッチが入ってしまったか。

「クラウド、わかっていると思うがニコルに手を出したら……」

「そんな恐ろしい真似まねしないって！」

「なんだと、俺の娘が可愛かわいくないとでもいうつもりか！」

「どう答えろと!?」

　照れた仕草を見せたクラウドに、ライエルは容赦なく噛かみついていた。

　理不尽な言いがかりに困惑するクラウドだが、こいつが絡まれるのはいつものことだ。

　とにかく、クラウドの了解は得た。だがレティーナの表情は晴れないままだ。

　それもそのはず、彼女はやはり侯爵令嬢なのだ。

　しかもヨーウィ侯爵には他に子がいない。それは、彼女の婿が侯爵家の跡取りになるということである。

　そんな大事な身の上なのだから、街を離れるわけにはいかない。

「わたしは……無理ですわ。侯爵家を継ぐ役目もありますもの」

　絞り出すように、声を紡ぐレティーナ。

　その答えに、侯爵もその妻も、安あん堵どしたような息を漏らした。

　もし彼女が一緒に行くと言った場合、侯爵は当然それに反対せねばならない。

　しかしその相手は俺とミシェルちゃん、すなわち六英雄に連なる者たちだ。

　下手なことを口にすれば、彼らの立場が悪くなる可能性もあった。レティーナとしても、そこを汲くんでの返答なのだろう。

「まあ、そう答えざるを得んじゃろうな」

「本当は……本当はわたしも一緒に行きたいんですのよ！　でも──」

「わかっているよ、レティーナ。立場も、気持ちも」

「でも……」

「でも、レティーナちゃんが友達だってことには、変わりないでしょ。ラウムに戻ったら、遊びに行ってもいいよね？」

　ミシェルちゃんの言葉に、レティーナの涙腺はついに決壊した。

　ボロボロと涙を流し、席を立ってミシェルちゃんに抱き着く。

　そして堪こらえきれなくなったのか、声を上げて号泣しだした。

「きっとよ？　絶対遊びに来てね？　わたし、歓迎するから！」

「うん、うん……！」

　ミシェルちゃんも影響を受けたのか、涙を流し始めていた。

　彼女とて、好んで街を離れるわけではない。

　二人の友情に、一同は微笑ほほえましい気持ちでその抱擁を見つめていた。

　そこへ一人、おずおずと手を上げる者がいた。

「あの……」

「ん、なんじゃ、フィニア嬢？」

「私もニコル様にご一緒して構わないでしょうか？」

　その言葉にライエルとマリアは顔を見合わせた。なんだ、その『忘れてた』って表情は。

　やがてマリアがパンと手を叩たたいて、目を輝かせた。

「そうね、ニコルはいつ倒れるかわからないんだし、世話する人も必要よね！」

「いや、もうそんなに倒れないから」

「でも川には落ちてるし？」

「うぐっ！」

　確かに同性の同行者がミシェルちゃん一人というのは、少々どころではないほど心細い。

　ミシェルちゃんは良くも悪くも純真で、人を疑うことを知らないため、『アメちゃんあげるからついておいで？』とか言われたら、ホイホイついていきそうなのだ。

　俺一人では、正直監視しきれる自信はない。

　だがフィニアが一緒にいてくれるなら、二人掛かりで手綱を持つことができる。

「まあ、確かに。それにクラウドのセクハラを見張る人も必要だし？」

「したくてしてるわけじゃねぇ！」

「ほほぅ……貴様、うちの娘にセクハラぶっかましただと？」

「ライエル師匠、それは誤解です！」

「どれ、茶飲み話に一つ詳しく」

「マクスウェル様まで！　勘弁してくださいよ」

　クラウドに迫るライエルに、マリアが背後から忍び寄り、その首筋に軽く指を添えた。

　その瞬間、雷系の魔法でも喰くらったかのように、ライエルの身体が硬直する。

「ぴぎゃぁ!?」

「あなた、そのくらいにしなさい。今は大事なお話の最中よ」

「あががががっががががが！」

　やがて力が抜けたように、椅子に崩れ落ちる。

　その様子を、何か見てはいけない物を見てしまったような表情で見つめる一般人一同。

　あれは多分、痛覚を直接刺激するツボとか、そんな感じのモノを押したに違いない。

「それでマクスウェル。ガドルスの新しい店って、どこかしら？」

　マリアの所業に、マクスウェルもやや腰の引けた状態で硬直していた。

　この爺じいさんも、悪戯いたずらが過ぎて何度かマリアの折せつ檻かんを受けた身だ。気持ちはわかる。

「あ、ああ。場所はストラ領。ワシら自ら監査した、あの辺境の領地じゃ」

　マクスウェルが提示した場所、それはドノバン・ストラ＝サルワが領主となった、ある意味因縁の土地だったのだ。

　レティーナとは卒業後は別れなければならない。その事実はもはや、変えようがない。

　だからこそ俺たちは、それから毎日のように狩りに出て、できる限り一緒にいるようになった。

　卒業まであと半年を切っている。残りはおおよそ五か月。その間、できる限り一緒に冒険して、思い出を作ろうと心に決めたのだった。
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　俺たちは森に出て薬草を集めつつ獲物を狩って、冒険を楽しんでいた。

　いや、この程度では冒険と呼ぶのもおこがましいだろう。だがレティーナはそれを楽しんでくれている。

　この日も森で冒険と呼ぶのもおこがましいような散策をし、イノシシを退治して解体していた。

　その時俺は、うっかりイノシシの牙に引っ掛けられて、軽い怪け我がを負ってしまった。

　ミシェルちゃんに解体を任せ、俺はレティーナに怪我の様子を見てもらうことにした。

　怪我と言っても胸元に打ち身程度で、出血があるわけではない。

　だが患部を見るためには胸元という場所を晒さらさないといけないため、人目……特にクラウドの視線を遮る必要性があった。

「少し腫れてますけど、怪我というほどの物ではありませんわね」

「だから痛くないって言ったじゃない」

「あなたは大怪我でも同じことを言うから、信用できませんの」

「仲間に対してヒドイ言いよう」

　とはいえ『大丈夫』を連呼して気絶した経験も多い。レティーナが疑うのも無理はない。

　今回は革鎧よろいのおかげで、衝撃を上手うまく逃がすことができた。

　直撃だったら衝撃がダイレクトに身体に伝わり、骨の一本も折れていたかもしれない。

　それよりも、俺には聞くべきことがあった。

「ミシェルちゃん、さっきの一撃だけど」

　先ほどの狩りで、ミシェルちゃんが放った矢は、一撃でイノシシの命を奪い去った。

　まるでその場に矢が生えたかのようにストンと、刺さるではなく生えるかのように現れた矢に、俺は驚きよう愕がくを覚えていたのだ。

「ん？　あー、あれ。なんだか『ここだぁ！』って感じで、そのまま撃っちゃった」

「ああ、そう……」

　俺も前世では剣士を目指していた身だ。ミシェルちゃんの言いたいことは理解できる。

　打ち合っていると、本当に稀まれにだが、するりと敵の急所に刃が滑り込むことがある。

　その感覚は糸を使うようになってからも起きていた。むしろ糸を使うようになってからの方が、頻繁に起きていたかもしれない。

　その感覚についてライエルに聞いたことがあるのだが、奴やつも同じような感覚を何度か経験したことはあるが、それが何かまでは説明できないと言っていた。

「これからミシェルちゃんは、もっともっと強くなるかも」

「え、そうなの？」

「うん。わたしも詳しいことは全然わかんないんだけどね」

「へー……あ、こら、そっち見ちゃダメでしょ！」

「いって！　いや、偶然だから。ちょっと視界に入っただけだから」

　俺との会話で手を止めている間に、クラウドがこっそりこちらを盗み見ていた。

　現在の俺はシャツの前を開いた状態で、いろんな物が剥むき出しのままだ。

「クラウド、焼く」

「せめて文章にして喋しやべって!?」

「鍛えれば大きく強くなるって言うよ？」

「誰だよ、そんなこと言ったの。後でぶっ飛ばしてやる。それ絶対嘘うそだからな！」

「ちなみにパパ」

「絶対倒せねぇ……」

　がっくりと地面に手を突き、絶望したクラウドに免じて体罰はやめておいた。

　さすがに子孫を残せなくなるのは、かわいそうだからな。




　俺たちはラウムへの帰路につき、リラックスした空気を漂わせていた。

「ニコルさんたちは、卒業後はストラ領でしたわね」

「うん。そこでガドルス……さんの宿にお世話になるつもり」

　どうもガドルスをさん付けで呼ぶのは慣れないな。

　旅の間に慣れた俺だから結構話はしてくれたが、初期の頃など俺とガドルスが一緒にいると沈黙が痛いと、コルティナに愚痴られたくらいだ。

　仲間になる前から知り合いだったコルティナと違い、ガドルスとは初対面だったから仕方ないのだが。

「わたしはあまりお会いしたことは無いのですけど、大丈夫ですの？」

「意外と優しい人だよ。面倒見もいいし。ライエル師匠よりよっぽど優しいかな」

　クラウドはどちらかというとガドルスの評価の方が高いようだが……それはライエルがお前を警戒しているから、厳しいだけだ。

　まあ、その勘違いはマリアも同じなので、似たもの夫婦と言えるかもな。

「なんにせよ、それは五か月も先の話だから。今はできるだけみんなで一緒にいよ？」

「そうですわね。せっかく残り少ない時間を一緒に過ごせるんですもの。先を憂えてもしかたないですわ」

「それにわたしたちも、ときおり戻ってくるからね。もう会えなくなるわけじゃないし」

「その時は高等部で学んだ高位魔術を披露して見せますわ！」

「期待しないで待ってるよ」

　和気あいあいと騒ぎながらラウムの門を通っていく。

　門番の衛え士じも、俺たちの顔は知っているので、ことさら引き留めたりはしなかった。




　こうして残る学院生活も少なくなっていき、教室内が少しずつざわめきだしてきた。

　卒業間際となると、それなりにイベントも多くなってくる。

　この日に行われる身体測定なども、その一つだ。

　入学時の測定結果を合わせて、この学院に在学中にどれくらい成長したかを、生徒とその両親に報告するのが目的らしい。

　俺たちにも入学時の数値が記入された紙が配られており、それを確認することができる。

「うぬぅ、我が事ながらすさまじい寸ずん胴どう具合」

　入学時の数値を見ると、やはり子供体型と言わざるを得ない。いや当然なのだけど。

　だがそんな俺の隣で、もっと渋い顔をしている人物がいた。

　言うまでもなく、レティーナだ。

「うぬぬぅ」

「レティーナはあんまり変わってないね？」

「し、身長は少しは伸びていますし！　ちょっとスリーサイズの比率が変わらないだけで」

「で、でもほら、レティーナ様も少しだけ胸の数値が増えてますわよ」

　俺の隣からひょっこり顔をのぞかせて、マチスちゃんが指摘する。

　彼女もこの数年で大きく成長し、胸のふくらみなども目立つようになっていた。

　彼女の場合は生活が裕福なせいか、全体的にふっくらとしてきている。おそらくはフィニアが言うプニプニ感をもっとも表現できているのは、彼女だろう。

　なお、彼女が指摘したレティーナの増加分は、ほぼ誤差と言って差し支えない。

「それより早く着替えませんと、遅れますわよ」

「あ、そうだった」

　さすがに高学年ともなると、男子と同じ教室で服を脱ぐわけにはいかない。

　教室の一部には仕切るためのカーテンが設置されており、その向こうで女子が着替えることになっていた。

　測定する医務室までは、ここから上着を羽織って向かう。

　女子が一塊になってその一角に集まり、カーテンを引いて視線を遮る。

　そこで各々が着替えを始めたところで、外がざわめくのを感じ取った。

「おい、お前行けよ」

「え、ヤだよ。でも……」

「これが最後のチャンスだぞ」

「じゃあ俺が……」

「どうぞどうぞ」

　どうやら男子諸君はカーテンのこちら側に突入して、見納めの暴挙に出ようとしているようだった。

　俺はその気配を察し、カーテンの隙間から首だけを出して牽けん制せいする。

「ダメだよ？」

「うっ!?」

「こっちきたら、コルティナに言いつけるからね？」

「あうぅ……」

　カーテン前で群れていたヤンチャ男子一行は、その一言でしおしおと勢いを無くす。

　彼らも魔術学院に通うだけあって、大半は貴族や富裕層が多い。

　そんな権力におもねる連中が、コルティナという発言力の大きい人間を敵に回せるはずがない。

「こーら！　さっさと医務室に来なさ──なに、ニコルちゃん顔だけ出して？　覗のぞき？」

「誰がだ!?」

　カーテンから顔だけ出していた俺に、あらぬ疑いをかけるコルティナ。

　そんな俺を『どうどう』と宥なだめたのはマチスちゃんだ。

　君をミシェルちゃんとフィニアに次ぐ、癒いやし三号に認定してやろうと思う。




　学院の授業が終わり、俺はミシェルちゃんたちと合流して、支援学園御ご用よう達たしの茶店に立ち寄っていた。

　その店は貴族が少なく、懐具合の寒い支援学園の生徒目当てに、格安で営業している店で、ミシェルちゃんは頻繁に足を運んでいる。

「でさ、クラウドくんが、わたしたちの誰と付き合ってるかって話になってね？」

「やめてくれよ。ただでさえ周囲の目が厳しいのに」

　女だらけの仲間と一緒に冒険する少年。本人が如い何かに否定しようとも、嫉妬の目が揺らぐことはない。しかも噂うわさは独り歩きするモノだ。

「まー、わたしたちと一緒にいるだけで役得だから」

「それ、自分で言うかな？」

「ミシェルちゃんやわたしが美少女でないと？」

「そこは否定できないのがつらいな」

「ちょっと、なぜわたしを外したのか、説明してくださいまし！」

「そりゃ、レティーナは幼……いやなんでもない」

「むきぃ！」

　例によってレティーナは騒々しい。彼女はいつでも、自分のペースを崩さない。

　一歩間違えれば煩わしいと思われかねない言動なのだが、それでも憎めないのが彼女の人徳というところか。

　俺は無口な性た質ちなので、おかげで随分と交友関係が広がってくれた。

「でも、コルティナ先生まで冗談に乗ってくるとは思いませんでしたわ」

「ちょっと最近浮かれている感じはあるね」

「コルティナ様かぁ。マクスウェル様と違って、あまり表に出てこないから地味な方だと思っていたけど、わりと美人だよね」

「クラウドくんのえっちぃ」

「なんでだよ？」

　クラウドもコルティナの印象はあまりなかったらしい。

　ということは、積極的な活動を始めたのは、やはり俺が来てからなんだろう。

　そんな話をしながらその日は解散になった。




　翌日はミシェルちゃんの矢が不足気味になっていたので、狩りに出るのは中止にした。

　俺はミシェルちゃんと一緒に武器屋に行って矢を補充してくることになった。

　白銀の大弓サードアイの全力射撃は特製の矢でないと使用できないが、彼女がいつも使っている狩猟弓は通常の矢を使っている。

　俺たちと冒険に出ると主にこちらを消費するので、消耗が早いのもこちらの方だ。

　もちろん、ミシェルちゃんも矢を作ることはできるが、そこはやはり、素人の作る矢とプロが仕上げる物では精度が違うらしい。

「ごめんねぇ。わたしが自分で作ったやつだと、ちょっと軌道がブレちゃって」

「ミシェルちゃんはわたしたちの中でも最重要の攻撃手アタツカーだから、仕方ないよ」

　両手にいっぱい矢を抱えて、二人して帰路につく。

　ふらついてしまい、よたよたとした足取りで通りを歩いていく。

　二人の少女が両手いっぱいの荷物を抱えて歩く姿を見て、通りの露店の人たちが冷やかし混じりの声をかけてきた。

「ミシェルちゃん、今日は買ってってくれないのかい？」

「さすがに無理ィ！」

「ニコルちゃんはどうだい？」

「これ以上持ったら潰れちゃう」

「それを見たいんだよね！」

「ヒドイ！」

　俺が悲鳴を上げて抗議すると、屋台のおっちゃんは声をあげて笑う。

　なぜか隣接する店の主人まで笑っていた。

　俺が何かに押し潰される姿は、頻繁に目にすることができるのに、何がおかしいのか。

　そうやって俺たちはミシェルちゃんの家の前まで帰ってきた。

　そこで俺は、これまでと違う雰囲気に気付く。

「待って」

「ん、なぁに？」

「なんか……ちがう」

　ミシェルちゃんの家は、普通の一戸建ての民家だ。それはいつも通りの光景……

「なんだ──？」

　だが何かが違うと、俺の感覚が警鐘を鳴らしている。

　周囲を見て、俺はようやくその差異に気付いた。

「洗濯物だ……」

「え、あホントだ。洗濯物、今日は干してないね。珍しい」

　ミシェルちゃんの家は、彼女も父親も、現役の猟師だ。

　そして母親は解体などを受け持っている。

　つまり彼女の家は毎日のように大量の汚れ物が出ることになる。

　その汚れ物は、毎日のように洗濯され、二階の物干し台に干されている。

　それが今日に限っては、存在しない。

「昨日はみんな狩りに出ていたし、洗濯物はあるはずなのに」

「そういえばそーだね。お母さん、どうかしたのかな？」

　ミシェルちゃんが踏み出そうとするのを制し、俺が先に入ることにする。

　彼女は現在、いろんな人物に身柄を狙われる身だ。ひょっとしたら、強硬手段に出た愚か者が何かしでかした危険もある。

　家に踏み込んだ瞬間その身柄を攫さらわれる、なんて状況も有り得るかもしれない。

　俺は抱えていた矢をその場に置き、護身用に持ち歩いている短剣を抜いてドアを開けた。

　明かりもなく、薄暗い室内。

　そこには──いくらかの血痕が残されていた。

　照明ランプの落ちた薄暗い室内は、そこかしこに荒らされた痕跡が残されていた。

　反対に人の気配はなく、ミシェルちゃんの両親はいないようだった。

「どうしたの、ニコルちゃ──なにこれ!?」

　俺の背後から室内の様子を覗き見たミシェルちゃんが、驚きよう愕がくの声を上げる。

　その驚きも無理はない。買い物から戻ってきたら室内が荒らされているなんて、普通は思わない。

「お父さん、お母さん!?　どこにいるの！」

「待って、ミシェルちゃん！」

　家の中に駆け込もうとするミシェルちゃんを、俺は後ろから羽交い絞めにして止めた。

　荒らした痕跡を残したままにするほど大おお雑ざつ把ぱな犯人なら、それに繋つながる証拠も残されているかもしれないのだ。

　それをいま彼女が踏み込んでしまっては、台無しにされてしまう。

「止めないでよ、お母さんが！　お父さんも──」

「わかってるよ。これはわたしたちの手に負える事件じゃないかもしれない。だからミシェルちゃんはコルティナと衛え士じの人に伝えてきて」

「で、でも……」

「ミシェルちゃんよりもわたしの方が感知能力が高いよ。まだ痕跡が残っているかもしれないし、少し調べてみるから」

「……うん、おねがい」

　両親が心配なのを抑え込み、絞り出すような声で彼女が告げる。

　その口元は強く噛かみしめられており、彼女の無念がにじみ出ていた。

「大丈夫、ここにいないってことは連れ去られたってことだよ。殺す気ならそんなことしない」

「そう、なのかな？」

「そうだよ。それにおじさんたちはマクスウェルやコルティナの庇ひ護ごを受けている。表立って害を加えようとする人はいないよ」

「でも、連れ去られているし……」

「たぶんそれは──」

　そうだ、コルティナたちとつながりのあるおばさんを、なぜ連れ去った？

　そんな危険な真似まねをする理由なんてわかり切っている。

　六英雄を敵に回すリスクを背負ってでも、得たい『何か』があるからだ。

　その何かとはミシェルちゃんに決まっている。

　だけど、今それを彼女に告げるのは酷というモノだろう。

　自分のせいで両親が拉致されたなどと知れば、彼女は今すぐにでも犯人にその身を差し出しかねない。

「わかんない。でも絶対何か見つけて見せるから」

「うん……おねがいね！」

　気丈にもそう告げると、彼女は一直線に学院へと駆け出していった。

　コルティナは今、学院にいるからだ。

　全速力で駆けて行ったミシェルちゃんの背を見送った後、俺は周辺の捜査を始めた。

「まずはオーソドックスに足跡からだな」

　一軒家の周辺を調べていくと、一対の轍わだちの跡を発見した。

　ミシェルちゃんの家も猟師という職業柄、荷車は所持している。大量の獲物や巨大な獲物を運ぶための物だ。

　しかしその荷車は今存在していない。

「連中、攫ったおばさんたちを運ぶのに荷車を使ったのか」

　更に轍の周辺には、鋲びようを打った靴の痕跡も残されていた。

　それは戦士や兵士が好んで使用するもので、おじさんが使っていたものでは無い。

　猟師である彼は足音を立てる靴は持っていなかったはずだ。

　それは冒険者も同じで、敵を正面から受け止めるクラウドのような盾役以外は、あまり使用しない。

「他の靴跡はないな。ということは重装の戦士だけで押し込んだのか？」

　もしくは山賊などのような存在か……いや、それはないな。あからさまにそんな恰かつ好こうをした人物は門で止められてしまう。

　冒険者としても疑問は残る。重装の戦士だけというのは、戦力のバランスが悪い。

　そんなメンバーがいれば、ギルドで噂うわさになるはずだ。しかし俺は、そんな冒険者の噂を聞いたことがない。

「後、考えられる可能性は……騎士や衛士が関わっていた場合か」

　ミシェルちゃんの身柄を欲しがっているのは、権力者たちである。

　ならばその手先になっているのは、正規兵である可能性が高い。彼らならばこのような靴を着用していてもおかしくはない。

「騎士が関わっているとしたら、厄介なことになるな」

　コルティナとの共闘により、騎士たちの評判は失墜せずに済んだ。

　しかしこの一件が表沙汰になると、その評判も一気に落ちる。

「とにかく、あとは中か」

　俺は次に室内を調べていく。

　室内は荒らされているが、一定以上の広さがある場所しか荒らされていない。大体子供が隠れることができる程度。

　これはミシェルちゃんが隠れられる場所を荒らした痕跡と見ていい。やはり連中の目的は、彼女で間違いないだろう。

　血痕も生乾きであり、ついさっきとはいかなくてもそれほど時間が経たっていないことが見て取れた。

「これは、上手うまくいけば追いつくことができるか？」

　一瞬俺も外に飛び出しかけていたが、それはかろうじて堪こらえる。

　飛び出したところで、どの方角に向かったかすらわかってはいない。

　室内の木床にも鋲の跡が残されていて、土足で踏み入ったことがわかる。

「どっかの紋章とか刻んでてくれれば楽なんだけどな……」

　有名貴族の兵士ならば、その紋章を刻んでいる装備を身に着けることも多い。

　だがさすがに紋章付きの装備を着て、人を攫いに来る馬鹿はいなかったようだ。

　そこで俺は考えを巡らせる。

　このラウム内において、マクスウェルの監視はかなり厳しいモノのはずだ。

　それなのに、関係者を堂々と拉致している。これはかなりの暴挙と言っていい。

　ならば、攫ったおばさんたちを自分の拠点に連れて行ったりするだろうか？

「そんな真似をすれば、自分が犯人だと宣伝するようなものだ。だとすれば……」

　そもそも獲物を運ぶための荷車では貴族街には入れない。ならば庶民の住まうこの近辺か……街の外。

　おばさんたちは、街中に置いてはいられない。そして、ミシェルちゃんとの交渉道具にするためには、生かしておく必要がある。

　おそらく人目のない街の外に連れ出していることは確定的。そのうえでおばさんたちを監禁し、生かしておくだけの環境がある場所。

「人の多い街道沿いは不可。なら……森に入った可能性が高いな」

　温泉村方面に向かった可能性もあるが、そちらも主街道に負けず劣らず、人通りは多い。

　人を避けるならば、やはり森の中に入ったと見るべきだろう。

　ラウムの近辺には、急な雷雨に備えた猟師小屋がかなりある。ラウム周辺は気候が安定しているが、それでも雨くらいは降る。そして森の中で雨に降られると、容易に方向感覚を無くす。

　森で迷う危険を避けるため、周辺には避難小屋を多数配置していた。

　そしてミシェルちゃんのおじさんはその小屋をもっとも活用している人物の一人だ。

　猟師小屋なら風雨はしのげるし水もある。潜伏場所には最適かもしれない。

　そう判断して、俺はその場を駆け出した。

　向かう先は街の門。ミシェルちゃんの荷車という目印がある以上、追跡は難しくないはずだった。

　おそらく敵はミシェルちゃんの両親を拉致して、街を出ていることだろう。




　この首都は周囲をしっかりとした石壁で囲まれているため、街を出るためには門を通る必要がある。衛士の目に留まらないはずがない。

　俺は最寄りの門に駆け付け、そこで門番をしていた衛士に声を掛けた。

「おじさん！」

「おや、ニコルちゃんか。今日は冒険には出ないのかい？」

「それよりここを荷車が通らなかった？」

「そりゃいくらでも通るさ。ここは首都だし、復興資材が大量に流入しているからね」

　言われて俺も気が付いた。

　今も門に並ぶ馬車の群れは、いつもより多いくらいだった。

　ゴブリンの襲撃で街は大きなダメージを受け、その復興のための木材や石材が大量に運び込まれている。

　この状態で一台の荷車が通ったとしても、目立ちはしないはずだ。

「じゃあ……妙な荷物を積んだのは？」

　そこで俺は質問を変えてみる。

　荷車は珍しくないだろうが、拉致した連中はおばさんたちを運び出そうとしていたはず。

　無論、縛り上げた人や怪け我がをした人を積んだ荷車なんて目立って仕方ないだろうから、多少の偽装はしていただろう。

「妙な荷物ねぇ……そうだな、大量の藁わらを積んだ荷車なら一台通ったけどね。藁なんて運び出してどうするつもりだって笑ってたんだ」

　藁は土に混ぜて発酵させれば肥料になるし、飼い葉にもなる。だから農民ならば別に珍しくはない。

　しかしこのラウム周辺では、それほど大規模な畑は存在しない。

　周囲を森に囲まれたこの街は、穀物を育てるのには向いていないからだ。

　食料の一部はほぼ輸入に頼っており、特に麦や米といったものはほぼ百パーセント輸入品になる。

　また、大量の飼い葉も必要ない。そこら辺に新鮮な草は大量に生えているのだから。

　そんな街でわざわざ藁を用意するのは、ある意味怪しい。

　しかもそれを大量に積み込み、街の外に運び出すとなると、目につくリスクはある。

　だが藁は視線を妨げるし、空気も通る。

　人の上に大量に積んでも重さはそれほどなく、圧死する危険性も少ない。

　中に人を隠して門を通り抜けるには、最適な荷物と言える。

「それ！　その荷車、どっちにむかった？」

「ん？　確か南の街道へ進んでいったけど──」

「それはいつ？」

「いまから一時間ほど前かなぁ」

「ありがとう！」

　この街は東西に門がある。そしてそこから南北へ街道が分かれ、各地へ向かうようになっていた。

　ここは東門で、このまままっすぐ行くと聖樹国フォルネリウスへと向かう道に出る。フォルネリウスは世界樹教の総本山がある国である。

　その途中で道が南に分かれるが、そちらは東に比べて人通りは少なくなる。

　人目を避けて道を逸それるには、こちらの方が簡単だろう。

　俺は門番に礼を告げ、街の外へ飛び出していった。

　門番は、一人で街の外に出るのは危険だと、止めようとしていたようだが、今はそれどころではない。

　街道を数十メートル進んだところで南に分かれる道に出る。ここから街の門までは視界に入っているので、それで門番も行き先を知ることができたのだろう。

　視線を下げて痕跡を探そうとするが、さすがに人通りが少ないと言っても皆無ではない。

　すでに何台かの馬車が通り過ぎたらしく、轍の跡を調べるのは難しい状況だった。

「さすがに跡を追うのは無理か」

　もっとも手が無いわけではない。

　街道上の痕跡を追うのは無理でも、街道脇の痕跡を発見することはできる。

　街道を逸れて森に入ったのなら、その跡が必ず残されているはずだ。

　しかも相手は重装をした兵士ばかり。ミシェルちゃんの家で痕跡を消さなかったところを見ると、そういった作業に向いてない連中なのだろう。

　ならば今回も、痕跡を消すような慎重さは発揮していないはず。

　案の定、門番の視界から外れてしばらくした辺りで、街道脇の木の枝が不自然に折れている場所を発見した。

　その地面を調べてみると、生い茂った草の下に、しっかりと轍の跡が残されている。

「潰れた草の汁がまだ乾いていない。通ったのはそんなに前じゃないな」

　車輪に押し潰された草は、まだ乾ききっていなかった。

　抉えぐれた土も乾燥していないため、標的がここを通ったのは、それほど前じゃない。

　あとはこの痕跡を見失わないように進んでいけば、追いつく可能性は高い。

　街道からはさすがに静かに外れたようだが、それ以降はまったく痕跡を隠そうとはしていなかった。

　俺は地面に顔を寄せるまでもなくその痕跡を見つけ出し、ほとんど駆け足に近い速度で後を追うことができていた。

　しばらく森の中を彷徨さまよったのち、進行方向に小さな小屋を発見する。

　その小屋のそばには荷車が一台停とめられており、その脇には藁が無造作に放置されていた。

　運ぶ以上は大事な荷物のはずの藁を、用済みとばかりに放置している様子に、俺はこの荷車が標的であると確信する。

　周囲に人の姿はなかったため、気配を消しつつ荷車に近寄っていく。

　調べてみたところ、間違いなくミシェルちゃんの家で使用していたものだった。

　荷台には小さく血痕も残されていた。

「怪我、あまり深くないようだから安心した、かな？」

　もし致命傷に近い傷を受けていたのなら、荷台に血ち溜だまりに近い出血跡が残されていたはずである。

　荷車の高さを利用して、俺は小屋の屋根によじ登った。

　小屋には窓も存在したが、木の板でできた窓蓋が閉まっているため、開くとこちらの存在がバレかねない。

　それに小屋の規模も小さいため、窓を開く行為ですら目立ってしまう可能性もあった。

　隙間から差し込む光量の変化で気付かれてしまうかもしれない。

　そこで作りの粗雑さに期待して、屋根から隙間を探すことにした。

　幸い俺の身体からだは小さく軽いので、よじ登る行為できしむ音を立てずに済んだ。

　板屋根はそこかしこに木の節が残されており、そこが抜けて穴が開いている場所も、数か所あった。

　俺は静かにそこから中の様子を探る。

「まったく、まさか俺たちがこんな仕事をするとはな」

　中からそんな声が聞こえてきた。

　室内はランタンによって照らし出されていたため、人相を確認することは問題ない。

　小屋の隅に転がされていたおじさんの姿。そしておばさんも縛られて転がされている。

　おじさんは口から血を流しており、ときおり咳せきをするたびに血を吐いている。

　内臓を痛めているかもしれない。吐血量は少ないので、緊急ではなさそうだが。

「言うなよ。どうせ俺らじゃあ出世は無理なんだからよ。こういう汚れ仕事で小銭を稼がにゃ、やっていけねぇ」

「せめて防衛戦に参加できてりゃな。外回りの連中、今じゃ人気者だぜ？」

「その代わり、俺らは安全だったじゃねぇか」

「ゴブリン程度なら、屁へでもねぇよ」

　小屋の中には他に三人の男の姿がある。

　俺に見覚えはないが、会話の内容からすると、活躍の場を逃した騎士崩れらしい。

　なんにしても、救出目標が確認できただけで、まずは良しとしよう。

　屋根の上で気配を消しながら、俺はおばさんたちを助け出す機会を探る。

　中にいる男は全部で三人。一見した立ち回りからすると、正面から俺が戦っても、余裕で勝てる程度の力量だ。

　しかし怪我をしたおじさんや、拘束されたおばさんが人質になっている以上、下手な手出しをしたら彼らの命が危ない。

　仕掛けるなら一いつ気き呵か成せいに、かつ、おばさんたちの安全が完全に保証されるタイミングでないといけない。

「にしてもよぅ、こいつら生かしておく必要とかあるのか？」

「あん？　ミシェルってガキを捕らえる人質なんだから、必要に決まっているだろ」

「でもよ。どうせならそいつを捕まえちまえばよかったんじゃねぇか？」

「いなかったんだから、しゃあねぇだろ。それにガキだからって甘く見るな。尖せん塔とうの上から街壁の外を狙撃できるバケモノだぞ」

　そこまで聞いて、男の一人が唾を吐き捨てる。

　おばさんに近付いていくと、苛いら立だたしそうにその身体を蹴りつけた。

「ぎゃっ!?」

　おばさんは悲鳴を上げて、おじさんのそばから蹴り飛ばされる。

　位置が離れてしまって、奇襲するには悪い状態になった。

「まったく、手間かけさせやがる」

「やめとけ。そいつを殺しちまうと、そのガキの矢がこっちに向くことになるんだぞ」

「親の身柄を盾に服従させるのか。俺たちも落ちぶれたもんだ」

「しかたねぇさ。俺たちの腕じゃ一旗揚げるのも難しい。ゴブリンどもが外回りの連中に持っていかれたのも、実力が無いからだ」

「機会さえあれば、俺だってよぉ！」

　そこで男は、今度はおじさんを蹴りつける。

　怪我をしていたおじさんは受け身すら取れず、まともに蹴りを受け、血を吐いていた。

　だが意識はすでにないのか、悲鳴は漏れてこない。

　ここで俺は状況について考えた。

　この状況で踏み込んでも、おばさんたちを危険に晒さらすだけだ。しかし、おじさんの容態は少し悪くなったように見える。

　コルティナかマクスウェルが駆けつけてくれるのを待つという手もあるが、血を吐いている以上、容態が悪化する可能性もある。

「……一刻も早く治療するためには、俺が始末した方が早いか？」

　だがその場合、正体を隠さないと生け捕りにするのが難しくなる。

　ニコルのまま異常な戦闘力を発揮するのを見せてしまっては、不要な疑惑を持たれてしまいかねない。

「レイドに変化すれば問題ないが、服がなぁ」

　今の俺は学院の制服を着たままである。

　この姿でレイドに変化してはさすがに変態だ。まあ、いざとなったら、それどころではないだろうが。

「おばさんの意識があるのも問題か。それにしても──」

　俺は再び視線を下に向ける。そこでは男がもう一度おばさんを蹴りつけ、気絶させていたところだった。

　無体な真似まねを、と憤るところではあるが、今回に限って言えばありがたいとも思えた。

　奴やつらは自ら目撃者の意識を断ち切ってくれたのだ。

「だからこそ、三下だったのかもしれないけどな」

　目撃者がいなくなったのなら、遠慮する必要はない。

　できるだけ音を忍ばせて俺は服を脱ぎ捨てて畳んでおく。

　そしてあまりの巻物スクロールを使用して、レイドへと姿を変えた。

　身体が溶けるような苦痛が全身を苛さいなむが、歯を食いしばって悲鳴を堪こらえる。

　この痛みも何度も経験したおかげで、かなり慣れてきている。それでもやはり、耐えきるのは難しかった。

　がりり、と拳を握りしめた拍子に屋根の木板を引っ掻かいてしまい、その音が中にも伝わったようだ。

「うん、何の音だ？」

「どうかしたか？」

「いま屋根の上で何か……」

「鼠ねずみでも屋根に上ったんじゃねぇか？　この森の中だぜ」

「一応確認してこい。ひょっとしたら娘がつけてきたのかもしれん」

「いくらなんでも、ガキにそこまでの追跡能力があるかね？」

　そんなことを言いながらも、ブラブラと扉へ向かう男。

　これはある意味、好機と言える。

　まだ痛みでフラフラする頭を堪え、俺は屋根の端へと移動する。武器である手甲ガントレツトを召喚したところで眼下の扉が開く。

　そして扉から出てきた男の頭上めがけて飛び降りざまに一撃を加えた。

「んぁ？　げぴっ」

　肘を頭上に叩たたきつられ、男は悲鳴も上げず奇妙な声を漏らして崩れ落ちる。

　こいつらは黒幕が誰かを話してもらわねばならないため、殺すわけにはいかない。

　不意に登場した俺に、残りの二人は状況が呑のみ込めず、呆ぼう然ぜんとしていた。

「なっ……なんだ、この変態は！」

「変態ちゃうわ!?」

　思わず叫び返してしまったが、男たちの感想も無理はない。

　全裸に手甲だけ着けた男が屋根から飛び降りてきたら、誰しもたじろぐだろう。俺だってさすがに怯ひるむ。

　だが現状では、相手の事情など知ったことではない。

　俺はたじろぐ男たちに向かって肉薄し、その腹に膝蹴りを見舞う。

　不意を突かれたのもあるだろうが、俺の加速も半端なものでは無かった。

　操糸を使った身体能力強化と、強化付与エンチヤントの魔法。

　そして何より、それらの強化に耐えきれる肉体。

　これらが重なり合い、俺の身体はまさに目にも留まらぬ速度で小屋の中を駆け抜けた。

　無論、こんな場所で不正に手を染める程度の輩やからが、対応できるはずもない。

　一人はまともに膝蹴りを受け、受け身も取らず吹っ飛んでいく。

　その男が壁に叩きつけられるより先に、俺はもう一人の首筋に手刀を打ち込んでいた。

「なっ、消え──」

　そう口にした直後に手刀を受け、気絶する男。

　誰一人起きている者がいなくなった小屋に、全裸で佇たたずむ俺。

「……服、着よ」

　そう呟つぶやくと、さっそく気絶させた男たちから、衣服を剥はぎ取り始めたのだった。




　男たちを全員全裸に剥ぎ取り、その手足をミスリル糸で縛り上げていく。

　この糸で縛られていることで、コルティナには誰がこれを行ったか一目でわかるはずだ。

　それと、男の身み包ぐるみを剥いでいてわかったことだが、やはりこいつらは正規兵の服を着ていた。

「となると、やはりどっかの貴族が黒幕になるか。マクスウェルも大変だ」

　三人とも身包みを剥いでおいたのは、一人だけだと不公平感がしただけである。

　服を剥ぎ取っている最さ中なか、小さな布袋がガシャリと重々しい音を立てて落ちた。

　袋を開けてみると、中には金貨が数枚詰まっていた。

「せいぜい高級官僚の月収程度か。それでこんな泥をかぶるとは、ドジを踏んだな」

　金貨は三枚もあれば、平均的家族が一か月暮らせる程度の価値はある。

　それが軽く見積もっても十枚は入っている。

　それだけの金で未来を棒に振るとは、なんとも度し難がたい話だ。

「もう少し金を積んで正規に交渉でもしにくれば、まだ救いもあったろうに」

　もっともまだ子供のミシェルちゃんでは、価値を量り切れずに断ることは明白だろうが。

　更に袋の底には小さな紙片も入っていた。

「ん、これは……念書か？」

　その紙片にはミシェルちゃんの身柄を確保すれば、さらに倍の金と分隊長の身分を約束する旨が明記されていた。

　そしてその念書を書いたのは──

「リッテンバーグ。やはりこいつか」

　コルティナの援軍要請に横よこ槍やりを入れた貴族。

　マクスウェルと同じく元王族に連なる貴族で、ヨーウィ侯爵よりも上位に位置する。

　その血統の良さゆえに、あちこちに口を出しては事態を混迷に導いている。

「もはや害悪だな。ティナの足を引っ張ったことも許せん」

　コルティナに対する嫌がらせも許せないが、ミシェルちゃんに直接危害を与えに来たことが、もはや看過できない。

　おばさんたちを確保しようとしたのは、おそらくミシェルちゃんを配下に入れられても、裏切りの恐れがあるため、保険を用意したかった側面もあるのだろう。

「リッテンバーグの屋敷は確か……王城に隣接する場所にあったな」

　ぐしゃりと紙片を握り潰してその場に投げ捨てる。

　この紙もこいつらの悪事の証拠として没収されるべきだ。

　しかしそれだけでは──足りない。

「血統ゆえに、こいつは大した罰を受けるわけじゃない」

　王家に連なる大貴族が、一般市民にちょっかい出したところで、大した罪に問われない可能性がある。むしろその可能性の方が高い。

　マクスウェルも牽けん制せいを入れるだろうが、しょせん王族を離れ、貴族のしがらみとも離れた老人だ。

　六英雄と呼ばれるだけに発言力はあるが、一国家の重鎮に対し過剰な干渉はできない。

「ならば──」

　こういう連中に容赦なく手を下してきたのが、前世の俺だ。

　こいつにも俺の恐ろしさを味わってもらうとしよう。




　小屋はそのままではいつ見つかるかわからないので、屋根の上で狼煙のろしを上げて目印をつけておいた。

　ミシェルちゃんから連絡を受けたマクスウェルが目にしたら、駆け付けてくれるだろう。

　おじさんにも俺が治癒光キユアライトを掛け、応急処置をしておいた。

　これで命の危険は無くなったはずである。

　屋根の上に残してきた制服を回収し、俺はマクスウェルの元へ駆け戻っていた。

　俺が現れるということは、ニコルが消えるということでもある。

　そのつじつまを合わせてもらうためには、あの爺じいさんの力が必要だ。

　強化付与エンチヤントと操糸の強化で風のように森の中を駆け抜ける。

　首都に向かって一直線に突っ走り、高い街壁に糸を飛ばして一息によじ登っていく。

「……これは、ありえんだろ？」

　できるとは思っていたが、ここまで易やす々やすとこなせるとは思わなかった。

　先ほど森を駆け抜けた速度も、尋常じゃない。

　ニコルの非力な身体を扱うことに慣れてしまって、強きよう靭じんな前世の身体を強化するとその性能の高さに驚かされる。

　前世の身体は非力だと思っていたが、今世のそれに比べると、やはり比べるべくもない。

　元々非力ながら敏びん捷しような体質だったが、それが強化によってさらにトンデモ無い領域にまで昇華されている。

　十メートルを超える街壁を一瞬で登りきるなど、前世の俺でもできなかったことだ。

「これ、ひょっとしたら糸なしでも登れたんじゃないか？」

　今着けている手甲には、壁登りのための鈎かぎ爪が取り付けられている。

　これがあれば糸がなくとも、身体を支えることができるだろう。

　それに今の敏捷性……一瞬でも足場を得られれば、そのまま次の跳躍に移ることができる。

　それを繰り返せば、この壁程度なら飛び越えることができそうに感じられた。

「俺、自分の身体、扱いきれるのか？」

　この身体と能力ならば、ライエルすら手玉に取れるような気がする。

　奴は頭抜けたタフネスを誇るが、それも苦にしないほどの速度が出せている気がする。

　今なら……と考えたところで思考を切り替える。

「っと、今はそれどころじゃないな」

　今度は糸を壁に掛けて一気に飛び降りていく。

　もちろんそのまま着地したら、俺の身体でもダメージを受けてしまう。

　そこで糸を使って着地寸前に減速して、事なきを得た。

　続いて跳躍して民家の壁を一蹴りし、反対側の民家の屋根に登り、屋根伝いに、マクスウェルの屋敷に向かって移動を始めていた。

　その速度は明らかに前世の俺よりも速い。

　いや、人間の領域を超えているかもしれない。

　日中だというのに、俺の姿を視認できた通行人すらいない。

　屋根から屋根へ飛び移る際も、十メートルを超える距離を苦もなく跳べる。

「この能力……夜までには慣れておかねばいけないな」

　今からなら明け方の前くらいまでは変化ポリモルフが保もつはずだ。

　それだけあれば、屋敷に忍び込んでリッテンバーグに制裁を加える余裕は充分にある。

　進化した自身の能力に、俺は知らず凶悪な笑みを口元に浮かべていた。

　この力をまず、身の程知らずな貴族にぶつけてやるとしよう。

　時間はすでに夕刻に差し掛かろうかという頃だ。

　この時間ならば雑務を抱えるマクスウェルは、学院に残っている可能性が高い。

　ミシェルちゃんの報告を受け、爺さんがどう動くかが不安要素ではあるが、コルティナほどフットワークは軽くないだろう。

　同じ六英雄でも、コルティナは権力を持たない平民であり、マクスウェルはかつての国の重鎮だ。その立場の違いは大きい。

　俺が学院に到着すると、案の定コルティナが数名の教員を連れて、学院を飛び出していくところだった。

　教員は衛え士じではないが、戦力にはなる。それを期待して連れて行ったに違いない。

　人さえいれば、彼女の能力は存分に発揮できる。

　対するマクスウェルは、執務室に座って書類を捌さばきながら指示を飛ばしていた。

　とにかくコルティナを先行させることで時間を稼ぎ、自身は本隊を率いて事を収めに向かうのだろう。

「とにかく、どこかの貴族が動いている可能性がある。コルティナが時間を稼いでいる間に、ヨーウィ侯爵と城に連絡を。それからホールトン商会にも人を。あそこもミシェル嬢とは関係があるからな」

「はい、わかりました！」

「ニコルも発見次第、護衛をつけるのじゃぞ」

　マクスウェルの指示を受け、数名の職員が執務室を飛び出していく。

　その隙を見て、俺は窓からマクスウェルの背後に忍び寄った。

「よぅ、忙しそうだな」

「ぬぉっ!?　な、なんじゃレイドか……脅かすでないわ」

「人目につくと色々あると思って隠れてきたのに、ご挨拶じゃないか」

「どうしたのじゃ、そんな格好で？」

　マクスウェルが指摘するのも無理はない。

　俺の今の格好というと、かつての男の姿にこの国の兵士が着る正規兵の制服である。少々足元が短く感じるが、そこは誤差の範囲だろう。

　しかし、イリーガルな俺と正規兵の服という取り合わせが、ありえない。

「さっきの様子だと、すでに連絡は来ているんだろう？　ミシェルちゃんの事件だよ」

「む──まさか、おぬしがもう？」

「ああ。実行犯は街を出て南に行ったところにある猟師小屋に潜伏していた。犯人は気絶させた後、縛り上げて転がしてある。全裸で」

「それは何とも酷ひどいな。しかし、敵には容赦せんお主が相手を生かしておくとは珍しい」

「その方がお前も都合がいいと思ったんだよ。それと……許可を貰もらいにな」

「許可じゃと？」

　興味深そうにこちらを見やるマクスウェルに、俺は執務机の正面に回ってそこの椅子に座り込む。そして経験した一部始終を説明した。

「両親を盾にして配下に加える？　そんな真似まねをしても忠誠など得られんじゃろうに」

「まぁな。いつ後ろから狙われてもおかしくない。だがそれを実行したということは……」

「裏切りを防ぐ、何らかの手立てがあるということかの？」

「おそらくは奴隷なんかに使う例の『首輪』でも使う気だったのかもしれないな」

「隷属の首輪か。ご禁制じゃなぁ。それがリッテンバーグの屋敷から出れば、言い逃れはできんじゃろう」

「だろうな。だが今回のことに至っては、それが発見されるまで放置するつもりはないぞ」

「ぬ──？」

　俺の言葉を聞き、マクスウェルは俺が何をしようとしているか、悟ったらしい。

　リッテンバーグの粛清。つまり、暗殺者レイドが再び活動するということだ。

「まあ、ワシの意向をこうまで無視されて、しかも市民に害を加えたというのなら、わからんでもないが」

「それも俺の仲間にな。見逃せるはずもないだろう？」

「うぬぅ……ワシとしては正規の手段で事を収めたかったのじゃが」

「爺さんの立場ならそう考えるだろうよ。だからこうして許可を取りに来たんだ」

　半ば公的な立場を持つマクスウェルなら、できる限り法に則のつとった裁きを下したかったというのもわかる。

　特にリッテンバーグほどの大貴族になると、周囲を納得させる罪科を公表する必要性もあった。

　しかし逆に言うと、大貴族でもある奴はその家格で命を救われる可能性が高い。

　実権を奪われるのは確実だろうが、下手をすればどこかの僻へき地ちに隠居させられて終わる可能性だってあった。

　ミシェルちゃんに手を出したというのに、のうのうと楽隠居など、許せるはずもない。

「はぁ……まあこうなるとワシが言ってもおぬしは聞かんじゃろう？」

「まぁな」

「いつやるつもりじゃ？」

「すぐにでも」

「早いな。いや、こういうのは迅速さが必要か。わかった、ワシとコルティナは今からアリバイを用意しておくとしよう。ああ、ついでにマテウスもな」

「そうしてくれ」

　無駄な猜さい疑ぎ心しんを向けられぬように、マクスウェルがそういう行動を取るのも想定内だ。

　マテウスも、爺さんの懐刀として知られつつあるため、この一件に絡んでいると思われるのはまずい。

　そこで奴も連れてアリバイを用意してくれるのは、俺としてもありがたい。コルティナが変な目で見られずに済む。

　マクスウェルに了解を取ったことで、俺は襲撃の準備に入るため、部屋を出ようとした。

　しかしマクスウェルは俺を呼び止めた。

「待て待て。おぬしにはまだ知らせておかねばならんことがある」

「知らせるって、なにかあったのか？」

「おぬしが持ち帰ってきた病毒のことじゃよ」

　先に俺……というかクラウドが発見した粘液入りの袋。それについての詳細がマクスウェルの元に上がってきていたらしい。

「例のディジーズスライムの欠片かけらじゃがな」

「ああ、あの流行はやり病やまいの？」

「うむ。非常に珍しいモンスターじゃ。その辺りから犯人の足取りがつかめんかと思って調査させておったのじゃ。やはり、ラウム近辺ではここ数年でも発見された形跡はない。各冒険者ギルドにも報告をさせておるが、どこも似たような返事しか返ってこん」

「よくわからん」

「あの病毒の仕入れ元が不明ということじゃよ。希少種だから発見例が極端に少ない。十五年ほど前に北部で目撃されたという例はあったが、討伐まではされておらんかった」

「その時の物を保存していたという可能性は？」

「無論あるじゃろうが……こんな限定的な使い方のために残しておくというのも、おかしな話になるぞ」

「ふぅん？　まあいい。俺はそっち方面はかなり疎いからな。とりあえず今は、目の前のボケ貴族の処理だ」

「はぁ、わかっておるじゃろうが、『穏便』にな？」

　マクスウェルが心配しているのは、俺が屋敷の人間を皆殺しにしないかどうかだろう。

　しかし俺だって殺人鬼ではない。俺個人の主張ではあるが、義によって誅ちゆう殺さつする以上、無関係の人間は巻き込まないのがポリシーだ。

　マクスウェルに俺は一つ頷き、無言で部屋を出……ようとして、一つ思いついた。

「そうだ、これ預かっていてくれ」

「これ……って、お主の制服か」

「さすがにこの姿では女児用の制服は着られないからな」

「ブフッ」

　直後、マクスウェルは盛大に噴き出していた。

　まぁ、気持ちはわかる。今の俺はそういう格好が似合う外見ではないのだから。

　ともあれ、俺は部屋を出た。侵入するためには、いろいろと前準備が必要だ。

　俺が今着ている服は、リッテンバーグに仕える正規兵の服装だ。

　仕える主につながる服を着たまま罪を犯すとはマヌケ極まりないが、だからこそこんな汚れ仕事を回されたと考えるべきだろう。

　変装用の幻覚の指輪を使い、拉致を行った兵士の一人に化けておく。これで不審者と疑われる危険性は大きく減ったはずだ。

　それにこの幻覚ならば、手甲をつけたまま中に入っても疑われない。

　リッテンバーグの屋敷は高位貴族だけあって、転移妨害の装置が設置されているはずだ。いざ手甲を呼び出そうとしても、妨害されて呼び出せないということになりかねない。

　俺は屋敷の門を守る兵士に軽く会釈して、堂々と屋敷に乗り込んでいった。

「よう、フレッド。用事はもう済んだのか？」

　別の兵士が俺に話しかけてきた。どうやら、この男は頻繁に屋敷を離れていたらしい。

　服を着替えていなかったのは、仕事中に抜け出したからか。

「ああ。済んだ」

「そうか。だけどあんまり持ち場を離れんなよ？　ただでさえ、風当たりが強いんだから」

「わかってるよ」

　言葉少なく端的に答え、門を通り過ぎる。あまり饒じよう舌ぜつに話すと、声や仕草で気付かれる可能性があるからだ。

　もっとも、あまり長くごまかす必要などない。

　仕事は今夜中に済ます予定だ。それまでごまかせればいい。既に夕方だし、そう長い時間ではない。

「さて……と」

　人目のない場所に潜り込んで、俺は軽く伸びをした。

　別に今から暗殺しても構わないのだが、今事を起こすと逃げ出す時が面倒だ。

　やはり人目を避けるには、夜の闇の方が都合がいい。

　それに、それまでにやらねばならないことがある。

　まず標的のリッテンバーグの居場所。そして屋敷の構造。最後に撤退のための退路の確認である。

　退路を確保するためには、まず屋敷をくまなく調べ上げないといけない。

　だが貴族の屋敷の構造というのは、貴重品なども多いため極秘にされていることも多い。

　屋敷の構造を調べるため、うろうろと彷徨さまよっていると、身なりのいい騎士から声を掛けられた。

「フレッド、何をしている。夜になる前に訓練をすると言っただろう！」

「は、え？」

「なにを呆ほうけた顔をしている。上官の顔を忘れたか！」

　苛いら立だった声を上げて、こちらを睨にらむ騎士。

　上官という単語から、俺は今変装している男が騎士の身分だったことを思い出した。

「は、いえその、急な用事ができまして……」

「そんな報告は聞いていない」

「えっと、母が急病で倒れたという連絡が──」

「お前の母は去年葬式を上げたばかりだろう。二度も」

「……お、おう」

　ダメだこの騎士。どうやら何度もこの手で脱走していたらしい。

　上官は呆あきれた様子で職務に戻るよう警告すると、そのまま別の場所へと去っていく。

　どうやら、この男は上官からも半ば見放されているらしい。

　しかしおかげで、怪しまれることなく屋敷の周りを調べることができた。

　特に裏庭の近くは夜間になれば無人になりそうだ。逃亡する時はここを使用させてもらうと心に決める。




　周辺を調べ終わった俺は、武器の貯蔵庫に向かい槍やりを一本頂戴してきた。

　これを持って巡回の振りをしながら、屋敷の外を回って造りを調べるつもりだった。

　リッテンバーグの屋敷はオーソドックスな二階建て。ただし一か所だけ塔のように突き出した場所があり、そこだけ三階建てになっている。

　権力者は高い場所を好む傾向があるので、おそらく奴もそこにいる可能性が高い。

「できれば内部の構造も調べたかったのだけど、その余裕はなさそうだな」

　ここで奴を放置すると、明日にでも襲撃の失敗を知ることになる。

　そして次の手を、その日のうちに打ってくる可能性もある。

　一刻も早く奴を排除しなければ、ミシェルちゃんに平穏は訪れない。

　屋敷の中を歩き回るとなると、メイドなどに変装した方がいいだろう。

　外周から屋敷の構造を推測し、逃走路の確認をしてから再び屋敷に潜り込む。

　今度は適当な若めのメイドを見繕い、幻覚の魔法を掛け直す。

　若いメイドの姿を選んだのは、若い娘の方がいざという時泣き落としなどが効きやすいからだ。声の問題は……何とか頑張るとしよう。

　前世でもコルティナに何度か女装させられた記憶がある……いや、これ以上思い出すのは危険だ。俺の精神が保もたない。

　十代半ばから後半の黒髪のメイドの姿を借り、屋敷内に戻る。

　槍はどこかで使えるかもしれないので、逃走経路の途中に隠しておいた。

「クラネス、クラネスってば！」

「え……あ、わたしのことですか？」

「あなた以外に誰がいるって言うのよ」

　屋敷に入って階段に向かう途中で、やや年上のメイドから声を掛けられた。俺は精一杯声を高くして、それに答える。

　どうやらこの姿の主はクラネスというらしい。覚えておこう、今夜だけ。

　しかし、クラウドと似ている名前の響きで、どうにも不安になってしまうな。

「あんた、声変わった？　少し低くなったみたいだけど？」

「えーっと、ひょっとすると風邪かも？」

「そう？　まあいいわ。御お屋や形かた様の夕食の材料が足りないみたいなの。買ってきてくれない？」

　そう言うと、買い物かごをこちらに突き出してくるメイド。

　だがここで屋敷の外に出されてしまっては、元も子もない。

　どうにか言い訳をと考えていたら、ある噂うわさが脳裏に過よぎった。リッテンバーグは好色で有名だったな。

　ここで俺は淑女スイッチを入れて、女性らしさをオンにする。

「あの……今から御屋形様にお召しを受けておりまして……」

「またなの？　もう、いい加減一人に絞ってくれないかしら」

　メイドは腰に手を当てて怒りを表し、かごを持って去っていった。

　おそらく今から大急ぎで買い物に行くのだろう。

　忙しそうで悪いが、それも今日までなのでご容赦願いたいものである。

　それから何度か声を掛けられたがリッテンバーグの名を出すと素通りすることができた。

　今回の事例以外にも、何度も同じようなことがあったらしい。

　そうやって二階を通り抜け、屋敷中央付近の三階への階段へ向かう。

　この上は部屋が一つだけであり、そこにリッテンバーグ本人が籠こもっているらしい。

　三階に上がると、廊下のすぐ先に部屋があり、そこで行き止まりとなっていた。本格的にこの部屋しかない階層のようだ。

　試しに扉をノックしてみたが、返答が返ってこない。妙だと思って静かに扉を開けてみると、中では男が一人、ベッドの上で鼾いびきを立てていた。

　毛布を蹴り飛ばし、でっぷりと太った腹を剥むき出しにして眠るこの男が、リッテンバーグなのだろうか？

「なんとも暢のん気きな……」

　しかし、ミシェルちゃんの両親に手を出しておいて高鼾とは、はらわたが煮えくり返る。

　この場で始末をつけてやろうかと手甲から糸を引っ張り出したところで、背後の扉が激しくノックされた。

　俺は慌てて部屋の壁により、幻覚魔法を切り替える。

　メイドの姿から壁に擬態する模様へと変化させることで、視覚を欺いた。

「うぬ……何事だ、騒々しい！」

「御屋形様、ご無事でございますか！」

「なに？　どういうことだ。入ってこい」

　リッテンバーグの知った声だったのか、無事を尋ねる声に無防備に入ってこいと返す。

　扉を開けて入ってきたのは、ひげを蓄えた家令風の男と、先ほどの上官の騎士だった。

「先ほど使用人の一人が不審者を見つけたそうで、御身の無事を確認しにまいりました」

「不審者だと？」

「ハ、その者の話によると若い使用人に化けて屋敷に忍び込んでいたようです。御屋形様の部屋に向かったそうなので、どうやら目的は……」

「ワシか。フン、どこぞの身の程知らずが、またぞろ命を狙いに来たというわけだ」

　ベッドから降りた太った男が、尊大な口調で吐き捨てる。

　やはりこいつがリッテンバーグで間違いないらしい。

「いつも通り、街を出て別邸に避難しておくとするか。アントニオ、お前はワシの影武者として敵を待ち伏せるがいい」

「ハッ、了解しました」

　いくら何でも体形に差がありすぎると思うのだが、連中の中では微妙な違いらしい。

　家令の男だけは何か言いたそうにしていたが、余計な口出しはしてこなかった。

　だが俺にとってはこれは不幸中の幸いと言っていい。屋敷から出てくれるのならば、退路を考える必要は無くなる。

「そう仰おつしやると思いまして、ただいま馬車を用意させております。御屋形様も身支度をお急ぎいただきますよう、お願いします」

「わかった。ではメイドどもを呼んで来い」

「承知いたしました」

　どうやらこの男、自分の身支度も一人でできないらしい。

　一瞬、その中に紛れ込んで──と考えたのだが、この人数に囲まれていては、さすがに処理が難しい。

　俺の見ている前で、リッテンバーグは身支度を整え、部屋を出て行った。

　街を離れるというのなら、それはそれで都合がいい。邪魔が入ることなく始末できるというモノだ。

　窓から眼下の様子を窺うかがうと、そこには装飾された馬車が一台、玄関口に停とまっているのが見えた。おそらくこれに乗って奴やつは避難するつもりだろう。

　俺は窓から身を翻し、糸を使ってゆっくりと馬車の上に降り立つ。

　無論、周囲の景色に溶けるように幻覚を設定しているため、俺の姿に気付いた者はない。

　しばらくすると騎士たちが馬に乗って集まってくる。これは護衛の部隊だ。

　そして遅れてやってきた標的が忙せわしない足取りで馬車に乗り込んでいく。

　俺はその時、奴の首にミスリル糸を巻き付けておいた。

　これでいつでも、奴の首を落とすことができる。

　馬車の前後を四騎ずつの騎馬が囲んで護衛する。

　その態勢が整ったところで、隊長と思おぼしき男が声を張り上げた。

「それでは出発！　各自周囲に充分に注意しろ。敵はどこに潜んでいるかわからんぞ！」

「ハッ！」

　威勢よく敬礼して見せる騎士たちだが……残念、すでにお前たちの主人の命は、俺の手の中にある。

　ゆっくりと動き出す馬車。いくら幻覚を纏まとっているとは言え、流れる景色に対応しきるのは不安があるので、俺は屋根の上で姿勢を低くしておく。

　やがて馬車は市街地を抜け、ラウムの東門を通り過ぎていく。

　リッテンバーグの別邸とやらがどこにあるのかは知らないが、この森の中というのは俺にとって実に都合がいい。

　護衛の騎士たちは前後を警戒してはいるが、まさかすでに馬車の上で待ち伏せているとは思うまい。

　途中、かさりと草を揺らして野ウサギが顔を出し、そこに騎士たちの視線が集中した。

　急きゆう遽きよ馬車を停止させ、即座に対応しようと動く騎士たち。

　だが顔をのぞかせたのがウサギと知ると、大きく溜ため息いきを吐き出した。

「なにごとだ！」

「いえ、ご心配なく。ただのウサギでした」

「ならさっさと進め。マヌケな刺客が後を追ってくるかもしれんぞ」

「ハッ」

　マヌケな刺客呼ばわりは心外だが、この停止はまさに天の配剤だ。

　隙を逃さず、馬車の上から張り出した木の枝へ、音もなく飛び移る。

　もちろん糸を使っての行為だが、まったく音を立てずそれを成し遂げる身体能力の向上には、目を瞠みはらんばかりだ。

　変化ポリモルフの魔法で変身している以上、俺の身体能力自体は生前のそれと変わらないはず。

　それなのにこの能力向上は、俺が生前いかに力を無駄にしていたかという事実を突きつけてくる。

　この力があれば、あの双剣の魔神にも引けを取らなかっただろう。ひょっとすればコルティナと協力していたら、死なずに済んだかもしれない……いや、いまさらの話か。

　とにかく、これで状況は整った。

　俺は馬車が離れていくより先に、糸を木の幹に巻き付けてその場を離れる。

　あとは馬車が移動すれば、自然にあの男の首を落としてくれるという寸法だ。

　問題はその直後に周囲を警戒されてしまうので、糸の長さの限界である百メートル離れてしまうより先に、現場から逃げ出せるかどうかだ。

　手甲が子供用のままなので、今の俺には少々キツイのも難がある。短時間ならともかく、長時間着けていると血の巡りが止まり、壊え死ししてしまうかもしれない。

　しばらくしてから、街道の先で女の悲鳴が上がる。声からしてリッテンバーグの身の回りを世話していたメイドだ。

　どうやら首尾よく奴の首を落とすことに成功したらしい。

　選よりすぐったミスリル糸は、強きよう靭じん極まりなく、先を急ぐ馬車は急には止まれない。

　ましてやリッテンバーグ本人が先を急せかしたのだから、自業自得だ。

　街道の先に小さく見える停車した馬車。

　騎士たちがそこに駆け寄り、中から男の身体を引っ張り出しているのが遠目に見える。

　遠くてよくわからないが、ダラダラと液体が流れ落ちていることと、その肩の上にあるべき物がないのは見て取れた。

「これでリッテンバーグの脅威は無くなったな」

　あとは俺が見つからないようにラウムに戻れば、一件落着だ。




　首尾よくリッテンバーグを始末した俺は、首都に向かって悠々と歩を進めていた。

　奴が迂う闊かつにも街を出てくれたおかげで、変化の制限時間までまだまだ余裕はある。

　なんだったらコルティナとフィニアに挨拶してから元に戻っても、問題はないだろう。

　俺がそんなことを考えていると、森の奥から強烈な殺気を叩たたきつけられた。

「──っ!?　誰だ！」

　殺気、いやこれは憎悪と言っていいほどの激しさを含んでいる。

　俺は糸を引き出し、即座に警戒態勢を取った。

　すると森の闇の一部が溶けるように崩れ、一人の少年が姿を現した。

「人……か？」

　そこから現れたのは、十四、五の少年のように見えた。剣と革鎧よろいで武装しているが、この近辺の冒険者なら、おかしい姿でもない。

　だがその雰囲気は子供の無邪気さなど、欠片かけらも存在しない。

「やれやれ、仕込みの様子を見に来てみればあっさりと殺されていたとはね。しかもやったのは見覚えのある顔と来た」

「……俺はお前に見覚えなんてないんだけどな」

　少年の顔に俺は見覚えはない。だから正直にそう返したのだが、少年の顔はみるみる歪ゆがんでいく。

「クファルだよ。だけど……ああ、そうだろうな、お前らはいつもそうだ。自分が手に掛けた存在など、気にかけもしない！」

「言いがかりだな。殺した奴の顔だってそれなりに覚えているもんだ」

「そう言うお前はまったく変わりが無いようじゃないか？　いや、魔道具か何かの力で化けているのか？」

「なに──？」

　そこまで言われ、俺もピンときた。

　今の俺が変化ポリモルフの魔法で変身しているように、こいつもそういった魔法を使用している可能性がある。

　本来の姿から違う姿へと変装しているのなら、見覚えが無くても無理はない。

　そこまで考えると、俺の脳裏には先日俺に化けた謎の男が思い浮かんだ。

「そうか、お前も誰かに化けていると──」

「だまれぇ！」

　そこまで言った段階で奴は唐突に爆発した。顔面を奇妙にひくつかせたかと思うと、突如足元の草を蹴散らして俺に飛び掛かってくる。

　激げき昂こうして正気を失っているのか、腰の剣にすら手をかけていない。

「──素手とは、舐なめられたもんだ！」

　俺の顔めがけて伸びてくる手を左手で払い落とす。

　だがその腕に焼けるような熱さを感じた。

「いっつ、テメェ、また酸を仕込んであるのか！」

「コロス……レイドォ！」

「正気ですらないか」

　素手で正面から向かってくるはずだ、奴はその腕に酸……いや、下手をすれば別の毒を仕込んでいる可能性もある。

　そうなると迂闊に素手で触れるのは危険な気がする。

　俺は奴の胸を蹴りつけ、その反動を利用して距離を取った。

　革鎧のおかげで大したダメージを与えられないが、距離を取れただけで良しとする。

「逃がすかぁ！」

「誰が逃げるか」

　稼げた距離はほんの一メートル少々。だがその間合いは剣の間合いでもある。

　剣を持つ相手が多かったので、俺にとってはもっとも警戒を必要とする距離でもある。

　しかし今の俺はカタナも装備している。素手の相手からすれば、むしろ俺が有利。

　引き出した糸をそのままに、腰のカタナに手をかけ抜き打ちを仕掛ける。

　躱かわされるタイミングではなかった。完全に奴の首を薙なぎ払ったはずだった。

　しかし奴の首は地に落ちず、水を打つような奇妙な手応えだけを残して刃が通り過ぎる。

「なにっ」

「アハハハ！　効かないんだよぉ！」

「クッソ──」

　とっさに左手から糸を飛ばし、こちらに伸ばしてきた奴の腕を搦からめとろうとした。

　だがそれもずるりとした感触のみを残して、すり抜けてしまう。

　そこで俺はマクスウェルの言っていたことを思い出した。

　人間以外の使い魔のような存在に幻覚をかぶせて、ごまかしている可能性だ。

「そうか、貴様、人間以外の──」

「うるさいと言っている！」

　俺はマクスウェルやマリアほど、魔法を使いこなせるわけではない。剣の間合いでは、奴の攻撃の方が俺の魔法より早い。

　距離を取るため、土を蹴り上げ目潰しを仕掛けた。

　しかしクファルはそれをまったく気にせず、突進を仕掛けてくる。

「んなろっ！」

　顔面に土が当たっても、全く気にする素振りを見せないクファル。だが突進してくるということは、急停止もできないということだ。

　俺はむしろ後ろに退さがるより、前に出ることを選択した。

　酸を仕込んだ手を持つ相手に、超接近戦を挑むとは奴も考えていなかったのだろう。

　一瞬驚いた顔をしたが、薙ぎ払うような動きでこちらの顔を払いに来た。

　しかし俺の速度には奴はついてこれていない。

　振り抜いた腕は俺を捉えることなく、空を切る。そして俺は奴の脇をすり抜けて、背後へ抜けた。

　そのまま足を止めず、地面を転がって距離を取った。

　起き上がりざまに魔法陣を描き出し、詠唱を開始する。

「朱の四、山吹の一、翡ひ翠すいの五──っ！」

　多量の魔力を注ぎ込み、解呪デイスペルの魔法を唱えかけた瞬間、俺はマクスウェルが北の地で受けた妨害工作を思い出した。

　魔法が禁止されている冒険者ギルド内で、魔法に依よらない変装を行っていた敵の存在。

　もしこの男がそうなら、解呪デイスペルの魔法では効果が無いかもしれない。

　だとすれば、こいつの変装はギフトのようなスキルや能力の可能性が高い。それを無効化する魔法は──

「──妨害ジヤミング！」

　とっさに描き出した魔法陣に修正を加え、別の魔法へと変質させる。

　解呪デイスペルの魔法も妨害ジヤミングの魔法も、効果の妨害を行うという点では似通っているため、魔法陣の構造が似ていたことが功を奏していた。

　妨害ジヤミングの魔法は様々な効果の維持を妨害し元の状態に戻す、中級の中でも上位の魔法だ。

　しかも俺の込めた魔力は通常の四倍にも及んでいたので、多少の冗長性を持たせることもできた。

　よほどのことが無い限り、この魔法で解除できない効果はないはず。

　なお、今の俺にこの魔法を掛けられた場合は、もちろんニコルの姿に戻る。

「ぐ、あああぁぁぁぁ！」

　魔法を解かれたクファルはなぜか悲鳴を上げて動きを止めていた。

　この魔法は付与効果を解除するだけのもので、苦痛を与えたりしない。

　だが奴やつは身み悶もだえし、術に抵抗しようと必死にその身を捩ねじっていた。

　それでも俺の込めた四倍にも及ぶ魔力には、抵抗しようがない。

　そもそも先手を取った時点で、俺の方が有利なのだ。

　奴の姿がぼやけ、薄れ──そして後には翡翠色をした人型の何かが現れたのである。

　最初俺は、その姿を目にして、翡翠が人の形を取ったゴーレムかと思った。

　だが違う。その身体は奴の身悶えに反応してプルプルと弾み、揺れている。

　それが奴の身体が柔らかい……粘液が人の姿を取った存在だと理解させた。

「スライム──か？」

「き、貴様は……貴様、なんてことを……」

「知性のあるスライムってのは、初めて見たよ」

「うるさい……うるさいうるさいうるさい！　俺は人間だ、半魔人であっても、スライムなんてものじゃない！」

「なにを言って──」

　崩れ落ちそうになる身体を支え直し、人型を保とうとするクファル。

　剣や糸が奴の身体を素通りしたのは、奴が肉の身体を持っていなかったからか。

　それに奴の色合い。それはラウムの街を病禍に陥れた、あの毒に似ている。

「ディジーズスライム。希少種だと聞いていたが、知性まであるとはな」

　だが考えてみれば、デンのような例もある。

　地脈の影響を受けて異常進化した場合、知性や力が急激に伸びる可能性はあった。

　奴もその、極少数例なのだろう。

「貴様はどうなんだ、貴様は！　俺は死んで、生まれ変わったらこの醜い体にされた。なら俺を殺した貴様はどうなんだ？」

「教えると思うか？」

「ならば力ちから尽ずくで……朱の四──」

「させるかよ！」

　俺に向けて妨害ジヤミングの詠唱を開始しようとしたクファルに、俺は糸を放つ。

　スライムには物理的な攻撃は効きにくいが、強化付与エンチヤントした装備でなら有効なダメージを与えられる。

　前回街中であった時、こいつに有効なダメージを与えられなかったのは、そのせいだ。

　それに今の俺の正体をこいつに知られるのはまずい。

　俺はコルティナの家に居候している身で、そのまま雲隠れとはいかない状況だ。

　それは、コルティナや他の仲間たちに俺の正体が知られることにも繋つながりかねない。

　詠唱状態に入っていたクファルは、袈け裟さ懸がけに斬りつけた俺の糸を避よけ切れずまともに喰くらう。

　ピアノ線ではなくミスリル糸を使用した今回の攻撃は、どうやら有効なダメージを与えられたようで、奴はぐらりと体勢を崩した。

「おのれ、貴様──」

「悲鳴すら上げないで、何が人間だ」

「まだ言うか！」

「ネタがバレては、お前に勝ち目なんてないぞ。スライムとわかっているなら、対処のしようはある」

　ましてや俺の手甲は、瞬時に強化付与エンチヤントを行える機能がついている。

　こいつにとって、天敵と言っていい装備だ。

　正体不明だった攻撃無効化のネタが割れては、こいつに勝ち目などない。

「コルティナに近付こうとしたのが、運の尽きだったな」

「殺してやる、絶対に──」

「それは断固として断りたいな」

　右手にカタナ、左手に糸を持ち、中距離から近距離での攻撃に備える。

　前回奴が酸を放ったのは、腕の装備に仕込んでいたからじゃない。奴の身体の一部を飛ばしていたのだ。

　ならばこの距離だって奴の間合いの中と言える。油断はできない。

　案の定、クファルは一歩も動かず、その場で腕を振る。

　酸を飛ばす攻撃だ。だがこれは俺も予想していた。本来、腕を振る必要すらないのに、あくまで人の形にこだわっているというわけか？

　俺も同じように腕を振って糸を飛ばし、飛来する酸を叩たたき落としていく。

　すべて叩き落とした後、俺は一息に踏み込んでカタナを突き刺した。

「ぐあぁ！」

「しらじらしい悲鳴を上げるな。スライムに痛覚はないだろう」

　一声かけてから再び革鎧よろいを蹴り飛ばす。

　鎧を蹴ったのは、他の部位だったら足を取り込まれて溶かされる可能性があるからだ。

　ゴロゴロと地面を転がり、再び俺たちの間合いは離れる。

　クファルは起き上がりながら、悲痛な叫びを上げた。

「俺は人間だと言っている！」

「どこの誰かは知らんが──待てよ、半魔人と言ったか？」

　そうだ、先ほど奴は自分のことを半魔人だと言っていた。そして、生まれ変わったとも言っていた。

　思い返せば、ゴブリン戦でマクスウェルへの連絡を妨害したのも、おそらくはこいつ。

　さらに言うと、その一派は魔神召喚を行っている。

　半魔人を名乗る男と魔神召喚、おまけに生まれ変わり。三つの事実が俺の中で繋がった。

「お前、あの時の神父──か？」

　俺が死ぬきっかけになった魔神召喚の儀式。それを行ったのが、孤児院の神父だった。

　もし奴が俺と同じように生まれ変わったとしたら？

　そして俺と違って、人間以外の何かに生まれ変わったとしたら？

　その答えは、奴の叫びによってもたらされる。

「ああ、そうだとも！　貴様はまた人間に生まれたようだが、俺はこのありさまだ！　つくづく恵まれた奴だよ、貴様はぁ！」

「ハッ、俺も生き汚いと思ったが、お前もかよ」

「北の地脈の影響を受けねば、今も自分が人間であったことすら思い出せず、ただ本能のままに生きて捕食するだけの存在だっただろうさ」

「そうしてくれた方が、よっぽど世のためだと思うがな」

「対して貴様は人間に生まれ変わったか？　前世では英雄、今世では人間。まったく俺とは大違いだな！　その幸運に吐き気がする」

「幸運だけで英雄まで登り詰めたわけじゃないぞ」

　確かに人間として生まれ変われたのは幸運なのだろう。それ以外の生命に生まれ変わる可能性は、今まで考えたこともなかった。

　だが前世の栄光は、俺が血ち反へ吐どを吐く思いで勝ち取ったものだ。幸運の一言で済ませて欲しくはない。

　その苛いら立だちを込めた一撃を糸に乗せ、奴を斬り飛ばす。

　敏びん捷しようさに劣るスライムに、その一撃を躱かわせるはずもない。

　革鎧を切り裂かれ、それだけに留とどまらず後ろへと大きく撥はね飛ばされた。

　正体は割れた、あとは油断せず息の根を止めれば、この鬱陶しい厄介ごとも収まるはず。

　不意打ちを警戒し慎重に近付く俺。だがそこに割り込む声が聞こえてきた。

「そこのお前、何をしている！」

「怪しい奴、そこを動くな！」

　見るとこちらに迫る騎影が複数。おそらくは先ほど仕留めたリッテンバーグの部下だ。

　犯人を捜すために街道を戻ってきたのだろう。

「チッ、面倒な時に──」

　一瞬視線を外したが、再びクファルに視線を戻す。

　しかしそこには奴の姿はなかった。

「くそ、擬態か!?」

　スライムの上位種、ブロブがそうだったように、奴も擬態能力を持っているのだろう。

　知能の低いスライムならば、そこいらの草むらに擬態する程度の能力しかないのだろうが、人間の知性を併せ持つとなると、厄介な能力と化す。

　俺の幻覚の指輪の活用法を思い返せば、その能力の有効性が理解できる。

　慌てて糸を元いた場所に叩たたきつけるが、有効な手応えは返ってこなかった。

　人間の知性を持つ上位スライム。その擬態や捕食能力は、ある意味面倒だ。

　無論、俺の知覚能力をもってすれば、探し出すことは可能だ。

　しかし時間をかけて奴を追うことはできない。

　騎馬を使ってこちらに迫る騎士の数は四騎。

「──退くべきか」

　上司が外道だったとしても、その部下のすべてが悪とは思いたくない。

　奴隷商の時のように己の悪事を理解して、悪に手を染めている連中ならともかく、彼らは正規の騎士なのだ。フレッドのような屑くずばかりのはずがない。

　一般人を巻き込んでしまうのは、俺の本意ではなかった。

　それに姿を隠したスライムの奇襲も侮りがたい。

「ああもう、覚えてろよ、クファル！」

　別に敗北したわけではないが、負け犬のような捨て台詞ぜりふを残して俺はその場を後にした。

　騎士たちの追跡を振り切り、俺は再び首都ラウムへと戻る。

　森という立地と隠おん密みつのギフトを利用すれば、連中のような素人の目をごまかすことくらい、わけはなかったのである。
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　とりあえず俺はマクスウェルの屋敷へと向かった。今回判明したことは、報告しておく必要があるからだ。

　ニコルとしても、今夜はマクスウェルの屋敷で保護されることになっている。その事実はコルティナにも伝わっているはずだった。

　事がミシェルちゃんの肉親にまで及んだのだから、この街の最大戦力であるマクスウェルが、俺の身柄を確保することに違和感はない。

「おう、おかえりニコル嬢……誰だ、お前？」

「出迎えご苦労。マテウス、だったか？」

　一応、俺レイドとこいつは初対面という扱いになるだろうから、俺は白々しく初対面を装って挨拶しておいた。

　だがマテウスも留守を預かる身だ。見知らぬ男が訪れれば、警戒もする。

　腰の剣に手を伸ばすマテウスを見て、俺は少し悪戯いたずら心が湧いてきた。

　結局リッテンバーグはほとんど身体を動かすことなく始末してのけた。クファルとの戦闘も、相性的な面でほとんど圧勝といっていい。

　つまり、今の俺の戦闘力を十全に発揮した経験は、まだない。

　マテウスほどの猛者ならば、この実力を存分に発揮できるだろう。

「爺じいさんの知り合いだよ」

「知り合いって言い方が卑ひ怯きようだよなぁ。敵だって知り合いの内に入るぜ？」

　この問いには答えず、代わりにニヤリと笑って見せた。あえてマテウスに勘違いを誘発させる態度である。

　そしてマテウスも、そんな俺の態度に乗ってきた。

　腰の剣を引き抜き、抜き打ちで俺に斬り掛かってくる。その速度は容赦の欠片かけらもない。

　だが今の俺にとって、その剣撃はあまりにも遅い。

　右の抜き打ちを半身になって躱し、左の斬撃は刃やいばの腹を叩いて逸そらす。

　対して俺は身体の流れたマテウスの足に向かってローキックを放つが、これはさすがに避けられる。

　だがそれくらいやれるのは予想通り。その勢いを殺さずさらに腕を振って半回転し、後ろ回し蹴りを放った。

　崩れた体勢に下から上への攻撃の変化。これについてこれず、マテウスは受けきれずに攻撃を食らう。

　しかしまともに直撃を受けるほど、奴やつも抜けてはいない。

　肩で蹴りを受けて急所への直撃を避け、そのまま俺に体当たりを行って間合いを取ろうとする。

　しかしその足が急に止まった。

「油断も隙もねぇなぁ、兄さん？」

「そう言うお前も、よく気付いたもんだ」

「……わかった、俺の負けだ。まったく、また負けだよ。ラウムはバケモノ揃ぞろいかよ？」

　そう言って肩を竦すくめたマテウスの首には、俺の糸が絡みついていた。

　その糸は背後のドアの取っ手を経由していたため、あのまま突っ込んでくれば、マテウスの首が締め上げられていたことだろう。

「だけどよ、俺も一応留守を預かってる身だ。名前くらい教えてくれないもんかねぇ？」

「ああ、挑発する真似まねをして悪かったな。俺の名はレイドだ」

　ほんの一瞬のやり取りだったが、マテウスの重い一撃を片手で払いのけられたことや、容易に見切ることができたので、満足している。

　やはりこの身体ならば、マテウス相手に後れを取ることは無い。

　それが確認できただけでも、大きな収穫と言えた。

　しばらくしてマクスウェルが帰宅し、マテウスに案内された俺はクファルについて報告することにした。

　早くも帰還していた俺に、マクスウェルは少し驚いたような顔をして見せたが、前世の俺の戦果を知る爺さんは納得し、気を取り直して話を聞くために応接室に移動した。

　無論マテウスは部屋から閉め出し、遠ざけておく。

「というわけで、クファルは前世の神父の生まれ変わりでスライムだった」

「いや、さっぱり分からんから、最初から丁寧に説明せんか」

　俺の簡潔明瞭極まりない説明は、マクスウェルにダメ出しされた。

　メンドクサイがここは爺さんが納得するまで説明することにする。

　奴が北の地にあるらしい地脈の影響を受けて自我を芽生えさせる下地を持ち、そして転生前の意識を取り戻したと聞いて、マクスウェルはさすがに驚きよう愕がくを露あらわにしていた。

「なんと、そのようなことが……いや、お主が目の前におらねば、一笑に付していたかもしれんなぁ」

「転生って意味じゃ同じかもしれんが、俺と奴じゃ根本的に違うぞ。俺はマリアの魔法によって生まれ変わったんだからな」

「そういう意味では奴は天然物の転生者ということになるか。貴重な存在ではあるな」

「これをコルティナにどう伝えるかは、爺さんに任せるよ。それと今日変化ポリモルフの巻物スクロールを使っちまったから、今月は会いに行けないって伝えてくれ」

　クファルとの交戦や、騎士の追跡を避けたことで、すでに会いに行くだけの時間は無くなっていた。

「それは……勘弁してもらいたいのぅ。乙女の癇かん癪しやくは手に負えんのじゃ」

「といっても、変装しておかねぇと、ニコルの仕業って知られちまう。仕方ないだろう？」

　これが見ず知らずのオッサン相手なら、俺もそのままの姿で襲撃を掛けただろう。

　だがミシェルちゃんの両親がいるとなると話は違う。彼らは俺の顔を見知っているため、大人を寄せ付けないほどの強さを見せた場合、怪しまれる可能性もある。

「後先考えんと変化ポリモルフを使うから……」

「言うな。後になって必要なかったかと思わなくもなかったんだ」

　フレッド程度の敵なら、ニコルのままでも制圧できた気がしないでもない。もっともその場合、クファルとはニコルのままで対たい峙じすることになっただろうから、変身していてよかったかもしれない。

　変身の功罪に頭を悩ませていた俺の身体に、突然激痛が走った。

　これはここ数か月で何度も経験した痛みだ。つまり、元に戻る時の苦痛。

「くっ、時間切れか……マクスウェル、頼む……」

「服か？　しばし待っておれ」

　歯を食いしばって、俺は後をマクスウェルに頼む。それを聞いてマクスウェルは応接室を飛び出していった。

　さすがに何度も経験しているので、気絶するのは耐えられるようになっているが、それでも身動きは取れなくなる。

　その間に俺の制服を持ってきてもらいたかったのだ。

　今着ている騎士服は元の身体にはサイズが合わないため、着替えは必須である。いや、目の前にいるのはマクスウェルだけなので、別に素っ裸でも構わないのではあるが。

　俺が変化を終えたと同時に、マクスウェルが俺の制服を持ってきてくれた。

　気け怠だるい身体でそれを受け取り、もそもそと着替える。

　人目を気にしない俺の態度に、マクスウェルは呆あきれた声を上げていた。

「いやはや、淑女の道は遠そうじゃな」

「そんな道は歩んでねーし。いや、それはともかく」

　変化ポリモルフの効果時間が来たせいで話の腰が折れてしまったが、今はクファルについてだ。

「確かにデンの例もある。じゃがスライムが異常進化する可能性は考えておらなんだわ」

「ああ。以前お前が冒険者ギルド内で魔法が使えないのに変装した犯人がいたと言っていたな。あれも多分、クファルなんだろう」

「スライム系のモンスターが持つ擬態の能力を利用して変装したということか。知恵を持つと厄介なモンスターと化すものじゃな」

「それとこの間のクラウドが見つけた毒……」

「ディジーズスライムの破片じゃったな。北部で討伐履歴は残されておらなんだ」

　北部に出現したスライムのレア種。それは討伐されることなく姿を消している。

　そしてそのモンスターが持つ同様の毒がこのラウムに撒まかれ、同時にスライムに転生したクファルが現れた。奴は半魔人の地位向上を魔神召喚によって成し遂げようとしており、同様の目的を持ち、同様の手段を用いる集団も現れている。

　これを繋つなげて考えない方がおかしい。

　そう考えると、クファル本人が言っていたように、奴が俺の死のきっかけを作ったあの神父であるという主張にも説得力が出てくる。

「お主を死に追いやった者がまた敵に回るか。なんとも……奇縁としか言えぬな」

「白いのがなんか仕込んでんじゃねぇかと思えてくるくらいにな」

「時にレイド、装備の方はどうなんじゃ？　スライムというからには腐食毒も持っておるはずじゃ。あれほどの装備がダメになるのはさすがにしのびないぞ」

「そっちは大丈夫だ。邪竜の素材を使っているし、糸もミスリル製だからな。腐食毒くらいなら跳ね返せる。素材もさることながら、さすが師匠というべきか。カタナの方は後で手入れしておくよ」

「ならばお主でもクファルに対して有効打は持てるということか。スライム系に物理打撃は効きづらいからのぅ」

「それに強化付与エンチヤントもある。今の俺なら余裕で対処できるさ」

　正体さえわかれば恐れるような相手じゃない。事態の先手さえ取らせなければ、対処はできるはずだ。

　俺はそう確信を持って、断言していた。
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　冒険者の宿も兼ねた酒場の娘──リジスがその物音に気付いたのは、本当に偶然だった。

　二階の自室で夜中に咳せきが止まらなくなり、水差しから水をカップに注ついだ時、一階から物音が聞こえてきたのだ。

　一瞬父を起こすべきか逡しゆん巡じゆんしたが、なんとなく、本当に気まぐれのようにそこまでする必要はないと思ってしまう。

　それにここは冒険者の宿。他の冒険者も大勢いる。万が一押し込み強盗のような不ふ逞ていの輩やからだったとしても、悲鳴を上げれば、瞬く間に侵入者は取り押さえられてしまうだろう。

　ランタンを持ち一階への階段を降りていくと、入り口付近でうずくまる人影を発見した。

　それは少年の姿をしており、そしてリジスにとって見知った顔をしていた。

「クファル君!?」

「ああ、リジスさんか……起こしちゃったかな」

「そんなのはどうでもいいよ！　どうしたの、怪け我がでもしてる？」

「いや、これは疲れてるだけだから心配しなくてもいいよ。それより、イーガンとウーノはいるかな？　緊急の報告があるんだ」

「二人とも二階の部屋に泊まっているけど」

「呼んできてくれる？　いや、僕の方から行くよ。仕事の話だから」

「そんな体調でお仕事なんて──」

「よせ、くるな！」

　慌てて手に持ったランプをテーブルに置き、そばに駆け寄って肩を貸そうとしたリジスだったが、それはクファルの声によって制止させられた。

　今他者の手によって触れられれば、『クファル』という形を維持できず、崩れてしまう危険がある。そんな恐怖を、彼は抱いていた。

「な、なんで……」

「いや……汚れているから。それに少し……わかるだろ？」

「わかんない。けど、わかった。冒険者だもんね」

　冒険者である以上、人に話せない秘密を持っていることもある。

　今のクファルはそういった秘密を抱えているのではないか？　そうリジスは察していた。

　それはある意味では正しく、またある意味では勘違いではあるのだが、それが彼女の身を救ったともいえる。

　もし正体がバレたなら、クファルは容赦なくリジスを抹殺しただろうから。

「じゃあ、先に連絡してくるね。あ、お水は好きに飲んでいいから、少し休んでいったら？」

「うん、そうさせてもらう。気を使ってもらって悪いね」

「なに言ってるのよ。クファル君はお客さんじゃない。それくらいはサービスするわ」

　一階部分は食堂兼酒場になっているため、各所のテーブルには水差しが常備してある。

　これは毎朝中身を交換するのだが、深夜の今なら中身の残ったものもある。

　クファルはそこで一旦休憩を取ってから、仲間の男たちの部屋へと移動した。

　リジスは気になったような素振りを見せていたが、そこは冒険者の集う酒場の娘。余計な詮索はせず、何も聞かずに立ち去って行った。

「やあ、夜分に悪いね」

「いや……それよりどうした。なんだか動きがぎこちないぞ？」

「少し失敗してね。体調があまり良くないんだ」

「怪我でもしたのか？　クファルが失敗するなんて珍しいな」

　軽口を叩たたいては見たが、それは彼らにとって予想外の言葉だった。

　クファルは基本的に慎重に行動する。

　できるだけ表舞台に立たず、暗躍して事態を進行させようとする傾向があった。

　その彼が失敗し、手傷を負って戻ってくるというのは、驚愕に値する出来事だった。

「相手が相手だったからね」

「確かラウムへの牽けん制せいだったよな？　ということは六英雄が出張ってきたか」

「うん。それもまさかの人物がね」

「まさかの、ということはマクスウェルやコルティナにやられたんじゃないな？　ライエルかガドルスでも出てきたのか？」

「いや、もっと意外だよ。レイドが生きていた」

「なに!?」

　暗殺者レイド。ある意味彼らにとって、最も警戒しなければならない存在。

　しかしレイドは、二十二年前に死亡しているはずである。

　それは世界各地に知られた事実であり、また実際にその死体を目にしたものも多数存在している。事実、姿を目にした者は、この二十二年間存在しなかった。

「いや、そんなはずはない。レイドの死は世界中で知られている。今さら『実は生きていました』なんてことはありえない！」

「ああ、その意見は実に正しいね」

「だったら──」

「多分……転リーインカー生ネーシヨンだよ。妨害ジヤミングの魔法を受けるのを異様に嫌がっていたから」

「幻覚イリユージヨンの魔法でも使用して、元の姿をしていたって言うのか？」

「多分違う。動きに違和感がなさ過ぎたことから、おそらくは変化ポリモルフだ」

「なるほどな。自分ならよく知っているというわけか。それにしても、変化ポリモルフの魔法まで使える暗殺者が相手とか、少しばかりシャレになってないな？」

　実際に手合わせしたらしいクファルの言葉に、イーガンが眉を顰ひそめる。

　あのレイドの殺人技術に変身の魔法まで加わっては、太刀打ちできる未来が見えない。

　その存在は下手をすればライエルよりも脅威といえる。

「そうだね。あれは放置してはいけない存在だ。なによりも……最優先で排除しなければならない」

「ああ、それには同感だ。だが姿を変えているのなら、元の姿は誰なんだ？」

「それがわかれば苦労しないね。今でも不明。だが、ラウムに住んでいるのは、それも最近住み着いたのは確定じゃないかな」

「なぜそうわかる？」

「あの街で事が上手うまく運ばなくなったのは、ここ数年だからさ。これまでは上手く行っていたのに」

「だがラウムだけというわけでもないぞ。南部のジーズ連邦でも協力者を潰されている」

「あの奴隷商か。だけど彼は少しばかり迂う闊かつだったからね。どこかで情報が漏れたのかもしれない。ジェンド派なんて連中を呼び込むんだから」

「『有名な』暗殺集団ね。レイドもそうだが、名を知られた暗殺者ってのは暗殺者として三流なんじゃねぇか？」

　優れた暗殺者とは、殺人が人の手によるものだとすら知られない。

　そういう意味ではレイドが暗殺者としては三流だという主張も、間違ってはいない。

「そうだけどね。それでもレイドの殺傷能力が侮れないことに変わりはない」

「それがラウムに居座っているっていうのか」

「敵の正体が割れるまでは、ラウムには手を出さない方がいいかも。代わりにこちらの戦力を充実させよう。召喚の具合はどうだい？」

「尖せん兵ぺい級が一体。戦士級が一体。後は雑魚が四体ってところだ。召喚者の方は二人増員に成功している」

「ふん……なら戦士級を一体、僕の元に回してくれ」

「どうするんだ？」

「もったいないけど、糧にするのさ」

「魔神を魔神の贄にえにするのか？　そんな話は聞いたことが無いが」

「そこはそれ。極秘事項ってやつだよ」

　ニタリと笑うクファル。その笑顔に背筋を凍らせる二人。

　余計なことは言うまいと身体を震わせ、その夜の密談は終了したのだった。




　北部の極限。邪竜コルキスの巣のさらに北。

　この地こそが邪竜降臨の地であり、クファルが自我を取り戻した地でもある。

「あの、こんなところで何するんですか、クファルさん」

　そこに三つの人影が存在した。

　一つはクファル。一つは同じ組織の痩せた半魔人の男。そしてもう一人は身長二メートルはあるマントを頭からかぶった人影。

　背の高い人影はいうまでもなく、召喚した魔神の変装である。

　こうして姿を隠さないと、どこで人に見られ、敵として見み做なされるかわからない。

「こんなところ？」

「え、ええ……その、なにもないですし」

　半魔人の男の言葉に、わずかに不快なニュアンスを含ませた声を返すクファル。だが男はそれに気付かない。

　そんな空気の読めない男に対し、クファルは軽く息を吐いて説明を始めた。

「ここは地脈の通った地でね。ここで召喚を行えば、おそらくは今まで以上に強力な魔神を呼び出せるだろう」

「マジっすか！　なら早速生贄を連れてきて──」

「だがそれほど強力な魔神だと、僕たちの手に負えない可能性がある。僕たちだけが滅ぼされ、今の人の治世が続くのでは意味がない。次世代の支配者は、虐げられた半魔人が掴つかまねばならないのだから」

「あ、それもそうですね」

　ここで召喚を行えば、クファルたちの制御を越えた、それこそ邪竜のような存在を呼び出してしまう可能性もある。

　そうなれば真っ先に滅ぼされるのは、召喚を行ったクファルたちだ。

　人間主導による世界支配を崩すために自分が滅んでしまっては、本末転倒といっていい。

　だからこそクファル本人は、この地で召喚を行ったことは一度もない。

　同時にそれほど『力』溢あふれた地だからこそ、クファルは知性を得ることができた。

　ここで多くの生物を捕食し、討伐に来た冒険者を返り討ちにしてきた経験が、彼を普通のスライムから外れた存在へと進化させたと思われる。

　そして今、彼は再びこの地に戻ってきた。

　レイドに手痛い敗北を喫し、さらなる力を得るために。

「ここなら周囲に民家もない。魔神の変装を解いても大丈夫だよ」

「いいですね。コイツもいつもこんなボロキレかぶってたんじゃ、気も滅め入いるでしょうし」

　男の指示で、魔神にかぶり物を取らせる。

　その下から現れたのは単眼禿とく頭とうの巨漢だった。

　そのいかつい肩からは二本ずつ、左右で合計四本の腕が生えている。

「単独戦闘に特化した戦士級の魔神か」

「ええ、戦士級のシャルヴィスって魔神です。力が強くて腕が多いですから、そこらの冒険者じゃ相手になりませんよ」

「いいね。腕の数はともかく力が強いのはいい」

「え？　うん、そうっすね？」

「僕が喰くらうには、実にいい」

「え──」

　クファルはそう言い放つと同時に、姿を溶かし、魔神に襲い掛かった。

　人の姿をかなぐり捨て、まるで陸に現れた津波のように魔神に覆いかぶさる。

　召喚者の命令を受けていない魔神は、身を守る行動を取ることもできず、まともにその攻撃を受けてしまっていた。

「す、スライム!?　いつの間にすり替わった！」

「グアァァァァァッァァアアアアァァァァ！」

　防御も攻撃もできなかった魔神は、ただ闇雲に腕を振りスライムを引き剥がそうとする。

　だがその引き剥がそうとする動きのたびに、魔神の首に取り付けられた首輪が締まり、彼を苛さいなんでいた。

　その首輪は、命令に無い行動を取った場合、制裁を与える魔道具だった。

　召喚者の男も、それまで一緒にいたクファルがスライムに変化したことについていけず、ただ狼ろう狽ばいした声を上げるだけ。

　そうこうしているうちに魔神の外皮が次第に溶け崩れていく。

　ここでようやく男はスライム──クファルを引き剥がす命令を下した。

「シャルヴィス、そのスライムを引き剥がせ、踏み潰して地面の染みにしてしまえ！」

　正式な命令を受け、ようやく魔神の拘束が解かれる。

　苦痛という呪縛から解き放たれた魔神は、猛然とその四本の腕を振り回し始めた。

　しかしすでにその身体はスライムによって覆いつくされている。しかも外皮は浸食され、さらに毒を受けたのか皮膚の下の肉も、紫色に変色し始めていた。

　男も魔法は使えたが、すでに取り付いているスライムに攻撃を仕掛けては、魔神に当たってしまう可能性が高い。

　下手な手出しもできず、ただ見ているだけしかできなかった。

　そしてやがて、魔神は力尽きて、その場に倒れ込んだ。

　その身体は光の粒になって消えていくが、スライムはその場に残された。

　地面に残った粘液溜だまりの上に、半透明の人の顔が浮き上がる。

「ああ、そういえば君も魔法が使えたんだっけ。なら僕の糧になれるかな？」

「お、お前はいったい……クファルさんをどこに」

「まだわからない？　僕がクファルさ。君たちはスライムをリーダーとして崇あがめていたってことだよ」

「そんな、ばかな!?　スライムごときが！」

「それじゃ……イッタダキマアァァァァァス♪」

　クファルの歓喜に満ちた声が、男にとって最期に聞いた言葉となった。

　その日、北の荒野に向かった三人は、たった一人になって戻ってきた。

　しかしそれを目撃したものは誰もいなかったのだ。
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　あれから、さらに時が過ぎた。

　クファルのちょっかいを警戒していた俺たちだったが、あの時の襲撃以降、奴は姿を現していない。

　当時は周囲を警戒していた俺たちだったが、やがてその警戒も薄れていった。

　まず、マクスウェルがモンスターの接近を感知する敵性感知エネミーサーチを展開しているのも大きい。

　常時展開することはほぼ不可能に近い魔法なのだが、マクスウェルの魔力量なら、それすら可能となる。

「えー、皆も五年間、この学院において精進をし、今や魔術師としてどこに出しても恥ずかしくない力量を持つに至り……」

　そのマクスウェルは今、講堂の壇上において珍しく長いコメントを述べていた。

　そしてその前には今年卒業する生徒たちが整列している。すなわち、俺たちだ。

「諸君らはこれからそれぞれの道を歩む。中にはつらい道を選択したものもいるだろう。しかし学院で学んだ知識と経験があれば、必ず乗り越えることができるはずじゃ」

　俺は講堂に並べられた椅子に座り、珍しく熱の入った祝辞をぶち上げるマクスウェルを眺めていた。

　隣に座るレティーナとマチスちゃんは胸の前で手を組んで涙を堪こらえていた。いや、堪えているつもりなのだろうが、すでに決壊していた。

「ほら、レティーナ。涙と鼻水拭いて」

「だっで、だっでぇ」

「レディが鼻水まで流すものじゃないでしょ」

「ニゴルざんにいわれだくないわよ！」

「濁るって言うな」

　俺からハンカチを受け取り、涙を拭うレティーナ。ついでに鼻水もかんでから、ハンカチを返してくる。

「ばい」

「いや、いいから」

「ぞう？」

　ドリル幼女の鼻水付きハンカチなんて、少なくとも俺は欲しくない。

　後で洗濯してもらってから、コルティナにでも返してもらえばいいだろう。

「でもニコルさんも卒業式が終わればすぐ街を出るのでしょう？」

「うん、すぐっていっても一週間くらい後だけど。それに、ときおり戻ってくるけどね」

「さびしくなりますわね……」

　マチスちゃんもここで堪えられず、涙をポロリと流した。

　俺はハンカチを渡そうとして、すでにレティーナに渡していたことに気付く。

「マヂズぢゃん、ハンガヂ」

「いいえ、結構ですから」

　レティーナは鼻をかんだハンカチをマチスちゃんに渡そうとして、丁重に断られていた。

「レティーナ、少し落ち着け？」

「うん」

　いつもならこれだけ賑にぎやかにしていると注意されたものだが、今日に関しては大目に見てもらえている。

　さすがにこの日にまで、細かいことを口にする教師はいない。

　そうしているうちにマクスウェルの祝辞も終わり、各クラスの代表が卒業証書を受け取りに前に出ていく。

　コルティナのクラスからは俺……といいたいところだったらしいが、爵位を勘案してレティーナが前に出て行った。

　正直言うと、あの有様だから何かポカをしないか不安だったが、大したトラブルもなく証書を受け取り戻ってくる。

　そしてつつがなく式典も終わり、俺たちは講堂を出た。

　これで俺たち生徒は、晴れて卒業生となり生徒ではなくなる。

　そう思うと感慨も湧く。俺は青く澄み切った空を見上げ、熱くなる胸に手を当てて興奮を鎮めていた。

　その姿を周囲の生徒たちは遠巻きに見つめている。

　春ということもあり周囲は季節の花びらが舞い踊っている。その中に佇たたずむ俺の姿に見入っているのだろう。

　それくらいには、俺の外見は女性として成長していた。残念ながら、それが自覚できるくらいには育っている。

　男女を問わず見み惚とれているその中を、猛然と駆け寄ってくる男がいた。

　この俺に何のためらいもなく駆け寄れる男なんて数えるほどしかいない。この場合、間違いなく──

「ニコルゥゥゥゥゥ！」

「くるな！」

　ライエルだった。

　涙と鼻水を、花粉症かといわんばかりにダダ漏らしにして、立ち尽くす俺を抱きすくめんと襲い掛かってくる。

　俺は一声叫んでその抱擁を躱かわそうと、鋭くバックステップを踏む。

　しかしそれより先にライエルの抱擁が俺に襲い掛かった。

「ぐえぇぇ!?」

「ああ、ついに卒業してしまったんだな。涙をこらえる姿も可愛かわいかったぞ！」

「そんなことないし、遠くからしか見てなかったでしょ。それに苦しい！」

　馬鹿な、前世ではさっきの速度で充分に回避できたはずなのに。

　こいつの肉体、若返ってからさらに素早くなってやがる。

「それにしても、ニコルも立派になったものだな。もう立派なレディだ」

「うぐっ」

「さっきの光景は、俺でも少し見惚れちゃったぞ。まるでマリアみたいだった。少し若いけど」

「あらあなた。私は今でも若いわよ？」

　爆走してきたライエルの後ろから、ゆるゆるとマリアが近づいてきた。

　頬ほおに手を当て、困ったという表情をしているが、その背後がそこはかとなく黒く見える。

　ライエルも硬直して抱きすくめていた俺を解放してしまう。

「こんにちは、マリア様、ライエル様」

　そこに如才なく挨拶をしに来たのは、マチスちゃんだ。さすが商人の娘。

　スカートの裾をちょいとつまみ、優雅に一礼する姿は貴族と名乗っても通用しそうなほど堂に入っていた。

　ライエルもすかさず話題を変換するべく、マチスちゃんに返礼していた。

「やあ。いつもニコルが世話になっているね」

「失礼な、世話になってなんかないし」

「あら、先週も準備運動のマラソンの最中に倒れて介抱されていましたわよ？」

「レティーナ、うるさい」

　号泣から復帰したレティーナも、ライエルたちに挨拶すべくそばにやってきた。

　こちらは本物の貴族なので、完璧な所作で一礼する。

「こんにちは、ご機嫌麗しゅう、マリア様。ライエル様も壮健そうでなによりですわ」

「あ、君も先にマリアに挨拶するんだね……いやいいけど」

　多少の付き合いがあるなら、ライエルとマリアのどちらが実権を握っているか、一目瞭然である。

　どちらを優先するかは、自明の理と言えよう。

「マチスちゃんも元気そうでよかったよ。卒業おめでとう」

「ありがとうございます。ニコルさんのおかげで楽しい学院生活を送れました」

「そう言ってくれると、留学に出した意味もあったというモノだね」

　ライエルはがっしりとした手を彼女に差し出し、マチスちゃんもその握手に応える。

　マチスちゃんは高等部に進学せず、実家で商売の勉強をするらしい。

　高等部は貴族の勢力がさらに強くなるため、その方が気が楽というのもあるだろう。

「はいはい、みんな集まってるー？」

「あ、コルティナ」

「学院じゃ先生と……もう呼ぶ必要はないわね。まあいいわ、卒業式も終わったことだし打ち上げするわよ！　教室にお菓子とか用意してあるから、みんないったん戻りましょ」

「お、そりゃいいな。俺もお邪魔してもいいかな？」

「あんたはすっこんでなさい。生徒が緊張しちゃうでしょ」

「もうお前の生徒じゃないんだろ？」

「うぐ……ライエルのくせに生意気な」

　珍しくコルティナの方が口くち喧げん嘩かに負けている。

　それを見て笑いを堪えていたマチスちゃんが、控えめに提案してくれた。

「コルティナ先生、わたしたちもライエル様に参加してもらった方が楽しいです」

「そ、そう？　まあいいわ。ホールトンさんに免じて参加を許してあげる！」

「そりゃありがたいね。彼女には感謝しなきゃ」

　こうしてこの日は日が暮れる寸前まで、教室で騒ぐことになった。

　ライエルとマリアの周りにも人だかりができていた。

　きっと他のみんなも、忘れられない卒業式になったことだろう。




　魔術学院初等部の卒業式から、さらに一週間が経たった。

　やはりクファルの手出しはいまだない。おかげで俺も、コルティナとゆっくりとした日々を過ごすことができていた。

　問題はレイドの姿でそれができないことである。

　前回の騒動で変化ポリモルフの巻物スクロールを使用してしまったため、再使用禁止期間クールタイムに入っていたからだ。

　コルティナはかなり不服そうにしていたが、親友の娘とゆっくり過ごせる時間も、それはそれで楽しんでくれていたようだ。

　こうして俺たちがストラ領に向かう日がやってきた。

　街門にはコルティナにマクスウェル、それにレティーナ。マチスちゃんや孤児院の子供たちまで見送りに来てくれていた。

「こんな盛大な見送りになるなんて」

「村を出た時より派手だねー」

「みんな、来なくていいって言ったのに」

　孤児たちの見送りを受けたクラウドの目は、どことなく潤んでいる気がする。

　彼の出立を見送ってくれる仲間に、感動を覚えているのだろう。

「お前はもう孤児院の仲間じゃねーけど、この街が故郷ってのは変わらねぇからな」

「なんかあったら戻ってきてもいいぞ。下働きくらいはさせてやるよ。馬車馬のようにこき使ってやる」

「ぜってー戻らねぇし！」

　憎まれ口を叩たたき合う孤児たちをシスターは、温かく見守っている。

　彼らの毒舌が、心からの物でなく照れ隠しであることを理解しているからだ。

「ニコルちゃん、冒険者は危険な職業よ。常に自分が生き延びることを最優先して、ね？」

「うん、コルティナも元気で。六英雄で一番狙われやすいんだから」

「もちろん気を付けるわよ。でも来たら返り討ちにしてやるわ」

　グッと拳を握って力コブを作って見せるコルティナ。問題はその細い腕には全く筋肉が見当たらないことである。

　だがそんな仕草も可愛らしいので良い。日頃キリッとした印象を持つ彼女が、そんな少女のような仕草をするのは、ギャップがあって実に可愛らしく思えた。

「ミシェルも身体に気を付けてね。後、ニコル様をしっかりお守りするんだよ？」

「うん、まかせて」

「二人とも、絶対ラウムに戻ってきてね？　わたし、ずっと待っていますわよ」

「もちろんだよ。レティーナちゃんは親友だもん。絶対また戻ってくるから」

　そこでレティーナは俺の方に向き直り、懐からハンカチを取り出した。

　それは先日、俺が彼女に貸して、ぐしょぐしょにされたハンカチだった。

「これ、洗濯しておきましたわ」

「そりゃどうも。安物だから気にしなくてもいいのに」

「侯爵令嬢たる者、人に施しを受けてそのままとはいきませんの」

　ツンとした澄ました表情も、長続きはしなかった。

　しかしそこで我慢の限界に達したのか、レティーナの目からボロボロと涙がこぼれ落ち始める。

「あーあー、ほら、これで涙拭いて」

「それは、さっき、返した……ひっく……」

「また戻ってきた時に返してくれればいいから。それより、そんなに目を腫らしていたら、可愛い顔が台無し」

「あなたに言われると無性に腹が立ちますわね！」

　かっさらうようにハンカチを受け取り、涙を拭ってまた鼻をかむ。

　もうレディの風格が欠片かけらも残ってない。そこへマリアとライエルもやってきた。

「こうやってあなたたちを見送るのも二回目ね」

「うん、村を出た時と、二回目」

「ニコル、妙な奴やつがパパたちの周りを嗅ぎまわっているらしいんだ。怪しい奴に絡まれたら容赦するんじゃないぞ？」

「わかってる。敵に情けを掛けるな、でしょ」

「そうだ。特にニコルは可愛いんだから、近寄ってくる怪しくない男にも容赦するんじゃないぞ」

「それはそれでどうかと思う。でも容赦はしないから安心して」

　そもそも男に近寄られるなど、ぞっとする。

「それと……助けが必要な時はいつでも連絡しなさい。ガドルスでも冒険者ギルドでもいい。そこから俺に連絡が来るようになっているから」

「……いいの？」

　ライエルが動くということは、そこらの父親が動くのとはわけが違う。それこそ政治の問題にも発展しかねない。

「ああ。娘を助けるのは親の務めだ。それを誰が咎とがめるって言うんだ？　特にニコルは遠慮しすぎている」

「うん、わかった」

　ライエルの親心に、俺は少し感動してしまった。

　もし前世でコルティナと結婚し、子供ができていたら、俺もこんな風に頼たより甲が斐いのある男になれただろうかと考えてしまう。

「ニコル、カッちゃんにもお別れ言わないと」

　マリアがそう言うと胸にカッちゃんを抱えて差し出してくる。

　カッちゃんはフィーナの世話役兼ペットとして、ライエルの屋敷に正式に住み着くことになった。

　これはペットの存在が子供の情操教育にいいという資料をライエルが見つけたからだ。

　それにフィーナはマリアとライエルにとって、最大の弱点にもなる。その護衛をカッちゃんがやってくれるのなら、これほど心強いことはない。

　この別れも悲しいものがあるが、これも永遠の別れというわけではないので、あっさりしたものだった。

　そしてしばらくして、一台の馬車が門のそばにやってきた。

　乗っているのは商人のテムル。俺がこの街にやってくる時に世話になった人だ。

　そして護衛はその時と同じく、レオンとエレンがついていた。

　ストラ領に向かうまで、俺たちは彼らとともに護衛をすることになっている。

　これも冒険者の仕事というわけだ。

「それじゃ、いってくるね！」

　努めて明るく、俺は手を振った。

　マリアが感極まって涙を流す。ライエルは言うに及ばずだ。

　レティーナも千切れそうなほど手を振って、別れを惜しんでくれている。

　ラウム森王国首都、ラウム。ここは間違いなく俺の第二の故郷と言える街になっていた。




　今回の目的地は、ストラ領の首都であるストラールという街だ。

　その街は街道を五日ほど北上した場所にある。デンの住んでいた岩山の少し北に当たる場所だ。

　デンは森の中を彷徨さまよっていたため、ラウムまで一週間掛かったが、拓ひらかれた街道を通るならそれほど時間はかからない。

「それにしても、ニコルちゃんは大きくなったわよね。すっごく美人さん」

「そ、そうかな？」

「もちろんミシェルちゃんも可愛かわいくなったわよ。私、見違えちゃった！」

「えへへー」

　冒険者の一人、エレンは成長した俺たちの姿に絶賛の言葉を垂れ流していた。

　変装した姿でなら会ったことはあるが、この姿では久しぶりになる。

「フィニアちゃん……はあまり変わらないわね。むしろ変わらないのがうらやましい」

　エルフのフィニアはこの数年まったく成長した素振りが無い。

　人間のエレンからすれば、それは嫉妬すら覚えかねないほど羨ましいのだろう。

「そうだね、二人ともすごく背が伸びたね。びっくりしたよ」

「もう、女の子に対する誉ほめ言葉じゃないでしょ、それ」

「いや、でも子供に対する誉め言葉にはなっているから……」

「子供って言われて喜ぶ女の子は少ないと思うの」

「そうなのか？」

　エレンとレオンの二人のやり取りを見て、何となく前世の俺とコルティナを連想した。

　なるほど、当事者だった時は気が付かなかったが、外から見てるとどう見ても仲がいい。

　これを頻繁に見せつけられていたマクスウェルは、さぞやきもきしたことだろう。

「ね、ね？　あの二人って今考えたら好きあってるよね？」

「そーだねー、バレバレだよねー……」

「だよねー。いいなぁ、なんだか憧れちゃうなぁ」

「ミシェルちゃんだったら引く手数多あまただと思いますよ？」

　フィニアが、頬ほおをおさえて悶もだえるミシェルちゃんに、そんな指摘をして見せる。

　この二人は性格も体形も正反対だが、妙に気が合うところがある。まるで姉妹みたいだ。

「え、そっかな？　そんなことないと思うけど」

「まあ、ミシェルちゃんはいろんなところから引く手数多だけどね」

「むぅ、ニコルちゃんがいじわるだ！」

　ミシェルちゃんを欲しがる組織は多い。軍隊に貴族。他国の組織に至るまで。

　俺が軽く皮肉を飛ばすと、打てば響くような反応を返してくるミシェルちゃん。

　この反応の良さがあるからこそ、彼女は誰からも好かれるのだろう。

　いつの間にかエレンがこちらに恍こう惚こつとした視線を送っていた。

「ああ、美少女三姉妹ってのもいいわねぇ」

「わたしとミシェルちゃんは姉妹じゃないし？」

「そんなのわかってるけど、女の子が仲良くしてるのを見てるのはとても楽しいの」

「そんな見世物みたいに……」

「ニコルちゃんの美貌は充分鑑賞に値するわよ」

「それは少しうれしくない」

　俺は見られるよりも見る方が好きなタイプだ。フィニアやミシェルちゃんを見ているのは非常に楽しい。

　今もフィニアに宥なだめられているミシェルちゃんを見ているのだが、仲の良い姉妹のようで非常になごむ。

「ん、どうかしたの、ニコルちゃん？」

「んーん、なんでも」

「そう？」

　不思議そうに首を傾かしげるミシェルちゃんは、贔ひい屓き目めなしに可愛らしい。

　この外見で、あれほどの弓の技量があるのなら、リッテンバーグでなくともそばに置きたくなるのはわかる。

　だからこそ、彼女の身は俺が守ってやらねばなるまい。

　彼女は俺の命の恩人で、戦友で……仲間なのだから。

　ミシェルちゃんの追及をごまかすように、視線を前に向ける。

　街道とは言えここは森の中で、人目が多いとは言えない道だ。盗賊どもが襲撃を掛けるにはもってこいの地形でもある。

　無論、そんな無頼漢はできうる限り冒険者の手によって排除されてはいるが、こればかりはどれだけ排除しても次から次へ湧いて出る。

　特にテムルのように長距離を移動する商人は、連中にとって格好の獲物となる。

　それゆえに、レオンのような信頼できる護衛を雇わねばならない。

　彼らも五年の間に三階位から四階位に昇級したので、まさに叩たたき上げの実力者と言える。

「ん？」

「あ、ニコルちゃんも気付いた？」

「うん、あそこ。人が座ってるね」

「そうね。旅人が休んでいるだけだったらいいのだけど」

　エレンの言いたいことは理解できた。

　休息をとる旅人を装い旅行者の懐に入り込み、油断した瞬間に襲撃を掛ける。野盗の常じよう套とう手しゆ段だんである。

「レオン」

「ああ、わかっている。テムルさんは中に。エレンは後方監視。ニコルちゃんとミシェルちゃんは馬車の中でテムルさんの護衛を」

「了解」

「クラウドくんは俺のそばにいてくれ。フィニアさんはエレンのサポートを」

　てきぱきとレオンが各自に指示を飛ばす。特に奇をてらった配置ではないが、堅実な陣形を展開させる。

　クラウドとレオン以外は馬車の荷台に乗り込み、テムルのそばについた。

　そして御者台には代わりにレオンが乗り込み、その御者台の隣をクラウドが歩く。

　乗り込まないのは、馬車の上では即座の戦闘行動に入れないからである。

　万が一、馬の足を使って逃亡する際には、馬車にしがみつけばいい。

　そして馬車の後ろは、エレンとフィニアが監視している。前方に注意を引きつけ、その隙に後方から襲い掛かるのも、よくある手だからだ。

　やがて馬車はその人影のそばに辿たどり着く。

　そこで腰を下ろしていたのは、一見したところ何の変哲もない旅行者だった。

　ややくたびれたマントや、もさもさと伸びたヒゲが不潔感を漂わせている。

「やあ、いい天気だね」

　まるで芝居のような挨拶を、その男はしてきた。

　レオンも同じことを感じたのか、警戒を解いた気配はない。

「ああ、そうだね。休憩かい？」

「そうさ。天気が良すぎてちょっとのぼせちまったんだ。だらしない話さ」

「助けはいるか？　水くらいなら提供できるぞ」

「ああ、済まないな……なら一口で良いから水をくれないか。街までもう少しってところで切らしちまったんだ」

　俺たちがラウムを出て数刻経たつ。確かにこの距離で水を切らしたのはつらいだろう。

　レオンの目配せを受け、クラウドが水袋を持って近付いていく。

　男はその水を受け取り、一息に飲み下した。

「や、助かったよ。これで何とかラウムまで辿り着けそうだ」

「そりゃよかった。でも気をつけろよ。旅の途中で水を切らすと、命に関わる」

「ああ、そうだな、大失態だ。今度から気を付けるさ」

　明るい表情で手を振り、再び腰を下ろす男。

　水を口にしてもいきなり動けるようになるわけではないので、この行動は怪しくない。

　クラウドが馬車のそばに戻ってきて、馬車は男の横をゆっくりと通り過ぎていく。

　男も二、三度、こちらに手を振っただけで何事もなく、その場を去ることができたのだった。

　御者台とその横を歩くレオンとクラウドが、何事か話し合っているのが荷台から見えた。

　漏れ聞こえてくる『多分様子見』とか『警戒』という単語から、どうやら考えていることは同じらしい。

「クラウド、さっきのどう思う？」

　俺はちょっとした試験のつもりで、そう尋ねてみた。これも経験だ。

「ん、そうだな。多分さっきの奴やつは盗賊の偵察じゃないかな？　雰囲気がどこかピリピリしてたし」

「そうだな、右手が常に腰の辺りから動かなかった。腰に短剣を持つ者がよくする癖だ」

　クラウドの想像をレオンが保証する。その推測は俺も同意だ。

「正解。腰の後ろに短剣の柄つかが見えてた。ちらっと見えただけだったけど鞘さやが異常に細かったから、多分普通に使うナイフとかじゃなくて、暗殺なんかに使う小さくて細い奴だよ」

「そこからそんなところまで見えたのか、すごいな。だが、そんな武器を持っているということは、間違いないか？」

　鞘の形状から、おそらくは針状の剣身を持つ刺突短剣ステイレツト。細くて軽く、殺傷力の高い武器だが、斬ることができないため、旅での使用には向いていない。

　暗殺者がよく使うタイプの短剣だったので気付いたのだが、レオンはその観察眼を褒め称たたえてくれた。正直いって少し面おも映はゆい。

「でも、そのあとに動く様子が無かったから、勘違いかもとか思ってたんだ」

「それは違う。多分、レオンさんの冒険者証を見て警戒したから、襲撃をやめたんだよ」

「俺の？」

　レオンの胸元には紐ひもで吊つるされた冒険者証が下げられている。

　冒険者証のカードの縁取りは、その力量が一目でわかるように何色かの色で塗り分けられていた。

　レオンのカードも四階位を示す緑で塗られているため、その力量が一目でわかる。

　あの偵察の男はそれを見て、敵かなわない敵を避ける役割を持っていたのだろう。

「では、盗賊が我々に襲い掛かることは無いのですね。よかった」

　俺たちの会話を聞き、ホッと胸をなでおろすテムル。商人の彼から見れば自分が襲われないことこそ最優先なので、その安あん堵どは理解できる。

　前世の俺なら連中のような輩やからは即座に排除したものだが、今の俺たちの任務はテムルの護衛だ。この場を離れるわけにはいかない。

「レオンさん、今は先を急ごう。連中はこの近辺を根城にしているっぽいから、後ででもなんとかできる」

「ああ、そうだな」

　俺たちは冒険者で、依頼をこなすのが仕事だ。自己の正義を押し通すのは今じゃない。

　レオンも俺の言葉に納得したのか、先を急ぐように馬車を動かす。

「エレン、まだ襲撃が無いと決まったわけじゃないから気を付けて。他の人たちも警戒は解かないように」

「わかったわ」

「りょーかい」

　エレンと、そしてミシェルちゃんがビッと敬礼して返す。

　その日はそれからしばらく進んだところで一夜を明かすことになった。




　夜になって、街道脇に設置された宿泊小屋を利用することにした。

　これは往来する旅人のために設置されたもので、風雨を凌しのぐための屋根と毛布、そして井戸があるだけの粗末な小屋だ。

　ときおり不審者の巣窟になっていたりもするが、そのたびに冒険者や国の衛え士じが派遣されているため、一応の安全は保たれている。

　この日も俺たち以外の旅人がいたが、話を聞く限りラウムへ向かう商人と護衛らしく、特に変なところはなかった。

「不審者、ですか？」

「ええ。おそらく盗賊の偵察ではないかと。うちはレオンさんが四階位だったので見逃されたようですが」

「それは羨ましい。私どもの護衛は三階位ですから危ないかもしれませんね」

　テムルとその商人が情報交換をしていた。

「どうです、ヒースさん。あなた方で盗賊の撃退はできるでしょうか？」

「直接見ていないので何とも。だが追い払うだけならなんとかします」

　ヒースと呼ばれた商人の護衛は、答え難にくそうにそう返す。

　倒せると言えないのが厳しいところだろう。彼の吊るしている冒険者証の縁取りは黄色。三階位の証あかしだ。他に二名いる仲間も同じく黄色なので、同格。

　ちなみに一階位の俺たちは赤だ。

「……なるほど、わかりました」

　倒せると明言しなかったことから、実力に不安があることを察したのか、その商人は小さく頷うなずいた。

「だが、それでは我々としても少し困ったことになりますね」

「そうですな。当方としても、レオンさんと契約できねば、ラウムに戻る時に困ることになるかもしれませんし」

「どうでしょう、レオンさんを見て手を引いたというのなら、レオンさんならば連中に勝てるのでしょう。私どもから依頼を出しますので、討伐していただけませんか？」

「いや、それは……」

　商人との会話で盗賊討伐を持ちかけられる。

　確かにこのまま放置してはおけないのだが、俺たちがラウムに戻って討伐依頼を出すというのも、時間がもったいない。

「ふむ、戻って衛士に報告するのは時間の無駄ですし、安全を確保するために倒すという意見もわかります。ですがその間、私の身が無防備になってしまうんですよ」

「では、その間は私と一緒にヒースさんに護衛してもらうというのはどうでしょう？」

「護衛対象が増えるということか？　なら、追加料金を払ってもらうことになるが？」

「それはお支払いしますよ。ですがこれは、この先の盗賊を排除できないゆえの苦肉の策ですので、多少は値切らせてください」

「ぐ……わかった」

　彼らでは確実に盗賊に勝てるという保証はない。それが多少の負い目となっていた。

　街道の安全を確保したいテムルは、ちらりとレオンに視線を送る。テムルとしては懐が痛まないため、受けてもいいという考えだろう。

　同様に、ここで盗賊を討伐しておきたいレオンは、力強く頷いて同意を示す。

「わかりました、お受けしましょう」

「わたしも行くよ」

「ニコル様!?」

「だって、レオンさんは戦士だよ？　夜間の戦闘となれば斥候は必須。その技能が一番高いのは、多分わたしだし」

「確かに私も一応斥候ではあるけど、ニコルちゃんほどの感覚の鋭さは持ってないわね」

「ね？　だから連れて行って」

　フィニアは俺が参戦することに最後まで渋っていたが、同行者の安全のためと諭され、最後には折れることになった。

「では、よろしく頼みます。ですが、あくまでご自身の安全を最優先に。あなた方がいなくなれば、私も困りますから」

「ええ、それは充分に理解しています」

　俺たちの意見がまとまったところで、テムルは語りかけてきた。

　ここでレオンがいなくなれば、彼はいやおうなくラウムに戻らざるを得ない。

　そして守る人の増えたヒースたちは、盗賊の餌食になるかもしれない。

　だから安全の優先を指示したのだろう。




　その後、俺たちは装備を点検して、夜間の街道へと踏み出していく。

　問題は俺たちだ。子供である俺たちを、人同士の争いに巻き込むことに、フィニアとエレンが心配していた。

「大丈夫、わたしたちはこれでもきちんとした冒険者だから」

「そうそう。わたしも人を射たことはあるし！」

「あの時は死にかけたよ」

　ミシェルちゃんが人に向かって矢を放ったことは、数えるほどしかない。

　その中でも、ラウムに来た初日の戦いは印象深い。

　あの時俺は、彼女が初めて放った白銀の大弓サードアイの衝撃波に巻き込まれかけて、大変な目に遭った。

「二人が行くって言うなら、俺だけ行かないとか言えねーじゃん」

　元から殺やる気満々な俺に、ミシェルちゃんも同行の意を示す。

　そうなるとクラウドは一人残るというわけにもいかず、結局同行することになった。

「わかったけど、絶対無む茶ちやはしないでね。私たちが逃げろと言ったら、無条件で逃げること。わかった？」

「わかった」

「りょーかいー」

「承知しました。ニコル様を抱えてでも逃げます」

　極端な態度を崩さないフィニアに、エレンもさすがに苦笑いしていた。

　ヒースという冒険者にテムルさんを任せているため、手早くカタをつけたい。

　暗闇で盗賊退治というのは、本来なら不利な状況なのだが、連中もまさか通り過ぎた冒険者が討伐に戻ってくるとは思うまい。意表を突くことは可能なはずだ。

　接近を気取られてはいけないので、手に持ったランプの光量は最小限まで絞っておく。

「後でどうとでも、とは言ったけど……まさかその日のうちに戻ってくるとはね」

「でも、悪人を即座に断罪できるのはいいことだよ？」

　なんともいえない表情をするレオンに、俺は少し弾んだ声で弁護しておく。

「君は何でそんなに楽しそうなんだ？」

「え、悪人を倒せるんだよ。楽しいでしょ？」

「ニコル様、すっかり好戦的になってしまわれて……」

「わたし遠くから撃ってるだけでいいよね？」

「俺、何すればいいんだよ。隠おん密みつ行動とかできねーよ」

「シッ！」

　クラウドが愚痴ったところで、俺は雑談を停止させた。

　夜の闇の中だが、今日は月が出ているためある程度見通すことができる。

　俺の視線の先には、昼と同じ場所に腰を下ろした、怪しい男の姿があった。

　さすがに昼とは別人のようだが、腰の辺りに短剣を隠し持っているのは同じだ。

　旅人が武装していてもおかしくはないのだから、隠さず普通に剣でも持っておけばいいのに。

「いたか」

「うん。それと……」

　男に近付く気配を一名、俺は察知していた。

　どうやらギリギリ、連中の店みせ仕じ舞まいに駆け付けることができたらしい。

「どうする？　ここで襲撃するか？」

「いや、この討伐隊のリーダーはレオンさんでしょ。なぜわたしに聞くの？」

「あー、なんとなく頼りになりそうな気がしたので」

「まあいいけど。襲撃はまだ待った方がいいよ。あれで全員なわけないし。それに盗賊と確定したわけでもない」

　装備と行動が怪しかったというだけで、捕らえるわけにもいかない。現状では奴やつは道端で休んでいただけなのだ。できれば確定的な証拠が欲しい。

　それに盗賊の総数もまだ不明だ。レオンを見て手を引いたところから見ると、実力的には第三階位以下。そして馬車を襲うとなると六人以上の人数は必要になるはず。

　道を塞ぐために前後に三人ずつ。できれば監視役と遠距離の攻撃役も。

「このまま後をつけて、アジトを調べ出すか？」

「それより釣りを仕掛けてみたらどうかな？」

「釣り？」

「うん、夜間の旅行者を装って、わざと襲ってもらうの。ほら、わたしとかいい感じにお金になりそうな外見でしょ？」

「いや、しかし……」

「それに昼間の時は、わたしは幌ほろの中に隠れていて姿を見られていない。初見を装って近付くには都合がいいよ」

「そんな！　ニコル様をそんな危険な目に遭わせるわけにはいきません。それなら私が！」

「フィニアこそ、そんな危険な目に遭わせるわけには……」

「一緒に行けばいいんじゃねぇの？」

　俺とフィニアが口論になりかけたところで、クラウドが口を挟んできた。

　少しヒートアップして、声が高くなりかけていたので、いいタイミングだ。

　なるほど、確かに俺とフィニアのセットならば奴隷商や好色な貴族に高く売れるだろう。フィニアは華きや奢しやなエルフで、見た目もまだ二十歳前に見える。実際は二十七歳らしいが。

　金髪のフィニアと銀髪の俺。組み合わせとしては見栄えもする。

「しかし、大丈夫なのか？」

「ニコルちゃんはこう見えてもすっごく強いんだよ？」

「いや、だが……それでも第一階位だし。まだ子供だし」

「それがいいんじゃない」

　夜道を行く銀髪と金髪の美少女たち。襲って奴隷にするなら、これほど値が付きそうな組み合わせもあるまい。

　しかも未熟者の証の第一階位の冒険者証をつけている。これを狙わない盗賊はいまい。

「危なくなったら、ミシェルちゃん、よろしく」

「うん。ぜったい逃がさないから」

「誤射はしないでね？」

「その時はゴメンね」

「ぜぇったいしないでね!?」

　最近のミシェルちゃんの殺傷能力の高さをこの身に受けたら、間違いなく死んでしまう。

　そのシーンを想像したのか、レオンも顔面蒼そう白はくになっていた。

　彼女のことは緘かん口こう令れいが敷かれていたが、ゴブリン戦で現場にいたレオンはその場面を目撃している。

　レオンたちは街道脇に潜み、別れた俺はわざと目立つようにランプの灯あかりを強める。

　今回は月が出ていたので、こちらの存在を知られないために灯りを絞ってここまで来たが、夜道を行くのにギリギリ足元を照らす程度の灯りでは不自然だからだ。

　できるだけ自然に、そしておいしそうな餌を演じる。

　男たちが盗賊であることを証明するために、わざと襲われる。

　そんなある意味イヤな役割を負って、俺とフィニアは男たちに近付いていった。

　腰を下ろしていたのは昼間とは別の男で、そこに近付いてきたのは昼に話したあの男だ。

　どうやら、交代で街道を往来する旅行者を値踏みしていたらしい。

「あ、よかった！　人がいたよ、フィニアお姉ちゃん」

「へ？　お姉ちゃ──!?　あ、いえ、そうね、よかったわ、ニコルちゃん」

　俺の唐突なアドリブに、フィニアも調子を合わせてくれる。しかし、鼻先を押さえるのはなぜだ？

　ともかく俺は、きわめて無邪気に、そして歳とし相応に愛らしく振舞っていた。参考にしたのは、我が癒いやしのミシェルちゃんだ。

　その方が男どもも警戒心を薄くするだろうと見込んでのことで、決してこれが地なのではない。その意見には断固として抗議したい。

「っと、こんばんは。お嬢さんたち」

「こんばんは。よかった、人がいて。こんな夜道に誰もいなくて不安だったんだぁ」

「森の夜道は気味が悪いからね。不死者アンデツドでも出てきそうな雰囲気だ」

　無警戒を装う俺の軽口に、男も相あい槌づちを返してきた。

　月夜の中、ランプに照らし出されて、俺たちの姿が浮かび上がる。

　俺はいつもの旅装にカタナを腰に下げ、これ見よがしに赤い縁取りの冒険者証を首から下げていた。

　フィニアも長剣を腰に差していて、同様に一階位の冒険者証を吊つるしている。

　これで連中には、俺たちが夜道に彷徨さまよう未熟な冒険者に見えるはずだ。

　俺の意図の通り、こちらを値踏みするようにねっとりとした視線を送る男たち。

　その視線に、フィニアはフルリと小さく身を震わせていた。

「ああ、こんな夜道だ。警戒するのも当たり前か？　安心してくれ、武装はしていないよ」

　フィニアの緊張を感じ取ったのか、男の一人が両手を広げて無害をアピールしてくる。

　やはり腰の見えにくい位置に短剣を用意しているが、その程度の武装は旅行者なら当然、むしろ軽過ぎるくらいだ。刺突短剣でなければ。

　俺はフィニアと軽く視線を交わし、小さく頷うなずいて見せた。

　それは男の武装を確認するためでもあり、安心したと男に思わせるための演技でもある。

「その……昼のペースを間違って、こんな時間になってしまって。ラウムの街はまだ遠いのでしょうか？」

　おずおずとフィニアが男に尋ねる。無論、道に迷った冒険者のアピールのためである。

　男たちはその言葉を受け、小さく笑みを浮かべていた。

　おそらくは『いいカモがやってきた』と思っているに違いない。

「少し距離はあるなぁ。こっちに休憩小屋があるから、休んでいくといい」

「そうなんですか？　ではお世話になります」

　男が指さした先に小屋なんてない。おそらくはそっちに盗賊のアジトがあるのだろう。

　ニヤリと笑ってフィニアに近付き、その背に手を回す男。

　街道からの視界が途切れたところで、男は突然彼女を押し倒した。

「きゃっ!?」

「いけねぇなぁ。こんな夜道に別べつ嬪ぴんさんが出歩いちゃ」

　俺はとっさにフィニアに駆け寄ろうとしたが、もう一人の男に腕を捕らえられていた。

「おおっと、お嬢ちゃんは俺の相手をしてもらおうかな？　ちぃっとばかりナリは小さいが、こっちも極上品だ」

「むしろそっちの方が高く売れそうだぞ。下手に手を出すとまずいんじゃないか？」

「なぁに、親方には元から『使用済み』だったって言っておけばいいさ」

　そう言うと俺の胸元に左手を伸ばしてくる。右手を使わなかったのは短剣を即座に抜けるようにするためか。その程度の理性は残っているらしい。

　ともかく、この段階でこいつらが真っ当な人間でないことは確定だ。しかも『親方』という単語から、仲間がいることも判明した。

　ならば、もう我慢する必要もない。

　俺は右足を跳ね上げ、同時に左足でジャンプして男の腕にしがみつく。

　跳ね上げた右足を肩越しに振って男の顔面に叩たたき込み、その勢いのままに身体を反転させつつ、自重を使って地面に引き倒そうとする。

　本来なら俺の体重は片腕でも保持できるレベルなのかもしれないが、突然腕にしがみつかれたことと顔面を蹴られたせいで、なすすべもなく地面に引き倒される羽目になった。

　しかも身体をひねった俺によって腕が捩ねじられ、勢いのままに地面に叩きつけられたのだからたまらない。

「ぎゃあああああぁぁぁぁぁぁ!?」

　落下の瞬間、ゴキリ、ともブチリ、ともつかない感触が、俺の腕に伝わってきた。

　これは関節が外れ、靭じん帯たいが千切れた時の感触に近い。おそらく男の左腕は使い物にならなくなったはず。

「な!?　てめぇ！」

　俺が男の一人を無力化したことで、フィニアに跨またがっていたもう一人の男が身を起こす。

　だがフィニアもそれを見逃すほど、お人ひと好よしではない。いや、充分お人好しなのだが、ここで油断するほど愚かではない。

　身を起こした男はすなわち、その急所をフィニアに晒さらしたことに繋つながる。それを見逃す彼女ではなかった。

「えぃ！」

「ぐぎゃあ!?」

　危険な場に似合わない、可愛かわいらしい掛け声を上げてフィニアは足を振り上げる。

　それは狙いを外さず、男の股間に直撃した。

　男は前のめりに倒れ込むが、まだ意識を手放したわけではない。

　その隙に素早く起き上がった俺は、すかさずフィニアの元にフォローに走った。

　途中、まだ意識を保っている腕を折った男の顔面を蹴りつけておく。

「ガフッ!?」

　犬が吠ほえるような悲鳴を残して男は気絶した。痛みの限界を越えてしまったのだろう。

　そして俺は男を放置して尺取虫のような体勢で倒れた男に駆け寄り、その股間をもう一度、全力で蹴り上げた。

　手で押さえていたとはいえ、勢いよく蹴りつけられては、その衝撃を受け止めきれない。

「けひゅ──」

　奇声を上げて、男はついに意識を手放した。口から泡を吹いているのが哀れを誘う。

「ふっ、俺も残酷なことができるようになったものだ……」

　男の惨状に、俺は小さくそう呟つぶやいた。

　前世では、さすがにこんな戦い方はしなかったのだが、今は効率優先でついやってしまう。男では到底できない攻撃だ。

　しばらくして、戦闘の気配を察してレオンたちが駆け付けてくる足音が聞こえてくる。

　足元には無力化した二人の男。

　こうして俺たちは、尋問対象を得たのだった。




　捕虜の男から聞き出した道を辿たどると、川沿いの岩壁に大きな亀裂を発見した。

　隠おん密みつ行動のできないクラウドとレオンをその場に置き、俺とエレンがその周辺を調べに向かった。

　幸い、入り口付近に見張りなどは置いておらず、近付くだけなら何の危険もない。

「警戒心があるんだか、無いんだか……」

　斥候を出し、狙う獲物を選別しているかと思えば、自分の根城に見張りは置いていない。

　この辺りがどうにも中途半端で、未熟さがうかがい知れる。

　周辺の足跡を調べると、捕虜の言った通り十人程度が出入りしていると判明した。

「十人くらいだけど、間違いなくここに住み着いている連中がいるね」

「なら捕虜の男の言い分は正しかったということになるわね。この奥が袋小路で出入り口が無いって話も本当かしら？」

「多分、本当だと思う」

　俺たちはそのままレオンの元に戻り、状況を報告する。

　それを聞いて、レオンはニヤリと笑みを浮かべた。敵は袋小路の岩の裂け目……洞窟に引き籠こもっている。

「連中に逃げ場はない。つまり──」

「燻いぶり出し作戦が有効」

「──ってことだな」

　俺の言葉にレオンは拳をこちらに差し出してくる。

　俺はそれに拳を合わせながら、悪い笑みを交わしたのだった。




　燻り出し作戦を行うことになったので、レオンがてきぱきと指示を飛ばしだした。

　特に奇をてらった作戦ではないため、その指示も特に意表を突くものでは無い。

　隠密の得意な俺が隠れ家の割れ目の前で生木に火をつけ、初級とは言え多彩な魔法を習得し始めたフィニアが微風ブリーズの魔法で煙を割れ目に送り込む。

　慌てて出てきたところをミシェルちゃんと、連射機構を持つクロスボウを装備したエレンが牽けん制せい。

　相手が盾を持ち出したところでレオンさんとクラウドが飛び出し、戦線を作る。

　その左右から抜けようとする連中を、俺とフィニア、そしてミシェルちゃんたち射撃組が牽制するという手はずだ。

「準備は良いか？　できるだけ敵を逃がさないように。だけど無む茶ちやはダメだぞ。特にニコルちゃんたち」

　俺たちにだけ釘くぎを刺したのは、こちらが接近戦主体のコンビだからだ。

　全員で気付かれないように生木を集め、俺がそれを割れ目の前に積み上げていく。

　重装備のレオンとクラウドは、この作業には参加できない。

　その間、ミシェルちゃんとエレンは弓の用意をしていた。

　特にエレンは短剣とクロスボウが主装備なので、事前に準備が必要だった。

　クラウドも緊張した面持ちをしている。

　そういえば、クラウドが実戦で人と戦うのはマテウス以来かもしれない。

　ケイルたちと訓練は積んできていたのだが、やはり緊張は隠せないようだった。

「よし、始めてくれ」

　レオンの指示に、俺は小さく頷いた。

　フィニアも小声で魔法を詠唱し、俺の持つたいまつに火をつける。

　生木に直接火をつけることも可能だが、その場合余計な魔力を消費してしまう。

　水分を多く含む生木は、燃やしにくいせいだ。

　彼女も人相手の実戦経験はあまりないため、できるなら負担を少なくしておきたい。

　俺は足音を忍ばせ積み上げた生木に近寄ると、そこにランタン用の油を振りかけてから、たいまつで火をつけた。

　油によって炎は勢いよく燃え広がり、モクモクと黒い煙を立ち上げ始める。

　続いてフィニアが小さく微風ブリーズの詠唱を済ませ、魔法を完成させた。

　発現した魔法は、煙を裂け目の中に押し込んでいく。

　俺はすぐさま後方に下がり、射撃の邪魔にならない位置に移動しておいた。

　しばらくして裂け目の中から男たちが数名、駆け出してきた。

「ゴホッゴホッ、なんだ、なにが起こってる!?」

「誰だ、こんなところで──」

　二人目が生木の焚たき火びを見て声を上げたところで、その額にトンと矢が突き立った。

　周囲に巻きあがる黒煙をほとんど掻かき乱さず飛来した矢は、いうまでもなくミシェルちゃんの放ったものだ。

　その異常さに、一瞬レオンとエレンの二人が硬直する。

「どうよ、うちのミシェルちゃんはスゴイだろー」

「お、おう。だがなぜニコルちゃんが胸を張るのかな？」

「むろん、親友だから」

「その反応は実に微笑ほほえましいのだが、結果は恐ろしいな」

「二人とも何をなごんでるの。次が出てきたわよ！」

　自分の事は棚に上げて連射式のクロスボウを構えるエレン。残る一人に弾倉の五本の矢を続けざまに撃ち込んでとどめを刺す。

　彼女の弓はハンドルを回すことで弦が引かれ、弾倉から自動的に矢が装そう填てんされて発射される仕組みだ。

　クロスボウは本来、威力、射程ともに優れた武器で狙いもつけやすいのだが、連射性に難点がある。

　そこで自動装填機構を取り付けた物が開発された。

　これはクロスボウの売りである威力も射程も落ちてしまい、狙いも雑になってしまうため、当初はいまいちな評価だったのだが、数本の矢を弓とは比較にならない速度で撃ち出せるため、今では弾幕を張る用途で利用されている。

　彼女もその利用用途に沿って、雨のように矢を叩き込み、残る一人を瞬く間にハリネズミにして見せた。

　ちなみにこの機構を開発したのは白いのらしいが、俺は懐疑的だったりする。

　そこに続いて洞窟からもう一人が飛び出してきた。

　しかし、足元に倒れた二人を見て、即座に裂け目の中に戻っていった。

「くそ、襲撃だ！　出たら狙撃されるぞ！」

「なんでここが……アントンの野郎、裏切りやがったか！　盾を持ってこい!?」

　たった二人やられただけで状況を察するとは、なかなか判断力の高い連中だ。アントンとは先に捕らえた斥候の男だろう。

　盾を真っ先に用意する判断も悪くない。しかしそこまではこちらも予想している。

　狙撃を警戒し盾をかざして出てきた男たちを見て、レオンがクラウドに視線を飛ばす。

　それを受けてクラウドも盾を構え、雄お叫たけびを上げて飛び込んでいった。

「うおおおおぉぉぉぉぉぉっ！」

　それに続いてレオンも飛び出していく。

　クラウドは鉄の大盾に片手剣。対するレオンは汎用性の高い片手半剣バスタードソードを両手で保持している。

　防御力はクラウドの方が高いため、彼クラウドが先行した形になっていた。

　盾をかざしていたのと、立ち込める黒煙のおかげで視界が利かない盗賊たちは、その突進をまともに受けていた。

　先頭の一人をクラウドが弾はじき飛ばし、入れ替わるように前に出たレオンが突き刺してとどめを刺す。

　反射的に、その二人を取り囲むように動く盗賊たち。

　どうやらうまく戦線を構築することに成功したようだった。

　突出したクラウドとレオン。その二人を囲むように移動する盗賊たち。

　ここまでレオンの予想通りの展開である。

　すかさずレオンの左に回り込もうとした盗賊に、弾倉を交換したエレンが、再び矢の雨を降らせる。

　収められた五本の矢を全て吐き出し、再び男の顔面をハリネズミに変える。

　それを見て盗賊たちはあっさりとたじろいだ。

　ただ死ぬだけならまだマシだ。だが彼女の矢の雨に晒さらされると、見るも無残な最期を遂げることになる。

　それは盗賊の足を鈍らせるに足る、心理的効果を与えていた。

　その結果、盗賊は反対──すなわち俺たちが突入した方向へ集まってきた。

　俺とフィニアも、レオンから一拍遅れて突入していた。

　そのタイミングはちょうど盗賊たちが殺到してきたのと同じだった。

　一斉に三人の男がレオンの正面から右側にかけて押しかけてくる。

　そこへ俺は逃がすまいと斬り込んでいった。

「てぇい！」

「せやぁ！」

　そして同じタイミングで、フィニアも斬り込んでいた。

　今回、俺は他の人間もいるということで、槍やりに変わる短剣も、糸も使用していない。つまりカタナを使用していた。

　そしてフィニアも、細身の長剣を使用している。

　俺とフィニアの攻撃範囲はまったく同じで、標的も同じく右側の男。

　結果として俺とフィニアは身体をぶつけ合い、体重の軽い俺が弾き飛ばされる。

「んきゃ！」

「あ、ニコル様!?」

　べしゃ、と音がするほど派手にすっ転ぶ俺。

　そこに逃げようと殺到してきた男たちがせまる。

　そのままだったら、まともに踏み潰されていたかもしれない。

　しかし今は俺だけではなかった。

「おらぁ！」

　少々野蛮な掛け声を掛け、レオンが剣を振り払う。

　それは彼に背を向けすり抜けようとした男の一人を、背後から斬り据えることになった。

　そしてもう一人も、フィニアが長剣を突き立てる。

　筋力の乏しい彼女は動きを抑えるために、腰元を狙って剣を突き出していた。

　低い位置から突き出された刺突は、逃げようとした人間にとって躱かわしにくい一撃だった。

「ぎゃああぁぁぁ！」

　ザクリと腰を抉えぐられ、もんどり打って倒れ込む男。

　俺もすぐさま立ち上がって、隣に駆け抜けようとした男にカタナを突き立てた。

　その隙を補うようにフィニアは俺の前に立ち塞がる。

「すみません、ニコル様！　ご無事ですか？」

「うん、怪け我がはない」

「なら早く立て！　次が来るぞ」

　謝罪と𠮟しつ咤たが交錯する。今回ばかりは俺たちのミスだから反論しようもない。

　フィニアと俺は目指す戦闘スタイルが似ている。

　しかも武器も同じだから、戦闘エリアが重複し、さっきのような事態も起きることは考慮しておくべきだった。

　この辺りの対処は後日として、今は盗賊の始末が最優先だ。

　続いて出てくる敵はいなそうなので、これで全員なのだろう。

「く、なんてこった……仲間が一瞬で……」

「残念だったな。まあ因果応報ってやつだ」

　レオンが生き延びた一人に剣を突き付ける。

　勝ち目がないと悟ったのか、男は両手を上げて降参の意を示した。

「他に仲間はいないのか？」

「ああ、こんな状況だからな。全員飛び出しちまったよ」

「悪いが身柄は拘束させてもらう。そのままラウムに連行して衛え士じに突き出してもらうから覚悟しておけ」

「くそっ、ついてねぇぜ」

　反抗の意志が無いと知って、エレンが背後に回って両手を拘束していく。

　クラウドも手伝おうとするが、何度かダメ出しを食らって結局彼女がすべて行っていた。

　そういえば、仕留めた獲物を吊つり上げるための縛り方は知っていても、人を拘束するための縛り方は教えたことが無かったか？

「クラウド、今度縛り方教えてあげる」

「お、おう」

「え、ニコルちゃんが緊縛？」

「どうしてそうなる？」

「に、ニコル様、私にもぜひ！　ぜひに！」

「落ち着けフィニア。悪党の縛り方だから」

　いや考えてみれば、暗殺なんてのをやってる俺自身が悪党か？

「そうなると、わたしは悪だから縛られる？」

「そ、そんな──うっ」

「フィニアお姉ちゃん、鼻血、鼻血！」

「すびばぜん、ちょっと興奮してしまいました」

　……俺の癒いやしだったフィニアはもういない。ここにいるのは肉食獣だ。これも成長と呼ぶべきなのか？

　ともかく、フィニアに穿孔トンネルの魔法を使用してもらい、死体を埋めておく。

　本当なら衛士が調べに来るまで放置しておいた方がいいのかもしれないが、放置しておくと不死者アンデツド化してしまったり、血の臭いが獣を呼び寄せる危険もある。

　ここは往来の近くでもあるし、処分した方が賢明なはずだ。

　残った男はヒースという冒険者に引き渡しておけば、ラウムへ連行してもらえるだろう。

　盗賊を殲せん滅めつし、この男を引き渡した段階で俺たちの任務は完了する。

　その後のことは、まあラウムにまかせるとしよう。

　盗賊連中がいなくなったことで、俺の心残りは無くなったといっていい。

　新たな課題も見つかったことだし、今日のところはこの辺りが潮時だ。

「フィニアは後でお話があるからね？　いろいろと」

「うう、すびばせーん」

「いや、そっちじゃなく。戦闘での立ち回り的なことで」

「あ、それは私も思ってました」

　レティーナが抜けたことで、代わりにフィニアが仲間になった。

　しかしレティーナとフィニアでは立ち位置が大きく違う。今までと同じような戦いをしていては、大おお怪け我がをしてしまいかねない。

　ミシェルちゃんの殺傷力も上がっていることだし、万が一誤射が発生したら危ない。

　そのためにも、互いの戦闘方法のすり合わせは必要になってくるだろう。




　休憩小屋に戻った俺たちは、生き残った盗賊をヒースたちに預けた。

　生き残ったといっても、三名しか残っていないのだが、そこはそれ。一応仕事である。

　唐突な依頼を出す羽目になった商人も、こいつらを突き出したことで得られる報奨金で、少しは損を補えるだろう。

「まさかわずか数時間で討伐してしまうとは思いませんでしたよ」

「それより、息があるとはいえ、コイツはヤバいんじゃないか？」

　ヒースが指さすのは、股間を潰されていまだ目を覚まさない男。

　一応治癒光キユアライトの魔法をかけておいたので、死ぬことは無いと思うが。

「念のため応急処置はしてあるから、大丈夫だと思うよ？」

「そ、そうなのか？」

「最初は完全に潰れちゃってたから」

「お、おう。それは恐ろしいな……」

　俺の説明に、どことなく腰の引けた返事を返してくるヒース。

　まあ、俺も元男だからその気持ちはわからんでもない。あれは痛いんだ。いや女でも同じ場所は痛いことは痛いが。

「それで、アジトの方はどうなったんだ？」

「ああ、川べりの岩壁に住み着いていたので、そこを燻いぶり出して根こそぎ殲滅しておいた。逃げ出した連中もいないはずだ」

「なるほど。しかしその場所が残ったままでは、別の連中が根城にする危険性があるな」

「だからアンタたちにこいつらを衛士に突き出してきて欲しいんだ。そうすればきっちり対処してくれるはずだ」

「わかった、それは任せてくれ。今回は世話を掛けたな」

　ヒースにレオンが握手を求め、彼もそれに答える。

　だが、ちらりともう一度気絶した男を見て、ぽつりとつぶやいた。

「それにしても……これ、誰がやったんだ？」

「それはフィニアが──」

「ニコル様です！」

　俺の言葉を、珍しく強い口調で遮るフィニア。

　それだけ慌てていたのだろうが、その仕草が可愛かわいらしかったので、俺はついいじわるを仕掛けてしまった。

「でも最初の一撃はフィニアだったよ。こう下から『えぃっ』って」

「確かに命中しましたけど、ここまでのダメージは無かったはずですよ！　そのあとに蹴りつけたニコル様のがトドメになったんです」

「そんなこともあったかもしれないー？」

　とぼける俺の腕に縋すがって止めようとするフィニアに、俺は伝えねばならないことを思い出した。

「そうだ。これからちょっと話し合いするからね」

「え、お話ですか？」

「うん。さっきわたしとフィニアがぶつかったでしょ」

「あっ、はい」

　俺は先の戦闘でフィニアと接触したことを話題に出す。フィニアはそれを聞いて腕から離れ姿勢を正した。

「合宿の時はわたしが後ろに下がっていて、前衛には防御型のクラウドと二人だったから立ち回りは噛かみ合っていたけど、今では同じ攻撃型のわたしとは同じ立ち回りをすることが多いでしょ？」

「そうですね。レティーナ様が抜けて、私が入ったことで、かなり前のめりな構成になっていますね」

　俺たちがまじめな話し合いに入ったことを察したのか、ヒースが小屋の外に盗賊たちを連れて行く。

　さすがに狭い小屋の中で悪党と夜を過ごすというのは危険が多い。ましてや子供である俺やミシェルちゃんが一緒なのだ。警戒はしておくに越したことは無かった。

　そこでヒースたちが悪党と小屋の外で野宿することで、俺たちに危険が及ぶ可能性を少しでも下げようと考えたのだろう。

　小屋の外で野宿とは本末転倒ではあるが、事情が事情だけに仕方ないと諦めてもらおう。

　俺はそれを横目に見ながら、正座するフィニアと話を続けていた。

「あ、足は崩していいよ。別にお説教っていうわけじゃないし。それでね、わたしとフィニアは立ち回りを少し変えないといけないって思うんだ」

「立ち回り……ですか？　そう簡単に変わるものではないと思いますが」

「うん。だけど武器を変えれば、否いや応おうなく変えざるを得ないじゃない」

「ニコル様、カタナを手放すんですか？」

「なんで、わたしが変えることになってるの？」

　前世から長年前線に立ち続けた俺の戦闘スタイルは、そう簡単に変わらない。

　そもそも、前衛同士が立ち位置の関係でぶつかるという事態は、俺とライエルも最初は頻繁にやらかしていた。

　しかし当時は、コルティナという圧倒的指導力を持つ指揮官がいたため、そのミスも瞬く間に修正されていった。

　しかし今はそういう人材がいない。代わりに俺が指導せねばなるまい。

　何より、前線というのはやはり危険な場所である。

　そこにフィニアを立たせて、大怪我をされたくないというのが、俺の本心でもある。

　本当ならば戦いから離れてほしいところではあるが、諸もろ々もろの事情と彼女の意志は変えられないだろう。

「では私に後ろに下がれと？　ですが、私はまだ攻撃魔法を使いこなせるほどに、魔法の腕は熟達していませんが……」

「それだよ。フィニアはわたしと違って、魔法のバリエーションが豊富だから、少し離れた場所にいて欲しい。そうすればいろいろな支援魔法を飛ばせる時間も稼げるだろうし」

　地水火風の四大属性を使えるフィニアは、初級の支援魔法に関しては多彩なモノを持っている。

　特に武器に炎を纏まとわせる火炎付与フアイアウエポンや、炎からのダメージを軽減する水盾ウオーターシールドといった魔法は、使ってもらえるとありがたい。

　だが最前線に張り付くとなると、それらを詠唱する時間はほとんど取れなくなる。

「ですが、私の武器では……」

「そこでこれ。とある神様カッコ自称カッコ閉じから授かった、魔法の武器だよ」

　言い募るフィニアに、俺は振動短剣を差し出した。

　キーワードで槍やりへと変化するこの武器は、彼女の立ち回りにぴったりの武器だ。

　短剣状態で振動させるとフィニアでは保持できないだろうが、槍形態ならば問題ない。

「短剣……ですか？」

「ところがどっこい、これはこうすると──」

　その日一晩、俺はフィニアに振動短剣の使い道をレクチャーしておいた。




　翌朝、俺たちは商人たち一行と別れ、再び北のストラ領への旅路についた。

　あの商人、テムルには名乗っていたが、俺たちには名乗ってくれなかったな。

　まあ、行きずりの護衛にまで誼よしみを結ぼうという商人は、そんなにいないか。

「それにしても、ニコルちゃんは意外と戦術家なんだな」

「ん？」

「昨日のことだよ。斥候技術に敵の探知能力、それから燻り出し作戦への順応性。とても初心者の第一階位とは思えないよ」

　レオンは道中、俺へそう話しかけてきた。

　確かに昨夜は調子に乗って、いろいろと目立ち過ぎたかもしれない。足音を忍ばせて焚たき火びの用意をしたり偵察したり、結構派手に動いてしまった。

　ここは少し、言い訳をしておいた方がいいかも。

「そうだね。わたしたちはこうみえても、結構長くやってるから。ラウム周辺の獣狩りばっかりで評価がほとんど上がってないから、まだ一階位だけど」

「ラウム近郊で狩りか……意外と訓練になるんだな」

「そうね、なかなか侮れない動きだったわよ。ミシェルちゃんも凄すごかったわ」

　エレンもレオンに追従し、そう評価してくれた。まあ、前世ではその斥候技術が評価されて六英雄に選ばれたわけだから、当然と言えば当然である。

　そこで俺は、隣を歩くミシェルちゃんが小さく『あ』と声を上げたのを聞きつけた。

　また敵の接近を見過ごしたのかと、一瞬不安になる。最近多いので、斥候のプライドも少々壊れ気味な俺だったりする。

「どうしたの。何か見つけた？」

「うん、木き苺いちご」

「……あ、そう」

「でも、もう通り過ぎちゃった」

　魔術学院を卒業し、それから引っ越しの準備などもあって今は四月。木苺が最もおいしい季節である。

　その話を聞いた俺も最初は聞き流していたが、甘酸っぱい味とプチプチした食感を思い出し、口の中に唾液が溜たまるのを感じた。

「もう、しょうがないなぁ」

　俺は腕を一振りして、手にしたピアノ線を飛ばす。

　さすがに手甲はフィニアの前で装備できないので、ここはピアノ線を使うしかなかった。

　飛ばした鋼糸は狙い過たずに木の実を貫き、摘み取り、そのまま俺の手元に戻ってきた。

　そして何度かそれを繰り返しおやつとして充分な量を確保する。いやまだ午前中ではあるが。

　しかしそんな俺の所業を、驚きよう愕がくの目で見る者たちがいた。

　レオンとエレン、そしてフィニアである。

「ニコル様、今……」

「あ」

　そういえばフィニアには、まだ俺のギフトのことについて教えていない。

　いきなり糸で果物を摘み取るなんていう絶技を見せられては、驚愕して当たり前だ。

「そういえば言ってなかったね。実は──」

　これから先、フィニアも俺と一緒に冒険することになる。

　いつまでも俺の操糸のギフトについて、黙っているわけにもいくまい。ここはミシェルちゃんたちと同じく、俺の前世に繋つながらない程度に、情報を開示しておく必要がある。

「わたしは操糸のギフトも持ってて」

「操糸……レイド様と同じ？」

「うん。まあ珍しいギフトってわけじゃないけど、二つ持ちってなると、いろいろ面倒でしょ。だから最初はパパたちにも黙ってた。マクスウェルにはバレちゃったけど、レイド──様のこともあるし、もう少し黙っていた方がいいかって話になって」

　説明しながらさらっと責任をマクスウェルに擦なすり付ける。俺も汚くなったものだぜ。

「そういえば幼い頃から、歳としに似合わぬ編み物の実力を持っていましたね」

「うん、練習」

「納得、と言いたいところですが……レイド様と同じ能力。それを三歳児が？」

　カクンと首を傾かしげるフィニア。やはりすぐには納得できない面もあるのだろう。正直この説明じゃ、俺だってできない。

　何せギフトの鑑定を行ったのは三歳の時だ。三歳児が『バレてはまずい』という思考に至るというのが、そもそも異常である。

　しかし切り札もまた存在した。

　俺にレイドのことを話したのはフィニアであり、その逸話を最も語って聞かせたのも彼女である。多分に過大評価されていたが。

　彼女が俺に想おもいを寄せていたと聞かされたのは五歳の頃だが、それ以前でも寝物語に六英雄の活躍を聞かされており、恥ずかしさに身み悶もだえした幼少期は忘れられない。

「なんかフィニアはレイド様のことはいろいろあったみたいだし」

「それは、もちろんそうですが……」

「パパとママもなんだか微妙な顔してたから、話しにくくって」

「う……子供にそんな心配をかけてしまっていたなんて、私も保母失格ですね」

「フィニアが失格なら、合格する保母さんなんてこの世界にいなくなっちゃう」

　俺は落ち込む彼女をフォローしつつ、手元の木苺に視線を落とした。

　その数が、目に見えて減っている。

「んー？」

　疑問の声を上げた俺の横で、ミシェルちゃんがパッと口元を隠した。

　その指先が赤い。そして細い喉がコクリと何かを嚥えん下げする。

「ミシェルちゃん、つまみ食いしたね？」

「ししししてないし」

「もう、みんなの分が減っちゃうじゃない」

「ごめんなさーい、つい我慢できなくなっちゃって！　ニコルちゃんとフィニアお姉ちゃんが、なんか難しい話してるから」

「ぜんぜん難しくなかったよね!?」

　かつては彼女にも伝えた言い訳である。この様子では、当時も理解していたか怪しいものだ。

　だが良くも悪くも人の言うことを素直に受け止める彼女のことだ。他者に漏らすような心配は、しなくて済むはずだ。

「まったく、ミシェルちゃんってば……」

「そう言えば教会でも、ミシェルちゃんのつまみ食いには悩まされましたね」

「フィニアお姉ちゃん。人の闇をほじくり返すのはよくないと思う！」

「なんて可愛かわいらしい闇なのか」

　フィニアの暴露に手を振り上げて抗議するミシェルちゃんだが、その行動はまるで子犬がじゃれついているようにしか見えない。

　狙ってやっているのだとしたら、あざとすぎる。おそらく天然なのだろうけど。

　そんな二人に癒されながら溜ため息いきを吐つき、俺はおやつの追加を集めるべく、さらに糸を飛ばしたのだった。
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　フィニアのメインウェポンを槍に変更して、三日が経たった。

　この調子で行くと、明日の昼にもストラールに到着できるだろう。

　この三日間、旅が順調だったといっても戦闘が皆無だったわけではない。

　ラウムから離れるほどにモンスターの襲撃も次第に増えていった。

　とはいえ、苦戦するほどの敵には遭遇していないので、戦闘の立ち回りを確認するのにちょうどいい。

　結果、俺たちの力量は、四階位に達したレオンですら目を瞠みはるほどになった。

「驚いたな……いや、以前からも階位以上の実力があるとは聞いてはいたが」

「そうね。これはもう、三階位くらいの実力はあるわね。ニコルちゃんとミシェルちゃんに至っては、私たちに並んでもおかしくないくらい」

「ふふーん」

「ミシェルちゃんはお調子者な面があるから、あまりおだてちゃダメだよ？」

「そんなことないもん！」

　その手際を褒められてたゆんと胸を張るミシェルちゃんだが、彼女は純粋故に調子に乗りやすいため、俺は念のために釘くぎを刺しておいたに過ぎない。

　俺の発言にミシェルちゃんは膨れっ面をしてみせ、抗議の声を上げていた。それを無視して、俺はフィニアを気に掛けておく。

「フィニアも少しは慣れてきたね」

「そうですか？」

　伸縮する槍やりを見てレオンたちも最初は驚愕していたものだが、この手のアイテムの情報に関しては、あまり口外しないのが普通である。

　手持ちのアイテムや技能というのは、その冒険者にとって生命線といっていい。

　だからこそ口外しないか、聞かれない限りは答えないというのが、冒険者の不文律になっていた。

　俺も一応口外無用の旨を彼らに告げておいたので、広まる可能性は低いはずだ。

　それだけの信頼を、彼らに寄せている。

「うん、相手の注意がこっちに流れた隙を上手うまく突いているよ。でも少し近付き過ぎかな？　わたしは動きが大きいから、バックステップしたらぶつかるかも」

「なるほど。ではクラウド君の後ろを意識した方がいいですね」

「そうだね、クラウドならあまり後ろに下がらないから、ちょうどいいかも」

「やはり人数がいると戦術の幅が広がるものだな」

　そう呟つぶやいたレオンの声を聞きつけ、俺はあることに気付いた。

「そういえば、もう一人男の人がいたよね？」

「ん？　ああ……」

　俺たちがラウムに来た時、彼らは三人組だった。もう一人、男の冒険者がいたはずだ。

　その男の名前すら俺は知らなかったが、彼の姿が見えない。

「ちょっと怪け我がをしちゃってね。膝を痛めて引退しちゃったのよ。今もメンバー募集中なんだけど、ラウムじゃいい人が見つからなくて」

「それで他所よその街で人材を探してみようと思ってね。ちょうどテムルさんがストラールに向かうというから、便乗させてもらったのさ」

　冒険者という職業は、言うまでもなく危険と隣り合わせだ。衰えを知り、引退するまで五体満足でいられることは非常に稀まれである。

　レオンの仲間も、その過酷な洗礼を浴びてしまったらしい。

「それは、その……ご愁傷様」

「ありがとね。でもニコルちゃんが気にすることじゃないわよ？」

「うん、でも」

「うう、こわいのはやだよ」

「ミシェルちゃんは、ニコルちゃんがついているから大丈夫じゃないかな？」

　冒険者の引退と聞いて、ミシェルちゃんが怖がる。だがすぐにエレンが慰めていた。

　どうやらエレンの中では、俺の株が爆上がりしているようだ。俺だって、どうにもならない事態は存在する。

　だからこそ、こんな目──転生する羽目になってしまったのだ。

　とはいえ、この言葉は非常にありがたい。最近は苦戦することも減り、俺にも油断が生じている可能性がある。

「わたしも何度か死にかけた経験があるから、気をつけないと」

「本当だよ。ニコルちゃんの場合はもっと気をつけないと。まるでイノシシ」

「なんだとぉ!?」

　俺の言葉尻を捉えて、ミシェルちゃんが軽口を叩たたいてきた。

　その口を俺の指がつまみ、左右に引っ張る。

「余計なことを言うのはこの口かー？」

「いひゃい、いひゃいぃ」

「でもニコル様も、もう少し自重していただかないと。万が一お身体からだに傷でも残りますと、私がライエル様に殺されてしまいます」

「パパはそんなことしないよ？」

「わかっていますとも。だからこそ、おつらい思いをなさるでしょうね」

　もし俺に万が一が起これば、普通ならその時そばにいたフィニアに怒りが向く。

　だがライエルもフィニアとの付き合いは長い。それが力及ばぬ事態だったことは理解するだろう。

　ならば、ライエルの怒りはどこに向くのか。矛先を失った怒りを抱えたままでは、つらい思いをすることは間違いない。フィニアはそう窘たしなめているのだ。

「うん、気を付けるよ」

「はい」

　俺が素直にそう返すと、フィニアは微笑ほほえんで俺の頭を抱き寄せたのだった。




　翌日の昼、ようやくストラールの街に到着した。

　ここでガドルスが新しい宿を開いているらしい。

　ストラールは大きな街で、ストラ領の首都であると同時にこの地方の高等学院なども存在する。

　魔術学院の先輩でもあったドノバンは、この地方の領主であり、現在はその高等学院に通いながら領主を務めているのだとか。

「ようこそ、ストラールへ。すまないが、街に入る前に身分証の提示を」

　歩兵槍パイクを構えた門番が、まるで歓迎していない口調で歓迎の言葉を告げる。

　一日に何百人も出入りがあるであろう街で、日に何度も同じ言葉を口にしていれば、そうもなるだろう。

　テムルは商人ギルドの、レオンたちは冒険者ギルドの身分証を提示する。

　無論、俺たちもレオンに従い、それぞれの冒険者証を示した。

「ふむ、四階位に一階位か。妙な取り合わせだな」

「この子たちの教育も兼ねていてね。有能過ぎて何も教えられなかったが」

「ほう？　見たところ未成年もいるというのに……先が楽しみだな。いろいろと」

「この子にちょっかい出すのはやめた方がいいぞ。六英雄の縁ゆかりの者だ」

　俺やフィニアの美貌やミシェルちゃんの胸を見て、好色そうな声を上げた門番に、レオンがそう警告を発した。

　それを聞き門番は身体を硬直させて、直立不動の姿勢を取る。

「六英雄！　ということはあのガドルス様の宿に世話になるのか!?」

「ああ、その予定らしい」

　そこで門番は困った表情を浮かべる。何か言いたげな顔である。

「どうかしたのか？」

「ああ、言うまでもなく『あの』ガドルス様の宿だ。開店と同時に客が殺到してな。今も満室が続いているという話だ。今から行っても部屋が取れるかどうか」

「そうか……いや、考えてみれば当然の話だな。この子たちはともかく、俺たちは無理っぽいなぁ」

「だろうな。現にその宿目当てに冒険者が大量に流入して、俺たちも大変なんだ」

「それはご愁傷様。だが職務だ、がんばってくれよ」

「これほど慰めにならない激励は久しぶりだよ」

　ガドルスが新たな宿を開いた、それだけで前世でも大量の冒険者が流入したことがある。

　そして大半が英雄に憧れた新人や、身の丈に合わない野望を持った冒険者たちだ。人数が増えたほどの成果も上がらず、逆に治安が悪化したこともあったくらいだ。

　だがそれも一時的なもので、やがて実力のない者は淘とう汰たされていき、そこそこの力を持った人材だけが残っていく。

　こればかりは宿の主がガドルスであっても変わらない。

「ラウムに負けないくらい、大きな街ですね」

　門番と別れ、街の中に入っていくと、往来の喧けん騒そうが俺たちを出迎える。

　その賑にぎわいも、人の多さもラウムとほとんど変わらない。フィニアがそう漏らしたのも、納得の様子だった。

　しかしその喧騒の質が、急激に変化した。

　見ればやたら豪華な装飾を施された馬車が、門に向かって爆走してくるところだった。

「な、なにごと!?」

「さぁ？」

　思わず一歩退いた俺に、暢のん気きに答えるミシェルちゃん。この子の肝は実は太いのかもしれない。

　馬車は門の前、俺たちの直前までやってくると急停車し、中から一人の男が降りてきた。

　その顔は俺も見覚えのある男だった。

「ようこそストラールにいらっしゃいました、ニコル様！」

「ヒッ!?　あ、こんにちは、ドノバン先輩。元気そうでなにより？」

　勢い込んで乗り出してくるドノバンに、俺は思わず引き攣つった声を上げた。

　いや、くっつかんばかりに迫ってくれば、誰だって仰のけ反ぞるだろう。しかしドノバンはそんな俺に斟しん酌しやくすることなく、会話を続ける。

「はい、六英雄の方々に後ろ盾になってもらったことで、問題も瞬く間に解決いたしました！　いや、御方々には足を向けて眠れませんとも！」

　魔術学院を卒業し、この街の高等学院に通うドノバンは、俺の記憶よりややふっくらとしたように見える。ストレスがなくなって、食も進んでいるのだろう。

「おっと、立ち話も無粋でしたね！　どうぞこちらに。ガドルス様の宿、『大盾の守護』までご案内します！」

「いや、わたしはまだ仕事中ですから」

　ドノバンは、卒業間際に俺の取りなしで窮地を脱してから、俺を神のように崇あがめていた。

　だからといって、依頼の完了を告げられていないうちから、勝手に別行動するわけにはいかない。

　これは俺たちの遠征の勉強でもある。最後まできちんとこなさねばならない。

「くっ、確かにニコル様の仕事のお邪魔をするわけにはいきませんね。わかりました、では一足先に宿の方でお待ちしておりますので」

「いや、待たなくていいから。到着したばかりで疲れてるから」

「おお、それは気が付きませんでした。確かにお疲れでしょう。では後日使いの者を向けますので、食事でもいかがでしょう？」

「気が向いたらね」

　ドノバンも丸くなったものだ。当初は平民と見ると見下すような屑くずだったのに。

　だがこれも成長と見えなくもない。偏見と鼻につく態度の領主よりはよっぽどマシだ。

「そうだ、この街でいい宿知ってる？　レオン先輩の宿があるか心配してたんだけど」

「それでしたら、西門の近くにあるやまびこ亭の評判がいいですね。少々値段は高めだそうですが」

「だそうですよ？」

「ありがたい、ぜひ訪れてみますよ、領主殿」

　やや引いた態度のレオンがそう答える。彼の視線はドノバンが乗ってきた馬車が掲げている紋章に向けられていた。

　言うまでもなく、そこにはサルワ家、すなわちドノバンの家の紋章がある。

　知る者が見れば、一目で彼が領主とわかるだろう。

「その、ニコルちゃんは領主様と知り合いなの？」

「魔術学院の先輩でした。ついでにコルティナが困りごとを解決したので、取り次いだわたしにも恩義を感じているみたいで」

「それであの態度なのね……納得」

　エレンがこっそりと俺に耳打ちする。

　どうやらこの街でも、賑やかになりそうな気配が漂っていた。

　テムルを商人ギルドの前まで送り、ようやく俺たちの仕事は終わった。

　レオンが代表して全員分の報酬を受け取り、これで依頼完了となる。

「いや、今回もありがとうございました。またよろしくお願いしますよ」

「こちらこそ、ここまで便乗させてもらって感謝していますよ」

「ニコルさんたちも。これが初遠征とは思えないくらいの安定感でしたよ。これだとレオンさんの手が空いてない時は、代わりを頼んでもいいくらいです」

「そう言っていただけるとありがたいです」

　この五日間で、俺たちの中心になっているのが俺だと、テムルも気付いていた。なので俺に向かって挨拶を向けてくる。

　初見だと唯一の男であるクラウドか、年長者のフィニアが代表だと思いがちなところだ。

「報酬は纏まとめてレオンさんにお渡ししております。それとこちらは餞せん別べつということで」

「ん、なんです？」

　テムルはさらに俺に向かって小さな小袋を差し出してきた。開けてみると、そこには人数分の金貨が収められている。

「この街で冒険者をするなら、私が依頼することもあるでしょう。それに……ガドルス様に縁のある冒険者と顔を繋つなぐのは悪くありませんので」

「そんな、わたしたちだけなんて受け取れませんよ」

「いいからいいから。受け取っておけよ」

　テムルが下心込みで、いわばボーナスを支払っているのは俺も理解していた。

　だがこれを受け取るのはプロとしてダメな気がしたので、断りを入れたのだ。それをレオンは軽い口調で受領を勧めてきた。

「でも……」

　言い募る俺に、レオンは耳元に口を寄せてささやく。

「孫に小遣いをやる感覚なんだから、受け取っておけって」

「聞こえていますよ、レオンさん」

「おっと、これは失礼」

　形だけ怒った口調を取るテムルに、まったく悪びれずに謝罪するレオン。

　確かに俺たちは大半が未成年という若いパーティだ。唯一成人しているフィニアにしても、見かけはクラウドとそう変わらない若さに見える。

　孫といっても差し支えない年齢である。

「しかし、いわれのない報酬を受け取るわけには」

「仕方ありませんなぁ。ではミシェルさん」

「はい？」

「この地は畜産も盛んで、特にバジルソースをふんだんに使った鶏とりのソテーなどはお勧めですよ？」

「……じゅるり」

　あ、ずるい。

　俺は思わず上げそうになった声を、かろうじて飲み込んだ。いや、漏らしたとしても何ら問題はないだろうが。

　だがここでミシェルちゃんを巻き込むのは、さすがに反則だ。

「美味おいしい料理がある。そんな時、もし懐が寒かったとしたら？」

「うう、悲しすぎるぅ」

「ですよね。そこでこれをどうぞ。緊急用の予備資金です」

「わぁい！　ありがとー」

　ミシェルちゃんは綺き麗れいに言いくるめられ、喜んで受け取っていた。

「商人って、ずるい」

「ハッハッハ、商人を相手取って交渉するには、まだまだ経験不足ですな。ここはおとなしく受け取っておきなさい」

「わかりました、感謝します」

　いくら俺が前世の経験を持っているといっても、毎日海千山千の交渉をこなしているテムルには勝てないということだった。

　ここは俺の負けと思って、大人しく引き下がる方がいい。しかし、それはそれとして。

「ミシェルちゃん？」

「な、なぁに？　顔が怖いよ、ニコルちゃん」

「わたしの顔はおいておくとして。知らない人から物をもらっちゃいけません！」

「し、知らなくもないし！　テムルおじさん、知ってる人だし！」

「そういう意味じゃなく！」

　恒例の頬ほおを引っ張る折せつ檻かんに対し、ミシェルちゃんも反抗してくる。

　互いに頬を引っ張り合いながら口論する俺たちを見て、フィニアですら笑いを堪こらえている有様だった。

　おかしいな。俺はもっとストイックでハードな世界の人間だったはずだが……

「まぁまぁ。大人としてはミシェルちゃんくらい素直な方が可愛かわいがり甲が斐いがありますよ。ニコルさんはいささかしっかりし過ぎています」

「ほぅふぁなぁ？」

　頬を引っ張られたままなので、不明瞭な発音で俺は返事をする。というか空気を読みなさい、ミシェルちゃん。大人のお話をしているのだから。

「そうですとも。私たち商人は不必要な出費は絶対にしません。ならばこれは本当に、あなた方への期待の表れと受け取っていただいていいのですから」

「むぅ、ふぉふぉむぁれおっひゃらふぇふにゃら、ひょひょふぉんふぇ」

「すみませんが、何を言っているのかさっぱりです」

「うにゅう」

　だがここで俺が敗北するわけにはいかない。これはミシェルちゃんと俺、どちらが強者かを決める頂上決戦。

　先に手を放した方が今後の主導権を失ってしまう、大事な戦いである。

　俺がそう決意を新たにした瞬間、ミシェルちゃんが舌で指先をペロッと舐なめてきた。

　温かくもぬるっとした感触に、思わず俺が手を放す。

「うひゃ!?」

「やった、わたしの勝ちぃ！」

「舐めるなんてずるい。今のは反則」

「戦いにルールなんてないのだ」

「くっ、今度からほっぺじゃなくておっぱい引っ張ってやる」

「やだ、伸びちゃうじゃない！」

　胸を抱えて逃げ出すミシェルちゃんに、俺は追撃をかける。

　テムルはここで耐えきれなくなって、腹を抱えて爆笑していた。




　テムルとの別れの後、俺たちはガドルスの新しい宿へ向かっていた。

　そこが俺たちの宿となる大事な場所だ。

　表通りから少し奥に入った場所にある、それなりに広い敷地。そこに馬車を数台停とめられるほどの、大きな馬停所を持つ宿が存在した。

　三階建ての大きな建物。個人経営の宿としては規模が大きいが、ガドルスの資産を考えると、質素な方だろう。

「ま、この質実剛健さがガドルスらしい、かな？」

　入り口は半ば開放された状態で放置されていた。

　これは営業中を示すと同時に、依頼者が入りやすいように配慮しているのかもしれない。

　俺の隣でごくりと唾を飲み込む音が聞こえた。

　これはクラウドとミシェルちゃんの立てた音だ。

　二人ともラウム以外の街は初めてなので、緊張しているらしい。

「大丈夫ですよ。ガドルス様のお店ですから、滅めつ多たなことは起きないはずです」

「でも、フィニアお姉ちゃん。もし怖い冒険者の人とかに絡まれたら……」

「その時はクラウド君が身をもって守ってくれます」

「ええっ、俺かよ！」

「男の甲か斐い性しようという奴やつですね。がんばってください」

「フィニア姉ちゃん、実は結構容赦ないな」

　フィニアは六英雄に全幅の信頼を寄せているので、それほど緊張はしていないようだ。

　ガドルスが親友から預かった子供たちを無体に扱わないことは、百も承知だった。

「ほら、こんなところで立ってたら迷惑になるから、さっさと挨拶してくるよ」

「そうだね、今日からここに住むんだし」

「というわけで、クラウド、行け」

「俺からかよぉ！」

　この期に及んで尻込みするクラウド。六英雄の営む宿となると、やはり緊張するのは当然だろう。

　ぎくしゃくした足取りでドアを通り、やや薄暗い店内に入ると、そこは酒場兼食堂というオーソドックスな構造になっていた。

　ホールは食堂も兼ねていて、カウンターの向こうでグラスを磨いていたドワーフ──ガドルスがこちらを一いち瞥べつする。

　やってきた客が俺たちと知ると、そのいかつい顔をクシャリとゆがめ、満面の笑みを浮かべた。その笑顔は、正直言うと怖い。

「お、ようやく来たな！」

「ガドルス、世話になるね」

「おうよ。部屋は二階に用意してある。個室で良いんだな？」

「うん。ありがと」

　珍しく愛想を振りまくガドルスに、昼食を取っていた他の客が驚きよう愕がくの声を上げていた。

「あのガドルスさんが……笑っただと」

「あの子たち何者だ？」

「恐ろしく可愛い子もいるんですが……もしや隠し子？」

「馬鹿言え、隠し子だったらあんなに可愛くなるはずないだろう！」

　わりと言いたい放題軽口を叩たたかれているガドルスだが、さすがに最後の発言をした客は許せなかったのか、カウンターからジャガイモがものすごい勢いで飛んでいき、客にぶつけられていた。

「馬鹿なことを言うな、このクソたわけどもが。この子たちは俺の親友の子だ。下手な手出しをしたら許さんぞ」

「親友？」

「友達いたのか、おやっさん！」

　迂う闊かつなことを口走った客に、もう一度ジャガイモが飛んだ。なんだ、不愛想な男だから営業なんてできるのかと思ったが、意外と仲良くやっているじゃないか。

　だが一投ごとに客が気絶するのはさすがにやり過ぎのような気がする。見ろ、ミシェルちゃんとフィニアがドン引きしているじゃないか。

「えーと、ガドルス、ほどほどに？」

「安心せい、死にゃせん」

「俺たちを心配してくれるのか……この宿にはなかった癒いやしがついに!?」

「この宿にもついに華が！　給仕服とか着てくれるかな？」

「やべぇ、オラ、ワクワクしてきたぞ」

「貴様ら、もう一発喰くらいたいか？」

「遠慮しときます！」

　一斉に頭を下げる客たち。教育が行き届いているようで、なによりだ。

「おっと、これが部屋の鍵。無くさんようにしろ。それから皆に挨拶していけ。こんな連中でも一応先輩だ」

「あ、はい」

　俺はガドルスから四人分の鍵を受け取り、カウンターの前でくるりと振り向いた。

「えっと、ニコルです。今日からお世話になるのでよろしくお願いします」

「ライエルとマリアの娘だ。手を出したら生きてはおられん。いや、死んだほうがマシという目に遭うと思え」

「え、あの……？」

「そうだ、あの英雄の娘だ」

「マジかよ!?」

　俺の挨拶を聞き、店内が一斉にざわついていく。

「ついでにいうと、さすがの血筋というべきか、かなり剣も使える。甘く見ん方がいいぞ」

「お、おう、よろしくな！」

　挨拶を返す先輩冒険者たち。どうやらかなり愛想のいい連中のようで、安心した。

　場所によってはライバルを嫌って陥れようとしたり、恫どう喝かつする冒険者もいるらしい。

　この店はかなり友好的な人材が集まっているようである。

「俺はクラウドです。一応盾役をやってます。よろしく」

「俺の弟子でもある。厳しく教えてやってくれ」

「ええ、そこは優しくじゃないんですか？」

「甘えるな」

「おやっさんに……弟子？　よく生きてるな」

「ガドルス、そんなに厳しいの？」

「普通だ」

　蒼そう白はくになっている冒険者たちに、ガドルスの厳しさを垣かい間ま見みた。

　クラウドの鍛錬も結構ギリギリを攻めているので、それがドワーフ流なんだろうか。

「ミシェルです、えっと、よろしく」

「かわいい」

「大きい」

「娘に欲しい」

「ミシェルちゃんに手を出したら、わたしがコロスから」

「ありがとうございます！」

　なんというか、この宿の冒険者、大丈夫か？　だんだん心配になってきたぞ。

　ラウムの冒険者に通じる何かを感じる。

「フィニアです。よろしくお願いいたしますね」

「嫁に来てください」

「えっと、私はニコル様のモノなので」

「百ゆ合りきたー！」

「フィニア、ちょっと語弊があるから!?」

　俺たちの自己紹介を肴さかなに、なんだかよくわからない方向へ盛り上がる客。

　中には調子に乗り過ぎてガドルスのジャガイモストライクを食らっている者もいたが、基本気のいい連中ばかりのようで安心した。

　これならば気の弱いミシェルちゃんや、大人しいフィニアもやっていけるだろう。

　それに、半魔人のクラウドに偏見を持っている人間もいなさそうだ。

　こうして俺たちは、ストラールの街に居を構えたのだった。




　ガドルスの宿『大盾の守護』亭にやってきて、俺たちが取った行動は……まず身体を休めることだった。

　俺たちは全員若輩といっていい年齢だが、その分体力は有り余っている。

　だからといって疲労を押して無理をしては、思わぬところでミスをしかねない。

　それに若い頃の無む茶ちやは、後々に後悔する故障を抱えることになりかねない。

　無理をしない範囲できっちりと負担をかけ、鍛えていくことが重要なのだ。

「と、経験者が言っていました」

「経験者って誰？」

「ないしょ」

　全員に三日間の休暇を告げたところで、ミシェルちゃんが質問してきた。

　びしっと挙手してから質問する姿は可愛かわいい。ついでに揺れたのも素晴らしい。

　いきなり休みを告げられて、何かしようとやる気に逸はやった彼女たちを窘たしなめるために、俺は敢あえてしかめっ面で宥なだめてまわった。

「でも、新しい街に来たばかりで休暇って言われてもなぁ。何していいか、わかんねーよ」

「そりゃ住み慣れたラウムだったら、暇の潰し方もお手の物だっただろうけどね。むしろ新しい街だからこそ、散策でもしてみたら？　土地勘は大事だよ」

「散策も一人じゃ寂しいし……」

　クラウドはそこまで反論してから、ちらりとフィニアに視線をやる。

　一人じゃ寂しいからフィニアと一緒に、とか思っているのか？　残念だが貴様にフィニアはやらぬ。ミシェルちゃんもだ。

「フィニアとミシェルちゃんは、わたしとお買い物ね。女の子はいろいろと入用だし」

「そうですね。ガドルス様に用意していただいた部屋も、このままでは殺風景ですから、お買い物はしておきたいです」

「日用品とかも、どこで手に入るか調べておかないとね」

「なら俺も」

「ちなみに下着とかアレヤコレヤも揃そろえる予定だけど、ついてくる？」

「……遠慮しときます」

　クラウドはしおしおとうなだれていった。だがこればかりは仕方ない。五日間の旅で洗濯物がかなり溜たまっているし、傷んだ服の補充もせねばならない。

　ラウムの自宅……コルティナの家ならその必要が無いのだが、ここには最小限の荷物しか持ってきていない。

　新たに用意しないといけない物は、数多い。

「一人が寂しいんだったら、ガドルスに稽古をつけてもらったら？」

「全然身体が休まらねぇじゃん、それ！　いいよ。この街の造りとか見て回ってくるから」

「そうした方がいいね。冒険者は万が一に備えないと」

「ちくしょう、いいんだ、男は孤独な生き物だから」

「なにをカッコつけてるんだか。クラウドのくせに」

「俺の存在を根底から否定するなぁ！」

　ニヒルに決めようとしたクラウドをおちょくってから、俺たちは部屋に戻っていった。

　本当ならば、数人で一部屋取った方が経済的なのだが、いかんせん俺には秘密が多い。普通の冒険者のように相部屋とはいかない。

　だが俺一人が一人部屋となると怪しまれかねないので、全員を一人部屋にしてもらった。

　その分、ガドルスには部屋数的に負担になってしまうが、宿代はきちんと正規料金を支払うので問題はないだろう。

　俺は自分の部屋に入ると、さっそく装備の点検を始めた。

　フィニアには俺が操糸のギフトを持っていることを知らせておいたが、愛用していた手甲ガントレツトに関しては知られていない。

　手甲も見つからないように、隠しておく必要があった。

「といっても、隠す場所なんてベッドの下くらいしかないんだけどな」

　二階のこの部屋の上はいうまでもなく三階。つまり屋根裏に隠すという手は使えない。

　クローゼットも存在しているが、鍵が付いていないため何かの拍子に開けられたら困る。

　ベッドの下はありきたりではあるが、ここしかないという状況なので我慢するしかない。

「まず壁際にベッドを寄せておいて……壁に偽装して板を張って、その向こうに隠すか。手前にダミーを用意して置いたら、それ以上捜そうと考えないだろうし？」

　壁際に手甲を入れた箱を隠し、その手前に壁と同じ模様の板を立てて奥行きを偽装する。十数センチほどなら、ごまかせなくもないはずだ。

　そしてその手前にいかにも隠したい感じの品をこれ見よがしに隠しておけば、探索者はそこで納得して、さらに奥を調べることをしなくなる。

　いわば二重底の下にさらに底があるというトラップのようなものだ。これは意外と見落とされやすい。

「明日の買い物で素人大工の名目で板も買ってくるかな」

　いささか女の子らしい趣味とは言えないが、こうでも言わないと唐突に板を買ってくるのは怪しまれる。

　新しい街に来た記念に、新しい趣味に挑戦するとでも言っておけば、まあ、何とかなる。

　そして俺は衣類をクローゼットの奥に押し込み、ベッドの上に横になった。

　五日という旅は予想以上に俺の体力を蝕むしばんでいたのか、瞬く間に目蓋が落ちてくる。

　寝巻に着替えないといけないところだが、今着ている旅装も保温性は高いし、すでに皺しわだらけだ。

　このまま寝てしまっても構わないだろう。




　俺たちの休暇は瞬く間に過ぎていった。

　途中、ドノバンが急襲をかけてきて、食事会に拉致された一幕もあったが、おおむね平和に身体を休めることができただろう。

　そして三日が過ぎ、活動を再開する日。俺たちはカウンターで頭を悩ませていた。

「公園のドブ浚さらい、迷子の犬の捜索、倉庫の屋根の修理」

「こっちはお使いだね。パン屋さんが小麦粉五十キロ買ってきてだって」

「こちらは南門前で荷下ろしの仕事です。キャベツが荷馬車三台分運び込まれるそうです」

「こっちはいかがわしい店のチラシ配り……って、未成年に、こんな仕事斡あつ旋せんするなよ！」

「クラウド君のえっちぃ」

「濡ぬれ衣ぎぬぅ！」

　冒険者稼業を再開するに当たり、ガドルスに仕事を斡旋してもらった結果がこれである。

　どれもこれも街から出ない、それこそ何でも屋のような仕事ばかりだった。

「ガドルス、どういうこと？」

「どうとはなんだ？　お前たちは一階位だろう。なら適当なのはこの辺りの仕事だ」

「いくらなんでも、子供のお使いみたいな仕事ばかりじゃない！」

「ニコルよ。お前は確かに、ラウムではそれなりに認められていたのかもしれん。だがここはストラールだ。そしてお前たちは大半が未成年の駆け出し冒険者だ。そんな連中に重要な仕事や街の外の仕事は斡旋できん」

「でも……」

　なおも言い募ろうとする俺に、ガドルスは背を向け料理を再開する。別の客の朝食を作るためだ。

　ガドルスとて俺たちの実力は把握している。彼が知らないことといえば、ミシェルちゃんの実力と俺の真の力くらいだろう。

　それでも無難な仕事しか仲介しないというのは、何か意味があるのかと勘繰ってしまう。

　そう……ライエル辺りから過保護な干渉があったかどうか、だ。

「仕事が気に入らんのなら、この店の給仕でもやってみるか？　お前たちなら大歓迎だぞ」

「ぜぇったい、ヤだ！」

　別に給仕の仕事がいやというわけではない。ガドルスならば、変な服を着せられることもないだろう。

　だがフィニアは別だ。彼女は俺を着飾らせることになると、目の色を変える。

　給仕の仕事となると、俺以上に彼女が張り切り、俺を飾り立てるのは目に見えている。

　だから俺は、即断でガドルスの申し出を断った。

「そうか。お前たちが給仕をしてくれたらという客が何人もいるから、期待したんだがな」

「とりあえずそいつらをリストアップしておいて。後でパパに知らせておくから」

「鬼か!?」

　俺の返答にさすがのガドルスも動揺した。俺が絡んだ時のライエルの狂騒をよく知っているからだ。

　背後で残念そうな顔をしていた数人の客は、事態の切迫を知らず首を傾かしげている。

　彼らもやがて、ライエルの恐ろしさを知ることになるだろう。

「それより、ニコル。俺もお前の力を知らぬわけではない。だが他の冒険者たちはそれを知らん。ここでお前たちを特別扱いすることは、お前たちにとってもよくないことだ」

　その説明で、ガドルスは俺たちが立場を利用して、一足飛びに活躍することを危惧しているのだと察した。

　そういう立場の濫用は、周囲の反感を買いやすい。ここで活動するのなら、そういった軋あつ轢れきは避けておかねばなるまい。

「むぅ、仕方ない……でもここから選ぶってなると、難しいな」

「力仕事はまずダメだよね。クラウド君はともかく、わたしもフィニアお姉ちゃんも力はあんまり無いし、ニコルちゃんは言うまでもなく」

「言うまでもなくって何!?　いや、確かに非力な方ではあるけど」

「でもさ。ニコルの強化付与エンチヤントがあれば、簡単に済むんじゃねぇの？」

「クラウド、強化付与エンチヤントは短時間しか効果が無いんだよ。だから荷下ろしの仕事は難しい」

「そっか。じゃあ小麦粉のお使いも？」

「それは四人で分担すれば簡単かもしれませんね？　でもその分、報酬は安いですけど」

　提示された仕事を受け入れ、どれを選ぶかで皆が検討を始めた。

　ミシェルちゃんとクラウドはともかく、フィニアも積極的に意見を出していることが素晴らしい。

　五日の旅と三日の休日で、かなり他のメンバーに馴な染じんできたようだ。

　控えめな性格の彼女は、こういう場面では口くち籠ごもってしまうことが多かった。

「じゃあ、迷子の犬探しは？」

「土地勘が無い私たちでは、自分が迷子になってしまいそうです」

「となると、残ったのはドブ浚いと屋根の修理か」

「あとはチラシ配りだな」

「クラウド君のえっちぃ」

「なんでだ！」

　ミシェルちゃんの非難を受けるクラウドだが、俺としてもチラシ配りは反対だ。

　ミシェルちゃんは歳としに似合わぬ成長を見せているし、フィニアは言うまでもなく可か憐れんな美少女である。

　いかがわしいチラシなど配らせたら、トラブルに巻き込まれるのは目に見えていた。

　そして同様に、彼女たちをドブの泥に汚す仕事も、俺としては断りたい。

　その仕事を否定するわけではないが、やはりきれいな彼女たちが泥にまみれる姿は……

「ちょっとだけ見たいかも？」

「ん、なにかいった？」

「んーや、なんにも」

　俺は小さく頭を振って、煩悩を追い出した。

　泥にまみれ、身体にぴったりと張り付く服。水を弾はじく珠たまの肌。紅潮し、臭気に歪ゆがむ顔。

　少しだけ、ほんの少しだけ見たかったと思わなくもない。

「いや、待てよ……小麦粉運びの仕事だけ、クラウド一人にやらせればいいか」

「鬼畜か！　いや運べないことは無いけど」

「台車とか借りれば、一人でできなくはないよね」

「その台車が壊れちまって、仕入れができずに困ってるんだと。大型の台車で軽く百キロ以上運べる奴やつだっただけに、すぐに修理とはいかないらしい。で、手持ちで運ぶとなると五十キロはかなりキツい。だからこっちに依頼してきたんだとよ」

「へぇ」

　依頼の詳細をガドルスが補足する。しかしその手は調理を止めていない。奴もこの仕事に慣れたものだな。

「数日は担いで運ぶことになるんだが、それを代行してくれって依頼だ。この店にもパンを卸してるんで、ぜひ受けてもらいたいところだがな」

「むぅ、そう聞かされると断れないじゃない」

「じゃあ、こっちの倉庫の屋根の修理っていうのは？」

「でっかい商会の品を納めている倉庫の屋根が壊れちまったらしい。結構でかい倉庫だから、身軽な者に来て欲しいとの話だ。高さはこの宿と同じくらいはあるんじゃないか？」

「ふむ……」

　確かに三階建ての建物に匹敵する大型倉庫ならば、ちょっと登って修理とはいくまい。

　身軽な者か特殊な技能が無いと、危なくてしかたない。しかも高所となると足がすくむものも出てくるだろう。

「じゃあ、その仕事を分けよう。クラウドと……比較的力がありそうなミシェルちゃんは小麦粉運びをお願いできる？」

「え、わたしも五十キロ運ぶの？」

「さすがにそれは無理でしょ。でも二人で五十キロなら、できないこともないでしょ。クラウドが四十キロ、ミシェルちゃんが十キロくらい？」

「俺が四十かよ！　でもまあ、何度か往復するなら、できなくもないかな」

　四十キロというのは結構な重さだが、日頃から大盾を振り回しているクラウドなら、無理な重さではない。二往復もすれば、可能だろう。

　ミシェルちゃんも支援学園の訓練で、十キロくらいなら充分運べる体力はある。

「で、わたしとフィニアは屋根の修理ね」

「わかりました」

　エルフのフィニアは基本的に身が軽い。俺も前世から身の軽さが自慢だ。

　それに俺の操糸はこういった作業でこそ真価を発揮する……かもしれない。

「別々に行動するのは少し心配だけど、ここは効率を優先して動こう」

「そうですね。どちらも報酬は高いとはいえませんから、複数受けるのは悪くないかと」

　フィニアも俺の意見に同意する。

　ミシェルちゃんも異論はないようなので、ガドルスにその旨を告げた。

　クラウドの意見？　奴の発言力など、このメンバーの中では無いも同然なのだ。




　二手に分かれて依頼を受けることになり、俺はフィニアと連れだって倉庫街の方向へ向かっていた。

　この街は北部三か国連合とラウム森王国の交易における北部の中継点であり、その交易品を納める倉庫も相当量存在する。

　今回の依頼も、そんな倉庫街の一角にある倉庫の修復が目的だった。

「……………………」

　俺と並んで歩くフィニアは、何かを考えるように指先を顎に当て、上の空だった。

　横を歩く俺がこっそりお尻を触っても、まったく気が付かないくらいだ。

　彼女が何を悩んでいるかは、ある程度想像できる。

　おそらくは俺のギフトのことだろう。

　レイドと同じ操糸の能力。歳に似合わぬ落ち着きと戦闘力。

　そしてレイドと入れ替わるように現れるタイミングの悪さ。疑われるべき要素は数多い。

　だが操糸の能力については、一緒に冒険を行う上でいずれは知られてしまう事柄だった。

　変に隠して後で疑われるよりは、早い段階でこちらから打ち明けておき、納得してもらった方が何倍もいい。

「とはいえ、このままってわけにはいかないか？」

　今の状況を放置しておくと、疑惑が膨らんで再びレイドへと思考が向かう可能性がある。

　ここでどうにか納得してもらわないといけないだろう。その辺も含めての、今回の振り分けだった。

「あ、ついたよフィニア」

「ふぇ？　あ、はい」

　それぞれが考え事をしているうちに、目的地の倉庫についた。

　そこでは倉庫の管理人と思おぼしき男と、もう一組の冒険者たちが待ち受けていた。

「あ、はじめまして。大盾の守護から派遣されました、ニコルです」

「仲間のフィニアです。今日はよろしくお願いします」

　俺たちの挨拶を受けて、商人はにこやかに右手を差し出してきた。

「今日はよろしくお願いします。私はこの倉庫を管理しているラングと申します。カール交易商店にお世話になっております」

「カール交易商店……この街でも有数の大おお店だなですね」

「はい、よくご存じで」

　その時、握手を交わす俺たちを他所よそに、もう一組の三人の冒険者が口を挟む。

　胡う乱ろんげな視線は、あからさまにこちらをよく思っていないようだ。

「大盾の派遣はたった二人、それも女子供かよ。六英雄も耄もう碌ろくしてんじゃねぇか？」

「おい、よせよ。気持ちはわかるけど」

「この倉庫の屋根の修理だぞ。ガキにこなせるものかよ。足手まといを送りつけやがって、やる気ねぇんじゃないか？」

　男の視線を追って、俺は目的の倉庫を見上げる。

　ガドルスの宿に負けないほど巨大な建物。高さは十メートル近くあり、横幅はそれ以上。この倉庫街でもかなり大きな倉庫だった。

　だが逆にいえば、それだけ足場が大きいということでもある。

「あの、これだけ大きければ梯はし子ごを掛けて登れば楽に修理できるんじゃ？」

「ああ、いえ……お恥ずかしながら屋根の修理といっても、そう簡単にいきませんで」

　ラングがハンカチを取り出して、額に浮かんだ汗を拭う。

「最初はそう思って店員を登らせたのですが、どうやら屋根から染み込んだ水分が内部まで腐食させたみたいでして」

「内部ってことは構造材からってことですか？」

「ええ。その際に屋根を踏み抜いてしまったので、迂う闊かつに登ることもできなくなり、結局冒険者に頼ることになってしまいました」

　屋根修理に冒険者というと変に思われるかもしれないが、冒険者の中には浮遊フロートや飛翔フライトといった魔法を使える者もいるので、こういった仕事ではかなり役に立つことも多い。

　今回は俺やフィニアではそこまで高度な魔法は使えないが、代わりに有用な魔法を覚えているので、足を引っ張るという事態にはならないはずだ。

「高所作業に有効な魔法ならいくつか使えるから、足手まといにはならないよ？」

「ウソつけ、そんなちみっこいのが重労働なんてできるモノか！」

「まぁまぁ。ガドルス様が選ばれた人材なのですから、間違いはありませんよ」

　ラングが取りなしてくれたが、この冒険者が口を荒らげる理由もわからないわけではない。

　俺だって高所作業の同僚に未成年の少女がやってきたら、実力を疑ってしまうだろう。

　ましてや俺たちは、肉体労働など向いてなさそうなほど華きや奢しやな容姿をしている。

「それより、さっそく作業の説明をしましょう。まずは中へお入りください」

　険悪な空気をごまかすように、ラングが倉庫の扉を開けて中へ誘いざなう。

　薄暗い倉庫の中はかすかにかび臭い匂いが漂っていた。

「あの辺りをご覧ください。雨漏りで染み込んだ水が梁はりを腐食させてしまってます。まずはあそこから直していただきたいんですよ」

「なんか一部がへし折れてるね？」

「ええ、最初の職員があそこから落ちてしまいました。今は応急処置でなめし皮をかぶせて塞いでいますが、やはり雨などが染み込んでしまいましてね。商品もいくつかダメになってしまいました」

「それは切実。落ちた人は大丈夫だった？」

「ええ、下に商品の干し肉が置いてあったので、それがクッションになりました。中は見ての通り全体的に吹き抜けになっておりますので、屋根から降りて梁を直してもらうことになります。大丈夫ですか？」

「修理用の資材はありますか？」

「はい、用意しております」

　フィニアの質問にラングが倉庫の一角を指さす。そこには奥の方に木材が積まれていた。

「よし、じゃあ俺たちが上から降りるから、お前らは資材を運んでくれ」

「え、わたしたちの方が身が軽いと思うけど……」

「危険な場所は男が受け持つもんだ」

　自慢げに胸を張って見せる冒険者。プライドは高いが悪い連中ではないようだった。




　三人組が屋根に登り、梁に降りて修理することになった。

　俺とフィニアは資材を屋根まで運ぶ役割を担当する。まずフィニアが下で資材にロープを結び、俺が屋根の縁で強化付与エンチヤントを使って筋力を強化し、資材を持ち上げる。

　もちろん俺だけでは心こころ許もと無ないということで、冒険者の中から一人、トニーという男が補佐についてくれることになった。

　これは引き上げるのが俺一人ではできないと見て、即座に手を貸すための措置だろう。そういう意味では、まじめに仕事に取り組んでいる連中である。

　彼らも俺たちと同じく一階位を示す赤の縁取りのカードを下げていた。

　歳としはクラウドより少し上っぽいので、男というよりまだ少年といった方がいい。

「よし。フィニア、持ち上げるよ！」

「はい、こっちは大丈夫です！」

　木材を一本縛り終えたフィニアが、下から返事を返していた。

　俺はすぐさま強化付与エンチヤントを起動して、自身の筋力を強化させる。

　同時にフィニアも下で木材に軽量化リダクシヨンの魔法をかけた。

　軽量化リダクシヨンは対象に風の魔法を纏まとわせることにより揚力を発生させ、物の重量を軽くする魔法だ。

　二つの魔法の効果が発揮され、小枝のような軽さで木材を引き上げることができた。

「ほう、なかなかやるじゃないか」

「まー、わたしたちは非力だからね。それなりに創意工夫はしないと」

「俺たちは魔法を使える人材がいないから、うらやましいよ」

「わたしたちも、魔法が使えるのはわたしとフィニアだけだよ」

「俺たちの後衛は射手だからな。対応力が低いのは否めないんだよな」

「そう考えると、わたしたちは恵まれてるね」

「それを術者本人が言うんじゃなければ、同意したんだがな」

　互いに軽く冗談を飛ばしながら木材を運んでいく。

　フィニアのかけた軽量化リダクシヨンの魔法は、五分前後の持続時間を持つため、持ち上げて手早く運べば労力は少なく済む。

　小柄な俺が木材を担ぎ上げ、トニーに至っては二本の木材を担ぐ姿を見て、他の冒険者たちは目を丸くしていた。

「持ってきたよ。後二分くらいは軽いから」

「お、おう……」

「こいつら、意外と使えるぜ。仲間に欲しいくらいだ」

「そ、そうか？」

　俺とトニーから木材を受け取り、作業に移る冒険者たち。

　細い梁の上に降りて、木材を打ち付け補強していった。その間に俺も次の木材を受け取りに戻る。

　こうして補修する二人と運搬する俺とトニー、下で木材を縛るフィニアという分担で、順調に作業は進んでいった。

　昼を越える頃には梁の補修も済み、一旦昼食を取ることになった。

　昼食はラングさんが仕出し弁当を用意してくれていた。さすがに大店の注文先とあって、その味は文句のつけようもなく、五人揃そろって舌鼓を打っていた。

　その間に冒険者の名前も聞きだしておく。他の二人はマーク、ジョンという実にすぐ忘れそうな名前だった。




　そして昼からの作業。

　今度は梁の上に乗って、屋根の内と外から屋根板を補修する作業に入った。

　問題は屋根の内側から補修する際は、外と違って降りる梯子などが存在しないことだ。

　そこで操糸の能力を持つ俺と、風魔法を使えるフィニアが内側の補修を行うことになった。

　作業が終われば、俺は糸を使って、フィニアは風魔法を使って下に降りることができる。

「おい、白いの。そこ、下から押さえてくれ」

「マーク、その白いのって呼び方は、すごく、すっごく不本意だからやめてほしい」

「なんかトラウマがあるのか？　まあいい、ちっこいの、そこ押さえてくれ」

「それも不本意だけどまだマシかな。わかった」

　俺が下から板を押さえ、屋根に空いた穴を塞いでいく。

　ガンガンと、少し乱暴な勢いで槌つちを振り下ろすマーク。だがその勢いが強すぎたのか、べキリと音を立てて、足場の板がへし折れた。

　前のめりになって穴の中に落ちていく。

「う、うわ!?」

　屋根の高さは十メートル近くある。

　以前落ちた従業員は下に干し肉の山があったおかげで大した怪け我がはなかったようだが、今はすでに撤去されていた。

　床は石張りの硬いもので、ここから落ちればただでは済まない。

　瞬時にそれを理解したのか、マークは必死の形相で梁に手を伸ばそうとしていた。

　しかし、紙一重でその手は届かなかった。

　下から資材を押さえていた俺と、離れた場所で作業していたフィニアも間に合わない。

　梁に手を伸ばしたことでこちらを向いたマークの顔が絶望に染まっていく。

　このまま落ちれば、床に叩たたきつけられて即死は免れないだろう。

　俺はとっさに片手を板から離し、ピアノ線を飛ばす。

　この糸はそれほど長いものでは無い、せいぜい十メートルあるかどうかというところだ。

　だが、マークを搦からめ取るには充分な長さだ。

　マークはピアノ線に搦め取られ、今度は振り子のように横に振られていく。

　問題はそれを支える俺に、耐えられる筋力はなかったことだ。

「ぐ、ぬぅ……！」

　バランスを崩し、同じく梁の上から落下しそうになる。

　とっさに梁に両足を使ってしがみつき、かろうじて落下に耐える。ちなみに両手はピアノ線を支えるために使っている。

　ブランと逆さまにぶら下がって、窮地を凌しのいだ。

「ニコル様、今行きます！」

「マーク、無事か!?」

　屋根の上と離れた場所から安否を尋ねる声が飛ぶ。

　何とか落下は阻止したので、あとは助けが来るまで耐えればいい。

　しかし俺は忘れていた。

　俺はさっきまで、下から板を支えるために押さえていた。そして押さえていた手は今、ピアノ線を持っている。

　ベキッと音を立てて、打ち付けていた板が外れ、落ちてくる。もちろんその真下には、押さえていた俺がいる。

　両足は身体を支えるために梁に巻き付けており、両手はピアノ線を支えるために使っていた。

　そして俺の身体そのものは、マークを支えるためにまったく身動き取れない状態だった。

　つまり……避よけようもなく、板の直撃を受けてしまったのだ。

　ゴッと鈍い音を立てて俺の頭に直撃する。

　目の前に星が飛んで、視界が真っ白になる。焦点が合わなくなり、視野が狭くなっていく。

　ここで気を失えば、十メートル下の床に叩きつけられてしまう。それを知っていても、防ぐことができなかった。




　自分が目を閉じていることを理解している。闇の中で、そう意識する時がある。

　これは覚醒に近い時に起きる現象だ。目蓋の裏がうっすらと明るくなり、光を認識する。これは目覚めが近いことを意味していた。

　同時に、気絶する直前にあった事故についても思い出していく。

　俺は……マークを助けようとして梁にぶら下がり、そこへ支えていた木材が落ちてきて頭を強打。そこで意識は途切れている。

　あの場面で気絶したら助かるはずもない。つまりこの覚醒は、あの白いのと初めて会った時の場所へ移動するプロセスなのだろうか？　だとしたら──

「俺、死んだ!?」

「死んでません！　なんですか、縁起の悪い」

　ガバッと身を起こし周囲を見ると、俺を心配そうに覗のぞき込んでいたフィニアの膨れっ面が見えた。

　いや、この表情は先ほどの言葉に対する反応なのだろうが、その仕草が子供っぽくてなんとなく新鮮に見えた。

「それに俺という言葉遣いもいけません。ニコル様は女性なのですからもっとお淑しとやかに」

「いや、お説教は後で聞くから。それよりマークは？　わたしは何で生きてるの？」

「ニコル様が気絶する寸前、どうにか私の落下フオーリング制御コントロールの魔法が間に合ったからですよ。本当に心配したんですから」

　落下フオーリング制御コントロールの魔法は軽量化リダクシヨンの魔法の応用のような効果を持つ。

　軽量化リダクシヨンが物に掛けて重量を軽減させる魔法なら、こちらは人に掛けて落下速度を低下させる魔法だ。

　同じような効果を持つが、人と物と微妙に対象などが違うため、別の魔法となっている。そして、落下フオーリング制御コントロールの方がわずかに難易度が高い。

「そ、それに関しては本当に申し訳ない。じゃあ、マークも？」

「はい。振り子のように揺れていましたので少々照準が難しかったですが、どうにか救えました。これもニコル様のおかげですね」

「ならよかった」

　こんな簡単な工事で死亡事故を起こしたとなれば、ガドルスの店の沽こ券けんにかかわる。

　きっかけがマークたちだとはいえ、死亡者が出たということは変わらない。

　だがフィニアの活躍で、その最悪の事態は回避された。これでガドルスの店の名声も守られた。

「うん、フィニア、ホントにありがとね」

「当然のことをしたまでです。私はニコル様の仲間でしょう？」

「そうだね。うんじゃあ、よくやったフィニア。誉ほめてつかわす」

「それはそれで少しイラッと来ますね……」

　俺がフィニアに膝枕されていたのは、倉庫の一角に布を敷いただけの休憩場所だ。

　隣にはまだ目を覚まさないマークの姿も見られた。

　世話をしていたトニーとジョンも俺が目覚めたことに気付き、感謝の言葉を述べてくる。

「ニコル、目を覚ましたのか？　助かったよ。最初は足手まといなんて言って悪かったな」

「ああ、マークを助けてくれて感謝してる」

　仲間を助けられたとあって、さすがに最初の頃の刺とげ々とげしさは消え去っていた。

　彼らもパーティを組んでいるだけあって、仲は悪くない。

　その危機を救われたとあって、彼らの視線には感謝の念が浮かんでいた。

「うん。マークの具合は？」

「ああ、身体を支えてもらった時に手首に擦り傷ができている。後は着地の姿勢が悪かったのか、頭にコブができている程度だ」

「まあ、この程度で済んで幸運だったよ」

「そっか。フィニア、治癒魔法は？」

「私は地水火風の属性に関しては相性がいいのですが、治癒魔法となると光の精霊か水の精霊、あとは神聖系魔法もしくは干渉系魔法の相性が必要になりますので」

「水じゃできない？」

「水の治癒魔法は回復効果のある水を作り出す魔法なので、飲ませる必要があるんですよ」

「そっか、気を失っていると飲ませることはできないんだね。万能じゃなくてよかった」

「……え？」

　いや、怪我したマークには悪いと思うが、最近フィニアの魔法の上達がめざましく、俺の立場が揺らいでいたのだ。

　フィニアの魔法は俺よりもレベルが低いが、汎用性が高く、使う場面も多い。

　干渉系一本の俺と比べると、やはり活躍する場面も多かった。

　しかしここでは俺が主役！　見事マークを癒いやして、癒しの天使と化して見せよう。

「しかたないにゃあ。治すよ」

「ニコル様、顔が緩んでいますよ？」

「ちょっと情緒不安定なんだよ、きっと」

　小さく咳せき払ばらいして、俺はマークのそばに寄った。

　見たところ額に小さなコブができているので、顔面から着地してしまったのだろう。

　しかし頭の傷はこういうコブができて腫れた方がむしろ安全という噂うわさもある。出血が内部にたまった場合、専門の治癒魔法が必要になるからだ。

　もちろんマリアには使用できるが、俺には無理だ。そんな状況になったら、マークの死を座して眺めるしかない。

「うん、呼吸も安定してるし、腫れているのはむしろいい兆候かも？」

「そうなのか？　でも意識が……」

「フィニア、わたしが意識を失っていたのはどれくらい？」

「十分と少しでしょうか。まだそれほど時間は経たっていませんよ」

　俺たちが落下し、フィニアとトニーたちが下に降りてくる。

　そして安否を確認し、休憩場所に移動させて横になるまで十分程度かかるか？

　だとすれば、ここへ移動させられてほとんどすぐに、俺は目を覚ましたことになる。

「目を覚ましていないのも当然かもね。一応治癒光キユアライトを施しておくね」

　横たわったマークに手をかざし、精一杯厳かな口調で詠唱を開始する。

「朱の一、群青の一、山吹の一──治癒光キユアライト」

　詠唱において、重要なのは魔法陣の形状と注ぎ込む魔力、そしてそれを誘導する詠唱。

　特に最初の魔力配分は必須事項だ。

　フワリとマークの身体が輝き、俺の姿が下から照らされる。

　頭のコブもみるみる小さくなり、手首の擦り傷も消えていった。

　この程度の傷ならば、俺の初級の治癒魔法でも充分だった。

　ちなみに干渉系魔法の治癒魔法は、次の段階が中々に遠い。

　治癒光キユアライトの魔法は、現状俺の最高にして唯一の治癒魔法でもある。

「ふぅ……完了っと。でも、そう考えると治癒魔法は少し物足りないかなぁ」

「おつかれさまです」

　治癒を受けてマークの身体は完治した。彼が目を覚ましたのは、それから数分後だった。

　その後の作業は滞りなく終了した。

　ラングは事故の時は席を外していたので、マークたちと相談した上で事故のことは内緒にしておく。

　これが企業ならば上司に報告した上で防止策を考えねばならないところだが、俺たちは個人運営の冒険者だ。

　対処はそれぞれが考え、今後に活いかせばいい。

　考えない奴やつは自己責任で危険を冒すことになる。




　夕方には屋根の修理も終わり、屋根に水も流して水漏れしないことを確認する。

　それをラングにも見てもらい、ようやく報酬を受け取ることになった。

「一日であの高所の作業を済ますとは。さすが冒険者は様々な局面に対応してますな」

「こう見えてもプロですから」

　ラングの追従に、俺は胸を張って答えてみせた。

　これはガドルスの斡あつ旋せんした仕事である。ならば頼たより甲が斐いのあるところを見せておかねば、今後の依頼にも関わってくるはず。

　俺たちが手広く状況に対応できると知れば、今後もガドルスの店を贔ひい屓きにしてくれる。

　それは俺たちだけでなく、今後やってくる新人のためにもなるだろう。

　ラングと別れ、それぞれの宿に向かう途中で改めてマークが謝罪してきた。

「朝はすまなかったな。見かけに騙だまされて見くびったことを言ってしまった」

「それは仕方ないよ。フィニアは美少女だし、わたしはまだ子供だから」

「ニコル様、わたしを事あるごとに美少女と吹ふい聴ちようするのはやめてください」

「事実だし？」

　なんというか、フィニアは自慢の後輩的な雰囲気がある。

　実際、魔法も剣も使え、最近は槍やりにも習熟し始めている。近距離から中距離までどこでも任せられる冒険者というのは、実に貴重だ。

　その実力に加え、可か憐れんな容姿と華きや奢しやな体格。俺やミシェルちゃんという仲間がいなければ、ダントツで話題に上がっていてもおかしくはない。

「その、よかったらこの後打ち上げでも……」

「悪いけど、お誘いはパスね。フィニアとかもう一人の仲間には頻繁に声が掛かるから、公平を期するために」

「いや、そんな下心があって言ったわけじゃ！　腕前を評価したからこそ、今後も……」

「わかってる。でも、他の冒険者の目もあるからね」

　俺たちはつい最近ガドルスの宿にやってきたばかりである。ここで変な噂を立てられるのも、少し困る。

　むしろ、変な噂が立ってライエルが襲来した日には、その後の活動に支障が出かねない。

　しばらくは男との接触を制限せねばなるまい。

「よかったのですか？」

　マークたちとも別れ、フィニアと二人だけで宿に戻っていると、彼女がおずおずと話しかけてきた。

　どうやら先ほどの対応に疑問を持っているようだ。

「なにが？」

「マークさんたちです。一応この街の先輩ですし、顔を立てておいてもよかったのでは？」

「それも一理あるけどね。ガドルスの監視がある街で男と一緒とか、パパに伝えられたら、どうなると思う？」

「それは……ものすごいことになりそうです」

「でしょ？」

　俺は小さく笑ってから、フィニアより一歩先に進む。

　そこでくるりと回ってから、後ろ向きに歩いて彼女との会話を続けた。

「フィニアも、パパの襲撃を避けたかったら、男性との接触は極力断つこと。フィニアはわたし以上に箱入りなんだから注意しないと」

「いくらなんでもニコル様ほどじゃないですよ」

「そーかなぁ？」

　そもそも俺には前世の経験があり、しかも元男である。その辺りのガードは鉄壁を自称している。

　だがフィニアは孤児院で育ち、子供を相手に成長してきた。

　男性経験という面では皆無といっていい。

「あ、ニコルちゃんだ！　おーい」

　そこに底抜けに明るい声が飛んできた。これまた俺の心配の種である美少女その二、ミシェルちゃんである。

　彼女の場合、そういう男の下心に思いが及ばない年齢なのが、難しいところである。

　純じゆん真しん無む垢くな彼女に、そういう男の汚い面を言い聞かせるのは、正直言って心苦しい。

　そのために男おとこ除よけとしてクラウドをセットで動かすことが多くなっていた。

「はぁ、まるでお母さんになったみたい」

「ニコル様が？　むしろ手がかかるのはニコル様の方かと」

「フィニアも言うようになったねぇ」

「気苦労が多いですから」

「それは言わないお約束」

　ミシェルちゃんはこちらに向かって全力で駆け寄ってきた。

　しかしすでに日は傾き、街路は薄暗く影が落ちている。

　俺ほど夜目が利く方ではない彼女は、あっさりと地面の凹凸に足を引っかけ、ヘッドスライディングしていた。

　幸い彼女は俺と違って保護者からスカートを強要されていないので、今は短いズボンを穿はいている。下着を後ろのクラウドに晒さらさずに済んでいた。

　代わりにお尻の形が一目でわかるので、これも善よし悪あしというところだろう。

「いたたた……」

「もう、ミシェルちゃんも気を付けてね」

「『も』ってことは、そっちもなにかあったの？」

「フィニアがナンパされかけてた」

「あはは、フィニアお姉ちゃんは綺き麗れいだからね！」

「違います！　ニコル様が屋根から落ちたんです」

「さもありなん」

　フィニアの抗議に、ミシェルちゃんも即答で頷うなずいていた。

　まあ、俺に怪け我ががないのは一目でわかるから、さほど心配はしていないのだろう。

「そこで納得するの!?　ミシェルちゃん、なんかひどくない？」

「ニコルちゃんだからねー」

「あ、ミシェルちゃん、パンの匂いがしてる？」

「うん。パン屋さんのお仕事だったから。お昼もパンだったんだよ。おいしかったぁ」

「でも昼食に出されたパンを五つも食うのは、さすがに店の人がドン引きしてたぞ」

「好きなだけ食べていいっていうから」

　追いついてきたクラウドが即座に告げ口。そこで余計な一言を挟むのがモテない部分だぞ。自覚しろ。

　男は黙って背中で語るのだ。前世の俺はそれでモテていた。最近判明したことだが。

　帰路につきながら、互いの仕事の内容を報告し合う。

　大きなトラブルは俺が落ちたことくらいで、どちらも順調に仕事を終わらせていた。

　むしろミシェルちゃんがパン屋のおじさんに気に入られてしまい、『またおいで』と仕事以外でお呼ばれされたくらいである。

　ミシェルちゃんの名前も売れたことだし、悪くない結果と言えよう。




　ストラールの街に来て十日が経過した。

　最初は三日の休息を取ったが、それから一週間はガドルスに斡旋された仕事をして過ごしている。

「ん……ふあぁ、んむぅ」

　窓から差し込む朝日の光に、俺は目をこすりながら起き出した。

　一階位として斡旋される仕事では、その日の生活費を稼ぎ出すので精いっぱいだ。休みを取っている暇はない。

　今日も雑用のような依頼をこなさねば、宿代すら覚おぼ束つかない。

「ガドルスも、宿代はいいって言ってくれてるんだけどなぁ」

　ガドルスはライエルの娘を預かっているという面もあって、宿代を免除するという厚意を示してくれている。

　しかしそれはミシェルちゃんやクラウドにとって、あまりいい提案ではない。

　もちろん、資金的な余裕ができるのはいい話ではあるのだが、それでは自立したとは言い難がたい。

　窓のカーテンを引き開け、俺は寝間着から着替え始めた。

　生地が厚めのシャツとスカート。膝丈の靴下を身に着ける。

　欠伸あくびを噛かみ殺しながら、着替えを済ませ、防具を身に着けていく。そこで俺は、看過できない問題に直面した。

「む……？」

　胸当てを固定するためのベルトが、上手うまく固定できなかった。

　一瞬太ってしまったかと顔面蒼そう白はくになりつつ、先に腰の剣帯を装着する。

　こちらは問題なく装備することができた。どうやら太ったわけではないらしい。

「となると、また育ってしまったのか……」

　成長期の身体は、日々変化を続ける。俺の胸もまた一歩マリアに近付いたらしい。

　本来なら喜ばしいところなのだろうが、俺にとっては微妙な成長だ。

　それに胸当てが装備できないのも、困ったことになる。

「ベルトの調整だけだから、それほど問題ってわけじゃないけど」

　俺たちの今の稼ぎは日に銀貨五枚というところだ。

　そして毎日宿代に銀貨三枚を支払っている。その他の出費も含めれば銀貨一枚の貯蓄を作るのが精一杯だ。

　それとて、少し贅ぜい沢たくをしたら、瞬く間に吹き飛んでしまう。

　特に食費のかかるミシェルちゃんなど、毎日カツカツの生活をしている状況である。

　この状況で防具の調整に武器屋に行くとなると、かなり懐に厳しい。

「そりゃ、ラウムから持ち出した貯蓄もあるんだけどさぁ」

　そういう事態も想定して、俺たちは幼い頃から貯金をしていた。

　しかしいつまでも赤字を出してはいられない。しかしガドルスが斡旋してくる仕事は、街中のものばかりで儲もうけは少ない。

　これでは干上がってしまう日もそう遠くないだろう。

「どうにか手を打たないとマズいかな」

　とりあえず剣帯だけを着けて、部屋を出る。

　今日は少し早く起きたので、ミシェルちゃんもクラウドもまだ起きていないようだった。

　俺たちの部屋は二階の突き当りに位置し、俺の隣にフィニア、そして廊下を挟んだ向かいにミシェルちゃんの部屋がある。

　ミシェルちゃんの隣がクラウドの部屋だ。

　階段を降りて一階のホールに行くと、カウンターでガドルスが何やら手紙を読んでいた。

「おはよう、ガドルス」

「お、おう!?　なんじゃ、ニコルか」

「どうしたの、ビックリしてる？」

「い、いや……なんでもないぞ」

　俺が首を傾かしげて尋ねると、妙に焦った仕草で否定してくる。

　彼は手紙を懐に仕し舞まいながら、こちらの服装の変化に気が付いた。

「なんだ、武装してない……わけじゃないな。だが鎧よろいはどうした？」

「んー、ちょっとサイズが合わなくなっちゃって。胸周りとか」

「ブフッ！」

　俺の返事を聞き、ガドルスが妙な咳せきをした。

　我慢しようとして失敗したような咳だ。風邪でも引いたのか？

「ま、まあ、お前たちは育ち盛りだからな。そういうこともあるだろう」

「で、調整に出したいんだけど、やっぱりお金がね」

「ふん、駆け出しが一週間仕事を成功させたからといって、甘い顔をすると思ったか？」

「ぜんぜん思わない。ガドルス、頑固だから」

「わかっておるじゃないか。もうしばらくは修行せい……と言いたいところだが、そろそろいい頃合いでもあるか」

「ん？」

　ガドルスは一つ大きく息を吐つくと、カウンターの下から一枚の書類を取り出した。

　それを俺の前に差し出してくる。

「これは？」

「ギルドへの二階位昇格の推薦状だ。この街でもある程度顔を売った頃合いだし、そろそろ階級を上げても問題なかろう」

「顔を……ああ、そうか」

　そこで俺は、ようやくガドルスの思惑に気が付いた。

　この一週間で俺たちが受けた仕事は、ほとんどが雑用のようなものだ。

　倉庫の屋根の修理から始まり、荷物の運搬、街路の清掃、街壁の修繕など、冒険とはかけ離れた仕事ばかりである。

　しかし、おかげで街の人には好意的に受け止められつつあった。

　ガドルスは、まず街に馴な染じむことを優先して、そういう仕事を割り振ってきたらしい。

　俺たち、特に俺はライエルとマリアの娘という、非常に微妙な位置にある。

　これは、ともすれば親の権威を笠かさに着るボンボンという悪印象を与えかねない。

　そこで細かな仕事から始め、周囲の受けをよくすることを優先させて、俺たちをいわばプロデュースしてくれたのだろう。

「気を使ってくれて、ありがとね」

「む、うぅん……おう」

　俺に礼を言われ、ガドルスは微妙な表情を浮かべていた。

　なにか昨日と比べ対応が違う。そう感じ、問い詰めようとした時、二階からミシェルちゃんが駆け下りてきた。

「うわぁぁぁぁん。ニコルちゃん、お金貸してぇ！」

「な、なにごと？」

　ミシェルちゃんが金を無心するなんて、今までになかったことだ。

　よく見ると彼女の服の胸元が破れている。一瞬クラウドが無法を働いたかと思ったが、どうやら様子が違うみたいだった。

　とりあえず俺は、食事を取りながら事情を聴くことにしたのだった。

　しばらくすると、クラウドとフィニアも起き出してきた。

　全員が揃そろったところで、ガドルスが食事を運んできてくれた。

　宿泊費は格安に割り引いてくれていて、食事も料金に含まれている。

「で、ミシェルちゃん、その服どうしたの？」

「うん、朝の弓の用意をしてたんだけどね」

　彼女の話によると、朝起きて弓を張り、それを引いて具合を確かめていたところ、放した弦が彼女の豊かな胸を強打したらしい。

　いつもは胸当てを着けているので、弦が当たっても防護してくれているのだが、起き抜けで防具を着けていなかったらしい。

「先に胸当て着けるようにしようね。怪我すると大変」

「そうですよ。胸は子育てにも関わる大事な場所ですから」

　やや呆あきれ声の俺に、フィニアも同意する。だがミシェルちゃんはそれに反論してきた。

「でも、胸当てがきつくなってて、着けられなくなってたんだよ？」

「え、ミシェルちゃんも？」

「『も』ってことは、ニコルちゃんもきつくなってた？」

「うん。ベルトがちょっとね」

　そう言うと、服を少し引っ張って胸元を確認してみる。

　確かに谷の陰影が少し深くなっている気がする。ミシェルちゃんに至ってはシャツのボタンがきつくなっているようで、合わせ目に隙間ができていて下着がちらりと覗のぞいていた。

「うむうむ……うむ？」

　俺がミシェルちゃんの胸元に視線を向けていると、そこに重なる視線を感じ取った。

　言うまでもなく、この場で唯一の男、クラウドだ。

「こら、クラウド！」

「あっつぅ!?」

　制裁として熱いお茶の入ったカップを奴やつの手にぶっかけてやる。

「ミシェルちゃんに邪悪な目を向けるな」

「頼むから先に言葉で注意してくれ！」

「そうだぞ。俺の淹いれた茶で遊ぶな」

「それはごめん」

　ちょうどガドルスが、焼いたソーセージとスクランブルエッグを挟んだホットドッグを持ってきたところだった。

　さすがに食べ物を粗末にするのは、作った彼に悪いので謝罪しておく。

「ニコルにミシェル。さすがに二人分も調整に出すのは手間じゃろ？　俺でよければ調整してやろう」

「え、いいの？」

「こう見えてもドワーフの端くれじゃ。装具の調整をするくらいの腕はある」

「もちろんタダだよね？」

「マリアやライエルに似ず、ちゃっかりしとるな。まったく」

　大きく息を吐くと、ガドルスは俺の申し出を了承してくれた。

　ただし専門家ではないので、その品質は保証しないということだ。

「あーでも、わたしの分はともかく、ミシェルちゃんのはシッカリと作った方がいいかも」

「え、なんで？」

「だって、いつもの狩猟弓を使う分にはいいけど、『それ』を使うとなると普通の防具じゃ物足りなくなっちゃうよ？」

「あ、たしかに」

　俺が指摘した『それ』とは、言うまでもなく腰に吊つるしたケースに納められた白銀の大弓サードアイのことだ。

　あの強力な反発力を持つ弓の弦なら、普通の防具では胸を守りきれない。

　それどころか、大おお怪け我がをしてしまう可能性が高い。

　ミシェルちゃんの胸が大きく成長してきた今、その問題は非常に重要だった。

「でも、この弓から守れる胸当てなんて思いつかないよ？」

「そーだよねぇ」

　普通の防具なら、確実に弾はじき飛ばしてしまう。それだけの力がこの弓にはある。

　ミシェルちゃんがこの弓を使いこなすには、相応の胸当てが必要になってくる。しかし、その心当たりは……俺にはあるが、口に出せない。

　邪竜の素材を使えば、彼女の胸当ては確かに作れる。

　だがそれをどういう口実で彼女に渡せばいいのか？

　純粋なミシェルちゃんなら疑うことなく受け取ってくれるだろうが、胸当てというのは隠すことができない。

　そしてこの宿には、邪竜を間近で見たガドルスがいる。

　俺がその素材を取り出した段階で、正体を疑われてもおかしくない。

「うーん……」

「とりあえず、冒険者ギルドに行ってくればどうだ？　階位の昇格には試験もある。それほど難しい物じゃないから、試験から戻ってくる頃には防具の調整も終わっておるじゃろ」

「そんなにすぐ終わる？」

「ミシェルはともかく、ニコルの防具はベルトの調整だけじゃ。夕方には終わる」

「むぅ、ここにも胸囲の格差は存在したのか」

「なにを言っとるんだか」

　ガドルスは俺の後頭部をベシンと叩はたいてから、カウンターに引っ込んでいった。

　俺とミシェルちゃんは、食事の後で部屋にそれぞれ防具を取りに戻った。

　ミシェルちゃんも白銀の大弓サードアイを使用するには物足りないが、普通の狩猟弓を使用する分には今までの防具で事足りる。

　胸周りの調整だけ済ませば、しばらくはごまかすことができるだろう。

　防具をガドルスに預けた後、俺たちは推薦状を持って冒険者ギルドへ向かった。

　どうやら昇格に当たって試験があるらしいが、それさえクリアすれば階位が上がり、より割の良い仕事を受けることができる。

「ね、ね？　二階位になったら、どんな仕事が受けれるのかな？」

　ミシェルちゃんは目をキラキラさせながら、そんなことを話しかけてくる。

　弾むような足取りに合わせ、胸当てのない胸部が上下に跳ねる。

　もちろん俺とクラウドの視線は釘くぎ付づけだ。今回は俺も見入ってしまったので、お仕置きは免除してやろう。
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　冒険者ギルドにやってくると、俺はまっすぐカウンターに向かった。

　そこでこの一週間で何度か顔を合わせた受付嬢が、俺たちを出迎えてくれた。

「ぃらっしゃい。今日は何のお仕事受けてくれるん？」

　東方独特の訛なまりのある言葉遣いで、にこやかに笑いかけてくる。

　見た目は二十歳はたちそこそこ。ずば抜けた美人というわけではないが、愛あい嬌きようのある笑顔と親しみやすい口調で、冒険者にも人気がある人だ。

「今日はガドルスから昇格の推薦状を預かってきたよ」

「お、ついに試験を受けるんや？　君らの実力なら、問題ないと思ってたところやで」

「そう？」

「ガドルスさんは慎重派やからね。その推薦状だけでも昇格させてもええくらいやけど、まあ一応規則やし」

「うん、説明お願いね」

　俺が促すと、受付嬢はいくつかの書類を取り出してきた。

　どうやら試験の内容は、指定の薬草を採取してくることのようだ。

「というわけで、採取してもらうのはコルネ草。赤い小さな花を咲かせるのが特徴や。詳細はこっちの図鑑に載っとるで」

　一緒に提示された図鑑のページをめくると、赤い花を描いた絵が載っている。詳細を調べると、街の近くの湖のそばで咲いている花らしい。

「意外と近くなんだね」

「そりゃ、駆け出しに出す試験やからね。難しかったら誰も昇格できへんやん？」

「それもそっか」

　近辺に咲く花の採取ならば、白銀の大弓サードアイに頼ることもないだろう。

　こうして俺たちは試験を受けるため、初めてストラールの街を出ることになった。




　俺たちは街の外に向かって歩みを進めていく。

　この街もラウムと同じく、周辺にモンスターが出没する。しかし、これまたラウムと同じく冒険者たちが周辺のモンスターを討伐しているため、近辺での安全は確保されていた。

　そのため、駆け出し用の試験で街を出ても大丈夫だと判断されているらしい。

「コルネ草は街の北にある湖のそばに生えているらしいよ」

「先ほどの図鑑に載っていたんですか？」

「うん、覚えてきた」

　ストラールの街の北には、街の水源になっている湖が存在する。

　地下からの湧水によってできた湖は、夏でも水温が低く、今の時期は泳ぐにはあまり向いていない。

　しかし夏場になれば、結構な人数が避暑に訪れ、名所の一つになっているらしい。

　名所と呼ばれるだけあって、水質はとても良く、高い透明度を持っている。

　俺からその話を聞いて、フィニアは大きく落胆した。

「水が冷たいのなら泳げないですね。せっかく水着を用意してきましたのに」

「まだ時期的に早いよ。それに、仕事なんだから遊んだらダメでしょ」

「それはわかっていますけど。街でも有名な避暑地らしいですし」

「湖畔でお弁当くらいなら、いいかもね？」

「帰ったら宿のお風呂場で泳ぎませんか？　水着で」

「どうしてそうなるの……？」

　ガドルスの宿にも、一応共同浴場は設置されている。この辺りはさすが巨大宿泊施設と言えよう。

　しかしそれも、あまり広いと言えるものでは無く、四、五人が入れる程度の物である。

　これは大陸北部に近いこの地方では空気が乾燥しており、入浴よりも身体からだを拭く程度で済ます習慣が強いからだ。

　そもそもフィニアとは一緒に風呂に入っている仲である。今さらなぜ水着を着て入らねばならないのか。

　俺が呆れた声を上げていると、俺たちと同じく街を出るために門番と話をしている見知った顔を発見した。

　先日、倉庫の修繕で一緒になったマークたちだ。

「あ、マークさん」

「うん？　あ、フィニアさんじゃないですか！　街から出るんですか？」

　フィニアが声をかけると、マークの表情が目に見えて明るくなる。

　フィニアはマークの命の恩人でもあるため、格別の敬意を持っているようだ。

　そこに好意の感情が見て取れることも、否定できない。しかしそこらの男にフィニアは渡さないぞ？

「はい。昇格試験で」

「へぇ、じゃあ同じモリーア草なんですか？」

「モリーア草？」

「水草の一種ですね。聞き返すということは、別の奴かな？」

「はい、私たちはコルネ草です。でも、水草なら目的地は湖ですね？　私たちと一緒です」

「そうですね、よければご一緒しませんか？」

「それは……」

　ちらりとこちらを見るフィニア。俺の決定を待っているのだろう。

　こいつの感情については気に入らない面もあるが、人手が増えるというのは悪い事ではない。

　周辺を警戒するにしても、捜索するにしても、人手は多い方がいい。

「いいんじゃない、別に」

「ニコル様も異存ないようですし、そういうことでしたら、ご一緒しましょう」

「本当っすか！」

　まったく、こいつも現金だな。最初は女子供とか見下していたくせに。

　まあ、フィニアは美少女である。やや身長の物足りない俺や、腰回りがまだ子供っぽいミシェルちゃんと違い、見た目的な年齢も彼らと釣り合う。

　そういう観点から、彼女に粉を掛けようとするのはわからないでもない。

「ただし、不ふ埒らちな真似まねをしたら承知しないから。主にガドルスとか、わたしのパパとか」

「うっ!?　わ、わかってるよ」

　念のため釘くぎを刺しておくことは忘れない。特にこの一週間ほどで、俺の父がライエルであることは知れ渡っている。

　ここまで言われては無む茶ちやな迫せまり方をしたりしないと思う。

　その後、門番に街を出る手続きを申請し、そのまま水源のある北に向かって進む。

　ストラールの北はやや高台になっており、そこに湧水が湧いて湖を作っていた。

　その水が高台の傾斜を下って川になり、街に流れ込んでいる。

　その良質な水と南側が日当たりの良い傾斜になっているため、ストラールはラウムにしては珍しい穀倉地帯になっていた。

　ドノバンが徴税権に固執したのは、こういった理由もある。

　なだらかな勾配を川沿いに登っていくため、気分はハイキングに近い。

　ミシェルちゃんはさっそく透き通った水を口にして、その美味うまさに歓声を上げていた。

「うわぁ、つめたい！　それにすっごくすっきりする。ニコルちゃんも飲んでみてよ？」

「そう？　ここで水を入れ替えておくのもいいかもね」

「あ、それいい。そうしよーっと」

　ストラールの街まで流れてくるまでに水に雑味が混じってしまうため、この近辺の水は街の水とは別物といっていい。

　携帯した水袋の中身を入れ替えるのは、悪い考えではないはずだ。

　ミシェルちゃんに倣ってフィニアとクラウドも水を入れ替え、それを見たマークたちも真似をしていた。

　そうして気楽なハイキングの末、俺たちは高台にある湖までやってきた。

　透明度の高い湖はまるで鏡のように陽ひの光を反射して、水面が宝石のように輝いている。

　それを見てフィニアとミシェルちゃんは、感嘆の吐息を漏らしていた。

「きれーい」

「本当に。ニコル様の髪みたいですね」

「わたし、ここまで光ってないよ」

「いやいや、フィニアさんの笑顔ほどじゃ──」

「シッ、シッ、一昨日おとといきやがれ」

　フィニアに露骨な追従の言葉を並べようとするマークを、俺は一蹴しておく。

　同時に周囲を観察し、コルネ草を探し始めた。

　フィニアも俺と一緒に捜索を始めた。こうなってはマークも暢のん気きにナンパなどできない。

　だが、しばらく探してみても、コルネ草の姿は見つからなかった。

「あれ……おかしいな。図鑑じゃこの辺って書いてたのに」

「数が少ないんじゃねぇの？」

「さすが試験というところですね。一筋縄ではいきません」

　この反応からすると、クラウドもフィニアも見つけることはできなかったようだ。

「ひょっとすると対岸まで行かないといけないとか？」

「この湖、結構大きいですよ。向こう岸まで行くとなると相当時間がかかりそうです」

「そうだね。夕方になっちゃいそう。ニコルちゃん、どうする？」

「うーん……」

　ミシェルちゃんが言う通り、対岸まで行くと夕方になってしまう。そうなると帰るのは夜更け過ぎになる。

　夜間に行軍する危険性を考えれば、湖畔で一泊した方が安全かもしれない。

　もしくは、この近辺には存在しない可能性もある。

「書物を鵜う呑のみにするなっていう教訓なのかな？　とりあえず、対岸まで行ってみよう。なかったらそこで一泊して明日の昼に再調査のために帰還ということで」

「うん、わかった！」

　こうして俺たちは、湖を半周する羽目になったのだった。




　結局、湖をぐるりと回り込んでも、コルネ草は発見できなかった。

　特徴的な赤い小さな花を咲かせるらしいので、見落とすとは思えない。

「結局なかったね」

「こっちもなかったよ」

「俺たちのモリーア草も見つからなかった。どうなってんだよ？」

　すでに日は傾き出しており、今からストラールの街に帰還すると、夜間での行動になってしまう。今から街に戻るのは、逆に危険だ。

　ここは素直に諦めて、この場で野宿する方がマシだろう。

　幸いというか、携帯食は予備も用意しているので、一泊程度なら問題はない。

　しかし野宿を想定していなかったので、テントのような設備は用意していない。

　ここはマントなどの防寒具で夜露を凌しのぐ必要がある。

　水場近くの草をむしり、剥むき出しの地面に周辺から集めてきた枯れ枝を積み上げる。

　ここで焚たき火びをして、夜の寒さを乗り切るためだ。燃料になる枯れ枝はできるだけ多く集めておく。

　そうして熾おこした火でフィニアが夕食の準備を始めていた。

「持ってきてるのは干し肉とパンとチーズくらいですので、大したものは作れませんね」

「フィニアの料理なら、きっとおいしいよ」

「そう言ってくださるのは嬉うれしいのですけど、やはり作る側としては物足りません」

「じゃあ、なにか獲物になりそうなものがいないか調べてくるよ」

　ここはストラ領でも最大の水場だ。冒険者の狩り逃した獣とかいるかもしれない。

　それに冒険者も、野ウサギなどの無害な小動物まで殲せん滅めつしたりはしない。

「じゃあ、わたしもいっしょに行くー」

「そうだね。ミシェルちゃんがいてくれると心強いかも」

「えへへ」

　狩人かりゆうどの娘であり、優秀な弓士である彼女なら、獲物を見つけた時の狩りも楽になる。

「じゃあ、俺も手伝うよ。だから──」

「獲物のおすそ分け？」

「うっ！　ま、まあ、そういうのがあれば助かる……かな？」

「正直なのはよろしい」

「じゃあ、狩りはわたしたちとマークで。クラウドはフィニアを守ってあげてね」

「まかせとけ」

　胸を叩たたいて見せたクラウドを信頼して、俺たちは少し離れた木立の中に足を踏み入れる。

　日は既に傾いており、手早く獲物を手に入れないと、真っ暗になってしまうだろう。

「さて……それじゃ」

「うん」

「さっそく狩りまくろう！」

「おー！」

「え、おい？」

　元々近距離よりもやや離れた間合いの方が得意な俺と、遠距離専門のミシェルちゃんだ。

　二人一緒に狩るより、個別に獲物を探した方が、効率がいい。

　俺たちの意図を理解できなかったマークはおろおろと周囲を見回す。

　だが俺はそれを意に介さず、探索の意識を広げ真っ先にトカゲを見つけ出す。

　懐からピアノ線を引っ張り出し、鞭むちの要領でその首を刎はね飛ばした。

　同時にミシェルちゃんは大きめのハトくらいの野鳥を射落とす。

「ちょ、お前ら、手際よすぎねぇ!?」

「こう見えてもラウムでは何年も狩りを続けていたからね」

「その経歴で、なんで一階位なんだよぉ！」

　指定モンスターでない小動物などは、狩っても評価の対象にならない。

　評価されない以上、俺たちの狩りは胃袋と懐を満たす役にしか立っていなかった。

　とはいえ、それはそれ、これはこれである。

　野生動物に先んじて気配を捉え、一撃の下に致命打を送り込む技術は下手な熟練冒険者よりも鍛えられている。

　元暗殺者の俺はともかく、ミシェルちゃんやクラウドですら、小動物の狩りだけなら熟練冒険者に比肩しうる。

「まー、慣れだよ、慣れ」

「何年越しの慣れだよ、末恐ろしいな」

　しゃべりながらも今度は木の枝に向かってピアノ線を飛ばす。

　今度は蛇が両断されて落ちてきた。これは毒のない種類の蛇なので、食用に堪えられる。やや小骨が多いのが難点だけど。

　しばらくするとミシェルちゃんが慌てた様子で戻ってきた。

　腰には野鳥が二羽と、ウサギが一羽吊つり下げられている。狩りの成果は俺の負けか？

「ニコルちゃん、ニコルちゃん！　こっちきて！」

「え、なに？」

「早く早く！」

　俺の手を取ると、問答無用で引っ張っていく。

　その勢いに俺は足を引っ掛けそうになりながらも、ついていく。

　木立を抜け、湖の畔ほとりまでやってくると、そこには小さな赤い花をつけた野草が生い茂っていた。

「これ、コルネ草!?」

「うん、昼間に来た時はなかったのに、さっき来たらこんなにたくさん！」

「どういうことだ……いや、ひょっとして夜にだけ咲く類の花だった？」

「夜だけ咲くって、そんな花あるの？」

「うん、アサガオとかも決まった時間しか咲かないでしょ？　そういう花があってもおかしくないよ」

　サボテンの仲間などは夜に咲き始め、朝には散ってしまう種があるとも聞く。

　コルネ草は、そういう花と同じ性質を持っていたのだろう。

「つまり、図鑑は嘘うそを書いていたのではなく、性質の一部を載せていなかっただけと？」

「わざとかな？」

「試験に出すくらいだから、わざとの可能性が高いね。ミシェルちゃん、お手柄だよ」

「へへ、やったぁ」

　俺も前世では冒険者の資格を持っていたし、昇格試験を受けた記憶もある。

　だが試験の内容は地方によって違うため、ここの試験は初めて知る内容だった。

　それにしても意図的に情報を隠すとか、意地の悪い試験もあったものだ。『事前情報は複数当たれ』という、ギルドの忠告なのかもしれない。

　俺はミシェルちゃんとパンと手を打ち合わせ、ハイタッチを交わす。間違いなく、この発見は彼女の殊勲である。

　そこへ遅れてマークがやってきた。俺たちの背後に咲き乱れるコルネ草を見て、あんぐりと顎を落としている。

「なんだ、これ……昼間はなかったよな？」

「うん、こういう試験だったってわけだね」

「夜にだけ咲くってわけか。見つからねぇわけだ」

「でもこれで、マークの方もヒントが見つかったね」

「へ？」

　俺の助言にピンとこず、首を捻ひねるマーク。だがこれは大きなヒントになるはずだ。

「つまりモリーア草も普通に探しても見つからないんだよ、きっと。特定の条件を見つけないと発見できない類なんじゃないかな？」

「あ、なるほど！」

「とりあえず、必要量を確保するから手伝って？」

「おう、わかった」

　獲物はとりあえず放り出しておき、目的のコルネ草をかき集める。

　量はそれほど必要ないが、この花がどれだけの時間咲いているかわからない。

　それに、夜だけに咲く花の同類だとすると、朝が来るとしおれてしまう。

　もっともどうあがいても街までは距離があるので、しおれてしまうのは避けられないだろうが、試験官はそれもおそらくは想定しているはずだ。

　もし不可を言い渡されたのなら、保存する手段を調べてからまた来ればいい。

「ミシェルちゃん、できるだけ長く咲いてもらうために、根から土ごと持って帰ろう」

「そうだね。その方がお花もうれしいよ、きっと」

　俺のような損得勘定でなく、花の立ち場に立った感想を返すミシェルちゃんの純粋さに、俺は感動すら覚えてしまった。

　やはり彼女も女の子なのだと感心すらしてしまう。

「ところで、このお花は食べられるのかな？」

　首を傾かしげた彼女に、俺は深く……思いっきり深く溜ため息いきを吐つく。

　ミシェルちゃんはどこまで行ってもミシェルちゃんだった。

　とりあえず、俺たちの目的の薬草は見つかったので、マークたちも呼んで、できるだけかき集めてもらった。

　コルネ草は棘とげのある肉厚の葉を持つサボテンのような植物で、赤い小さな花を咲かせる。

　花が咲いていないと、アロエのような植物と見分けがつかないのが、難点だ。

　明け方には花はしおれてしまうが、試験の内容はコルネ草を持ち帰ることなので、花がしおれてしまっても問題はないと思う。

「まさか、これがコルネ草だったなんてね。アロエだと思ってたよ」

「うん、わたしもー」

　俺のボヤキにミシェルちゃんも同意を返す。

　とりあえずどの部分が必要なのかわからないので、根っこから掘り返して袋に包み、予備の皮袋に詰めて持ち帰ることにした。

　数は指定されていなかったが根っこから持ち帰るとなると結構な大きさになるため、結局一人一株か二株持つのが限界だった。それでも、試験には充分だろう。

「そっちはすぐに見つかって羨ましいよ」

「そうはいっても、これはかなり幸運だったからだよ？」

　マークが早々に試験をクリアした俺たちに、羨望の視線を向けてくる。

　だが、この場で野営するという選択を取らねば、コルネ草は発見できなかった。つまり偶然の産物といっていい。

　おそらくギルドは、わざと欠落した情報をこちらに与え、発見できず戻ってきて再度調査させるという目もく論ろ見みを持っていたに違いない。

　俺たちが野営の準備を元々持ち合わせたこと、そしてペースを見誤って実際に野営することになった、いわばミスの結果が良い結末を呼び込んだとも言えた。

「偶然の幸運を呼び込むのも、実力の内って言うけどな。どうしても……」

「羨ましい？」

「ま、まあな」

　素直に嫉妬を認めるマーク。こういうところは意外と好感が持てる。クラウドならば『そんなことねぇし！』とか言って強がるところだ。

　しかし、今回のことは彼らにとっても幸運だったはずだ。

「よく考えてみて。わたしたちはコルネ草が夜にだけ咲くって聞いてなかったんだよ」

「ん、どういうことだ？」

「つまり、ギルドは意図的に一部削除した情報を寄よ越こしてきた。そして寄越した部分の情報には嘘がなかったってこと」

「うん？　つまり俺たちも同じように重要な部分を隠されているってことか？」

「そういうこと。そっちはモリーア草だっけ？　この湖の中に生えてるって聞いてきたんでしょ」

「ああ、そうだ」

　ギルドの情報に嘘が無いとすると、湖の中に間違いなくモリーア草は存在しているはず。

　しかし、周囲を見て回ったが見当たらない。ならば隠された情報がその在処ありかを示していることになる。

　情報に嘘が無く、隠された場所となると……

「湖畔にはないってことかな？」

「待てよ、ギルドの情報には嘘がないんだろ。だったら──」

「ギルドの図鑑には『湖の中』って書いてあったんでしょ。ひょっとしたら、もっと深い場所に生えているのかもしれない」

「でも草ってのは、光が無いと育たないだろ。深い場所なら光が届かないから、繁殖しないんじゃないか？」

「この湖の深さってどれくらい？」

「さぁ？」

　彼らも駆け出しの一階位。ここまで足を延ばしたことは無かったらしい。

　だが、この湖は大都市であるストラールを潤す水源でもある。普通はそんなに浅いとは思わない。が、万が一ということもある。

「ちょっと調べた方がいいかもね。幸い、フィニアは水中呼吸ブリージングの魔法が使えるから、明日潜ってみよう」

「おい、待てよ。俺たちは水着なんて持ってきてねぇよ」

「男ならパンツ一枚でも充分でしょ」

「無む茶ちや言うな!?」

　まあ、彼らも俺たちより年上とは言え、年頃の年代だ。幼さの残る俺やミシェルちゃんはともかく、フィニアの前で下着姿を晒さらすのは抵抗があるだろう。

「じゃあ、代わりにクラウドが──」

「絶対嫌だ！」

「わがままだなぁ」

「どっちがだよ」

　クラウドとマークが声を揃そろえて抗議してくる。

　そういえば俺も、前世でコルティナに泳げと言われたことがあった。

　あの時もパンツ一枚を要求され、断固として断ったものである。

「しかたないな。確かフィニアが水着を用意してたから、わたしが潜るよ」

「それなら、私も一緒に行きます」

「わたしも！　わたしも！」

「ミシェルちゃん、水の中だと無能じゃない」

「ぐっふ」

　俺の辛辣な一言に、ミシェルちゃんはがっくりと地面に手をつき、崩れ落ちる。

　しかしこうでも言わないと、彼女は無む理り矢や理りでもついて来かねない。

　動きの自由が取り辛づらい水中では、彼女の安全は保障できないので、ここは我慢してもらうしかなかった。

　それに水中では彼女の能力はまったくといっていいほど発揮できない。

　しかし、水の外からなら狙撃のしようもある。

「どのみち今日は調査できないから、明日の朝だよ。それに調査した後でも、遊ぶ時間くらいあるんじゃないかな？」

　朝一番で調査を開始すれば、昼までには水中を調べ終えることができるだろう。

　探すのは深い位置にモリーア草らしきものが生えていないかどうかなので、それほど時間はかかるまい。

　見つからなかった時は、現状では情報が足りないので、街に戻る必要がある。

　結局見つかっても見つからなくても、明日の午前中で調査は一旦終了というわけだ。

「それにミシェルちゃんには、お仕事があるから」

「えっ、なになに？」

「クラウドとマークたちのノゾキを妨害すること」

「おっけー！」

「人聞きが悪いな!?　そんなことしねーよ」

「少なくともクラウドはする」

「お、おう」

「そこで肯定するな」

　俺がクラウドの頭をジャンプしつつブッ叩たたいて、この話は終了となったのだった。

　この野郎、身長ばっかり伸びやがって……




　翌朝、俺とフィニアは木立の中で水着に着替えることにしていた。

　マークたちの挙動が少々アヤシかったが、ミシェルちゃんが白銀の大弓サードアイまで持ち出して警戒しているので、木立に近付けずにいた。

　彼らはこの弓の威力を知らないが、それでも一目見て魔道具とわかる弓の威力を、その身で体験したいとは思わないだろう。

　おかげで俺たちは、安心して着替えることができた。

　さすがに学院指定の水着はサイズ的にもう着られないので、セパレートの水着を着用している。

　フィニアは以前の合宿で着ていたワンピースだ。

「うぅ、さすがにまだ肌寒いね。なんでちょうどいい時期に潜るタイミングが来ないのか」

「そうですね。早く調べて火に当たりたいです」

　春もすでに終わろうとしている季節だが、遊泳と決め込むにはまだ少し早い。

　しかもこの湖の水源は地下水なので、さらに水温が低かった。

　少し震える俺を、フィニアは背後から覆いかぶさるように抱きしめてくれる。

　彼女の体温が温かく俺を包み込む。

「ニコル様は温かいですね。少し離れたくないです」

「フィニアこそ温かいよ。水に入るまでこのままでいよう」

「喜んで」

　俺たちが抱き合ったまま木立を出ると、ミシェルちゃんを躱かわそうと睨にらみあっていたマークたちが硬直した。

　どうやら俺たちの水着姿を見て、衝撃を受けたらしい。

「な、なに？」

「いや、その……なんでも、ないぞ？」

「むー」

　マークたちの様子を見て、フィニアが俺の身体を隠そうと胸や腰に手を回してくる。

　しかし、待てフィニア。その手の動きは逆にアヤシイ。

「ちょっと、フィニア。今はそれどころじゃないから」

「でも……」

「いいから。それより先に魔法かけて」

　水の中に入るには、フィニアの水中呼吸ブリージングの魔法はかかせない。

　彼女は水上ウオーター歩行ウオーキングは使えないが、水中呼吸ブリージングは修得している。

　なので湖の深みまでは泳いで向かわねばならないが、水中呼吸ブリージングがあれば水底を歩いていくことができる。

　しかもこの魔法にかかっている間は水中でも発声ができるため、魔法も使用することができる。

　どちらの意味でも、彼女の魔法は必須といえた。

「こっちでも筏いかだを組んで、できるだけ早く追いつくから」

　ミシェルちゃんは魔法が使えないので、岸から離れると俺の支援が行えない。

　そこで木立の木を数本切り倒し、それをロープで結んで筏を作って沖に出て俺を支援することになっている。

　さいわい男手は多いので、力仕事も軽くこなせるだろう。

「うん、それじゃ行ってくるね」

　フィニアが魔法を発動させている間、俺はカタナを用意しておく。水中ではピアノ線は使えないので、俺が前線を張らねばならない。

　そして魔法が発動し、淡い光の粉が一瞬俺を包み、消えていく。

　これで俺は水中でも呼吸ができ、声を出すことも可能になったはずだ。

「それじゃ、またあとで」

「うん。またね！」

　フィニアと連れだって水の中に入っていく。足元に絡みつく水の冷たさに、背筋がブルリと震えた。

「うわ、これは……」

「予想以上に冷たいですね」

　フィニアと二人、賑にぎやかに騒ぎながら、水の中に潜っていく。

　この魔法は最初水を吸い込む時の不快感があるので、呼吸できると知っていても、どうにも慣れない。

　少し息を止めてから、ガボリと息を吐き出す。魔法が掛かっているので息苦しさはないのだが、やはり水を吸い込むことに恐怖感がまとわりつく。

　しかしそれも数秒の話だ。俺もこの魔法には何度も世話になっている。

　慣れていなくとも適応するのは容易たやすい。

　水辺はまだ光が届いていたが、しばらく進むとだんだんと薄暗くなってくる。

　水の透明度が高いのでかなり進んでも光は届いていたが、それも深度が深くなってくると届かなくなってきた。

　すでにかなりの深度だが、水中呼吸ブリージングの魔法には水圧に対する耐性もあるので問題ない。

　やがて真っ暗になり、光源が無いと足元すら見えない状態になった。

「朱の一、山吹の五、翡ひ翠すいの一、我が道を照らす光をここに──光明ライト」

　フィニアが多めに魔力を注ぎ、五時間ほど保もつ光源を生みだした。

　湖底の砂は非常に微細な状態で堆積しており、歩くたびに舞い上がって視界を塞ぐ。

　さらに水温も下がってきて、動きに支障が出かねない温度になっていた。

「朱の一、群青の二、山吹の五──保温ウオーム」

　俺はフィニアに触れて水着を温める魔法を発動させる。同じく五時間保つように設定し、水着が温かみを帯びて、動きやすくなった気がした。

「ありがとうございます、ニコル様」

「これ以上フィニアに負担かけられないからね」

　フィニアはすでに水中呼吸ブリージングと光明ライトを維持している。

　どちらもそれほど難易度の高くない魔法とはいえ、これ以上の負担は彼女には酷だ。

　それに干渉系魔法は俺の特技。この程度は役に立っておかないと、面目が立たない。

「っと、危ない」

　光明ライトで照らされた薄暗い足元が、急に失われた。

　見ると舞い上がった砂さ塵じんによって隠されていたが、急激に下り坂になっている。

　わずかに水の流れを感じるところを見ると、ここが湧水地点なのかもしれない。

「ここから水が湧きだしているのかもしれない。そうなると、深さがどこまで続いているかわからないから、危ないね」

「いったん戻りますか？」

「いや、もう少し潜ってみよう。ロープで身体を繋つないでおけば、沈むこともないでしょ。長さが足りなくなったら引き返そう」

　近くにある岩にロープを巻き付け、身体を固定した。だが固定がやや甘く、二人で降りていくのは少し心配になってくる。

「フィニアはここでロープを見張っててくれる？」

「そんな、ニコル様だけを先に行かせるなんて。それなら私が──」

「逆だよ、フィニア。ここでロープを確保することの方が重要なんだから」

「そうなのですか？」

「そうそう。ロープが外れちゃうとわたしは戻ってこれなくなるじゃない。だからフィニアにお願いしてるの。信頼しているから」

「そう……ですか？　そういうことなら任せてください！」

「じゃあ、定期的に二回ロープを引いてね。わたしも二回引っ張って返すから、それで無事を確認しよう」

「はい」

　固定したロープをフィニアに任せ、俺は一人で下り坂を降りていく。

　すでに周囲は完全に闇に閉ざされ、足元も覚おぼ束つかない。

　慎重に歩を進め、十数メートル進み、ロープの残りが心こころ許もと無なくなったところで、傾斜は緩やかになった。

　そこで俺は足を止める。

　目の前に緑色の球体が大量に転がっていたからだ。

「……あった」

　マークたちから話は聞いている。この特徴ある形状こそ、モリーア草に間違いなかった。




　モリーア草は、水中で繁殖する植物で、しかも根を張らないのが特徴だ。

　流れのある水の中を漂い、その中で養分を取り込むことで成長する。

　しかも、同じ場所に留とどまっていては養分が枯れてしまうかもしれないので、流れのある水の中を選び、球体の形状で転がって移動することで、養分の枯渇を避けているらしい。

　俺の足元には真球に近い形のモリーア草が、ころころと転がっていた。

　この近辺は地下水の湧水地に近く、湖の中だというのに常に水が流れている。

　しかも地下から養分を多量に含んだ水が噴き出す場所なので、彼ら（？）の繁殖地としては最適だったのだろう。

「なるほどね。水の流れない沿岸部より、よっぽど住みやすいってわけだ」

　足元に転がるモリーア草を一つ手に取ってみる。

　大きさは俺の頭くらい。重さはそれほどなく、むしろ軽い。感触も柔らかく、枕にしたら気持ちいいかもしれないほどだった。

「しかも水中の養分をため込んでいるため、滋養強壮によく、効果の高い回復薬ポーシヨンの材料になるってわけだ」

　モニモニとモリーア草を揉もみしだいて楽しんでいると、腰のロープがツンツンと引かれていることに気が付いた。

　おそらく反応のない俺を心配してフィニアが確認を取っているのだろう。

　俺が無事であることを伝えるため、二度ロープを引いて合図を送り返す。

　その合図を受け取ったのか、引っ張る力が止まった。

　これを持ち帰ればいいのだが、大きさが俺の頭ほどもあるため、大量には持ち帰れない。

　足元もかなり危ないため、二つが限度というところだ。

「ま、あいつらも数は指定されてなかったから、二つあれば充分か」

　俺は両手に緑の球体を抱えて向きを変える。

　その時胸に抱え込んだモリーア草が目に入って、思わずその形状に注視してしまった。

「むぅ、これが巨乳の感覚なのか？」

　胸に抱えたそれは、まるでマリアの胸部のような形になっていた。

　つい、水着の中に入れようかとかいたずら心が湧き上がってくるが、やってもむなしいだけの気がしたので、グッとこらえておく。

　別にこらえなければならない理由もないけど、何か大事なモノを失ってしまう気がした。

　ゆっくりと坂道を上り、フィニアの元に戻ると、彼女は俺の手にあるモリーア草を見て歓声を上げた。

「あ、ニコル様！　それにその丸いのは……モリーア草ですか？」

「うん、これで間違いないはずだよ」

「思ったより大きいのですね。なんとなくミカンくらいの大きさかと思ってました」

「あはは、それだったら運びやすかったんだけどね」

　俺はモリーア草を一つ、フィニアに渡しておく。

　一つだけなら片手で抱えられる。俺たちは二人とも片手で扱える武器を持っているので、こうした方が戦力の低下は起こらない。

　事前に聞いた話では、この湖には危険な生物はいないということだったが、念は入れておかねばならない。

　聞いた話と現実の間には、常に時間差が存在している。

　俺たちが聞いた話では無害でも、その後に何かが住み着いたという可能性は存在する。

　湖底から離れ、泳いで水面を目指すと、舞い上がっていた砂煙が晴れて透き通った水が頭上に広がってきた。

　その中でポツンと黒い点が存在していた。

　おそらくはあれが、マークたちが作った筏だろう。

　俺はモリーア草を抱えたまま、水面に勢いよく顔を出した。続いてフィニアも顔を出す。

「ぷぁっ！　ミシェルちゃん、あった──ぴゃ!?」

「きゃっ！」

　俺がよく見えるように頭の上にモリーア草を掲げ、水面に浮上した直後、モリーア草のど真ん中に一本の矢が突き立った。

　よく見るとフィニアのモリーア草にも。同じように矢が突き刺さっている。

　同時に違う的に矢を突き立てる。そんな神技じみたことができるのは、一人しかいない。

「……ミシェルちゃん？」

「ご、ごめんなさい。モンスターかと思っちゃった！　だって緑色の丸いのが、いきなり飛び出してくるんだもん」

「最初のはともかく、フィニアのも狙って撃ったのはなぜ？」

「一本目が突き立つより先に二本目を放ったから」

「あの、ミシェルちゃんが、なにかとんでもないことを平然と口にしてるんですけど？」

「あきらめて、フィニア。あれがミシェルちゃんなんだよ」

　瞬時に敵の数を視認、同数の矢を一気に引き抜き、続けざまに連射する。

　手に持てる矢の数に限りがあるので、連射できるのはせいぜい二本だろうが、それだって目にも留まらぬ早技である。

　神技を間近で見せつけられたマークたちは、そろってぽかんと口を開いて硬直していた。

「えーっと、矢が刺さっちゃったけど、大丈夫だよね？」

「お、おう……結局磨すり潰つぶすらしいから」

「なら大丈夫だね。それより早く筏いかだに引き上げて。さすがに寒いよ」

「そ、そうだな」

　丸太をロープで繋いだだけの筏は、水面での安定感が低い。

　無理によじ登ろうとしても、揺れが大きくなり、乗ることが難しい。

　だから誰かに引き上げてもらわねばならない。

　最初トニーが俺に手を伸ばそうとしていたが、ミシェルちゃんが割り込んで俺を引き上げてくれた。

　どうやら俺の伝えた『男から俺たちを守れ』と言う言葉に、従順に従っているらしい。

　俺より体格のいいフィニアは、力のあるクラウドに引き上げてもらっていた。




　それから俺たちは陸に戻って昼食を取り、一時間ほど水遊びに興じた後、ストラールの街に帰還した。

　さすがにミシェルちゃんも、湧き水でできた湖の水温は堪こたえたらしく、それ以上の水遊びは不可能だったようだ。

　そこからようやくストラールに辿たどり着いた時には、すでに日は傾き、薄暗くなっていた。

　街路は明かりの魔道具を灯ともす酒場も目につき、すっかり夜の準備に入っていた。

　そんな中を足早に通り過ぎて、俺たちは閉店間際の冒険者ギルドに駆け込んだ。

　ホールは俺たちのように、駆け込みで依頼の報告をする冒険者で溢あふれかえっていた。

「あら、おかえり。どうやった？」

　俺たちを目ざとく見つけ、気安く声をかけてきたのは、奇妙な訛なまりを持つ受付嬢。

　試験の課題を出した、あの人物である。

「うん。コルネ草とモリーア草、ちゃんと採ってきたよ」

「へぇ、マークたちと協力したんか。試験のパーティが協力することはよくあるけど、一晩で依頼完遂とはねぇ。なかなかやるやん」

「当然。ガドルスのお墨付きだよ？」

　俺は萎しなびた赤い花びらをつけたアロエのような植物を彼女に提示する。

　マークたちも同様にモリーア草を取り出していた。

「にしても一晩かぁ。一回戻ってくると見てたんやけどなぁ。ひょっとして知っとった？」

「と、とうぜん。冒険者には知識も重要だし？」

「その様子やと知らんかったんやね。まあ、偶然を味方に付ける運気も、実力のうちや」

　そこまで口にすると、受付嬢はキリッと表情を引き締める。それだけで愛あい嬌きようのある表情が戦士の顔になった気がした。

「これから上の依頼を受けるようになるなら、一番大事なんはなんやと思う？」

「え、知識とか実力とか？」

　ミシェルちゃんが反射的に答えたが、それは間違いだ。

「ちがうよ。確実に依頼を達成できるか、だよ」

「せやね。依頼者にとって最も重要なのは冒険者の腕やない。依頼を達成できるかどうかなんや。ランクは単なる指標に過ぎへん。そのためには運でもコネでも使って依頼を達成してもらわなあかん」

「なら、運よくコルネ草を見つけ、わたしたちの協力を取り付けたマークたちは──」

「合格やね。ぶっちゃけると、この試験……その気になったら五分で済むんやで？」

「え？」

　受付嬢の言葉に、俺は目を点にした。いくら何でも、五分は早すぎ……いや……

「そっか、ここで買えばよかったのか」

「そやな。試験の内容は手段まで指定されてへん。そしてこのギルドではコルネ草もモリーア草も買取しとる。つまりここには現物があるっちゅうことや」

「それを買い取れば試験終了だったのか」

「でもそれってズルくありません？」

「ズルくて結構。それくらいの機転があるなら、充分駆け出し卒業に値するわ。それに依頼人の話は鵜う呑のみにしたらアカンいう教訓にもなったやろ？」

　受付嬢は手を振って笑みを浮かべると、俺たちをカウンターの一つに案内した。そこで手早く書類に記入する。

　それからこちらをジロリと一いち瞥べつして、軽く息を吐いた。

「まぁ、ガドルスさんの推薦や。へたっぴは寄越さへんやろ。そっちの兄ちゃんたちも、それなりの実績はあるしなぁ」

「まぁな。一年は雑用をやらされたよ」

「せやろな。ほな冒険者証を更新するから、こっちに寄越したってや」

　そう告げられ、俺たちはそろって冒険者証を彼女に手渡す。

　受け取った彼女が冒険者証を一つ一つ何かの機材に差し込むと、縁取りの色が赤からオレンジになったカードが代わりに出てきた。

「ほい、これが新しい『二階位』のカードや。無くさんようにしぃや？　それと中身も確認しとって」

「あ、はい」

　指示されるままに冒険者証の身分証欄に目を通していく。

　といっても、俺の外見的特徴や出身地、年齢や種族という個人情報が記入されているだけだ。

　ただ一つだけ、階級だけが一段階上昇している。

「問題ないですね」

「そらよかった。これでキミらは二階位の冒険者や。危険度の高い依頼なんかも受けることができるようになる。それだけ君らの身も危険にさらされるようになるってことやで」

「慎重に仕事を選ぶようにってことだね」

「同時に、それを切り抜けられる実力も認められたってことや。まあ、あくまで新人レベルなんやけどね」

　俺たちに冒険者証を渡した後は、細かな注意をしただけで、あっさりと解放された。

　むしろ邪魔になるからさっさと帰れと追い払われたくらいである。

「ほら、はよ帰ってくれな、ウチも帰られへんやん！　今日は新しい旦那を見つけるために合コンするんや」

「新しいって……もうあきらめたら？」

「諦めたらそこで人生終了やねんで！」

「人生レベルで終わるの？」

　どうも転生してから、女のヤバい面を見せつけられている気がするな。

　この受付嬢は人気も愛嬌もあるが、不思議と微妙に異性としてはモテなそうな雰囲気があった。

　まあ、帰れと言うのならさっさと帰らせてもらおう。




　宿に戻ると、ガドルスが俺たちのためにごちそうを用意してくれた。

　ドワーフ独特の、強い火力で食材を炒いためた、炎と油の料理である。

　そう聞くと胃に厳しい料理のように思えるが、不思議と消化不良にならないから謎だ。

　育ち盛りのミシェルちゃんとクラウドは大喜びでそれらを口にし、フィニアは少しつらそうにしていたのが印象的だ。

　やはり森の民であるエルフと、山の民であるドワーフでは嗜し好こうが違うのだろう。

　俺も珍しく限界まで胃袋に詰め込み、夜が更けてから自室に戻った。

　装備や道具の整備をしてから服を着替え、洗濯物を籠に入れてからベッドに横になった。

「うぇ、ちょっと食い過ぎたか」

　前世なら余裕で食えた量のはずなのだが、この身体では普段は一皿ですら食べきれない。

　それをミシェルちゃんの勢いに釣られて二皿も食いきったのだから、この状況も無理はあるまい。

　見ると下腹がポッコリと膨らみ、食い過ぎをアピールしていた。

「腹が膨らむってことは腹筋が足りないのかな。本当にこの身体は筋肉が付かん」

　魔力畜過症は完治しており、俺の肉体は平均的な少女程度には丈夫になっている。

　しかし、それ以上にはなかなかなってくれない。今も補助魔法と前世の技術、それと道具によって強さを維持しているに過ぎない。

　ライエルのような、自身の肉体による強さには、程遠い。

「……まあ、いっか。俺にはまだまだ未来はあるし？」

　俺の身長はまだ伸びている。それに応じて身体能力も伸びていくだろう。

　今後はそれに期待していけばいい。

「うぷ、ちょっと水……」

　今はそれより、食い過ぎの方が問題だ。

　このままでは、うつぶせになった拍子に口元からキラキラした何かを噴出しかねない。

　サイドテーブルの水差しを手に取ってみたが、そこは空になっていた。

　俺たちが宿を空けている間に、ガドルスが掃除してしまったのだろう。

「しかたない、カウンターで何かもらうか」

　寒さを防ぐために軽く上着を羽織り、部屋を出る。

　装備の整備をしていた間に時刻は深夜を回っていたため、二階も、そして一階からも人の声は聞こえない。

　だが、ガドルスは後片付けのため、まだ一階に残っているはずだ。そこで何か、飲み物をもらうとしよう。

　階段を降りてホールに入ると、案の定カウンターでガドルスが手紙を読んでいた。

　その顔はいつも以上にしかめっ面をしている。

「ぬ……ニコル、か」

「うん、何か飲み物が無いかと思って」

「ああ、部屋の水差しは片付けておいたからな。すまんな、手落ちだ」

「いつ帰るかわからなかったんだから、いいよ」

　ガドルスは俺の言葉に頷うなずきつつも木のカップにミルクを注いでくれた。

　そこにハチミツを一匙さじ加え、軽くかき混ぜる。

　真っ白なミルクがやや黄色がかった色合いに変わり、ハチミツ独特の香りが漂う。

「なにを読んでいたの？」

「ん、マクスウェルからの手紙だ」

「へぇ」

　俺たちは別に仲なか違たがいしたわけではないので、手紙でのやり取りくらいはもちろんある。

　それにしては、深刻な表情をしていたようだが。

「どんな内容が書いてあったの？」

「お主のことについてじゃよ。レイド」

「……ハ？」

　ガドルスの口から唐突に飛び出した、俺の名前。

　その言葉に驚きよう愕がくし、とっさの言い訳すらできず、俺はガドルスを見返すだけだった。

「なん、だって？」

　ガドルスの突然の告発に、俺は呼吸すら止まる思いだった。

　この宿で生活するようになってしばらく経たつが、正体が見抜かれるようなことをした覚えはない。

「否定をせんということは、間違いないようだな」

「……どうしてわかった？」

「手紙じゃよ。マクスウェルからお主を頼む、とな」

　昨日、出発する前にガドルスが手紙を読んでいたことを俺は想おもい出していた。

　そういえばあの時のガドルスの様子は、少しおかしかった。

　あれがマクスウェルの手紙だったのか。

「……あのジジィ、やってくれたな。今度会ったらあのヒゲ毟むしってやる！」

「それは俺の精神衛生にもよくないからやめてやれ。それより……なぁ、レイド。俺はどう反応すればいい？」

「なに？」

　困惑をにじませたガドルスに、俺はどう返していいかわからず、首をひねる。

　そんな俺を見て、ガドルスは一つ溜ため息いきを吐き、酒を一瓶取り出してきた。
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　棚からタンブラーを取り出し、そこに酒を注ぎ込む。

「俺はな。お前を友と思っておるよ。それこそ、お前たちと故郷が争えば、故郷を捨ててお前についてもいいくらいにな」

「……そりゃ、光栄だ」

「だからこそ、お前の死に俺は悔やんでも悔やみきれんほどの後悔をしておる。お前がこうして目の前に現れてくれたのは、正直に言って嬉うれしい」

　ガドルスはあまり口数の多くない男だ。だからときおり出る、こういう真まっ直すぐな言葉は、正直に俺も嬉しいし、同時に照れ臭くもある。

　だがそこでガドルスは酒杯に手を伸ばし、それを一息に呷あおった。

「同時に憤りもあるのだ。コルティナは元より、ライエルとマリアもお前の死を悲しんでいたのだぞ？　無論、フィニア嬢ちゃんもな」

「それは嫌というほど思い知ってるよ」

「……ならば、なぜ名乗り出ん？」

　ガドルスは真剣な、怒りすら湛たたえた瞳で俺を射抜く。

　奴やつの感情は俺だってわからなくもない。だからといって、その主張を承諾するわけにはいかない。

「お前なら、どうだ？」

「なんだと？」

「お前なら、名乗り出られたか？　自分の軽率な死で人を悲しませ、そいつの娘として生まれ変わる。これが赤の他人だったら俺も喜んで名乗り出たさ。だがライエルとマリアの娘だ。あいつらは自分たちの子を心から祝福していた。それが『実は俺でした』なんて名乗り出られるか？」

「それは……」

「俺が喋しやべれるようになったのは、生まれてから半年を過ぎた辺りだ。それまで自分の娘として俺に愛情を注いでくれていたのは、言うまでもないだろう？」

「むぅ」

　ガドルスは言葉をなくし、代わりに空になったグラスに酒を注いでまた呷る。

　しばらく思案した後、再び俺に視線を向ける。

「だがコルティナはどうする？　お前の復活を喜び、今ではお前との逢おう瀬せを心待ちにしておる。いくらなんでもこの状態のままというわけにはいくまい？」

「まぁ、そうだよな……」

「いつ話すつもりだ？」

「話さねぇよ」

「なんだと？」

「少なくとも今はな。ライエルとマリアは俺を自分の娘だと思っている。それは一面では間違いじゃないんだが、あいつらが生きているうちは話すつもりはない。それまでは娘を貫き通してやるさ」

「それでは彼女が哀れではないか？　俺はお前と同様に、コルティナも友と思っておる」

「知ってるよ」

　ガドルスの頑固さと義理堅さは前世から知るところである。俺を死なせたことで、こいつはコルティナに大きな負債を背負ってしまったと思っている。

　彼女とはすでに和解はしているが、ガドルスの中ではいまだに解決していない問題だ。

「それにフィニア嬢ちゃんもこのままでは可哀かわい想そうじゃ」

「ああ、それも知ってる。だがコルティナもフィニアも幸い寿命が長い種族だ。おそらくはライエルたちの方が先に逝く」

「果たしてそうかな？」

「なに？」

　俺の主張に、どこか懐かしむような視線を向けるガドルス。

　軽く息を吐き出し、そして淡く笑みを浮かべて見せる。

「その妙に抜けとるところは、前世のままじゃな」

「だからなんだよ」

「お前を守護しておる白い娘……神を称する少女から、延命の薬をもらっておったじゃろ。忘れたのか」

「……あ」

　そういえば老化の進んだライエルたちを救うために、あの白いのが何か薬を贈ってくれたのだったか。

　その影響で全盛期以上の力を発揮するようになって、俺も面倒なことになったのを覚えている。

「マクスウェルの見立てでは『せいぜい寿命が倍になったくらい』と言っていたが、それでもかなり先になるだろうな」

「ぐっ、それは困ったな」

「フィニア嬢ちゃんは問題ないじゃろうが、コルティナはその頃になると老い始めてしまうぞ。それまで待たせるつもりか？」

「いや、それは……」

　煩はん悶もんする俺に、ガドルスは呆あきれたように肩を落とし、再び酒を呷った。

「ぷは。まあ、そういうところもお前らしいと言えるか。俺としては早く打ち明けた方がいいと思うが、マクスウェルがお前を手伝ってくれと手紙を寄よ越こしてきた以上、お前の意向を尊重してやるとする」

「そうしてくれると助かる。とにかくコルティナとフィニア、ライエルとマリアには絶対バレないように手伝ってくれ」

「ああ。それはそれとして、だ」

「なんだよ？」

　それまでの優し気な笑みと違い、今度は悪戯いたずら小僧っぽい顔をして見せる。

　その顔は、いかついドワーフにしては珍しく愛あい嬌きようを満面に浮かべていた。

「お前、転生してからかなり戦闘スタイルが変わっとるそうじゃないか。少し俺にも見せてみろ」

　そう言うと、丸太のような腕を一つ叩たたいて見せたのだった。




　俺は自室に戻って自分の装備を持ち出して一階へ降りていく。

　そこには久しぶりに完全装備に身を包んだガドルスが待ち受けていた。

　低い身長にみっしりと肉の詰まった体たい躯くは、小柄ながらかなりの威圧感を放っている。

「来たか。お前も人目につくのは問題があるだろう。こっちにこい」

「……ああ」

　裏口に俺を誘いざない、そこから街の外れまで歩いていく。

　久しぶりに着けた愛用の手甲ガントレツトの具合を確かめながら、俺はその後をついていった。

　ガドルスとて、好んで俺と戦いたいというわけでもないだろう。

　おそらくは自分の中にある納得しがたい感情の澱よどみを吹き飛ばすため、俺との手合わせを望んでいる節がある。

　ならば、俺にも応えてやる義務がある。世話をかけているのは、俺の方なのだから。




　ストラールの街はこの地方最大の街だけあって、街壁内だけでもかなりの広さを誇っている。

　その郊外の方には周辺から集められた様々な資材が保管されている場所がある。

　もちろん厳重な監視が置かれているのだが、ガドルスはこの街の名士でもあるので、フリーパスでそこに足を踏み入れていく。

　ラウムのように材木が大量に置いてある。違う点は材木以外も存在することだ。

　主に穀物が多いが、災害対策用なのか土ど嚢のうなども置いてある。

「ここなら障害物も多いし人目もない。お前も存分に戦えるだろう」

「そうだな。だけどいいのか？　今の俺は一味違うぞ」

　身体能力的には前世に遠く及ばない。しかし強化付与エンチヤントと糸を使った身体強化があれば、前世に劣らぬ力を発揮できる。

　無論、前世の肉体にそれらを施した方がより効果は高いが、それでも甘く見られるものでは無かった。

「お前の技量はラウムでも見ておるよ」

「今の俺はそれ以上さ」

　ニヤリと口の端を吊つり上げて、不敵な笑みを浮かべて見せる。

　それを見てガドルスも愛用の聖盾を掲げて見せた。

「上等だ。邪竜の攻撃も防いだ俺の守り、抜けるモノなら抜いてみるがいい」

「その邪竜を罠わなに嵌はめたのも俺だぜ」

　俺はそう声を上げると、一息にガドルスの元に駆け寄っていく。

　開始の合図も、同意も必要はない。実戦にそんなものは存在しない。

　それはガドルスも承知しているため、いつ俺が襲い掛かってもいいように備えていた。

　距離が詰まり、眼前に迫るガドルスの盾。それはクラウドの持つ盾と大きさは大して変わらないというのに、まるで城壁のような圧迫感を与えてくる。

　俺はまず意図的に盾の正面に移動した。ここなら小さな身体は盾の陰にすっぽりと隠れてしまう。

　この位置ならば俺の姿を見失うだろう──普通ならば。

　しかしガドルスはまるでこちらの姿が見えているかのように、距離を詰めてきた。

　その動きに焦りは欠片かけらも見えない。

　こちらを盾で弾はじき飛ばすべく、容赦なく突き出してくる。

　無論俺も、この程度で焦ったりしない。盾の上端に手をかけ、トンボを切ってガドルスを飛び越えた。

　同時に奴の首元に糸を絡めようとするが、その糸は奴の持つ斧おのによって薙なぎ払われてしまった。

「お前の手管はイヤというほど見てきたからな」

「ほっとけ！」

　言いつつも俺は攻撃の手を休めない。

　ガドルスは守りに秀でているが、攻撃だって舐なめられたものじゃない。特に今の俺など、かすっただけで紙切れのようにズタズタにされてしまうほどの膂りよ力りよくがある。

　それでもガドルスの攻撃が目立たないのは、ライエルが頭抜け過ぎているからである。

　横薙ぎに払った糸で拘束しようと試みるが、ガドルスは盾を振ることで風を起こし、糸の動きを阻害した。

　大盾をまるで扇のように軽々と振る様は、さすがの一言である。おそらくは奴の持つ盾術のギフトも影響しているはずだ。

　四方八方から糸を飛ばし、ガドルスに攻撃を仕掛けるがこれはことごとく払われ、受けられ、回避されていく。

　飛ばした先で糸が絡みつき、次第にその本数が減っていく。

　ガドルスもそれは承知しているようで、次第に余裕の表情を見せ始めていた。

「どうした、糸の残りが心細いのじゃないか？」

「そうでもないさ！」

　残る糸は二本。心こころ許もとないなんてものじゃない。

　それでも俺は攻撃の手を止めなかった。残り二本の内一本を上から、もう一本を左から振り払う。

　ガドルスは、その鈍重な体躯からは想像できないフットワークで、軽々とそれを躱かわす。

　やはり盾を持ったガドルスは、そう簡単に捉えられない。

「糸は使い果たしたか。これで俺の勝ち、だな」

「いや、俺の勝ちだ」

「なに──？」

　俺は腰からカタナを引き抜き、駆け出す。そして奴やつの直前で跳躍した。

　ただ飛び上がっただけの斬り込み。これを受けることなど、ガドルスでなくとも容易たやすい。

　しかし俺の機動が突如として変化したとすれば、話は変わる。

「ぬぉっ!?」

　突然空中で右側に移動した俺を、ガドルスは完全に見失っていた。

　俺を追って動く、奴の視線。

　それを避けるように、俺は動く──空中で。

「レイド、貴様……なにをしている!?」

　空中を飛ぶ魔法が無いわけじゃない。だが俺がその魔法を発動させる場面を、ガドルスは目にしていない。

　事実、俺は魔法など使っていなかった。

　そこでガドルスはようやくカラクリに気付いた。

　俺はこの集積場の各所に飛ばした糸をそのまま張り巡らせ、それを足場に宙を走っているのだと。

「まるで……蜘く蛛もの巣」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやくガドルス。

　糸は俺の足場だけではない。ガドルスの周囲にも張られているため、動きが極限まで制限される。

　これでは自慢の防御も、ろくに発揮できないだろう。

　まるで夜に飛ぶ鳥のように宙を駆ける俺。

　この陣地構築からの変幻自在の機動こそ、俺が『影羽根の暗殺者』や『闇に潜む蜘蛛』と呼ばれた所以ゆえんである。

　そして、身体からだの内部に操糸を施し、筋力を強化する。

　小さく軽い身体を、その限界以上の筋力で強引に動かす。現在の俺の切り札である戦闘法。

　その速度にガドルスはついてこれなかった。いや、万全の足場があれば、捌さばききることもできただろう。

　張り巡らされた糸の隙間を縫うように走る斬撃を、間一髪盾で受け止める。

　だがその左腕が張り巡らされた糸に触れ、浅く切り裂かれた。

　俺はそこで跳躍し、さらに糸を足場に身体を反転させ、ガドルスの頭上より勢いよく爪先を叩きつける。同時に足場の糸を引き、糸の配置を大きく絞り込んだ。

　カタナを盾で受け、腕を斬り裂かれたガドルスは、とっさにこの動きに対応することができなかった。

　手に持った盾はカタナを受けるのに使われていて、使えない。

　反射的に斧を掲げて受けようとするが、その動きは殺到してきた糸に妨害されていた。

「ぬぅ!?」

　罠に嵌はめられた、そう悟ったガドルスは悔しげな声を漏らした。

　降りかかる蹴りを躱す術すべはない。瞬時にそう判断し、額を逆に突き出してくる。

　これは人体で特に硬い部位である額を使って、攻撃を凌しのごうという意図だ。

　ガツンと、重い手応え──いや、足応えが返ってくる。

　ガドルスは脳のう震しん盪とうを起こし、ふらふらとその場に腰を落とした。

　そして俺は──

「あってててて──！」

　さすがにドワーフの額を蹴り飛ばして、無事で済むはずがなかった。いや、前世だったら確実にガドルスは気絶し、俺は無傷で済んだはずなのだが。

　盛大に足首をひねり、地面に転がってのたうち回る。

　その隙にガドルスは立ち上がり……俺に向かって手を差し伸べた。

「さすがの技の切れだな。俺の負けだ」

「いや、どう見ても俺の負けじゃん」

「最後に立っていたのは確かに俺だ。だが致命傷を先に受けたのも、俺だ。なら俺の負けだろう」

「お前がそう思うんなら、別にいいけどよ」

　その手を握り、俺は立ち上がる。

　ぐらりと傾かしいだ身体をガドルスの腕が受け止める。そのまま猫の子のように、襟首を持って宿まで運ばれることになった。

　女性を運ぶのにその運び方はどうかと思うぞ。いや横抱きにしろとは言わないけどよ。




　窓から差し込む日の光で、俺は目を覚ました。

　どうやら少し寝過ごしたようだ。昨夜はガドルスと手合わせしたのだから、それも無理はないというところか。

　だがフィニアが様子を見に来るほどじゃない程度には、早い。そんな時間帯である。

「くぁあああぁぁぁぁ」

　ベッドの上で半身を起こし、アクビ混じりのまま伸びをして背筋を伸ばす。

　ピキピキと背筋が引っ張られる感覚が心地いい。

「ふぅ」

　昨日までの試験はギルドの依頼も兼ねていたので、相応の報酬を貰もらえている。

　その額は銀貨にして十五枚。今までの三倍にも及ぶ額である。

　これは街を出なければならない危険も勘案して、報酬が高めに設定されているのだろう。おかげで数日は余裕のある生活ができそうだ。

「ん～、でも装備の調整もあるからな」

　俺は胸甲のベルトを調整する程度で済むが、ミシェルちゃんの装備は少し問題だ。

　彼女の立派な山脈の形に合わせたセッティングをする必要がある。それは新品をあつらえるのに近い出費を要求するだろう。

　俺たちは新人で、資金的に余裕はない。稼げる時に稼いでおかないといけない。

　寝ぼけ眼をこすりながら、着替えをするべくベッドから足を下ろす。

　するとその一歩で俺の眠気は一気に消し飛ぶことになった。

「ふぎぃ!?」

　足首に走る激痛。見ると、細い足首が真っ赤に腫れ上がっていた。

　どうやら昨夜の勝負の決め手になった、上からの蹴り下ろしで捻挫してしまったらしい。

　それもひどく。

「あぁぁ……あの石頭め！」

　何が『俺の負けだ』だ。よく考えてみれば、頑健のギフトを持ち邪竜の攻撃すら耐え凌いだ奴が、どれほど勢いをつけたと言っても小娘の蹴りごときで揺らぐはずもない。

　蹴った足の方が壊れても当然である。

　このままではベッドから出ることもままならない。

　俺は手早く詠唱を済ませ、治癒光キユアライトの魔法を発動させる。

　無論、気休めに近いこの魔法では完治するには程遠い。

　重ね掛けすればいいと思うかもしれないが、治癒系の魔法はその効果が定着するまでは、同じ魔法をかけても効果が薄いという難点がある。

　その時間は数分程度とはいえ、戦闘時には致命的になる問題だった。

　マリアが聖女と呼ばれていたのは、その瞬時に魔法を発動させる能力だけではなく、治癒魔法を多彩に使いこなす手札の多さがあったからだ。

　初級、中級、上級、最上級の神聖魔法に加え、干渉系や精霊系の治癒魔法まで使いこなすため、別種の治癒魔法を続けざまに掛け続けることで戦線を支えることができていた。

　言うまでもなく、俺にその手札の多さはない。

　それどころか治癒魔法はこの初級のものしか使えない。

「……まあ、それでもないよりはマシか」

　足に体重をかけるたびに鈍痛が背筋を駆けのぼるが、歩ける程度には回復していた。

　このまま部屋から出ないのではフィニアたちに心配をかけかねないので、食事くらいは顔を出すようにしよう。

　足を引き摺ずりながら階段を降りると、一階のホールではガドルスがフィニアの手元に口を寄せている場面に遭遇した。

　その向こうには、羨ましそうにそれを見る宿泊客の冒険者の姿もあった。

「フィニア、どうしたの？」

「あ、おはようございます、ニコル様。ガドルス様が転んだとかで、頭に大きなたんこぶができていたんですよ」

　どうやら俺の渾こん身しんの一撃は、奴の頭部にコブを作る程度のダメージを与えていたようだ。

　それだけでも少しだけ、溜りゆう飲いんが下がる思いがした。

　俺だけが痛い目を見たわけでないという事実が、わずかながらに慰めになる。

「そういうニコル様もどうかしたのですか？　足を引き摺ってますよ」

「……す、少し転んじゃって」

　ガドルスと同じ言い訳を使うのは業腹だが、そうとしか言い訳ができない。

　だがフィニアは心配そうに俺の元に駆け寄り、その足元に蹲うずくまって俺の足首を取る。

「っつ！」

「かなり痛んでますね。どれだけ派手に転んだんですか、もう……」

　その動きに再び痛みが走り、俺は思わず声を漏らしていた。

　だがフィニアが足元で水の精霊の治癒魔法を使用してくれた。

　治癒効果のある水を掌てのひらに出し、それを口にすることで癒いやしを得る魔法だ。ガドルスが先ほど、彼女の手元に口を寄せていたのは、この水を飲んでいたからだろう。

「あれ、ニコル、どうかしたの？」

「足をひねったみたいです。転んだとか」

　俺が治癒を受けていると、裏口に続く廊下からクラウドが姿を現した。

　奴は意外と朝は早いので、裏庭で素振りでもしていたのだろう。ほんのり汗の浮かんだ顔が暑苦しい。

　そこで俺は、一つ奇妙なことに気が付いた。ミシェルちゃんの姿がない。

　彼女は子供らしく夜も朝も早い。だというのに、まだ起きてきていなかった。

「フィニア、ミシェルちゃんは？」

「それが……風邪をひいてしまったようです」

　少し心配そうに、彼女は眉を顰ひそめる。

「はぃ？」

「多分、この季節に水に入って遊んだからだと思います」

「あー……」

　まだ夏には早いこの時期。大きな湖というモノを見たことがない彼女は、テンションを上げてはしゃいでいた。

　故郷の村にも、ラウムにも湖はなかったから無理もない。海なら最近見ているけど。

　そして湖の水も、湧き水らしく非常に冷たいものだった。

　いくら健康優良児の彼女とはいえ、やはり耐えられなかったようだ。

「そういえばわたしとフィニアには保温ウオームをかけていたけど、ミシェルちゃんにはかけてなかったかぁ」

　モリーア草を回収して地上に戻り、それからしばらく遊んだとしても、俺とフィニアは効果時間内だった。

　自分にかけ直す必要が無かったから、ミシェルちゃんにかけることを忘れていた。

　そして元気な彼女は、そんな魔法の補助を必要とせずはしゃいでいた。

　そのしわ寄せを受けてしまったらしい。




　朝食を済ませた後、ガドルスにオートミールを作ってもらい、ミシェルちゃんの見舞いに行く。

　幸い、彼女のひいた風邪はそれほど重いものでは無かったようで、気け怠だるそうにはしていたが、寝込むほどではなかった。

　ちなみに女性の部屋ということでクラウドには遠慮してもらった。

　汗を拭いたりしないといけないからな。

「なお、俺は例外である」

「え、ニコル様、何か言いました？」

「んや、なんでも」

　ミシェルちゃんは年に似合わぬ成長を見せているので、俺にとってはこの世話は眼福以外の何物でもない。

　いや、親友の体調を心配しているのは事実だが。

「ミシェルちゃん、起きてる？」

「あぃ～」

　俺が扉をノックして声をかけると、中から間延びした返事が返ってきた。

　どうやらかなり怠だるそうな感じである。

　扉を開けて部屋に入ると、彼女の体温に暖められたのか、廊下よりも室温が高い空気が身を包む。

　俺は少し心配になって彼女の体温を測ることにした。

「具合はどう？　ちょっと熱測るね」

「うん」

　彼女の額に自分の額をくっつけ、自身の体温と比較する。

　伝わってくる熱はかなり高く、今日動くのは難しそうに思えた。

「うん、高い。これじゃ、今日のお仕事は無理だね」

「そんなぁ」

「ダメ、熱がある時はミスしやすいんだから、今日は安静にしておくこと」

「でもでも、鎧よろいの調整とかしなきゃいけないし」

「また後日だね。冒険者のミスは命に関わることが多いんだから、慎重に行動しないと」

「あうぅ」

　ぐずるミシェルちゃんをなだめ、持ってきたオートミールを食べさせる。

　その後汗を拭くために上着を脱がせた。

　その時の感想としては『おのれ』の一言である。冒険で引き締まったお腹なかと、その割に豊満な胸の対比が実に見事で、思わず見み惚とれてしまったくらいだ。

　これで腰にくびれが出てきたら、マリアに匹敵するスタイルになるのではなかろうか？

　その後ミシェルちゃんの世話はフィニアに任せ、俺はガドルスの元に向かった。

　すでに朝食の時間は過ぎており、客足もピークを越えたため、一階のホール兼食堂には人がいない。

　そんな状況を知ってか、ガドルスは前世の俺の名を呼んできた。

「レイドか。ミシェル嬢ちゃんの様子はどうだった？」

「ああ、あの調子なら大丈夫そうだ。ちょっと熱が高いけど、ただの風邪だな」

「そうか」

　俺の見立てに少し安あん堵どしたらしい様子を見せたガドルスに、食器を渡しておく。

　ガドルスは無言でそれを受け取りながら、いくつかの装備を取り出した。

「お前の胸甲だ。ベルトの調整は済ませておいたから、具合を確認せい」

「お、もうできたのか。仕事が早いな」

「ふん、お前がレイドだと知っていたら、もっと手を抜いておったのだがな」

「おいおい、そりゃないぞ」

　このツンデレドワーフめ。昨日は嬉うれしいと素直に言っていたくせに。

「ミシェル嬢ちゃんの方は、買い直した方が早いだろう。完全に体形に合わんようになっておる」

「装備させずにわかるのか？」

「ここへ来た時はすでにかなりきつそうにしていたからな。変に調整するより新しく大きめを買っておいた方が安全じゃ」

「成長が早いのも善よし悪あしだな」

「弓士だからな。特に女は胸に弦が当たるから消耗が早い。あの体形とあの弓なら、なおさらだ」

「しかたないか。いや、それだけじゃ済まないか」

　白銀の大弓サードアイを使用する以上、胸甲の新調は急務だ。

　今までのような一般的な素材では、弦が当たった時に大おお怪け我がをしかねない。

「ガドルス、今度邪竜の素材を使って鎧をいくつか作るから、お前からの贈り物ってことにして渡してくれないか？」

「む？　それを人が聞けば、俺が贔ひい屓きをしたと取られかねんぞ？」

「面倒な奴やつだな。じゃあマクスウェルからの卒業記念とか、そんな感じで適当な理由をつけてくれよ」

「それはお前が直接交渉せい」

「そんなこともあろうかと！」

　俺とガドルスの会話に、突如甲高い声が割り込んできた。

　いや、この声は何度か聞いたことがある。

「出たな、白いの──って、なんでお前も一緒なんだ!?」

　振り返った俺の視線の先には、案の定『白いの』と……師匠の姿があった。

「『なんで』とは随分な言い草だな。嫁の不始末を詫わびに来たに決まっている。ついでに詫びの品も持参した」

「嫁？」

「コレだ」

　ポンポンと傍らの白いのの頭を叩たたく師匠。

　その行動がどういうことか、その事実がどういう意味を持つのか、俺は即座に理解できなかった。

「嫁……？　嫁えぇぇぇぇっっっ!?」

　師匠が既婚者であることは、すでに聞き及んでいた。だから嫁が一緒にいること自体は驚かない。

　しかしそれが、白いのとなると話は変わる。

　白いのは世にいう破戒神であり、その夫は風神と呼ばれる存在だったはずだ。

　つまり師匠は──

「まさかお前、風神ハスタール!?」

「そう呼ばれることもある」

「いや待て、そんな馬鹿なことが……」

　反射的に否定の言葉を漏らしつつも、半ば納得しつつある自分を自覚した。

　師匠の住すみ処かにある魔道具の数々、彼からもたらされた装備の質の高さ、そしてこの間、地下から漏れ聞こえた女性の声。

　あれは白いのの声ではなかっただろうか？

「いやいや、そこまで驚いていただくと、わたしとしても感激の極みです」

「今回そこは問題じゃない。お前の仲間に暴走をけしかけ、街を離れる切っ掛けを作ったと聞いてな。しかも地脈を放置したせいで、無駄に被害を広げたとか？　さすがに心苦しいので、いくつか装備を持ってきた」

　そう言うと師匠は──いや、ハスタールはカウンターの上に三つの装備を並べ始めた。

「まず、魔竜ファーブニルの皮を使った胸甲」

「いきなりとんでもない品を出してきたな、おい!?」

「なに、ユーリの眷けん属ぞくが脱皮した時に回収した奴を使ったから、元手は掛かっていない」

　ユーリというのは破戒神の名だ。その眷属ということは……時折見かけたあの黒いドラゴンのことか？

　あれ、魔竜ファーブニルだったんだ……邪竜並みのバケモノじゃないか。

「続いて鱗うろこを使った手甲ガントレツト。こちらはエルフの娘に装備させるといい」

「フィニアが一緒なのも知っているのか？」

「ユーリから聞いた。サイズも間違いないはずだ」

　ハスタールの横で胸を張る白いの。そのドヤ顔を理由もなく殴りたい。いや、今回は感謝せねばならないのだが。

　フィニアは槍やりを使うようになったので、やや防御が怪しくなっている。

　特に前に出す腕は敵の攻撃に晒さらされやすい。手甲ガントレツトを贈ってくれたのは有難い。

　しかし隣で鼻の穴が得意げにピスピスしてる白いのが、非常に……非常に癇かんに障る。

「胸甲は件くだんの娘に渡すといい」

「待て、俺のがないぞ」

「お前にはこれまでさんざん装備を融通してやっただろう？」

「そりゃそうだが……まあいいか。ちょうど良かったよ。感謝する」

　どのみちミシェルちゃんに胸甲を用意する予定だったので、手間が省けたと言える。

　それに、破戒神からの贈り物となれば、俺がヘタに言い訳する必要もなくなる。渡りに船とはこのことだ。

「それにしては……妙に地味なデザインだな？」

「ああ、白銀の大弓サードアイは目立つだろう？　その反省を活いかして目立たない意匠にしてみた」

「その配慮はありがたいね。目立つのは、もっと実力をつけてからにしたい」

　新人がいい装備を持っていると、それだけで絡まれることもある。

　俺のような経歴を持っていると、親の七光りと見られる事態も多い。ギルドの階位を上げるまでは、あまり目立たぬようにした方が、印象はいいだろう。

「最後に盾だな。これは一般的な金属の盾だが、内側に同じくファーブニルの皮を張っている。見かけはただの鉄だが、防御力は桁違いになっているはずだ」

　これは目にした時から誰用かが把握できていた。俺やフィニアでは重くて扱えないし、弓を使うミシェルちゃんには不要の長物だ。

「クラウド用か」

「野郎の装備など作りたくなかったのだが」

「その意見には同意するよ」

「まあ、俺たちからの贈り物ということで皆に配ってやってくれ。これでこいつの失態は水に流してくれると助かる」

「そういうことなら、きっと許してくれるさ」

　そもそもミシェルちゃんは、そういう思考にすら至っていない。

　純じゆん真しん無む垢くな彼女なら、許すどころか感謝してくれるはずだ。

「では、俺たちはこれで」

「もう行くのか？」

「久しぶりの嫁との観光だからな。水入らずにしてほしいところだ」

「あ、そう……」

　言うが早いか、そそくさと宿を出ていく二人。

　こうして俺たちは、装備の充実を図ることができた。

　なおガドルスは、一言も発せず硬直したままだったのである。
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　邪竜の巣があるサイオン連峰を目前にして、俺たちの足はぴたりと止まっていた。

　その理由は目の前に広がる巨大な湖である。

　体力のないコルティナなどは足をプルプル震わせながら越えた山の向こうに、巨大な湖が広がっていたのだから、無理もない。

「なによこれ、地図に載ってないわよ、こんな湖！」

　山に入る直前の町で入手した地図には、確かにこんな湖は記載されていなかった。

　地図によると山間に樵きこりや炭焼きで生計を立てる村が存在するだけで、その向こうへは歩いて向かえるはずだった。

　俺たちは地図の情報を信じ、湖を渡るための道具などはまったく用意していない。

「フム……おそらくはあそこの山崩れのせいじゃろうな」

　マクスウェルが指さす方向には、歪いびつに削られた山の姿があった。

　その土砂が麓の方まで流れ込み、村の水源であった川を堰せき止め、湖と化してしまったのだろう。

「それにしてもおかしいわ。湖になるほど水量が貯たまるには、もっと時間がかかるはずよ？　麓の人たちが知らないなんて、ありえないわ」

「その点も説明できんことはないぞぃ。ここいらの山は高く険しい。雲が山を越えられず、山肌に当たって雨になり、降水量が増えるという話は聞いた事がある」

「確かに、そういう話は聞いた事があるけど……」

「さらに舞い上がった土砂が空気中の水分を集めて、雨になるという説もある。諸もろ々もろの事象が重なって通常以上の速度で水が貯まったというのは、考えられんことではないのぅ」

「地図の更新が間に合わなかったってことかしら？」

　マリアがマクスウェルの言葉に、首を傾かしげて疑問を呈する。

　その仕草だけ見れば、愛らしくも可か憐れんな淑女に見えることだろう。だが俺は……俺たちは知っている。この面子めんつの中で、一番敵に回してはいけないのが、奴だと。

「山崩れの跡に新しい植物の姿が見えん。最近崩されて堰き止められたようじゃな。邪竜の仕業なのかもしれん。単純に人の足が遠のいたせいで周知されておらんかったのじゃろうな」

　マクスウェルの言う通り、崩れた山肌には、新しく芽生える植物の姿はなかった。

「なんにせよ、この湖をどうにかして渡る必要があるわね」

「手段としては四つあるの。一つはワシが飛翔フライトの魔術で向こう岸まで行き、戻ってきて転移門ポータルゲートを開く」

　転移門ポータルゲートの魔法は、行ったことがある場所にしか転移できない問題点がある。

　マクスウェルが向こう岸に行ったことがないため、単独で向こう岸に渡り、戻ってきて門を開く必要があった。

「全員に飛翔フライトをかけて飛んでいくというのはどう？」

「それが二つ目じゃな」

「簡単な方を先に言えよ」

「ワシとしては簡単じゃが、お主たちはそうではないぞ。飛翔フライトの魔法で飛ぶのは、結構コツが必要じゃからな」

　言われてみれば、俺はもちろん、ライエルやガドルスも空を飛んだ経験はない。

「変に制御をミスして水に突っ込んで溺死とかされても、ワシは責任持てんよ」

「よし、却下だ。三つ目は？」

「素直に湖を迂う回かいするんじゃよ。一週間は無駄な行程になるじゃろうな」

「そんなに時間をかけたくないのよね」

「じゃあ、四つ目は？」

　マリアに先を促され、マクスウェルは背後を振り返る。

　そこには鬱うつ蒼そうと茂った森林が広がっていた。

「ライエルとガドルスが頑張って、船を作ることじゃよ」

「ム……筏いかだくらいならすぐ作れそうか？」

　ドワーフのガドルスは工芸に関して造詣が深い。特に武具の整備が得意らしいが、木工に関しても最低限の知識は持っていた。

　しかしそれも、多少の時間は取られてしまう。

「一番時間が早そうなのは、やはりマクスウェルに頑張ってもらう一つ目かな？」

「そうじゃろうなぁ。ワシもそんな気がしておったよ」

　老人をこき使ってしまうため少々気が引けるが、一番確実で手っ取り早い。

　ライエルやガドルス、マリアやコルティナも反論はない様子だった。

　そこでマクスウェルが魔法の詠唱を開始した……と同時に、水面みなもを一羽の鳥が通過していった。

　何気なくそれを追っていた俺の目の前で、突然水柱がそそり立った。

「な、なんだ!?」

「モンスターか？」

「……いや、魚じゃ」

　十メートルを超える水柱のさらに上に、全長二十メートルはあろうかという巨大魚が宙を舞っていた。

　クジラに匹敵する巨大な魚は五十メートルほどの距離を飛びあがり、鳥を捕食して水面に落ちていった。

「おいおい、なんだよ、あれ？」

「危なかったな、マクスウェル。もし飛んで行ってたら、お前が食われていたぞ」

「ガドルス、背筋が冷えること言うでないわ」

「でも、高度を上げれば平気だろ？」

「そうもいかん。まずあの魚がどこまで飛べるかが不明じゃし、高度を上げると気温が下がって空気が薄くなりおる」

「爺じいさんにゃつらいか」

「少々な」

　すでに結構な高さの山の中。さらに二、三百メートルも高度を上げれば、老いた身体からだに負担がかかる。

　安全圏を飛べば魚の捕食範囲かもしれず、高度を取ればマクスウェルにはつらい。

「こうなると筏もダメだな。迂う回かい路ろしかないか？」

　あんな巨大魚が棲すみついているようでは、筏のような逃げ場のない乗り物は危険だ。

　飛行にしても、他の人間がマクスウェルを抱えて飛ぼうとしても、飛行中に彼が意識を失ったら術が途切れ、落下してしまう。

「そうね……放置するのも問題だし、倒しちゃった方が早いかもしれないわね」

「倒すって、どう考えても簡単じゃねぇぞ」

「水の中ってのが厄介だよな。俺もガドルスも水中での戦闘はあまり経験がないし」

「そもそもドワーフは泳ぎが得意ではないからな」

　俺の疑惑の言葉に、ライエルとガドルスも相次いで賛同する。

　あのサイズの巨大魚相手に水中戦とか、正直無謀としか思えない。

「でも、あの魚を放置しておくのも危険でしょ？　今は人が近寄らないかもしれないけど、邪竜を倒したら、ここにも人が来るわけだし」

「そりゃそうかもしれないけどよ」

　水源というのは、それだけで重要な資源である。

　特に荒れ地の多いこの北の大地では、生命線ともいえる重要資源だ。

「間違いなく大惨事よ。私たちとしては、これを放置しておけない」

「一応、国の代表みたいな立場だしなぁ」

　コルティナの言葉にライエルは同意した。

　愛国心の欠片かけらもない俺はともかく、ライエルたちは違う。

　特に世界樹教のマリアや、ラウム王族のマクスウェルは評判を非常に気にしなければならない立場だ。

　この巨大魚を放置して先に進んだとしたら、『問題を放置して一般人に被害を出した』という汚名を後世に残すことになりかねない。

「倒すしかないのか？　メンドクセェ」

「みんな、アンタみたいな気楽な立場とは違うのよ」

「わかっているさ。で、策はあるのか？」

「うん……」

　そこでコルティナは数秒考え、にっこりと満面の笑みを浮かべた。

　花が咲くような素晴らしい笑顔で、とんでもないことを提案してくる。

「レイドー、釣りしようぜ。お前餌な♪」

「ふっざけんな!?　そもそも泳ぐ準備なんてしてねぇよ！」

「男なら素っ裸でも平気でしょ？」

「平気じゃねぇよ！」

「冗談よ。余裕のない男はモテないわよ？」

「お前の基準は当てにならん！」

　本気か冗談か、まったく見わけが付かないノリで、コルティナが茶ちや化かす。

　そもそも、何が嬉うれしくてクジラ並みの化け物がいる湖で泳がねばならないのか。

　俺がキレ散らかしているのを見て溜りゆう飲いんを下げたのか、コルティナはまじめな顔で対策を話し出した。




「こんなに暢のん気きにしていていいんだろうか？」

「いいんじゃねぇの？」

　ライエルの疑問に、俺は適当な相あい槌づちを打っておく。

　湖のそばでシートを敷き、俺たちは少し遅めの昼食をとっていた。

　今回、俺もライエルも、ガドルスもマリアも必要ない。

　マクスウェルが少しばかり動いて、あとは待つだけで巨大魚を討伐できると聞いては、従うしかない。

「それにしても、いつまでかかるんだよ？」

「そう長くはかからないわよ」

　コルティナはちらりと土砂崩れの方に視線を向けた。

　そこにはマクスウェルが作ったゴーレムが、せっせと岩を取り除く作業を続けていた。

　動きは鈍いが腕力はあるゴーレムだ。除去作業は人間よりも遥はるかに速い。

　しかも疲れ知らずなので、昼夜を問わず働き続ける優れものである。

「これだけ大きな湖の水を堰き止めているのよ？　かなりの水圧がかかっているはず。わずかでも穴を空けることができたら、そこから決壊するはず」

「ゴーレムだから一緒に流れても問題ないしの。さすがの悪巧みと言うべきか」

「失礼ね。策と言って欲しいわ」

　コルティナが提示したのは、ゴーレムを使って堰せき止めている土砂を除去し、決壊させて水を抜くという策だった。

　決壊して水が流れ出せば、後は土砂も一緒に押し流す。

　それこそ雪崩のように堰せきは押し流され、瞬く間に水は抜けてしまうはずだった。

　そして巨大魚というからには、水が無いと生きてはいられない。

　水を抜いて干上がった湖の底で、為なす術すべもなく息絶えるはずだ。

「小さな魚だったら、流れ出た水に乗って水たまりで生きながらえることもできるでしょうけど、あのサイズだとまず無理ね」

「それは重畳だが、にしてもどこからやってきたんだ、あの化け物？」

「このさらに上流っていうと、邪竜の巣の近くになるからの。ひょっとしたら何か妙な影響を受けたのかもしれん」

「あの邪竜なら、そういうことも起こしかねんな」

　マクスウェルとガドルスが、呆あきれたようにそう愚痴る。

　とにかく規格外の邪竜だけに、周囲に及ぼす影響も規格外だったとしてもおかしくない。

　その時、ガコッと音が響き、水面にさざ波が広がった。

　見ると堰の一部が切れ、大量の水が流れ出すところだった。

　最初はゴーレムも、その自重によって流れに逆らっていた。しかし勢いはどんどん増していき、ついに耐え切れずに押し流されてしまっていた。

　その勢いはさらに増していく。怒ど涛とうの如ごとく流れ出し、堰も大きく削られていった。

「成功ね。この調子ならすぐにでも──あら？」

「まぁ、すごい。自分の身体で水の流れを堰き止めているわね」

「魚の分際で小こ賢ざかしい真似まねをするじゃない!?」

　見ると巨大魚が堰の削れた部分に自分の身体を押し当て、水の流出を防ごうとしていた。

　それは本能による防衛行動なのかわからないが、コルティナの目もく論ろ見みを邪魔する行動ではある。

　自分の計画を邪魔されたコルティナは、それを見てヒートアップした。

「生意気な！　マクスウェル、やっちゃって」

「結局ワシなんじゃな……」

「ケチケチしないの！　レイドみたいになるわよ」

「そこでなんで俺の名前が出てくるんだよ!?」

　唐突に名前を出されて、俺はまたしてもコルティナに噛かみ付く。

　もっとも、この状況では俺の出番は無いに等しい。

　俺たちの様子を見て、マクスウェルはやれやれと溜ため息いきを吐つき、立ち上がった。

「仲が良いのもたいがいにしておけ。犬も食わぬぞ？」

「どう見たら仲良く見えるってんだ？」

「老眼？」

「お主ら、こんな時だけ息ぴったりじゃのぅ」

　呆れた口調のままマクスウェルは呪文を唱える。その口調は毒気を抜かれたのか、どこか投げやりだった。

　そして彼の手から放たれた雷によって巨大魚は痙けい攣れんを起こし、腹を上にして浮かび上がってしまう。

　同時に隙間から再び流出が始まり、堰も巨大魚も容赦なく押し流されていく。

「レイド、ほらあの魚、今日の夕食にできるんじゃない？」

「あれを食う気かよ……」

「猫人族にとって、魚は何よりのごちそうなのよ」

「初耳だぞ」

　言いつつも俺は手甲に仕込まれた糸を飛ばし、巨大魚を拘束しようとする。

　もちろん距離が足りないので、一本の糸を出し切ると別の糸に結び付けて距離を伸ばす。

　マクスウェルも俺の意図を察して、風の魔法を使って魚をこちらへと寄せてきた。

　その尻尾に糸を絡め、近くの岩に結び付けておく。こんな使い方をさせられるなんて、師匠が知ったらどんな顔をするだろうか？

　一瞬見てみたいと思ったけど、言った瞬間にゲンコツを貰もらいそうなので、頭かぶりを振って嫌な思考を追い出しておく。




　こうして巨大魚は、何の感慨もなく、理不尽なまでに一方的に討伐されることとなった。

　本当にこの小娘は、自身は何の力もないのに人を使わせるとなぜこうも凶悪な存在になるのか、不思議なくらいだ。

　しかしその戦果は見ての通りだ。この応用力の高さは俺も見習わねばならないと、内心では思っていたのだった。

　褒めたら調子に乗るから、決して口に出したりはしないけどな！
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